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　Life.0










　夏となりました。高校生活も夏休みに突とつ入にゆうでございます。


　皆みなさんはいかがお過ごしでしょうか？　俺おれは現在、なぜか動けないでいた。


　早朝のベッド！　俺の両りよう脇わきには部長とアーシア！　スヤスヤと寝ね息いきを立てて寝ている！　三人、川の字に寝て俺が真ん中！　こんなに素す晴ばらしい状じよう況きようはそうないものだ！　スケベ冥みよう利りに尽つきるんだけど──いま、タオルケットのなかをもぞもぞと動きながらこちらに迫せまってくる何かがいる！


　違い和わ感を覚えて先ほど起きたばかりなんだが、タオルケットのなかで動く何かは俺に独特の弾だん力りよくとスベスベな肌はだ触ざわりを与あたえてきていた！　すんごいやわらかいんだけど!?


　胸のあたりまで来たところで、タオルケットのなかを見ると──、


「うふふ。おはよう、イッセーくん」


　長い黒くろ髪かみの美少女──朱あけ乃のさんがタオルケットの中からお出ましぃぃぃぃぃ!?


　姫ひめ島じま朱乃先せん輩ぱい。俺が所属するオカルト研究部の副部長で、三年生の先輩。俺のもう一人のお姉さま的存在だ。先日、とある理由から同居が決まった。


　いつもポニーテールのせいか、ほどいた状態の黒髪が艶つやっぽく感じる！


　朱乃さんは薄うすい生き地じで出来ている浴衣ゆかた姿だ。すりっすりっとすり寄るように俺のほうへ近づいてくる！　その間にも太ももとおっぱい、女性の体全体の弾力とやわらかい感かん触しよくが俺を襲おそう！　薄い着物だから、朱乃さんの感触はほぼダイレクトで俺に伝わってくる！　クソ！　朱乃さんの体は極ごく上じようにやわらかいです！


　ダメ押おしで朱乃さんの体温が俺の脳みそを溶とかそうとしている！


　朱乃さんは俺の首もとに顔を寄せたまま、ピタリと動くのを止めてしまう。


「とーちゃく」


　甘あまい声こわ音ねを漏もらしながら、朱乃さんは俺にぴったりと抱だきついてきた！


　うおわっ！　朱乃さんの黒髪からすんごい良い匂においがして俺の鼻び腔こうを最大級に刺し激げきしてくる！


　ちゅっ。


　──ッ！　ふいうちに首もとへキスをもらった！　って、キスゥゥゥゥッ!?


　朱乃さんは脳みそが弾はじけ飛びそうな俺へピッタリと張り付いてくる！　朱乃さんの体の感触すべてが俺の体にぃぃぃぃっ！


　俺の脚あしと朱乃さんのやわらかい脚が絡からみ合う！　ていうか、朱乃さんの脚が絡んできたんだ！　うへぇ！　朱乃さんの太ももすっごいむにゅむにゅでスベスベだ！


　お互たがいの片手の五指も絡む！　すげえ、まるでドラマや漫まん画がで見たことのある恋こい人びと同士のベッド風景だよ、これぇぇぇっ！


　朱乃さんが細い指先を俺の体に這はわせる。ゾクゾクしちゃう！


「イッセーくんの体って、リアスに鍛きたえられているせいか、結構たくましいわ。うふふ、男の人の肌はだって、想像以上に気持ちいいのね。それともイッセーくんの体だから？　ねえ、イッセーくん。私の体は気持ちいいかしら？」


　身動きできない俺の耳にダメ押しともいえる息が吹ふきかけられる！　女体の素晴らしさに動けない俺を完全に楽しんでいらっしゃる！


「は、はい！　朱乃さんのお体は最高です！」


「うふふ、うれしい。この体、もっと楽しんでくれてもいいのですよ？　私もイッセーくんの体をもっと深く知りたいわ。──と言っても怖こわいお姉さんが隣となりで寝ているから限界があるのかしら。でも、バレるかバレないか、この瀬せ戸と際ぎわが楽しくもあるわね」


　Ｓだ！　Ｓの朱乃さんが朝から出現中ぅぅぅっ！　本当この人、俺以上にエロすぎるから、エロ魔ま人じんの俺もビックリで身動きできないときがあるよ！


　朱乃さんが少しだけ身を起こし、俺に覆おおい被かぶさる。俺を見下ろす朱乃さん。黒い髪かみがパラパラと俺にかかった。


　朱乃さんの顔がどんどん俺の顔に近づいてきて──。これって、まさか──。


「このまま時間が止まってしまえばいいのに……。なんてロマンティックなこともいいけれど、やっぱり──」


　俺の唇くちびると朱乃さんの唇が重なる瞬しゆん間かん、その声は聞こえてきた。


「朱乃。何をしているのかしら？　いつこの部屋に入ってきたの？」


　──っ！


　……俺は恐おそる恐る視線だけを隣に移す。紅髪のお姉さまが不ふ機き嫌げん極まりない半眼で俺と朱乃さんを睨にらんでいた。部長、怖いっス！　リアスお姉さま、怖いっスよ！


　朱乃さんは俺と指を絡んでいる手を部長へ見せつけるように向ける。


「スキンシップですわ。私のかわいいイッセーくんと素敵な朝を始めようと思ったものですから侵しん入にゆうしてしまいました。だって、独りのベッドは寂さびしいもの」


　朱乃さんの一言に部長の眉まゆがつり上がる！　うわぁあああっ、キレてらっしゃる！


「『私の』？　あなた、いつイッセーの主あるじになったの？」


　ぷるぷると全身を震ふるわせながら部長は言う。口元をひくつかせていた！


「主じゃなくても先輩ですわ。後こう輩はいをかわいがるのは先輩のつとめでしょう？」


　部長が顔をずずいっと朱乃さんに近づける。


　顔を近づけて部長は怒いかりのこもった声音で言う。


「先輩……そう、そうくるわけね。──ここは私にとって聖域に近いわ。唯ゆい一いつ絶対的な癒いやし空間なの。アーシアならともかく、他の者まで入れるわけにはいかないわ！　ここは私とイッセーの部屋なの」


　俺の部屋、いつの間に部長の部屋に!?　そんな部長の一言に朱乃さんが小さく笑えむ。


「あらあら。お嬢じようさまは独どく占せん欲よくが強いですわね。──私に取られるのが怖いのかしら？」


「……一度、あなたとは話し合わなくてはいけないようね」


　部長の体が紅いオーラに包まれた！　うわああああっ！　臨戦態勢ですか!?


「あら、話し合うという割には攻こう撃げき的なオーラが漂ただよいますわね」


　笑む朱乃さんも薄く黄金のオーラをまとい始めた！　なっ！　こっちもですか！


「話し合いよ。あくまで」


　バチバチと火花を散らしながらにらみ合う部長と朱乃さん……。うわわわ、朝から女のバトルが開始っスか!?　原因はペットな俺の取り合い!?


　うれしい気持ちもあるが、それ以上に怖い！　普ふ段だんやさしいお二人が鬼おにのような形相でにらみ合うと縮こまっちゃうよ！


「……うにゅぅ、もう、朝ですかぁ……ふぁぁ……」


　と、アーシアが眠ねむ気けまなこをさすりながら起き床しよう！


「アーシア、まだ眠ってていいからな……」


　俺はアーシアの頭をなでなでした。ああ、アーシア。俺の癒し空間！


「あ、イッセーしゃん……じゃあ、お言葉に甘えてイッセーしゃんに抱っこして眠りまふぅぅ……」


　寝ぼけているアーシアは俺に抱きつきながら再び眠りにつこうとしている！　うぅ、めちゃくちゃかわいいけど、それどころでもなくてだね！


　ぼふっ！　ぼふっ！　ぼふんっ！


　音がするほうへ振ふり向けば、今度は部長と朱乃さんの枕まくら投げ合戦が開戦されているぅぅぅっ！　お姉さま方、朝から何をしてらっしゃるんですか!?


「だいたいね、朱乃はすぐに私の大事なものに触ふれようとするからイヤなのよ！」


　部長が勢いよく枕を投げ、朱乃さんの顔面にヒットする！　顔に当たった枕が下に落ちても、朱乃さんはニコニコ顔だった──と思ったら、目を見開いた!?


「あら、ちょっとぐらい良いじゃないの！　あなたは本当にケチだわ、リアス！」


　落ちた枕を拾い上げて、それを部長の顔面にぶつける！　うわっ！　もろだ！


　顔から枕を払はらいのける部長！　ちょっと涙なみだ目めだった！


「この家だって、改築したばかりだし、朱乃の好き勝手にはさせないんだから！」


　ついには気品溢あふれる姿と言動をどっかに飛ばして、年相応の女の子な声とお顔で枕を再度投げはなつ！　朱乃さんはその枕を避よけ、俺の枕を部長へ放った！


「サーゼクスさまは眷けん属ぞく仲良く暮らしなさいとおっしゃってたわ！」


「ここは私とイッセーの家なの！　お兄さまも朱乃も私とイッセーの間を邪じや魔まばかりするんだもの！　もういや！」


　すんごいうれしいお言葉です部長！　感無量で涙が出てくるぜ！　下げ僕ぼく冥利につきます！　でも、いまのはわがまま全開なお嬢さま発言だよね。


「サーゼクスさまのご意向を無視する気!?　魔ま王おうさまよりもイッセーくんなのね！──私にもイッセーくんを少しは貸しなさいよ！」


「ダメ！　絶対にダメなんだから！」


　お姉さま二人は年とし頃ごろの女の子らしい口ゲンカをしてらっしゃいます。


　う、うーん。同居するようになってから、部長と朱乃さんの素すの顔を拝めるようになったけど……。高貴な雰ふん囲い気きを出していた二大お姉さま。皆みんなの憧あこがれだ。俺の憧れでもある。


　けど、本当は年相応な顔も見せる普ふ通つうの女の子だったりした。俺はそこには別にショックは受けなかったな。逆にうれしかった。高貴な二人もいいけど、女の子な姿はとてもかわいいぜ。むしろ、もっと二人を好きになれたと思う。


　うん？　と、俺は先ほどの部長たちの口ゲンカの内容に疑問を感じた。


　……家を改築したばかり……？


　そういえば、ベッドがやたらと大きいような……。だって、部長と朱乃さんがベッドの上で枕投げをしていても余よ裕ゆうのスペースがある。


　あれれれ!?　俺のベッド、こんなに大きかったっけ!?　四人いてもまだ余るぐらいだよ!?　つーか、天てん蓋がいまでついてるぅぅぅ！


　よーく、部屋を見み渡わたせば……以前よりも広い間取りに気づく！　あれ!?　広くね!?　俺の部屋、八畳じようもなかったのに！　なんだか、倍以上になってねぇか!?


　テレビもちっこいブラウン管のものから、おっきな最新式の薄うす型がたテレビになってるし！


　あああああ！　最新のゲーム機全種まで！　俺の小こ遣づかいとバイト代だけじゃ買えない代しろ物ものばかりが部屋に！


　俺は急いで部屋を抜ぬけ出た！　おかしい！　昨夜まで普通に俺の家だったはずだ！


　廊ろう下かが倍ぐらいのスペースに！　階段も上下にあるよ!?　俺の家、二階建てで、ここは二階のはずなのに！　三階あるの!?


　階段を覗のぞき込こめば、なんだか、三階だけでは済まされない階層がっ！


　さらに俺は階段を駆かけ下りて、おそろしく広くなった玄げん関かんを飛び出た！


　ぜーはーぜーはーと息をあげて、外から家の全容を見たとき──。


　なんということでしょう!?　俺の家が!?　匠たくみの技にぃぃぃ!?


「な、なんじゃこりゃぁあああああああああああっ!?」


　俺の絶ぜつ叫きようが辺りにこだまする。


　当然だ。俺の家は──倍以上の敷しき地ちに加えて、六階建てになっていた。










　Life.1　夏休み、冥めい界かいへＧＯ！










「いやー、リフォームしたんだよ。父さんも朝起きてビックリだ。寝ねている間に家ってリフォームできるんだな」


　朝食の席。以前の五倍は広くなった食しよく卓たくで父さんが満面の笑みを浮うかべながらそう言った。食卓には俺、俺の両親、部長、アーシア、朱あけ乃のさん、ゼノヴィアと新しい家族も含ふくめて全員集合していた。


　朝飯を食べ始めてから俺は父さんに訊きいたんだ。一言、「どういうことなの？」と。


　同じく五倍以上広くなったキッチンから母さんが朝食の味み噌そ汁しるを運んでくる。


「リアスさんのお父さまがね、建築関連のお仕事もされているそうで、モデルハウスの一いつ環かんでここを無料でリフォームしてくれるっておっしゃったのよ」


　そんなモデルハウスの話、あるわけねえだろう！　いや、これが部長の親おや御ごさんがおこなったのは理解できる。


　俺の隣となりの席で部長が平然と黙もく々もくとご飯を食べているのも全部知っているからだ。


　ていうか、リフォームどころか、敷地面積も広がってませんか？　隣近所の家が丸々無くなって新居の敷地になってるんですけど……？


「そういえば、お隣の鈴すず木きさんや田た村むらさんは引ひっ越こししたそうだ。なんでも急に好条件の土地が入手できたって話で、そっちに移り住んだそうだぞ」


　と、父さんは言う。


　──っ！　それ、絶対に部長のお家うちが絡からんでいるって！　間ま違ちがいないって！


「だいじょうぶよ。平和な解決だったわ。皆、幸せになれたのよ」


　隣で部長が小声でニッコリ微笑ほほえんでいた。


　悪あく魔まの交こう渉しよう術ですか!?　部長が言うのだから、お隣さんも幸せになれたんだろうけど……。恐るべし、グレモリー家！


　母さんが家の図面を持ってくる。それは部屋の割わり振り表らしきものだった。


「一階は客間とリビング、キッチン、和室。二階はイッセーとリアスさんとアーシアちゃんのお部屋。イッセーのお部屋を挟はさむ形ね。お隣同士で部屋内を行き来できる造つくりのようよ」


　なるほど、部長のわがまま全開の二階ってわけだ。うわー、俺おれの部屋、以前の四倍以上はありそうだぞ……。家具もグレモリー持ちで設置完かん了りよう？　すげぇ……。リビングに見たこともない巨きよ大だいなテレビがあるもんな。天てん井じようにはシャンデリアあるし……。


「三階は私と父さんの部屋と、書しよ斎さい、物置など。四階は朱乃さんとゼノヴィアちゃんのお部屋。あと、今度来る小こ猫ねこちゃんの部屋もあるわよ」


　朱乃さんと目があうと、満面の笑みを向けられる。なぜか、いつものニコニコってよりは本物の笑顔に見えてしまったような……。最近、朱乃さんは俺にすんごい良いニコニコ顔で接してくれる。


　それは以前のようなニコニコフェイスとは違ちがうんだ。説明は難しいけど、本当のニコニコ顔って言えばいいのかな。朱乃さんはそれを俺に向けてくれるようになった。以前よりもすごくやさしい雰囲気で、朱乃さんを身近に感じてしまうんだ。


　手の届かない存在ではなくなったようにも思えて──。って、俺にとってみれば高たか嶺ねの花すぎるけどね……。


　ドキドキする俺の頰ほおを部長が軽く引っ張る。あうぅ、部長もどんどん厳しくなってきたぜ……。俺、部長のほかに主なんて持つつもりはないのに。心配性だなぁ。


　母さんが部屋割りの説明を続ける。


「五階と六階は全体的に空き部屋ばかりね。いまのところはゲストルームとするつもりよ。リアスさんに聞いたら、二階以外はどうしてくれても構わないと言うものですから」


「はい。ここはイッセーのお父さまとお母さまのお家ですもの。私やアーシアたちはあくまでホームステイの身の上ですわ」


　気品溢あふれる言動で部長が返す。


　あれれ!?　部長、さっき俺の部屋で「ここは私とイッセーの家なの！」とかおっしゃってませんでしたか!?　なんて変わり様だ！


「屋上には空中庭園もあるんだ。父さん、野菜作るぞ～」


　お目々を輝かがやかせながら父さんが言う！　ああっ、完全に疑問とか持ってない！　夢のリフォームに脳が麻ま痺ひしてるに違いないって！


「頑がん丈じように建ててありますので、戦争になっても崩くずれませんわ」


「ハハハハ、リアスさんは冗じよう談だんがお上手だなぁ」


　という部長と父さんの会話。……部長の言うことは本当だろうな。この家はマジで戦争になっても耐たえられる造りに変へん貌ぼうしてる……。まさか、大たい砲ほうとか隠かくれてませんよね？


　しかし、この間の授業参観でうちの父さんと部長のお父さんは何を話し合ったのだろうか？　すっごい気になるぞ。まさか、俺を冥界に売り払う相談に合意したとか!?


　さすがにそれはないだろうけど、それにしても父さんと母さんはあの授業参観の日から俺たちを見る目がちょっとだけ変わったと感じてしまう。


「地下もあるそうだね」


　ゼノヴィアが箸はしに苦戦しながらも言う。


「地下!?」


「ええ、地下三階まであるわ」


　素すっ頓とん狂きような声をあげる俺。部長はうなずいて肯こう定ていした。地下まであるのか、この家!?


「地下一階は広いスペースのお部屋。トレーニングルームにもできるし、映画鑑かん賞しよう会かいもできます。大浴場も設備してます。地下二階は丸々室内プールです。温水も可能ですわ。地下三階は書庫と倉庫」


　部長が追加の図面を取り出しながら説明してくれた。


　……俺の家、室内プールまでありますか……。もう、何がなんだか……。


「エレベーターもありますので、地上六階から地下三階までスムーズに乗り降りできます」


　この家、エレベーターもありますよ……。まるでビルじゃん。もう言葉もないです。


　こうして、俺の家は夏休みが始まって数日で豪ごう邸ていと化したのだった。








「冥めい界かいに帰る!?」


　朝食が終わり、自室でまったりしていた俺に部長はうなずいた。俺の部屋にはオカルト研究部のメンバー全員集合していた。


　同居メンバーは皆みんな、ラフな格好をしている。


　木き場ばと小猫ちゃん、ギャスパーも先ほど俺の家に到とう着ちやくしたばかりだ。


　二人とも普ふ段だん着ぎ。小猫ちゃんのワンピース姿がかわいらしい。


　こんだけの人数がいても、俺の部屋には余裕のスペースがある。皆、高そうなソファーに座り込んでいた。


　ギャスパーだけ自前の段ボール箱に入り込んでいたが……。服装は女物！　普段もそれか！　ですよね！　女装少年だもの！


「夏休みだし、故郷へ帰るの。毎年のことなのよ。──って、どうしたの、イッセー。涙なみだ目めよ？」


　部長の言葉に俺は涙を流す！


「うぅ、部長が冥界に帰ると突とつ然ぜん言い出したから、俺を置いて帰っちゃうのかと思いましたよぉ……」


　やだやだ！　部長が俺を置いて帰っちゃうなんて！　部長のおっぱいが遠くに行くと思うと悲しくて夏休みを無事に過ごせないよ！　部長無しの生活なんてもう想像できない！


「まったく、そんなことあるわけないでしょう？　あなたと私はこれから百年、千年単位で付き合うのだから、安心なさい。あなたを置いてなんかいかないわ」


　と、部長は俺のほっぺをさすりながら苦く笑しようする。


　そっか、俺たち悪魔だ。人間よりも長生きだったりする。俺と部長、部員とはずーっと一いつ緒しよってことか。そう思うと全然寂さびしくなくなるな。


　きっと、松まつ田だや元もと浜はま、両親よりも長く過ごすことになるのだから。そう考えると、そちらのほうは寂しいな……。いつか訪おとずれる別れか。


「そういうわけでもうすぐ皆で冥界に行くわ。長期旅行の準備しておいてちょうだいね」


　部長はそう言うと紅茶を優ゆう雅がに飲まれていた。──って、俺たちも冥界!?


「え!?　俺たちも冥界ですか!?」


「そうよ。あなたたちは私の眷けん属ぞくで下僕の悪魔なのだから、主あるじに同どう伴はんは当然。一緒に私の故郷へ行くの。そういえばアーシアとゼノヴィアは初めてだったかしら？」


　部長の問いにアーシアはうなずく。


「は、はい！　生きているのに冥めい府ふにいくなんて緊きん張ちようします！　し、死んだつもりで行きたいと思います！」


　アーシア！　意味がまったくわからないよ！


「うん。冥界──地じ獄ごくには前々から興味があったんだ。でも、私は天国に行くため、主に仕えていたわけなのだけれど……。悪魔になった以上は天国に行けるはずもなく……。天てん罰ばつとして地獄に送った者たちと同じ世界に足を踏ふみ入れるとは、皮肉を感じるよ。ふふふふ、地獄か。悪魔になった元信者にはお似合いだね」


　あー、またわけのわからん悩なやみで沈しずんでるぞ、ゼノヴィアは……。


「八月の二十日過ぎまで残りの夏休みをあちらで過ごします。こちらに帰ってくるのは八月の終りになりそうね。修業やそれら諸々の行事を冥界でおこなうから、そのつもりで」


　部長はそう俺たちにスケジュールを申しつけてくれた。そっか、俺たち眷属は夏の終わりまで冥界で過ごすのか。冥界ってフェニックス家との一戦で少し行っただけだからなぁ……。空が紫むらさき色いろなこと以外わからないぜ。


　あと、死者の魂たましいがたどり着く場所でもあり、管理する領域もあるってことぐらいか。


　でも、夏休みをあちらで過ごすとなると、俺が立てていたスケジュールは破は綻たんするか。


「あー、でも、俺、夏休みやりたいことあったんですけどねぇ」


　俺はポツリとそう漏もらした。


　俺と松田、元浜の三人は「今年こそ彼女作って、夏休みをエロエロ体験！」と力強く共鳴していた。


　今年の夏休みも海に行ったり、プールに行ったりでナンパやらをしようぜ！　って決め込んでいたんだ。俺、彼女いないし……。いたけど、元カノに殺されたし……。


　今年の夏こそ、エンジョイしてやる！　ってそう思っていたんだ。


「あら、イッセー。どこか行く予定でもあったの？」


　部長が怪け訝げんそうに俺に訊きく。


「はい。海やプールに行こうかなーって」


「海は冥界にはないけれど、大きな湖ならあるわ。プールだって、この家や私の実家にもあるのよ？　温泉もあるし、それではダメなの？」


　考えてみりゃ、部長たちと冥界の湖やプールでエンジョイしたほうが、松田たちと海に行くよりも何十倍も何百倍もお得なんじゃないか!?　しかも温泉って！


　俺の脳内に湯ゆ煙けむりのなかをいく真まっ裸ぱだかの部長、朱乃さん、アーシア、ゼノヴィア、小猫ちゃんが妄もう想そうされる！　お、お、お、おっぱい湯煙祭りか!?


　オ、オイル塗ぬりや温泉を覗のぞいたり……。混浴とかアリなんじゃないのか!?


　部長と朱乃さんのおっぱいをもみたい！　もみもみと！　手のひらいっぱいに！


「……いやらしい妄想禁止」


　小猫ちゃんに半眼で突つっ込こまれた！　さすが小猫さま！　俺の脳内を透とう視しできるのね！


　でも、突っ込んだあと、小猫ちゃんは深いため息をついて、何やら遠い目をしていた。


　はて？　思えばいつもよりもツッコミの鋭するどさが若干弱かったような……。


「イッセーくん、想像以上にスケベな顔だったよ」


「先せん輩ぱいは想像力が豊かで楽しそうです……うらやましいなぁ……」


　木場が爽さわやかに言い、ギャスパーは心底うらやましそうにつぶやいた。


「おまえらはこの夏は女の子とデートしないのかよ？」


　俺よりも面つらの良い二人だ。その気になりゃ最強の夏をエンジョイできるじゃないか！


「僕ぼくは修しゆ業ぎようがあるからね」


　真ま面じ目めくんめ！　木場は自分のイケメン度を有効利用しない罰ばち当たりだ！


「僕はいいです。……ひ、引きこもりなんで、インドア派だし、お家でネットしながらかわいい服を着られればいいんで……」


　引きこもり女装野や郎ろうめ！　ギャスパーはダメだ！　何から何までツッコミ待ちのダメな子ですよ！


「じゃあ、イッセー。冥界で私とデートしましょう。デートをするだけの時間があればいいのだけれど……」


　部長の提案に下僕の俺が泣いた！　部長は本当に俺を甘あまやかしてくれる！


「部長ォォォォッ！　行きます！　全力でついていきます！」


「あらあら。でしたら、私はイッセーくんとお部屋で過ごしますわ。部長にもできないようなエッチなことでもしながら」


　自分の胸の辺りを指でエッチになぞりながら朱乃さんが言う！


　ブッ！　朱乃さんの刺し激げき的な一言に俺の鼻から血が噴ふき出る。……エロい！　エッチだよ、朱乃お姉さま！　お部屋でどんなことされちゃうの俺!?


「ダメよ」


「いやよ」


　部長と朱乃さんが火花を散らしながら視線をぶつけ合う！　あああああっ！　朝からこれが始まってしまった！　どうしてお二人は後輩のかわいがりでケンカをしますか!?


「俺も冥界に行くぜ」


『ッ!?』


　いつの間にか、席の一角にイケメンの黒くろ髪かみ男性が座すわっていた。──アザゼル先生だ。


　全員が先生の突然の登場に面食らっていた。


　悪あく魔まと敵対していた堕だ天てん使し組織の総そう督とくさまご本人で、先日の悪魔、天使、堕天使の和平会談に出席していたんだ。なぜかこの人だけ駒く王おう学園に残り、教師を始めた。しかも俺おれたちオカルト研究部の顧こ問もんだったりする。少し前じゃ考えられない状じよう況きようだ。


　マジ、この人、どこから入ってきた？　気配なんて一いつ切さいしなかったぞ。って、俺はそっち方面に疎うといけどさ。それでも部長や木場も気づかなかった様子だ。


　まあ、堕天使総督とかって、場合によっちゃラスボス的存在だよな。それが味方なんだから凄すさまじいぜ……。


「ど、どこから、入ってきたの？」


　部長が目をパチクリさせながら先生に訊く。


「うん？　普ふ通つうに玄げん関かんからだぜ？」


　平然と先生は答えた。


「……気配すら感じませんでした」


　木場が気持ちを正直に口にした。やっぱり、禁手バランス・ブレイカーに至ってる木場でさえ、勘かんづけなかったのか……。


「そりゃ修業不足だな。俺は普通に来ただけだ。それよりも冥界に帰るんだろう？　なら、俺も行くぜ。俺はおまえらの『先生』だからな」


　そう、彼は俺たちの『先生』役を引き受けた。豊富な神器セイクリツド・ギア知識から、今後の戦せん闘とうスタイルまで教えてくれるようだ。


　まだ少ししか教えてもらえてないけど、俺も含ふくめ、眷けん属ぞく内の神器セイクリツド・ギア所有者は何かをつかんでいる様子だった。確かにこの人、力の使い方や導き方、何よりも教え方がうまいんだ。


　説明するのがすごい達者。先生とか講師とかに絶対に向いてると思うもん。


　先生は懐ふところからメモ帳を取り出すと、開きながら読み上げる。


「冥界でのスケジュールは……リアスの里帰りと、現当主に眷属悪魔の紹しよう介かい。あと、例の新しん鋭えい若手悪魔たちの会合。それとあっちでおまえらの修業だ。俺は主に修業に付き合うわけだがな。おまえらがグレモリー家にいる間、俺はサーゼクスたちと会合か。ったく、面めん倒どうくさいもんだ」


　嘆たん息そくする先生。マジでめんどくさそうにしてる。いち組織の総督さまがそれじゃいけないと思うんだが、この人、部下からの支持がすげえって話だからな。


　時たま、名も知らない堕天使が先生に会いに来ることがある。なんでも「秘書にしてください！」とか「人間界にいる間、身の回りの世話を！」とか「身辺警護は絶対に必要です！」って、訪問してくるんだ。皆、アザゼル先生がこの町にいるのが心配で心配でたまらないらしい。訪問してきた堕天使のなかには上の位の者もいたって話だ。


　それら全部を「いいから帰れ。命令だ」の一言で送りかえしている。それほどの堕天使が俺たちに力を教えてくれるというのだから、幸運だと思える。


　よし、これを機会に俺はライバルとされている白はく龍りゆう皇こうヴァーリに少しでも近づこう！


　このままだとあいつにボロ負けしそうだからな……。部長と朱乃さんとエッチなことをするまで絶対に死にたくない！


「ではアザゼル──先生はあちらまでは同行するのね？　行きの予約をこちらでしておいていいのかしら？」


　部長の問いに先生はうなずく。


「ああ、よろしく頼たのむ。悪魔のルートで冥界入りするのは初めてだ。楽しみだぜ。いつものは堕天使側のルートだからな」


　冥界かー。どうやって行くんだろう？　やっぱり、魔ま方ほう陣じん？　冥界って悪魔の世界と堕天使の世界で両断されているんだよな。いまは和平でふたつの世界の垣かき根ねがなくなって交流を始めたみたいだけど……。


　無知な俺はまったくその辺の想像ができなかった。


　とりあえず俺は、松田と元浜にメールでこう送った。


『俺、この夏、海行くのパスな！　部長たちと温泉行ってくるから！』


　すぐに返信されてきた。


『死ね！』


『地獄に堕おちろ！』


　うん、俺、その地獄──冥界に行くとこだ。意外に良いとこらしいぞ、親友たちよ。





　　　　─○●○─





　旅立ちの日。俺たちがまず向かったのは──最寄りの駅だった。皆みんな、服装は駒王学園の夏の制服姿。冥界入りするなら、これが一番の正装だと部長に言われたんだ。


　いつも電車に乗るときの駅だ。……なんで冥界へ行くのにここ？


　疑問の尽つきない俺だが、部長と朱乃さんはツカツカと駅に設置されているエレベーターのほうへ向かう。


　がんばっても五人そこそこしか乗れない狭せまいエレベーターなのは覚えている。


　部長と朱乃さんが先に入ると言う。


「じゃあ、まずはイッセーとアーシアとゼノヴィア来てちょうだい。先に降りるわ」


「お、降りる？」


　部長の言葉を怪け訝げんに思う俺。だって、この駅は上階にしか行けないじゃないですか。


「ほら、目をパチクリしてないで入りなさい」


　部長は苦く笑しようしながら手招きしてくる。俺たち新人悪魔組はお互たがい顔を見合わせながらも部長に応じた。


「慣れてる祐ゆう斗とたちはあとからアザゼルと一いつ緒しよに来てちょうだいね」


「はい、部長」


　と、木場が部長に言うとエレベーターの扉とびらは閉まる。


　大きな荷物持ちだから、結構、中は狭い。


　階層表示はやはり「１」と「２」しかないわけだが……。部長がスカートのポッケからカードらしきものを取り出すと電子パネルに向ける。


　ピッ。


　何かの電子音。……カードに反応した。すると──。


　ガクン。


　下へ降りる感覚が俺を襲おそう！　え!?　下があるんですか!?　驚おどろきを隠かくせない俺とアーシア！　ゼノヴィアは反応薄うすで首を傾かたむけているだけだ。部長と朱乃さんは俺とアーシアが驚いてる様を見てクスクスと小さく笑えんでいた。


「この駅の地下にね、秘密の階層があるの」


「部長、俺、この町で育ちましたけど、そんなの初めて知りましたよ！」


「それはそうよ。悪魔専用のルートだもの。普通の人間は一生たどり着けないわ。こんな風にこの町には悪魔専用の領域が結構隠れているのよ？」


　俺の町は俺の知らないところがたくさんありそうだ。悪魔業界、どこまでこの町に入り込んでいるのだろうか？


　下がること、一分ほど。ついにエレベーターは停止した。


　扉が開き、「さあ、どうぞ」と部長に促うながされて、一番最初に出た俺の視界に映ったのは──だだっ広い人工的な空間！　地下の大空洞といったところだった！


　つーか、駅のホームみたいな造つくりだ。多少、模様や造りが人間界にあるものと差異があるけど……って、線路がある！　やっぱり、駅なのかな？


　少し待っていると、エレベーターから木場や先生たちも合流。


「全員そろったところで、三番ホームまで歩くわよ」


　部長と朱乃さん先導のもと、俺たちは歩き出した。


　はーっ。しかし、広い空間だな。俺たちが普ふ段だん使ってる上の駅と比べても何倍もの規模があると感じる。天てん井じようも遥はるか上だ。「やっほー」って声を出したら響ひびき渡わたりそう。


　俺たちのほかに人ひと気けはない。空間を照らす壁かべの灯あかりは魔ま力りよく的な妖あやしい輝かがやきを放っている。


　朱乃さんがいつの間にか俺の隣となりに来ていて──ふいに手を握にぎってきた！　お手々繫つないで歩くおつもりですか!?　驚いたけど、なんとなくいつもアーシアにしているように手を握り返してみる。


「──っ」


　ただそれだけなのに、朱乃さんは顔を真っ赤にして喜んでくれている！　え!?　これでいいんですか!?　あああああ、でも、そんな乙おと女めな反応されたらこっちまでどうにかなってしまいそうですよ！　朱乃さんは普段エロエロなのに時折乙女だ。その差が男心を刺激してくれる！


「…………」


「……ぐすっ」


　うぅ、部長とアーシアの視線が鋭するどい……。アーシアに至っては涙なみだ目めだ。ゴメンね、アーシア。


　通路を右に行ったり左に行ったりしたあと、再び開けた空間に出た。


　おっ！　おおおおおおっ！　眼前に列車らしきもの！　『らしき』と感じたのは俺の知っている列車よりもフォルムが独特だからだ。


　鋭えい角かくで、悪魔を表す紋もん様ようもたくさん刻まれているし……あっ、グレモリーの紋様だ！　それにサーゼクスさまの紋様もある！　これって、もしかして──。


「グレモリー家所有の列車よ」


　部長が堂々と答えてくれる！　すごいな。部長のお家うちは列車も所有してんだね……。


　プシュー。


　驚いている間にも列車のドアが自動で開く。部長先導のもと、俺たちは列車のなかへと足を踏ふみ入れたのだった。


　俺は改めて主あるじのスケールのデカさを再確認したが、それは序章に過ぎなかったんだ。








　リィィィィィイイイイィィン。


　発車の汽笛が鳴らされ、列車は動きだす。


　俺たちは列車の中央に座すわることとなった。部長は列車の一番前の車両で、眷けん属ぞくは中央からうしろの車両となるそうだ。意外に細かいしきたりがあるんだなって思った。


　対面する席で俺とアーシアが一緒に座り、対面席に朱乃さんとゼノヴィアが座っていた。


　隣の席には小猫ちゃんとギャスパー、木場が座っていた。さらに端はじっこでアザゼル先生が──すでにお眠ねむりモードに入っていた。


　走りだして数分。列車は暗がりの道を進む。この列車、動力は冥めい界かいにある独特の燃料だって言ってたな。俺の知らない世界は多すぎるね。


「どのぐらいで着くんですか？」


　俺が朱乃さんに訊きく。


「一時間ほどで着きますわ。この列車は次元の壁を正式な方法で通過して冥界にたどり着けるようになってますから」


「魔方陣でジャンプして冥界入りだとてっきり思ってました」


「通常はそれでもいいのですけれど、イッセーくんたち新眷属の悪あく魔まは正式なルートで一度入国しないと違い法ほう入国として罰ばつせられるのです。だから、イッセーくんたちはちゃんと正式な入国手続きを済ませないといけませんわ」


「えっ!?　マジですか!?　俺、以前、魔方陣からジャンプして部長の婚こん約やくパーティに乗り込んじゃいましたけど!?」


　そう、俺はグレイフィアさんからいただいた転移魔方陣で冥界にある部長の婚約パーティ会場に乗り込んでしまった。


　俺、罰せられちゃう!?　冥界到とう着ちやく早々お縄なわとかないですよね!?


　俺の心配をよそに朱乃さんは小さく微笑ほほえむ。


「あれはサーゼクスさまの裏技魔方陣によって、転移したものですから、特例みたいですわよ？　もちろん、二度は無理ですけれど」


「そ、そうなんですか……。あっち行ったら即そく監かん獄ごく行きは勘かん弁べんですよ……」


　少し安あん堵どした。俺、悪魔なのに悪魔のルールに疎うといからなぁ。下手すりゃ、アーシアやゼノヴィアよりも悪魔の知識に乏とぼしい。よくこんなんでここまで生きてきたもんだ。


「特例ですから、裏技魔方陣の件はだいじょうぶですわ。けれど、主への性的接せつ触しよくで罰せられるかもしれませんわね」


　と、朱乃さんが頰ほおに手を当て、うふふと笑いながら言う。


「なんですと!?」


　おいおいおい！　それが本当なら大変じゃないか！　俺、結構部長の体を触さわってるぞ!?


　おっぱいを何回かもんだし、太ももだって何度もなでてはもんだし！　夏休み前の学校のプールで生のお体にまんべんなくオイルを塗ぬり込こんだぞ!?


　あー、やべ。感かん触しよくを思い出して、興奮してきちゃった。部長の体、やわらかくてスッベスッベなんだよな。それでいて弾だん力りよくもあるから、お肌はだに触るとすんごいんだ……。


　ふわっ。妄もう想そうを繰くり返す俺のひざに誰だれかが乗る──って朱乃さん!?　顔を近づけて、エロエロな視線を俺に向けてくる！


　朱乃さんは俺の手を取り、


「眷属同士のスキンシップは何ら問題ありませんわ。こんな風に──」


　自分の太ももに誘ゆう導どうしてくるぅぅぅっ！　ぬはっ！　朱乃さんのおみ足はむにゅっと最高のやわらかみがあって脳に響くよ！　鼻血が噴ふき出た！


　さらに俺おれの手を──スカートのほうへ誘導していく！　そ、それは……禁断の領域なのでは……。ゴクリと生なま唾つばを飲む俺。だって！　だって、このままいくとスカートのなかに手が……朱乃さんのパンツにまで手が伸のびていっちゃう！　平気なんですか!?　朱乃さんはパンツまでＯＫなんですか!?


　俺の手が朱乃さんのスカートのなかに入りそうな瞬しゆん間かん──。


　ガシッと横からアーシアの手が伸びてきて、俺の手をつかんでくる。
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　アーシアは口をかわいく「への字」に曲げながらも涙目で訴うつたえてきた。


「朱乃さんの影えい響きようが強すぎてイッセーさんが変態さんになってしまいます……」


「あらあら。アーシアちゃん、男性は変態なぐらいのほうが健康ですわよ？」


　あれれ？　いまの会話から察するに俺、変態確定なの？　しかし、朱乃さんのお体に触ふれられるのなら変態でもかまいません！


　あら？　いつもなら、このタイミングで小猫ちゃんが鋭く突つっ込こんできてくれるはずだけど……。視線をそちらへ送ってみれば、窓のほうを見ている小猫ちゃんの姿。こんだけ騒さわいでいるのにガン無視！　いつもの小猫ちゃんらしくないぜ……。隣のギャスパーも話しかけづらそうだ。


　と、そこへ──。


「よく言ったわ、アーシア。だいたい、主と下げ僕ぼくのスキンシップはごく自然なことよ」


　──っ。この声は……。視線を向ければ、紅あかいオーラを全身から放っている俺の主さま！　怒おこってる！　チョーキレてる！　どうしてここに!?　一番前の車両にいるはずではなかったんですか!?


　ぶ、部長！　これはまずい！　鼻の下を伸ばした状態で、俺のひざには朱乃さんが乗っかっているし！　手元はスカートのなかに入る寸前だ！


　手を離はなそうとするが──朱乃さんは俺の手を口元に持っていく！


　ぬちゅ。


　俺の中指が水音を立てて、朱乃さんのお口のなかへイン！　うはぁ！　女の子の口内の感触が俺の脳みそを溶とかす！　温かくてぬるっとしてて、しかも舌先で指を絡からめ取られる！　さらに吸引！　いろいろなものが吸い取られていくように思えるよ！


　朱乃さんは指を口から抜ぬきだすと、唾だ液えきの糸をエロいぐらいに俺へ見せつける！


「主から奪うばうっていうのも燃えますわね」


　挑ちよう戦せん的な視線で朱乃さんは部長へ微笑む。こ、怖こわい！　エロいのに怖いよ！


「あ、朱乃、いい加減に──」


「リアス姫ひめ。下僕とのコミュニケーションもよろしいですが、例の手続きはよろしいですかな？」


　部長の怒いかりの声を遮さえぎって、第三者がひょっこりと現れた。初老の男性だ。車しや掌しよう姿をしている。ってか、車掌さんかな？　白いあごひげがダンディだ。


「ゴ、ゴメンなさい……」


「ホッホッホッ。あの小さな姫が男女の話とは。長生きはするものですな」


　男性の楽しそうな笑いに部長は顔を真っ赤にしていた。


　男性は改めて帽ぼう子しを取ると、俺たちに頭を下げてくる。


「初めまして、姫の新たな眷けん属ぞく悪魔の皆さん。私はこのグレモリー専用列車の車掌をしているレイナルドと申します。以後、お見知りおきを」


　丁てい寧ねいなあいさつに俺たちも立ち上がり、一礼した。


「こ、こちらこそ、初めまして！　部長──リアス・グレモリーさまの『兵士ポーン』、兵ひよう藤どう一いつ誠せいです！　よろしくお願いします！」


「アーシア・アルジェントです！　『僧侶ビシヨツプ』です！　よろしくお願いします！」


「ゼノヴィアです。『騎士ナイト』、今後もどうぞお願いします」


　新人悪魔全員があいさつをした。


　朱乃さんもいつの間にか元の席に戻もどっていた。少々名残なごり惜おしそうだ。朱乃さんのエロ攻こう撃げきは凄すさまじい！　俺でも動けん！　これはいつの間にか貞てい操そうを取られるなんてこともあるのか!?　すごいぜ、我らが『女王クイーン』！　なのに時折見せる乙女なところがさらにグッとくるんだよな！


　あいさつを済ませると車掌さん──レイナルドさんは何やら特とく殊しゆな機器を取り出し、モニターらしきもので俺たちを捉とらえる。


「あ、あの……？」


　反応に困る俺とアーシアとゼノヴィア。部長と朱乃さんはこれが何か知っているような様子だ。


「これはあなた方を確認、照合する悪魔世界の機械です。この列車は正式に冥界へ入国する重要かつ厳重を要する移動手段です。もし、偽いつわりがあった場合、大変なことになりますもので。いまのご時世、列車を占せん拠きよされたら大変なのです」


　なるほど。あの機械で俺たちが本物かどうか確認しているわけね。


　部長が頰笑ほほえみながら告げる。


「あなたたちの登録は駒こまを与あたえ、転生したとき冥界にデータとして記き載さいされたわ。だからそれをその機械で照合させるのよ。問題ないわ。皆みんな、本物だから」


　と言うが、俺のところで「ビービー！」とか警報が鳴って、「偽にせ者ものめ！」とかなりませんよね？　ちょっと怖かったが、「ピコーン」という軽快な音が鳴って、俺たちの照合はパスされた。


「姫、これで照合と同時にニューフェイスの皆さんの入国手続きも済みました。あとは到着予定の駅までごゆるりとお休みできますぞ。寝しん台だい車両やお食事を取れるところもありますので目的地までご利用ください」


　レイナルドさんはニッコリと微笑む。おおっ、あれで入国も済んじゃうんだ！　便利だねぇ、あの機械。


「ありがとう、レイナルド。あとはアザゼルかしら？」


　部長が先生のほうに視線を向けるが──先生はぐっすり眠りこけていた。


「……よくもまあ、ついこの間まで敵対していた種族の移動列車で眠れるものね」


　部長は呆あきれ顔がおだったけど、少し笑ってた。


「ホッホッホッ。堕だ天てん使しの総そう督とくさまは平和ですな」


　レイナルドさんも愉ゆ快かいそうに笑ってる。


　本当、剛ごう胆たんというか、大だい胆たん不ふ敵てきというか、アザゼル先生は何事にも動じない堕天使総督さまでした。


　先生が寝ている間に照合も済み、全員無事入国手続きを済ませたのだった。





　　　　─○●○─





　発車から四十分ほど過ぎた頃ころ、トランプなどで時間を潰つぶしていた俺たちにアナウンスが聞こえてくる。


『もうすぐ次元の壁かべを突とつ破ぱします。もうすぐ次元の壁を突破します』


　レイナルドさんの声だ。


「外を見ていてごらんなさい」


　と、部長は俺やアーシア、ゼノヴィアに言う。本来、上級悪魔で主あるじたる部長は前方の車両にいなきゃダメらしいが、独りでは寂さびしいらしく俺たちの車両で過ごしていた。


　俺は部長に言われるまま、アーシアと一いつ緒しよに窓に張り付いていた。すると──。


　景色が暗がり一色から変わり、風景が出現する！　おおっ！　紫むらさき色いろの空！　それに──。


「山だ！　木もある！　ハハハハッ！　すげえ！　すげぇぇぇぇぇっ！」


　俺はついつい大声ではしゃいでいた。でも隣となりのアーシアも「すごいすごいです！」と興奮気味だった！　だってさ！　こんなの楽しいに決まってる！


　そこには俺たちの知らない風景の世界が存在しているんだから！


「もう窓を開けてもいいわよ」


　部長の許しも出て、俺は窓を上げた。風が入り込んでくる！　前にも冥めい界かいの空気を吸ったけど、どこか人間界とは違ちがうんだよな！　ぬるりとした感触というか、独特のものを感じる！　でも、外はちょうどいい気温だと思う。寒くもなく、暑くもなく。


　窓から顔を出して後方を見てみると、黒い穴らしきものから列車が出てきたようだった。


　あれが次元の壁？　次元のトンネル？　何はともあれ、あれが人間界と繫つながる穴なのだろう。俺たちはあそこから出てきた。そして冥界に入った！


　席から冥界の風景を見る。山もあって、川もある。木々も生おい茂しげり、森だって存在していた。あっ！　町だ！　家もある！　独特の形だけど、悪あく魔まが住んでいるのかな？


　すげえ！　思ってみれば俺って海外旅行したことないんだよな。異文化、異国に触れるのはこれが初めてかも。


　まさか、初めての異文化交流が冥界とはね。俺の人生って、変なの。


「ここはすでにグレモリー領よ」


　部長が自じ慢まん気げに口にする。


「じゃあ、いま走ってるこの線路も含ふくめて全部部長のお家うちの土地ですか!?」


　驚おどろく俺の問いに部長はうなずいた。マジか！　驚くことばかりだよ！　さっきの山も川も町も部長のお家の領土？　じゃあ、さっきの町に住む人たちは領民ってこと？


　俺は部長を改めて羨せん望ぼうと尊敬の眼まな差ざしで見つめていた。


　すっげえ！　俺の主さまはチョーお金持ちじゃん！　スケールが違うぜ！


「グレモリーの領土ってどれぐらいあるんですか？」


　俺の質問だ。正直、どのぐらいあるのかとても気になった。東京の一区ぐらい？


　木場が席の上からひょっこり顔を出して答えてくる。


「確か、日本でいうところの本州丸々ぐらいだったかな」


　…………へ？　俺は予想外の答えに一いつ瞬しゆん耳を疑った。しかし、すぐに理解する。


「ほ、本州ぅぅぅぅぅっ!?」


　大声を張り上げる俺！　部長も木場もうなずいていた。


「冥界は人間界──地球と同程度の面積があるけれど、人間界ほど人口はないわ。悪魔と堕天使、それ以外の種族を含めてもそれほど多くもないし。それと海もないからさらに土地が広いのよ」


　部長がそう説明してくれた。


　マジかよ！　って、今日何回『マジ』とか『すごい』って使ったかな!?　でも、こんな情報聞かされたら驚くのも無理ないだろう！


　つ、つまり、俺たちの世界で言うところ、グレモリー領は日本ほぼ丸々ってことにもなるのか……。そ、そりゃ、部長は『お姫さま』なわけだ！　チョーお金持ちどころじゃなくねぇか!?　スケールもすごいことになってきてるよ！


「本州ぐらいと言ってもほとんど手付かずなのよ？　ほぼ森林と山ばかりよ」


　ぶ、部長、そんなこと言われても、俺、もう想像を遥はるかに超こえていてどう反応していいかわかりませんぜ……。


　隣のアーシアも「？？？？？」状態だった。ゼノヴィアに至ってはその辺のことを考えるのを止やめたのか、木場と冥界の刀とう剣けんについて話し始めたぐらいだ。


　部長は何かを思い出したのか、ポンと手を叩たたく。


「そうだわ。イッセー、アーシア、ゼノヴィア。あとであなたたちに領土の一部を与えるから、欲ほしいところを言ってちょうだいね」


「りょ、領土、もらえるんですか!?」


「あなたたちは次期当主の眷けん属ぞく悪魔ですもの。グレモリー眷属として領土に住むことが許されるわ。朱乃や祐斗、小猫、ギャスパーだって自分の敷しき地ちを領土内に持っているのよ」


　部長は魔ま力りよくで「ポン！」と宙に地図を出現させると俺たちに広げて見せてくれる。


　知らない地形だが、どうやら、グレモリー領の地図らしい。


　部長はニッコリ微笑ほほえんで言った。


「赤いところはすでに手が入っている土地だからダメだけれど、それ以外のところはＯＫよ。さあ、好きな土地を指でさしてちょうだい。あなたたちにあげるわ」


　父さん母さん。俺、見知らぬ土地ですごいことになってます……。
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　列車はそれからも十数分間、俺にとっての未知の世界を進む。


　結局、俺は自分の敷地として湖、山など自然が豊富そうなところを選んでみた。まあ、土地の管理はまだまだ先のことらしいのでいまは選んだだけで終わりだ。


　そこへアナウンスが再び流れる。


『まもなくグレモリー本ほん邸てい前。まもなくグレモリー本邸前。皆さま、ご乗車ありがとうございました』


　おおっ、終点！


　俺おれは窓から体を乗り出して、前方へ視線を送る。すると……何やら、すんごい人混みが！　何あれ!?　目を凝こらして見ると、それが兵服を着た兵士だとわかった。もしかして、グレモリー家の兵隊!?


「イッセー、もうすぐ着くわ。窓を閉めるわよ」


「は、はい、部長」


　部長に促うながされ、俺たちは降りる準備をしだす。しだいに列車の速度は緩ゆるやかになり、徐じよ々じよに停止させていく。


　ガクン。


　静かな停止のあと、部長先導のもと俺たちは開いたドアから降車していく。


　けど、アザゼル先生だけは降りる様子を見せなかった。


「あれ、先生は降りないんですか？」


「ああ、俺はこのままグレモリー領を抜ぬけて、魔王領のほうへ行く予定だ。サーゼクスたちと会談があるからな。いわゆる『お呼ばれ』だ。終わったらグレモリーの本邸に向かうから先に行ってあいさつ済ませて来い」


　アザゼル先生は手を振ふって、そう説明してくれた。そっか、先生はいち組織のトップだから、こちらに来たらスケジュールが忙いそがしいんだな。


「じゃあ、先生あとで」


「お兄さまによろしくね、アザゼル」


　俺と部長の言葉に先生は手を振って応こたえてくれる。


　改めて先生を抜かしたメンバーで駅のホームに降りた瞬しゆん間かん──。


『リアスお嬢じようさま、おかえりなさいませっ！』


　怒ど号ごうのような声！　おおっ！　ビックリした！　そんな間もなく──。


　パンパンパンパン！


　花火が上がり、兵隊たちが銃じゆうを空に向けて放ち、楽隊らしき人たちが一いつ斉せいに音を奏で始める！　空を謎なぞの生物にまたがった兵士たちが飛び、旗を振っていた。


　俺とアーシアは突とつ然ぜんのことにどうしたらいいかわからずただただ場ば違ちがいのように身を寄せ合っていた。木場たちは慣れたもののようだが、お初の俺やアーシアにしてみれば、とてつもない現象ですよ！　ゼノヴィアは目をパチクリさせているだけだけどさ！


「ヒィィィィ……。人がいっぱい……」


　ギャスパーに至ってはあまりの人の多さにビビッて、俺の背中に隠かくれていた。


　よく見れば執しつ事じやメイドの皆みなさんも多い。部長がそちらへ近づくと一斉に頭を下げて、


『リアスお嬢さま、おかえりなさいませ』


　迎むかえ入れてくれる。


「ありがとう、皆みんな。ただいま。帰ってきたわ」


　部長も満面の笑えみで返していた。それを見て、執事やメイドさんたちも笑みを浮うかべる。


　そこへ見知った顔の女性が一歩出てきた。


　──銀ぎん髪ぱつのメイドさん、グレイフィアさんだ！


「お嬢さま、おかえりなさいませ。お早いお着きでしたね。道中、ご無事で何よりです。さあ、眷属の皆さまも馬車へお乗りください。本邸までこれで移動しますので」


　グレイフィアさんに誘ゆう導どうされて、豪ごう華か絢けん爛らんそうな馬車のもとへ！　馬も普ふ通つうの馬でもなさそうで、俺の知っているものよりも巨きよ軀くで眼光も鋭するどかった。冥界のお馬さん？


　俺たちの荷物がまだ列車だけど──。と、列車のほうへ視線を向ければ、メイドさんたちが俺たちの荷物を列車から運び出すところだ。おおっ、行き届いてますな！


「私は下げ僕ぼくたちと行くわ。イッセーやアーシアは初めてで不安そうだから」


「わかりました。何台かご用意しましたので、ご自由にお乗りください」


　グレイフィアさんは部長の意見を快かい諾だくしてくれた。


　一番前の馬車に俺と部長、アーシア、朱乃さん、ゼノヴィア、グレイフィアさんが乗り込こんだ。次の馬車に残ったメンバーが乗った。


　俺たちが乗り込むと馬車はパカラパカラと蹄ひづめの音を鳴らしながら進み出した。


　すげえ。馬車なんて初めて乗ったよ！


　風景を見てみると、舗ほ装そうされた道とキレイに剪せん定ていされた木々。真まっ直すぐと道が伸びて……何、あの道の先にあるものは……。


　俺の視界にとんでもなく巨きよ大だいな建造物が飛び込んでくる。


「ぶ、ぶ、ぶ、ぶ、部長……あ、あの巨大なお城は……？」


　俺は目玉が飛び出すぐらい驚き、巨大な城らしきものに窓から指を向ける。


「私のお家のひとつで本邸なの」


　ニッコリ微笑む部長は何気に「お家のひとつ」と言ってくれた。


　……俺は凄すさまじい上級悪魔の眷属になったんじゃないか？


　外を見れば美しい花々が咲さき誇ほこり、見事な造形の噴ふん水すいから水が噴ふき上がり、色しき彩さい様々な鳥が飛び回る。部長のお家の庭らしいところを馬車が進んでいた。


「着いたようね」


　部長がそうつぶやくと、馬車のドアが開かれた。執事らしき方が会え釈しやくをしてくれる。


　部長が先に降りて、あとから俺たちも続く。二台目の馬車も到とう着ちやくして、木場たちも降りてきていた。


　両りよう脇わきにメイドと執事が整列して、道をつくっていた！　赤いカーペットが巨大な城のほうに伸びており、でっかい城門が「ギギギ」と音を立てて開かれていく。


「お嬢さま、そして眷属の皆さま。どうぞ、お進みください」


　グレイフィアさんが会釈をして、俺たちを促うながしてくださる。


「さあ、行くわよ」


　部長がカーペットの上を歩きだそうとしたときだった。メイドの列から小さな人ひと影かげが飛び出し、部長のほうへ駆かけ込んでいく。


「リアス姉さま！　おかえりなさい！」


　紅髪のかわいらしい少年が部長に抱きついていた。


「ミリキャス！　ただいま。大きくなったわね」


　部長もその少年を愛いとおしそうに抱きしめていた。


「あ、あの、部長。この子は？」


　俺が訊きくと、部長はその少年を改めて紹しよう介かいしてくれる。


「この子はミリキャス・グレモリー。お兄さま──サーゼクス・ルシファーさまの子供なの。私の甥おいということになるわね」


　──サーゼクスさまのお子さま！


　ってことは、魔ま王おうの子供！　うおっ！　正しよう真しん正しよう銘めいのプリンスじゃないか！


「ほら、ミリキャス。あいさつをして。この子は私の新しい眷属なのよ」


「はい。ミリキャス・グレモリーです。初めまして」


「こ、これは丁てい寧ねいなごあいさつをいただきまして！　お、俺……いや、僕ぼくは兵藤一誠です！」


　うわああああ、自分よりも小さい子相手に緊きん張ちようしてテンパってるよ俺！


　部長もおかしそうに小さく笑いながら言う。


「魔王の名は継けい承しようした本人のみしか名乗れないから、この子はお兄さまの子でもグレモリー家なの。私の次の当主候補でもあるのよ」


　へぇ、部長の次の当主さまなのか。確かに長男の実子だもんな。サーゼクスさまは家を出たとはいえ、子のほうは大切なグレモリー家の跡あと取とりなわけだ。


　てか、サーゼクスさまのお嫁よめさんは誰だれなのだろうか？　子がいるのだから相手もいるはずなんだけど……。


「さあ、屋や敷しきへ入りましょう」


　部長はミリキャスさまと手を繫つないで門のほうへ進み出す。俺もアーシアも置いていかれないようについていくだけで必死だった。ギャスパーも俺の背中にひっついて離はなれない。


　巨大な門を潜くぐり、なかを進む。次々と城のなかの門も開門されていく。


　ついに玄げん関かんホールらしきところへ着いた。前方に二階へ通じる階段！　天てん井じようには巨大なシャンデリア！　広い！　広いぞ、ホール！　余よ裕ゆうで運動会できる広さだ！


「お嬢さま、さっそく皆さまをお部屋へお通ししたいと思うのですが」


　グレイフィアさんが手をあげるとメイドさんが何人か集合した。おおっ、美少女メイドばかりだ！　ご奉ほう仕しありなのかな!?


「そうね、私もお父さまとお母さまに帰国のあいさつをしないといけないし」


　部長は「うーん」とこのあとのことを考え中の様子だった。


「旦だん那なさまは現在外出中です。夕刻までにおかえりになる予定です。夕ゆう餉げの席で皆さまと会食をしながら、お顔合わせをされたいとおっしゃられておりました」


「そう、わかったわ、グレイフィア。それでは、一度皆はそれぞれの部屋で休んでもらおうかしら。荷物はすでに運んでいるわね？」


「はい。お部屋のほうはいますぐお使いになられても問題ございません」


　あー、やっと休めるのか。なんだか、このお城に来るだけで心身が疲つかれた気がするぜ……。俺の知らない世界にやってきて、現げん実じつ離ばなれしすぎたスケールのデカいものを次々と見せられたせいか、頭がクラクラする。隣となりのアーシアもフラフラだ。


「あら、リアス。帰ってきたのね」


　そのとき、上から女性の声が聞こえてきた。


　階段から下りてきたのはドレスを着たすっごい美少女。俺たちとそんなに歳としは変わらないと思う。おっぱい大きいぞ！


　……うん？　部長に随ずい分ぶん似ているな。髪の色が亜あ麻ま色なだけで、あとはほとんど部長と一いつ緒しよだ！　目つきが少々キツめだけどさ……。


　もしかして部長のお姉さん？　でも、部長の家って基本的に紅髪の者しかいないと聞いてたけど……。うわー、部長のお姉さん、すっごいキレイだ。俺、惚ほれちゃいそう……。


　部長はその人を確認するなり、微笑ほほえんだ。


「お母さま。ただいま帰りましたわ」


　…………へ？　お、お、お、お母さま……？　あの美少女さまが？　部長の？


「お、お、お母さまぁぁぁぁああああっ!?　だって、どう見ても部長とあまり歳の変わらない女の子じゃないですか！」


　俺は目玉が飛び出るほどビックリして、ついつい大声を出してしまった。いやいや、どう見てもお姉さんですよ！　お母さんって感じじゃない！　部長のお姉さんじゃんか！


「あら、女の子だなんてうれしいことをおっしゃいますのね」


　部長の……お母さんは頰ほおに手をやり微笑む。うあー、微笑んだ顔もかわいい！


「悪あく魔まは歳を経れば魔ま力りよくで見た目を自由にできるのよ。お母さまはいつもいまの私ぐらいの年格好なお姿で過ごされているの」


　なるほどなるほど。って、お母さんなんだなぁ……。どう見ても部長とあまり変わらない年ねん齢れいのお姉さんですよ。まずい！　ただでさえ俺の好みの女性が部長なのに、さらにお姉さんなら好みも好みだ！　ドキドキしちゃう！　部長のおっぱいはお母さん譲ゆずり！　素す晴ばらしくて泣いちゃう俺！　遺伝子バンザイ！


　部長が俺の頰をつねる。


「……私のお母さまに熱い視線を送っても何も出ないわよ？」


　あぅぅ、俺のお姉さまは俺の心中が読めるようだ……。だって、キレイな女性ですもの、ついつい見ちゃいますよ！


「あら、リアス。その方が兵藤一誠くんね？」


「お、俺──僕のことをご存じなんですか？」


　俺の問いに部長のお母さんはうなずく。


「ええ、娘むすめの婚こん約やくパーティに顔ぐらい覗のぞかせますわ、母親ですもの」


　あーっ……。これはヤバい。そりゃ、あの会場にいらっしゃいましたよね。俺は部長を救うのに夢中で気づかなかったけど……。


　その娘さんの大事な婚約パーティに乗り込んで、全部ぶち壊こわして部長を連れ出したのは俺おれです！　怒おこられる!?　罰ばつせられる!?


　ビビる俺だけど、部長のお母さんはクスッと小さく笑う。


「初めまして、私はリアスの母、ヴェネラナ・グレモリーですわ。よろしくね、兵藤一誠くん」





　　　　─○●○─





　玄関ホールから数時間後、俺たちはダイニングルームにいた。絶対に食いきれないであろう量の豪ごう華かな食事が高そうな皿の上に盛られていて、どこから手をつけていいかわからない。どれもすっごい美お味いしそうなんだけどね！


　席に座すわるのは俺たち眷けん属ぞく悪あく魔まと主あるじの部長。そして部長のお父さん、お母さん、あとミリキャスさま。


　夕飯時──といえるのだろうか。いちおう太陽と月のない冥めい界かいにも『夜』はあるらしい。


　空も暗くなっていた。空を見上げると擬ぎ似じ的な月が浮うかんでいる。本物じゃなくて、魔力やらで再現しているんだそうで。冥界の夜の闇やみもそれと同様。本来は空が紫むらさき色いろの世界だって話だ。じゃあ、以前俺が乗り込んだとき、冥界は昼間だったってことかな。


　時間の概がい念ねんはいちおう人間界に合わせているようだ。冥界には冥界の時間の流れがあるようだが、転生悪魔や人間界で生活を送っている悪魔たちのために魔王さま方がそこら辺を特とく殊しゆな術法で調整しているらしい。なので「浦うら島しま太た郎ろう状態」にはならないとさ。その逆もしかり。堕天使界も同様のようだ。


「帰ったら数百年後でした」、または「数百年も冥界にいたのに人間界では数日しか経ってませんでした」──ということにはならないとのことで安心した。


「遠えん慮りよなく楽しんでくれたまえ」


　そんなわけで部長のお父さんの一言で会食は始まった。


　どデカく横長のテーブル。天井には豪華なシャンデリア。座っている椅い子すまで高価そうな装そう飾しよくが施ほどこされていた。……俺、最近シャンデリアを見てばかりだ。俺用に用意された客室の天井にもシャンデリアだぜ？　いやー、普ふ通つうの灯あかりが恋こいしく思える。


　天てん蓋がい付きのベッドもデカかった。俺一人が寝ねるには大きすぎるって！


　室内、何畳じようあるんだ、あれ……。部屋ごとに生活できそうな必ひつ需じゆ品ひん全部がそろっているんだ。風ふ呂ろ、トイレ、冷蔵庫、テレビ、キッチン。寝しん室しつとリビング、他にも部屋があった気がする……。部屋に通されてすぐにアーシアとゼノヴィアがほぼ同時に俺のところへ来たのが印象的だった。


「はぅぅぅ、ひ、一人じゃ、あんなに広いお部屋は無理ですぅぅ！」


「……落ち着かないんだ。悪いけれど、イッセーの部屋でもいいかな？　アーシアも来ていると思うしね」


　教会で質素な生活をしてきた二人にとって、あの部屋の広さは大変な驚おどろきだったようで、落ち着かないといって俺の部屋に荷物を全部持ってきて引ひっ越こしてきてしまった。


　その後、グレイフィアさんの計らいでアーシアとゼノヴィアは俺の部屋で過ごすことになったんだけど……。まあ、部屋のスペースも余り気味だったし、いいんだけどね。俺も一人であの広さを使える自信がなかったから、何人かで過ごしたほうが落ち着くよ。


　話は夕ゆう餉げの席に戻もどすけど……。いやー、目の前の料理、これはどうやって食うんだろうか？　うしろで常に待機している執しつ事じ、メイドの皆みなさんに訊いてもいいんだけど、部員の皆みんなは別に訊いてもいないしな……。


　俺は初めて目にする豪華な料理になかなかフォークとナイフをつけられずにいた。腹は減っているんだけどさ。ここで下品に食べたら部長の面目丸つぶれだ。あー、木場や朱乃さんは優ゆう雅がに食べているな。さすが、『女王クイーン』と『騎士ナイト』だ。


　アーシアとゼノヴィアも苦戦しているけど、様にはなってる。二人は先ほど俺と同じくこの場で自己紹介した。新顔だからね。


　小さなミリキャスさまは上手に食べてる。やっぱ、教育なんだろうなぁ。俺は一いつ般ぱん家庭出身だから上流階級の生活にまるでついていけん！


　ふと視線を対面のギャスパーに送ると、奴やつは縮こまって涙なみだ目めで食べてる。今日は行くところ悪魔が大人数で、引きこもりにとって辛つらい日かもね。


　小猫ちゃんは──食事に手をつけてない。いつもなら、いの一番に食事をもりもり食べているはずなのに……。なんだか、この間から小猫ちゃんの様子が変だ。


　目が合ったんで、手を振ふってみるが──無表情のまま視線を外されてしまった。いつも表情表現が乏とぼしいけど、それ以上に無反応だ。むー、どうした小猫ちゃん……。


　アザゼル先生は食事に間に合わなかった。どうにも会談が長続きしているようだ。


「うむ。リアスの眷けん属ぞく諸君、ここを我わが家と思ってくれるといい。冥界に来たばかりで勝手がわからないだろう。欲ほしい物があったら、遠慮なくメイドに言ってくれたまえ。すぐに用意しよう」


　朗ほがらかにおっしゃる部長のお父さん。いやー、もうこれ以上特に欲しいものもありません。あっ！　メイドのお姉さんたちを一晩借りるとかＯＫなのだろうか!?　メイドのエッチなご奉仕が欲しいです！　もちろん、夜よ伽とぎの相手までしてくれたら最高っ！


　──なんてね。ギャルゲや漫まん画がの見過ぎだよね……。


「ところで兵藤一誠くん」


　部長のお父さんが俺に顔を向ける。うわっ、緊張する！　何を訊きかれるんだろうか？


「は、はい！」


　しかし、部長のお父さんからの話題は意外なものだった。


「ご両親はお変わりないかな？」


「は、はい！　二人とも元気です！　ぶ、部長……リアスさまの故郷に行くと言ったらお土産みやげを期待するほどです！　あ、あんなに立派な家にリフォームしていただいた上でそんなこと言ってくるなんて、本当、わがままな親で……アハハ」


　などと、俺は冗じよう談だん交じりで言ってみたのだが……。


「ふむ。お土産か。なるほど」


　部長のお父さんは手元の鈴をチリンチリンと鳴らす。するとすぐに執事らしい人が近づいていく。


「旦那さま、御ご用ようでしょうか？」


「うむ。兵藤一誠くんのご両親宛あてに城をひとつ用意しろ」


　城ォォォォッ!?　お土産で城!?　なんですか、それは！　冥界ジョークか何かですか!?


「はっ。西洋式でしょうか？　それとも和式でしょうか？」


　執事さんも普通に答えているし！　城プレゼントは普通なのか!?


「悩なやむところだな」


「ちょっ、ちょっと待ってください！　そ、そこまでのお土産はちょ、ちょっとスケール違ちがいというか！」


　俺は急いで部長のお父さんを制止しようとした。ぶ、文化と生活レベルが違いすぎる！


「あなた、日本は領土が狭せまいのですから、平民が城を持つなんて不可能ですわ」


　部長のお母さんの一声。助け船、ありがとうございます！　そう、俺は平民なんです！


「なんと。確かに日本は狭かったな。ふーむ、城がダメならば何が良いのだろうか……」


「お父さま。あまりそういう気き遣づかいは逆にあちらへ迷めい惑わくをかけますわ。イッセーのご両親は物ぶつ欲よくの強い方々ではありませんし」


　部長がそう言ってくれる！　ああ、部長は俺の父さん母さんをよく知っているからこそ、発言に説得力があるぜ！


　部長のお父さんも「なるほど」と深くうなずいていた。良かった。城は止められた。俺ん家ち、城を持ってもどうしたらいいかわからないし、確実に世間の話題になっちまう！


　そういうので俺の家族が目立つのはかんべんだよ……。


「兵藤一誠くん」


「は、はい！」


　なんだか、部長のお父さんに連続で呼ばれる。俺に興きよう味み津しん々しんなのか？　赤せき龍りゆう帝ていの力を宿しているから？　他に目立って特色あることなんかないもんな。


「今日から、私のことをお義と父うさんと呼んでくれてもかまわない」


　予想外のお言葉だぜ。そういや、サーゼクスさまも「お兄さん」と呼んでくれって、おっしゃってきたかも。それと同じこと？


「お、お父さんですか……？　そ、そんな、恐おそれ多いですよ！」


　俺は両手を横に振って、遠慮の意思を見せた。さすがにそれは恐れ多くて無理！


「あなた、性急ですわ。まずは順序というものがあるでしょう？」


　部長のお母さんが夫をたしなめる。


「う、うむ。しかしだな、紅と赤なのだ。めでたいではないか」


「あなた、浮かれるのはまだ早い、ということですわ」


「そうだな。どうも私は急ぎすぎるきらいがあるようだ」


　部長のお父さんは深く息を吐はかれる。どうにも奥さんの尻しりに敷しかれているように思えた。


　発言的に部長のお母さんのほうがお家うちでは強いのかな。部長のご家族がよく見れて今日の会食は大収しゆう穫かくかも。


　とうの部長は恥はずかしそうにしていて、食が進んでいない様子だった。


「兵藤一誠さん。一誠さんと呼んでもよろしいかしら？」


　部長のお母さんがそう訊いてくる。なんだか、今日の会食は俺ばかりだな！


「は、はい！　もちろんです！」


　当然、特に問題もないので快かい諾だくしました！


「しばらくはこちらに滞たい在ざいするのでしょう？」


「はい。部長……リアスさまがこちらにいる間はいます……けど、それが何か？」


「そう。ちょうどいいわ。あなたには紳しん士し的な振ふる舞まいも身につけてもらわないといけませんから。少しこちらでマナーのお勉強をしてもらいます」


　はて？　紳士的な振る舞いを身につける？　それってどういうことですか？


　バン！


　テーブルを叩たたく音！　見れば部長がその場で立ち上がっていた。


「お父さま！　お母さま！　先ほどから黙だまって聞いていれば、私を置いて話を進めるなんてどういうことなのでしょうか!?」


　その一言に部長のお母さんは目を細める。そこには先ほど快く俺たちを迎むかえてくれていた笑え顔がおはなかった。


「お黙りなさい、リアス。あなたは一度ライザーとの婚こん約やくを解消しているのよ？　それを私たちが許しただけでも破格の待たい遇ぐうだとお思いなさい。お父さまとサーゼクスがどれだけ他の上級悪あく魔まの方々へ根回ししたと思っているの？　一部の貴族には『わがまま娘むすめが伝説のドラゴンを使って婚約を解消した』と言われているのですよ？　いくら魔王の妹とはいえ、限度があります」


　──わがまま娘が伝説のドラゴンを使った。


　部長のお母さんの言葉から察するに、俺が乱入したあのパーティ、そんな風に思われていたのか……。俺、勝手なことをしたのか？


　でも、俺は部長をあいつに奪うばわれたくなかったし、部長もライザーと結けつ婚こんしたくないって言ってた。でも、俺のやった行動は──正しかったのか？　いや、正しいと思いたい。


「私はお兄さまとは──」


　部長が顔を怒いかりに歪ゆがませて言おうとするが、部長のお母さんはそれを許さない。


「サーゼクスが関係ないとでも？　表向きはそういうことになっています。けれど、誰だれだってあなたを魔王の妹として見るわ。三大勢力が協力体制になった今、あなたの立場は他の勢力の下しも々じもまで知られたことでしょう。以前のように勝手な振る舞いはできないのです。そして何よりも今後のあなたを誰もが注目するでしょう。リアス、あなたはそういう立場に立っているのですよ？　二度目のわがままはありません。甘あまえた考えは大たい概がいにしなさい。いいですね？」


　その言葉に部長は悔くやしそうにしながらも言い返せない様子だ。納得できないまま、椅子へ勢いよく腰こしをおろした。


　部長のお母さんは息を一度吐いたあと、笑みを俺たちへ向ける。


「リアスの眷属さんたちにお見苦しいところを見せてしまいましたわね。話は戻しますが、ここへ滞在中、一誠さんには特別な訓練をしてもらいます。少しでも上流階級、貴族の世界に触ふれてもらわないといけませんから」


　マジか。俺が貴族の何たるかを習わないといけない？　なら木場は？　ギャスパーは？　なぜに俺だけが？　もしかして、この間の俺の両親と部長のお父さんが話し合った何かに関係しているのかな。「バカ息子むすこに上品な世界を教えてやってください」とか。


　……俺もまだ納得できていないというか、部長のご家族の真意が計りしれないんだけども。俺は自分に指をさして訊く。


「あ、あの、どうして俺なのでしょうか？」


　すると、部長のお母さんは笑みを止め、真ま面じ目めな表情で真まっ直すぐにおっしゃった。


「あなたは──次期当主たる娘の最後のわがままですもの。親としては最後まで責任を持ちますわ」


　部長のほうへ視線を向ければ俺と視線を合わせたあと真っ赤になって顔を背そむけられた。


　ダメだ。全然わからん！　俺って、どういう立場にいるんだ……？










　Life.2　若手悪あく魔ま、集合です！










「つまり、上級悪魔にとって社交界とは──」


　冥めい界かいの部長宅に到とう着ちやくした次の日。


　俺おれは朝から教育係の悪魔さんから上級悪魔、上流階級、貴族とは何ぞやを聞かされていた。はい、例の勉強です。


　部長のご両親が用意してくれた俺専用の教育係。その「一人」だという。他にもいるらしいんだぜ？　まいったな。こいつは予想外だった。まさか、俺が貴族の世界の勉強をするとは。


　まあ、冥界について知らないことも多すぎたから、結構ためにはなるんだ。俺の質問にも快く答えてくれるしさ。


　すっごい大事なことらしいので、俺は遅おくれないように精せい一いつ杯ぱいノートにペンを走らせていた。うーん、夏休みの宿題もあるんだけど、できるのだろうか？


　隣となりの席にはミリキャスさまもいて、一いつ緒しよに俺とお勉強してる。小さいのに勤勉だね。利発そうだ。


　他の部員たちは部長と一緒にグレモリーの敷しき地ちを観光してる。いいなー！　いいなー！


　部長専用のお城とか、サーゼクスさまが故郷に帰られたときに使うお城なんかを見て回るらしい！　グレモリー城観光ツアーですよ！　俺も行きたかったよ！


「若さま、悪魔の文字はご存じでしょうか？」


「い、いえ、ほとんどわかりません」


「よろしい。では、そこからひとつひとつ覚えていきましょう」


　こんな風に基本も知らない俺に懇切丁てい寧ねいに教育係の悪魔さんは教えてくれる。


　しかし、「若」ってなんだ？　俺、昨夜からグレモリーのメイドさんや執しつ事じさん、この教育係の人にまでそう呼ばれているんだ。


「若さまにはグレモリー家のすべてをお教えしなければならないものですから。お覚かく悟ごを」


「あ、あの、『若さま』ってのは何なのでしょうか？」


「…………。さあ、次はグレモリー家の歴史についてお話ししましょう」


　あー、またはぐらかされた。なんで俺だけ貴族の仕組みだけでなく、部長のお家うちの歴史まで知らないといけないのだろうか？　やっぱり、眷けん属ぞくだから？　木き場ばたちもこういう勉強をしてきたのかな？　あ、でもそれなら同じ新人悪魔のアーシアやゼノヴィアはなぜにこの教育を受けないんだ？　もう、わけわからん！


　ガチャ。


　ドアが開けられ、入ってきたのは部長のお母さんだった。やっぱキレイだなぁ。


「おばあさま！」


　そっか、ミリキャスさまにとってみればお祖ば母あさんに当たるんだ。どう見ても部長のお姉さんにしか見えないけどね。


「一いつ誠せいさん、ミリキャス。お勉強ははかどっているのかしら？」


　やさしい笑みを浮うかべながら俺と教育係の間に入る。俺の拙つたない悪魔文字なんて見せられないけど、部長のお母さんはノートに書かれたそれを見て微笑ほほえんでくれた。


「サーゼクスやグレイフィアの報告通りね。何事も一生懸けん命めいのようだわ。文字はとても上手とは言えませんが、懸命に覚えようとする姿勢は見て取れます」


　部長のお母さんはメイドさんを入れて、お茶を出してくれた。


「もうすぐリアスが帰ってきます。今日は若手悪魔たちが魔王領に集まる恒こう例れいのしきたり行事があるものですから」


　そういえば、冥界でおこなうスケジュールにそれが入っていたな。


　部長と同じ年ねん齢れいぐらいの若手悪魔たちが一堂に会するらしい。皆みんな、正式なレーティングゲームのデビュー前の悪魔たちだ。名門、旧家といった由ゆい緒しよある上級悪魔の跡あと取とりがお偉えらいさんのもとに集まって、あいさつをしながらお互たがいを意識しあうって話だ。


　部長やソーナ・シトリー会長も行かなきゃいけない。同様に眷属の俺たちも付き添そう。


　冥界に来てから忙いそがしいな。さて、どうなるんだろうか？





　　　　─○●○─





　部長たちがグレモリー城観光ツアーから帰ってきてすぐに俺たちは例の列車で魔王さまがいらっしゃる領土へ移動した。途と中ちゆう、宙に展開する巨きよ大だいな長ちよう距きよ離りジャンプ用魔ま方ほう陣じんを何度か潜くぐり抜ぬけて、列車は進んだ。


　列車に揺ゆられること三時間。到着したのは──都市部だった！


　駅もホームも近代的だよ！　自じ動どう販はん売ばい機きだってあるじゃん！　多少デザインが俺の住む世界とは違ちがうけど、遠くに見える建物も最さい先せん端たんの様相を見せている！


「ここは魔王領の都市ルシファード。旧魔王ルシファーさまがおられたと言われている冥界の旧首都なんだ」


　と、木場が説明してくれる。ここは昔のルシファーさまがいた都市なわけね。ちなみに俺たちの格好は駒く王おう学園の夏の制服。もう俺たち眷属のユニフォームみたいなもんだ。


「このまま地下鉄に乗り換かえるよ。表から行くと騒さわぎになるからね」


　木場がそう言う。地下鉄もあるのか！　本当、人間界と変わらないところも多いな！


　考えてみれば人間と悪魔は密接な関係だ。契けい約やくから始まり、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』での眷属への転生といい、共存関係と言える。文化を取り入れて独自に昇しよう華かするのも種族が生きる道なんだろうな。


「キャーッ！　リアス姫ひめさまぁぁぁぁっ！」


　突とつ然ぜん、黄色い歓かん声せいが聞こえてくる。見ればホームにいた悪魔の方々が俺たち──部長を見て憧あこがれの眼まな差ざしを向けていた。おおっ、部長は人気者なのか？


「部長は魔王の妹。しかも美しいものですから、下級、中級悪魔から憧れの的なのですよ？」


　朱あけ乃のさんがそう説明してくれた。マジか！　部長は冥界じゃチョー有名人ってこと？


　あー、魔王の妹だもんな。しかも上級悪魔の名門グレモリー家の次期当主。さらに言うなら超ちよう絶ぜつ美少女さまだ！　人気が出ても仕方ないと言えるぜ！


「ヒィィィィィ……。悪魔がいっぱい……」


　俺の背中でギャスパーが悪魔の多さと声に反応して慌あわてふためいていた。引きこもりには辛つらい日が続いてますな。


「困ったわね。騒ぎになる前に急いで地下の列車に乗りましょう。専用の列車は用意してあるのよね？」


　部長は連つれ添いの黒服男性の一人に訊きく。俺たちのボディガードらしく、グレモリーの城から何人もついてきてくれていた。この人たち、かなり強いって話だ。そりゃ、姫さまや眷属の俺たちを守るわけだから、それなりの実力は必要だろうね。


「はい。ついてきてください」


　こうして俺たちはボディガードさんのあとに続いて、地下鉄の列車へと移動したのだった。


「リアスさまぁぁぁぁっ！」


　男性からも大人気だ。部長は苦く笑しようしながらも男性の群れに手を振ふっていた。


　俺の主あるじさまはやっぱすげえや！








　地下鉄から乗り換え、さらに揺られること五分ほど。


　着いたのは──都市で一番大きい建物の地下にあるホームだった。


　若手悪あく魔ま、旧家、上級悪魔のお偉いさんが集まるという会場がこの建物にある。ボディガードの人たちはエレベーター前までしか随ずい行こうできないようで、そこで待機となった。


　俺たちは部長を先頭に地下からエレベーターに乗り込こむ。広いエレベーターだ。


「皆、もう一度確認するわ。何が起こっても平常心でいること。何を言われても手を出さないこと。──上にいるのは将来の私たちのライバルたちよ。無様な姿は見せられない」


　部長の言葉はいつも以上に気合いが入っていて、凄すごみがあった。誰だれにも負けるつもりはない臨戦態勢時の声こわ音ねだ！


　俺もアーシアも生なま唾つば飲んで気持ちを落ち着かせる。よし！　緊きん張ちようしまくりだけど、俺の他にも『兵士ポーン』がいるんだろうし、無様なところは見せないぞ！


　かなり上に上がったところで、ついにエレベーターが停止し、扉とびらが開く。


　一歩をそこへ踏ふみ出すと、そこは広いホールだった。エレベーターから出ると、そこには使用人らしき人がいて、部長や俺たちに会え釈しやくしてきた。


「ようこそ、グレモリーさま。こちらへどうぞ」


　使用人のあとに続く俺たち。通路を進んでいくと、一角に複数の人ひと影かげが──。


「サイラオーグ！」


　部長はその人影の一人を知っている様子だった。


　あちらも部長を確認すると、近づいてくる。男性だ。見た目、俺たちと同い年ぐらい。


　黒くろ髪かみの短たん髪ぱつで野性的なイケメンだった。活動的な格好をしていて、すごく体格が良くて筋肉質だな。プロレスラーみたいだ。てか、武ぶ闘とう家か系悪魔さん？　瞳ひとみは珍めずらしい紫むらさき色いろだね。


　どことなく、顔の面おも影かげは部長──いや、サーゼクスさまに似ているような気がする。


「久しぶりだな、リアス」


　部長とにこやかに握あく手しゆを交かわしていた。おおっ、若手悪魔さん？　やはり、上級悪魔なんだろうか？　とりあえず、下級悪魔の俺でも迫はく力りよくある魔力の波動は感じ取れる。


　その人の眷属らしき悪魔たちはこちらに視線を送っていた。……強そうな悪魔の皆みなさんばかりなんですけど……。


「ええ、懐なつかしいわ。変わりないようで何よりよ。初めての者もいるわね。彼はサイラオーグ。私の母方の従い兄と弟こでもあるの」


　部長はその悪魔さんを俺たちに紹しよう介かいしてくれる──って、従兄弟!?　あー、だからなんとなくサーゼクスさまに似ているんだ。


「俺はサイラオーグ・バアル。バアル家の次期当主だ」


　バアル！　バアルって、魔王の次に偉い『大王』じゃなかったっけ!?　無知な俺でもそれは知っているぞ！　ってことは部長のお母さんはバアル家出身の悪魔だったのかな？


『大王』眷属！　『大王』一族！　すげえな、おい！　グレモリーは魔王と大王ですか！


　驚おどろく俺をよそに部長はバアル家の次期当主さんと会話を再開させる。


「それで、こんな通路で何をしていたの？」


「ああ、くだらんから出てきただけだ」


「……くだらない？　他のメンバーも来ているの？」


「アガレスもアスタロトもすでに来ている。あげく、ゼファードルだ。着いた早々ゼファードルとアガレスがやり合い始めてな」


　心底嫌いやそうな表情だ、このイケメンさん──サイラオーグさんだっけ？


　つーか、何をやり合い始めたの？


　疑問に感じる俺だが──。


　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！


　建物が大きく揺れ、巨大な破は砕さい音が聞こえてくる！　ええっ!?　何事!?　近くから聞こえてきたんですけど!?


　部長はそれが気になったのか、躊躇ためらいもなく音のしたほう──大きな扉へ向かった。


「まったく、だから開始前の会合などいらないと進言したんだ」


　サイラオーグさんは嘆たん息そくしながらも自分の眷属らしき者たちと部長のあとに続く。


　何々!?　何なの？　俺おれたちは疑問と不安にかられながらも主の部長のあとを追うしかなかった。


　開かれた大きな扉の向こうには──破は壊かいされ尽つくした大広間があった！　テーブルも椅い子すも装そう飾しよく品も全部破壊されている！


　中央には両陣じん営えいに分かれた悪魔の皆さま方が睨にらみ合っていた！　武器を取り出していて、一いつ触しよく即そく発はつの様相だ！


　一方は邪じや悪あくそうな格好の魔ま物ものやら悪魔さんたち。もう一方は比ひ較かく的普ふ通つうそうな悪魔の一行さんたち。ただ、両チームともおそろしいほどに冷たく殺意に満ちたオーラを放っていた。


　怖こわい！　すんごい怖い！　なんてオーラの量と質だよ！　俺らよりも上に感じるぞ！


　俺の視界に広間の隅すみでテーブルを無事に保ったまま、優ゆう雅がにしている悪魔眷けん属ぞくの者たちも映った。やさしげな表情の少年悪魔を中心に……不気味そうなフードを被かぶった者たち。


「ゼファードル、こんなところで戦いを始めても仕方なくてはなくて？　死ぬの？　死にたいの？　殺しても上に咎とがめられないかしら」


　睨み合う二チームの片方。女の悪魔がクールに言ってくれる。「殺す」とか怖いこと言ってるな……。


　おおっ、でも、すっげえ美少女！　俺と同い年ぐらいかな？　メガネをしていて──冷たく鋭するどい視線が怖い。やっぱ怖いや。オーラから伝わる魔力の波はすごく冷たいし……。


　青色のローブを着ていて、肌はだの露ろ出しゆつは少ない。それがちょっと残念。


「ハッ！　言ってろよ、クソアマッ！　俺がせっかくそっちの個室で一発しこんでやるって言ってやってんのによ！　アガレスのお姉さんはガードが堅かたくて嫌だね！　へっ、だからいまだに男も寄ってこずに処女やってんだろう!?　ったく、魔王眷属の女どもはどいつもこいつも処女くさくて敵かなわないぜ！　だからこそ、俺が開通式をしてやろうって言ってんのによ！」


　うわー……。何この下品な言動の兄ちゃん。顔に魔ま術じゆつ的なタトゥー入れてて、緑色の髪かみの毛も逆立ってる。格好も上半身裸はだかに近くて、やっぱり体にも魔術的なタトゥーばかり。ズボンに装飾品をジャラジャラつけていた。


　ヤンキーじゃん。どう見てもヤンキーだって！　へー、冥めい界かいにもヤンキーはいるんだな。顔は……イケメンっぽいけど、あまりに危険そうな顔つきがどうにもな……。


　……で、両者の間に何が起こったの？　ヤンキー兄ちゃんにメガネの姉ちゃんがセクハラされてキレたってことでいいのかな？


　よくわからない俺へ、後方からサイラオーグさんが来て説明してくれる。


「ここは時間が来るまで待機する広間だったんだがな。もっと言うなら、若手が集まって軽いあいさつを交わすところでもあった。ところが、若手同士であいさつしたらこれだ。血の気の多い連中を集めるんだ、問題のひとつも出てくる。それも良しとする旧家や上級悪魔の古き悪魔たちはどうしようもない。──無む駄だなものに関かかわりたくはなかったのだが、仕方ない」


　首をコキコキと鳴らすと、サイラオーグさんは睨み合う二チームのほうへ歩を進める。


　ちょっとちょっと！　危険ですよ、そっちは！　険悪なムードの両陣営に近づいたらダメだって！


　俺は彼を制止しようとするが、部長が俺を止める。


「イッセー、彼──サイラオーグをよく見ておきなさい」


「え？　は、はい。でもどうしてですか？　従兄弟だから？」


「──彼が若手悪魔のナンバー１よ」


　──っ！　マジか！　ナンバー１!?　一番強いってことですか!?


　ケンカをおっ始めそうな二チームの間にサイラオーグさんは入っていく。メガネの姉ちゃんとヤンキーの視線が集まった。


「アガレス家の姫シーグヴァイラ、グラシャラボラス家の凶きよう児じゼファードル。これ以上やるなら、俺が相手をする。いいか、いきなりだが、これは最後通告だ。次の言動しだいで俺は拳こぶしを容よう赦しやなく放つ」


　サイラオーグさんの迫力のある一言！　すっげえ凄みだ！　俺もピリピリとプレッシャーを肌に感じたよ！


　その一言にヤンキー悪魔は青筋を立てて、怒いかりの色を濃こくする。


「バアル家の無能が──」


　ドゴンッ！


　激しい打だ撃げき音！　ヤンキーは言葉を全部言い切る前に──サイラオーグさんの一撃で広間の壁かべに叩たたき飛ばされていたっ！


　ガラッ……。


　壁からヤンキーが落ちる。──すでに気を失ったようで、床ゆかに突つっ伏ぷしていた！


　──一撃！


　あんなに強い魔力を放っていたヤンキーをたった拳の一撃で!?


「言ったはずだ。最後通告だと」


　迫力あるサイラオーグさんの言動に、


「おのれ！」


「バアル家め！」


　ヤンキーの眷属が主あるじをやられた勢いで飛び出しそうになるが──。


「主を介かい抱ほうしろ。まずはそれがおまえらのやるべきことだ。俺に剣を向けてもおまえたちにひとつも得はない。──これから大事な行事が始まるんだ、主をまずは回復させろ」


『──ッ！』


　その一言にヤンキーの眷属たちは動きを止めて、倒たおれる主のもとへ駆かけ寄っていった。


　次にサイラオーグさんはメガネの姉ちゃんに視線を送る。メガネの姉ちゃんが表情を強こわばらせるのがわかった。


「まだ時間はある。化け粧しようし直してこい。邪悪なものをまとったままでは行事もままならんからな」


「──っ。わ、わかっています」


　メガネの姉ちゃんは踵きびすを返して、眷属と共に広間をあとにした。


　それを確認したあと、サイラオーグさんは自分の眷属に言う。


「スタッフを呼んでこい。広間がメチャクチャすぎて、これではリアスと茶も出来ん」


　俺はサイラオーグさんのひと挙動ひと挙動に惹ひかれてしまっていた。


　この人、強い！　そして、かっけぇぇぇぇっ！　これが若手悪魔ナンバー１の男！


　俺は生まれて初めて歳としの近いカッコイイ男と出会ったかも。


「あ、兵ひよう藤どう！」


　と、そこに聞き覚えのある声が。振ふり返れば、そこには見知った駒王学園の制服に身を包んだ人たち。


「匙さじじゃん。あ、会長も」


「ごきげんよう、リアス、兵藤くん」


　匙とソーナ会長も広間に到とう着ちやくしたようだった。





　　　　─○●○─





「私はシーグヴァイラ・アガレス。大公、アガレス家の次期当主です」


　先ほどのメガネのお姉ちゃん──アガレス家のお嬢じようさまに俺たちグレモリー眷属はあいさつをもらう。


　大広間はあのあと、駆けつけたスタッフの魔力によって修復され、ほぼ元に戻もどった。


　改めて若手が集まり、あいさつを交かわしていた。さっきのヤンキーとその眷属を抜ぬかした者たちでテーブルを囲んでいる。


　部長──グレモリー眷属、会長──シトリー眷属、サイラオーグさんのバアル眷属。そして、先ほどのヤンキーがグラシャラボラス眷属らしい。


　しかし、この姉ちゃん、大公の次期当主かよ！　大公さまは、俺たち悪魔に命をくだす魔王さまの代理人！


　魔王さまが会社の社長なら、大王さまは副社長、大公さまは専務だと部長に聞いたことがある。社長が四人いるってのも変な感じだが、それが悪魔の社会なんだろう。


「ごきげんよう、私はリアス・グレモリー。グレモリー家の次期当主です」


「私はソーナ・シトリー。シトリー家の次期当主です」


　部長と会長が続けてあいさつをする。


　主たちが席に着き、眷属はその主の後方で待機している感じだ。どこも一いつ緒しよ。


「俺はサイラオーグ・バアル。大王、バアル家の次期当主だ」


　堂どう々どうと自己紹しよう介かいしてくれるサイラオーグさん。やっぱ威い風ふう堂々としてる。やっぱ、若手ナンバー１は格が違ちがうんだろうな。


　先ほど、騒さわぎのなか優雅にお茶を飲んでいたやさしげな雰ふん囲い気きの少年も口を開く。


「僕ぼくはディオドラ・アスタロト。アスタロト家の次期当主です。皆みなさん、よろしく」


　なんともやさしげな声だこと。虫も殺せない感じだけど、そこは悪魔。この人も裏じゃすごいかもしれない。


　アスタロト……。えっと、確か、現ベルゼブブさまが出た名家だっけ。


　さっきのヤンキーはグラシャラボラスだから、現アスモデウスさまが出たところだったはず。


　あんなのが次期当主でいいのか？　話では、フリーダムすぎる魔王さまの影えい響きようで兄きよう妹だいは皆真ま面じ目めだと聞いていたんだけど。


「グラシャラボラス家は先日、御お家いえ騒そう動どうがあったらしくてな。次期当主とされていた者が不ふ慮りよの事故死をとげたばかりだ。先ほどのゼファードルは新たな次期当主の候補ということになる」


　サイラオーグさんがそう説明してくれた。


　マジか。グラシャラボラス家は大変なことになっているんだな。しかし、あんなのが次の候補では大変だと思うんだが……。ま、他のお家のことには首を突っ込まないほうがいいかもね。


　こうして若手悪魔六名がそろったわけだ。どの悪魔の眷属さんも強そうなのばかりだ……。俺が一番弱く見えそうでさ……。気が引ける。


　グレモリーがルシファー、シトリーがレヴィアタン、アスタロトがベルゼブブ、グラシャラボラスがアスモデウス、そして大王と大公。この六家ってことか。


　すげえメンツだ！　何、このドリームメンバー！　なるほど、これが有望な若手悪魔なわけね。確かに有望というか、将来を背負って立ちそうなメンバーだよ。


　皆、上級の世界にいるせいか、振ふる舞まいや漂ただようオーラが違う。このメンバーを集めて、旧家や上級悪魔のお偉えらいさんは何を見たいのかな？


「おい、兵藤。間ま抜ぬけな顔を見せるなよ」


　匙が嘆たん息そくしながら俺にそう言う。


「だってよ、上級悪魔の会合だぜ？　緊きん張ちようするじゃないかよ。皆、強そうだ」


「何言ってんだよ。おまえは赤せき龍りゆう帝ていだぞ？　もう少し堂々とすればいいじゃないか」


「そんなこと言ってもよ……。って、なんで匙がキレてんだよ？」


「眷属悪魔はこの場で堂々と振る舞わないといけないんだ。相手の悪魔たちは主を見て、下げ僕ぼくも見るんだからな。だから、おまえがそんなんじゃ、先せん輩ぱいにも失礼だ。ちったぁ自覚しろ、おまえはグレモリー眷属で、赤龍帝なんだぞ」


　匙から強面に意見されて、俺もちょっと驚おどろいた。


「おまえは先輩自じ慢まんの眷属だからな。……俺だって、会長の自慢になってみたいさ」


　匙は苦く笑しようしているけど……。なんだ？　どうしたんだ、こいつ？


　疑問に感じる俺。そこへ扉とびらが開かれ、使用人が入ってくる。


「皆さま、大変長らくお待ちいただきました。──皆さまがお待ちでございます」


　ついに行事とやらが始まる！








　俺たち若手悪魔の面々が案内されたのは、異様な雰囲気が漂う場所だった。


　かなり高いところに席が置かれており、そこに偉そうな方々が座すわっている。さらにその上の段にも偉そうな悪魔の皆さん。


　もうひとつ上の段には見知った顔の方──魔王サーゼクスさまがいらっしゃった。隣となりにはセラフォルーさま。今日は魔王少女の姿じゃないのね。


　そのお隣の二人は……知らない顔だけど、もしかしてベルゼブブさまとアスモデウスさま？　こうしているだけでも強大な魔ま力りよくを感じるから、おそらく俺の見解は間ま違ちがってなさそうだ。しかし、お二人とも見た目はとても若い。


　俺たちはお偉いさんに高い位置から見下ろされている状態だ。正直、あまり気持ちのいいものじゃない。お偉いさんたちも俺らを見下した目で見ているからだ。嫌いやな感じだぜ。


　俺たちは部長のうしろで並んで待機していた。特にすることもないんだけどね。それでも緊張するなぁ。だって、すっごく静せい寂じやくなんだもん……。仕方ないから、他の眷属の女の子を見ていよう。


　獣けもの娘むすめや元人間の娘もいるみたいだしさ。あとで仲良くしてもらえたら最高だな。


　などと俺が下心全開にしていたら、部長を含ふくめた若手六人が一歩前に出る。ヤンキーも復活して同様に一歩前へ出ていた。頰ほおの腫はれはいまだ引かないようで生々しい痕あとを残していた。まあ、あれだけのパンチだ。アーシアの回復神器セイクリツド・ギアでも当てない限り、すぐには消えないだろう。


　って、あんな奴やつにアーシアを近づけさせるもんか。何をされるかわかったもんじゃない。


「よく、集まってくれた。次世代を担う貴き殿でんらの顔を改めて確認するため、集まってもらった。これは一定周期ごとにおこなう、若き悪魔を見定める会合でもある」


　初老の男性悪魔が手を組みながら、威い厳げんの声で言う。


「さっそく、やってくれたようだが……」


　今度はヒゲたっぷりの男性悪魔が皮肉げに言う。さっきの事件のことだな。さっそくやってましたね。俺もビックリです。若気の至り？


「キミたち六名は家いえ柄がら、実力共に申し分のない次世代の悪魔だ。だからこそ、デビュー前にお互たがい競きそい合い、力を高めてもらおうと思う」


　一番上の段のサーゼクスさまがそうおっしゃられる。


　ってことは、ここにいる眷属悪魔たちでレーティングゲームをやれってことか？　そういえば、アザゼル先生が言ってたな。冥めい界かいでの合宿中にレーティングゲームをセッティングしたって。もしかして、これのことか？


「我々もいずれ『禍の団カオス・ブリゲード』との戦いくさに投入されるのですね？」


　サイラオーグさんがいきなり直球を訊きく。こりゃすごいこと訊たずねるもんだね。


「それはまだわからない。だが、できるだけ若い悪魔たちは投入したくはないと思っている」


　サーゼクスさまはそうお答えになられる。その答えにサイラオーグさんは納得できないように眉まゆをつり上げた。


「なぜです？　若いとはいえ、我らとて悪魔の一いつ端たんを担います。この歳になるまで先人の方々からご厚こう意いを受け、なお何もできないとなれば──」


「サイラオーグ、その勇気は認めよう。しかし、無む謀ぼうだ。何よりも成長途と中ちゆうのキミたちを戦場に送るのは避さけたい。それに次世代の悪魔を失うのはあまりに大きいのだよ。理解して欲ほしい。キミたちはキミたちが思う以上に我々にとって、宝なのだよ。だからこそ、大事に、段階を踏ふんで成長して欲しいと思っている」


　サーゼクスさまのお言葉にサイラオーグさんも「わかりました」といちおうの納得をしたようだ。でも、不満はありそうな表情だな。


　その後、お偉いさんたちの難しいお言葉やら魔王さまからの今後のゲームについてなど、難しい話が続いた。俺はちんぷんかんぷんで頭がパンクしそうだった。


　早く終わらないものか。って、終わったところで休む間もなく、合宿の修業が始まるんだよね。でも、ベッドで一ひと眠ねむりぐらいしてから修業に臨みたいもんだ。


「さて、長い話に付き合わせてしまって申し訳なかった。なに、私たちは若いキミたちに私たちなりの夢や希望を見ているのだよ。それだけは理解して欲しい。キミたちは冥界の宝なのだ」


　サーゼクスさまの言葉に皆聞き入っていた。魔王さまの言葉には噓うそ偽いつわりが含まれていないのが聞いていてわかる。やっぱ部長のお兄さんだね。基本的におやさしいと思うんだ。


　本来、気さくだし、おもしろい方だし。


「最後にそれぞれの今後の目標を聞かせてもらえないだろうか？」


　サーゼクスさまの問いかけに最初に答えたのはサイラオーグさんだった。


「俺は魔王になるのが夢です」


　──っ！　いきなり、言い切ったよ、この人！　すげえ！


『ほう……』


　お偉いさんたちも、正面から迷いもなく言い切ったサイラオーグさんの目標に感かん嘆たんの息を漏もらしていた。


「大王家から魔王が出るとしたら前代未聞だな」


　お偉い男性悪あく魔まの方がそう言う。


「俺が魔王になるしかないと冥界の民たみが感じれば、そうなるでしょう」


　また言い切った！　すっごいな、この人！


　驚く間もなく、次は部長が言う。


「私はグレモリーの次期当主として生き、そしてレーティングゲームの各大会で優勝することが近い将来の目標ですわ」


　なるほどね。それが部長の夢、目標なのか。初めて耳にした気がする。堅けん実じつだな。部長らしいや。おし！　俺ら眷けん属ぞくはその部長の夢のためにがんばるぜ！


　そのあとも若手の人たちが夢、目標を口にし、最後に残ったのはソーナ会長だった。


　そして、ソーナ会長は言う。


「冥界にレーティングゲームの学校を建てることです」


　学校か！　へぇ、会長は学校を建てたいんだな。


　と、俺は感心していたのだが、お偉いさんたちは眉まゆ根ねを寄せていた。


「レーティングゲームを学ぶところならば、すでにあるはずだが？」


　確認するかのようにお偉いさんは会長に訊く。


　会長は淡たん々たんと答える。


「それは上級悪魔と一部の特権階級の悪魔のみしか行くことが許されない学校のことです。私が建てたいのは下級悪魔、転生悪魔も通える分け隔へだてのない学まなび舎やです」


　おおっ、差別のない学校か。それはいいな。これからの冥界にとって、良い場所になるんじゃないかな。匙も誇ほこらしげに会長の夢を聞き入っていた。


　しかし──。


『ハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！』


　お偉いさんたちの笑い声がこの会場を支配する。


　俺は意味がわからなかった。なんでお偉いさんたちが笑い出したのか。部長のほうへ顔を向ければ、目を細めて難しい顔になっていた。え？　え？　どういうこと？


　理解のできない俺。匙も突とつ然ぜんの笑い声に驚いていた。


　そして、お偉いさんたちは嘲ちよう笑しようを浮うかべながら口々に言う。


「それは無理だ！」


「これは傑けつ作さくだ！」


「なるほど！　夢見る乙おと女めというわけですな！」


「若いというのはいい！　しかし、シトリー家の次期当主ともあろう者がそのような夢を語るとは。ここがデビュー前の顔合わせの場で良かったというものだ」


　わからない。どうして会長は──バカにされているんだ？


「……いまの冥界がいくら変わりつつあるとしても、上級と下級、転生悪魔、それらの間の差別はまだ存在する。それが当たり前だといまだに信じている者たちも多いんだ」


　隣で木場が淡々と口にしていた。


「なんだ、それ？　だって、部長のお家うちは俺たちを普ふ通つうに迎むかえ入れてくれたじゃないか」


「イッセーくん。グレモリーは情愛が深い悪魔の一族だ。あまり人間にも下級悪魔にも差別的な目を向けない。……だけど、フェニックスを思いだしてくれ」


「──っ」


　木場の言葉に脳のう裏りでライザー・フェニックスが思いだされる。確かに、あいつは俺をバカにしていた。下級だと下げ僕ぼくだと。俺に差別的な態度を取っていたかもしれない。


　そんななかでも会長は真まっ直すぐに言う。


「私は本気です」


　セラフォルーさまもうんうんと力強くうなずいていた。「よく言った！」と言わんばかりのご様子だ。魔ま王おうという立場上、妹を応おう援えんできないのだろうが、それでも心配そうだった。


　しかし、冷れい徹てつな言葉をお偉えらいさんは口にする。


「ソーナ・シトリー殿どの。下級悪魔、転生悪魔は上級悪魔たる主あるじに仕え、才能を見み出いだされるのが常。そのような養成施し設せつをつくっては伝統と誇りを重んじる旧家の顔を潰つぶすこととなりますぞ？　いくら悪魔の世界が変革の時期に入っていると言っても変えていいものと悪いものがあります。まったく関係のない、たかが下級悪魔に教えるなどと……」


　その一言に黙だまっていられなくなったのは──匙だった。


「黙って聞いてれば、なんでそんなに会長の──ソーナさまの夢をバカにするんスか!?　こんなのおかしいっスよ！　叶かなえられないなんて決まったことじゃないじゃないですか！　俺たちは本気なんスよ！」


「口を慎つつしめ、転生悪魔の若者よ。ソーナ殿、下僕の躾しつけがなってませんな」


　お偉い悪魔の一人が言う。何を言うか！　あんたのほうがよっぽどおかしい！　夢を語れとそっちが言ったのになぜにそう言うのか！


　部長が同じようにされたら、俺も匙のように文句を叫さけんでいたと思う！


「……申し訳ございません。あとで言ってきかせます」


　会長は一いつ切さい表情を変えずに言う。匙はその反応が納得できないようだ。


「会長！　どうしてですか！　この人たち、会長の、俺たちの夢をバカにしたんスよ！　どうして黙っているんですか!?」


「サジ、お黙りなさい。この場はそういう態度を取る場所ではないのです。私は将来の目標を語っただけ。それだけのことなのです」


「──ッ！」


　会長が目を細め、匙をたしなめる。匙も何か言いたげだったが、口を閉とざした。


「ならなら！　うちのソーナちゃんがゲームで見事に勝っていけば文句もないでしょう!?　ゲームで好成績を残せば叶えられるものも多いのだから！」


　突然のレヴィアタンさまの提案に皆が驚おどろいた。とうのレヴィアタンさまはプンスカご立腹中だ。


「もう！　おじさまたちはうちのソーナちゃんをよってたかっていじめるんだもの！　私だって我が慢まんの限界があるのよ！　あんまりいじめると私がおじさまたちをいじめちゃうんだから！」


　セラフォルーさまが涙なみだ目めで悪魔のお偉いさんたちに物申していた。とうのお偉いさんたちは魔王レヴィアタンさまのぶちギレに目をパチクリさせ、反応に困っていた。


　会長は──顔を恥はずかしそうに覆おおっていた。おおっ、なんとも言えない状じよう況きようだぜ。


　でもセラフォルーさまの一言は俺も気持ちがスカッとした。夢をバカにする権利なんて誰だれにもないと思うぜ。ただでさえ、冥界は変化をしていかなきゃいけないんだろう？


　なら、会長の夢は良い野望だ。そういう夢を認めてやるのが、お偉いさんのするべきことじゃないのか？　長生きしすぎると、頭が固くなるんだろうな。


　俺には旧家とか名門とかの古いしきたりは馴な染じめない部分も多い。まあ、グレモリーのしきたりは覚えないといけないんだけどね。


「ちょうどいい。では、ゲームをしよう。若手同士のだ」


　サーゼクスさまの一言に皆が注目する。マジですか！　ゲームをするの？


「リアス、ソーナ、戦ってみないか？」


　──っ！　そうくるのかよ！　魔王さま！　予想外のことに俺と眷属も驚きよう愕がくした！


「…………」


「…………」


　部長と会長も顔を見合わせ、目をパチクリさせて驚いていた。


　かまわずにサーゼクスさまは続ける。


「もともと、近日中にリアスのゲームをする予定だった。アザゼルが各勢力のレーティングゲームファンを集めてデビュー前の若手の試合を観戦させる名目もあったものだからね。だからこそ、ちょうどいい。リアスとソーナで１ゲーム執とりおこなってみようではないか」


　サーゼクスさまの話から察するに、その観戦試合とやらはアザゼル先生が俺たちに用意していた合宿修業の総仕上げをする予定のゲーム！


　──俺らの相手は会長！　生徒会！


　マジか！　いきなり駒王学園に通う悪魔同士が対決!?


　部長は一度息を吐はくと、挑ちよう戦せん的な笑えみを会長に見せる。おおっ！　部長はやる気だ！


　会長も冷れい笑しようを浮かべだした！　こっちもやる気全開！


「公式ではないとはいえ、私にとっての初レーティングゲームの相手があなただなんて運命を感じてしまうわね、リアス」


「競きそう以上は負けないわ、ソーナ」


　さっそく火花が散ってる！　おいおいおいおい！　部長対会長、オカルト研究部対生徒会かよ！


「リアスちゃんとソーナちゃんの試合！　うーん☆　燃えてきたかも！」


　セラフォルーさまも楽しげだ！


「対戦の日取りは、人間界の時間で八月二十日。それまで各自好きに時間を割り振ふってくれてかまわない。詳しよう細さいは改めて後日送信する」


　サーゼクスさまの決定により、こうして部長と会長のレーティングゲームが開始されることとなった！





　　　　─○●○─





「そうか、シトリー家と対決とはな」


　グレモリー家の本ほん邸ていに帰ってきた俺たち。そこで迎え入れてくれたのはアザゼル先生だった。広いリビングに集合し、先生に先ほどの会合の顚てん末まつを話したんだ。


「人間界の時間で現在七月二十八日。対戦日まで約二十日間か」


　何やら先生は計算をし出す。


「しゅ、修業ですか？」


　俺が訊きくと先生はうなずく。


「当然だ。明日から開始予定。すでに各自のトレーニングメニューは考えてある」


「でも、俺たちだけ堕だ天てん使し総そう督とくのアドバイス受けてていいのかな？　反則じゃないんですか？」


　他の若手から文句があってもおかしくないと俺は感じちゃう。


　しかし、先生は嘆たん息そくするだけだ。


「別に。俺はいろいろと悪あく魔ま側にデータを渡わたしたつもりだぜ？　それに天使側もバックアップ体制をしているって話だ。あとは若手悪魔連中の己のプライドしだい。強くなりたい、種の存続を高めたい、って心の底から思っているのなら脇わき目めも振らずだろうよ」


　あー、そう言われればそうなのかな。


「うちの副総督も各家にアドバイス与あたえてるぐらいだ。ハハハ！　俺よりシェムハザのアドバイスのほうが役立つかもな！」


　……そんな、不安になるようなことを言わないでくださいよ。まったく、この堕天使総督さまは陽気だ。おかげで接しやすいけどね。


「まあいい。明日の朝、庭に集合。そこで各自の修業方法を教える。覚かく悟ごしろよ」


『はい！』


　先生の言葉に全員が重ねて返事をした。よし！　何はともあれゲームは決まってしまったんだ！　それに備えて修業せねば！　何よりもあのヴァーリに少しでも近づかないといけない！


　──っと、そこへグレイフィアさんが現れる。


「皆みなさま、温泉のご用意ができました」


　──ッ！　それは最高の報告だった！








　グレモリーの庭の一角にポッツリと存在している和風の温泉。


　俺はさっそく木場、アザゼル先生と共に浸つかっていた。あー、癒いやされる。いい湯だ。


「旅ゆけば～♪」


　温泉に浸かりながら鼻歌交じりな堕天使総督さま。おおぅ、黒い十二枚の翼つばさも全開にしていた。


「ハハハハ、やっぱ冥めい界かい──地じ獄ごくといえば温泉だよな。しかも冥界でも屈くつ指しの名家グレモリーの私有温泉とくれば名泉も名泉だろう」


　なんとも温泉に慣れている総督さまだぜ。そういや、初めて会ったとき、浴衣ゆかたを着ていたな。もしかして、日本の文化大好き？


　俺と木場は並んでタオルを頭にのせてまったり湯に浸かっていた。


　さっきの木場は最高にキモかったぜ。だって、突とつ然ぜん──。


「イッセーくん、背中を流そうか？」


　なんてこと、頰ほおを染めながら言ってくるんだぜ？　俺の貞てい操そうをこいつに奪うばわれると思ったよ！


　……まあ、こいつ的には男──友達とのそういう裸はだかの付き合いは貴重なのだろう。以前の合宿じゃ、まだ打ち解け合ってなかったから、遠えん慮りよしている部分はお互たがいあったしな。


　……そういや、ギャー助はどこだ？　いくら女装っ子だからって、裸の付き合いできないのはどうだろうか？


　あ。案の定、入り口のところでウロウロしてる。ったく、仕方ない！


　俺は湯から一いつ旦たん上がり、ギャスパーのもとへ。


「おいおい、ほら、温泉なんだから入らなきゃダメだろう」


　入り口のギャスパーを捕つかまえる。


「キャッ！」


　かわいらしく悲鳴をあげるギャスパー。


　キャッって……。おまえな……。って、タオルを胸の位置で巻くな！　女の子じゃないん…………クソッ！　女の子に見えちゃう！　細い体だし、顔が女そのものだし！　どうしてこれで男なんだ！
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　俺がギャスパーをジロジロ見ていたせいか、奴やつは頰を赤く染めて言う。


「……あ、あの、こっち見ないでください……」


「……お、おまえな！　男なら胸の位置までバスタオル羽織るなよ！　普ふ段だんから女装してるからこっちも戸と惑まどうって！」


「……そ、そんな、イッセー先せん輩ぱいは僕ぼくのことをそんな目で見ていたのですか……？　身の危険を感じちゃいますぅぅぅぅっ！」


「うっさい！」


　俺はこのままだと違ちがう世界に行きかねないと感じた！　なので、お姫ひめ様さま抱っこでこいつを抱きかかえると、一気に温泉へ──。


　ドボ────ンッ！


　放り投げてやった。


「いやぁぁぁぁぁぁん！　あっついよぉぉぉ！　溶とけちゃうよぉぉぉ！　イッセー先輩のエッチィィィィッ！」


　絶ぜつ叫きようが男湯に木こ霊だまする！　バカ！　隣となりは女湯で部長たちが入っているんだぞ！


『イッセー、ギャスパーにセクハラしちゃダメよ？』


　部長のからかい声が！　そのあと、女子たちのクスクスという小さな笑いが聞こえてくる！　わぁああああああぁっ！　恥ずかしい！


　俺はたまらなくなり、温泉に飛びこんだ！　頭まで沈しずんでから、一気に浮うき上がる！


　うぅ、俺は引きこもりを温泉に入れただけなのに……。


「ところでイッセー」


　涙目の俺の隣に移動してくる先生はいやらしい顔だ。


「はい」


「おまえはリアスの胸を揉もんだことはあるのか？」


　先生は両手の五指を宙でわしゃわしゃさせながら訊いてくる。


「は、はい！　この右手でもみっと！」


　俺も右手を宙でもみっとジェスチャー！　部長のおっぱいは最高の感かん触しよくでした！　生しよう涯がい忘れないと思います！　あれだけで俺は生きていて良かったと感じる！


「そうか。じゃあ、こう──」


　うなずく先生は、人差し指を横に突つき立てて言う。


「女の乳首を指でつついたことはあるのか？」


　先生は指で宙を押おすようにしていた。


「──っ！……い、いえ、まだです」


　俺の反応を見て、先生は嘆息する。


「なんだ、おまえ。乳を指でつついたことがないのか？　乳首をな、『ポチッ』とじゃなくて、『ずむっ』とつつくんだよ。指が胸に埋まい没ぼつしていく様は圧巻だぜ？」


　なん…………だと……………？　お、お、お、おっぱいに指が埋うまる……？　ち、乳首をボタンみたいに押す……。ポチッじゃなくて、ずむっ!?


　デカいおっぱいの場合、確かにどこまで指が埋まるのか気になるが！　しかし！


「ち、乳首は玄げん関かんのブザーじゃないんですよ!?」


　そうだ！　部長のおっぱいはブザーじゃない！　って、一いつ瞬しゆんで部長のおっぱいが浮かび上がるあたり、俺の部長への愛は一いち途ずだぜ！


　しかし、先生は俺の言葉に首を横に振り、にやける。


「いや、あれはある意味ブザーに近い。押すと鳴るんだよ。『いやーん』って」


　──ッッッ!?


　俺の脳内で「いやーん」と声を漏もらす部長ブザーが妄もう想そうされる。


　……なんてことだ……。そ、そんな世界があるのかッ。


「おっぱいって、乳首って、そんな機能があったんですね……。俺は揉んで吸って挟はさむのがおっぱいだと思っていました。そっか、つついて鳴くんだ……」


　考えてみれば、乳首をそんな風につつこうなんて思わなかった。なぜそこまで知ち恵えが回らなかったんだろうか？


　揉むことや吸いたい衝しよう動どうに夢中で、つつくことを忘れていたに違いない！


　──俺は浅はかだ！


　先生が俺の頭をポンポンと叩たたく。


「だからおまえはまだまだなんだよ。女の胸はそれこそ無限だ。下手すりゃウロボロスのオーフィスよりも無限の可能性が詰つまってるんだぜ？　俺はそれに魅み了りようされて、女の乳にハマッて堕おちた。後こう悔かいはしてない」


　──っ。やっぱり、この人はすげえ。総督なのも納得だよ！


　俺は頰に涙なみだを伝わせながら、先生に震ふるえる声で言った。


「先生──。おっぱいをつつきたいです……」


　先生が俺の頭をわしゃわしゃとなでながら、激げき励れいのお言葉をくださる。


「ああ、諦あきらめるなよ。イッセー。おまえならできる。諦めたら、そこでおっぱい終しゆう了りようだぞ？」


「はい。はい！」


　そうだ。諦めなければ何事も前へ進める！　諦めなければ部長のおっぱいをつつけるんだ！　そして、部長を鳴かしてみせる！　俺のつつきに部長が鳴いた！


　そんな俺の耳に女の子たちの声が届く。


『あら、リアス。またバスト大きくなったのかしら？　ちょっと触さわってもいい？』


『そ、そう？　ぅん……。ちょっと、触りかたが卑ひ猥わいよ、あなた。って、そういう朱乃も前よりもブラジャーのカップ変わったんじゃないの？』


『前のは多少キツくてもそのままにしていたものだから……。けれど、最近は大きく見せてもいいかなって思えたのよ。見せたい相手がいると、女は大だい胆たんになるわね、リアス』


『……そ、そうね。けれど、あまりあの子を刺し激げきしないでちょうだいね』


『私はお二人ほどないのでうらやましいです……』


『あらあら、アーシアちゃん。アーシアちゃんだって以前よりも大きくなっているのではなくて？』


『そ、そうでしょうか……？　で、でも、まだこの大きさじゃ……好きになってもらえそうもありません……』


『アーシア、聞いた話ではもんでもらうと大きくなると聞いたぞ？　こんな風に──』


『はぁんっ！　ダ、ダメですぅ！　ゼノヴィアさん！　あっ……うぅぅん……そんな、まだイッセーさんにもこんなことされて……』


『ふむ、アーシアのは私と違って触り心ごこ地ちが良いな。なるほど、これなら男も喜ぶのかもしれないね』


『あらあら、若いっていいわね、リアス。ところでリアスのが大きくなったのはやっぱりこんな感じに毎日してもらっているから？』


『ぁん……。あ、朱乃、いい加減、私の胸から手を離はなしなさい。あなた、手の動きが──あぅん！　どこでこんなのを覚えてくるの、あなたは……』


『リアスのおっぱい……いい感触だわ……うふふ。ここをこうしたり……』


『ぃや……あぅん、まだあの子にもこんなことされていないのに……や、やめて……初めてはあの子って決めて……あっんっ……』


　…………。


　俺は隣の女湯から聞こえてくる女子たちの会話に──興奮していた。鼻血の量がハンパじゃない！　あー、ヤバいヤバい。俺は後頭部をトントンと叩いて鼻血をなんとか抑おさえようとしていた。


　てか、なんて会話してんだよ、皆みんな……。俺、いろんなところが反応しちゃったよ……。


　しかし、覗のぞきたい！　覗いてみたい！　男湯と女湯を隔へだてる壁かべ！　これを上ってあちらの世界へ舞まい降おりたい！　クソ！　覗ける穴はないのか？　さっきから探してもどうにも見つからないんだよな……。


　いっそのこと、神器セイクリツド・ギア使って指を強化して穴を開けてみるかな……。


「なんだ、おまえ。覗きたいのか？」


　アザゼル先生がいやらしい笑えみで俺に訊きいてくる。


「せ、先生！　こ、これはその！」


「別にいいじゃねぇか。男同士なんだしよ。温泉で女湯覗くのはお約束ってもんだ。──けどな、それじゃスケベとしては二流以下だ」


「二流ですか！　じゃ、じゃあ、どうすれば一流に!?」


　先生は一瞬考える様を見せると──。


「……そうだな。こんな！」


　むんずっ！　先生は俺の腕うでをつかむ。そして──。


「感じかなっ！　男なら混浴だぞ、イッセー！」


　ぶぅぅぅぅぅぅううううんっっ！　俺を投げ飛ばしやがったぁぁぁぁッ！


　おわああああああああっ！　俺を襲おそう浮ふ遊ゆう感と目まぐるしく動く視界！


　うああああっ！　お、俺、宙に吹ふっ飛ばされてるぅぅぅぅぅっ！


　視界が男湯から、隣の湯に移り──。空中で部長たちと目が合う！　そうこうしているうちに──。


　ドッボォォォォォォォンッ！


　…………痛い。俺は勢いよく温泉に叩きつけられ、湯のなかをもがいていた！


　ザバッ！　お湯から飛び出てみると──そこは桃とう源げん郷きようだったッ！


　部長！　朱乃さん！　アーシア！　ゼノヴィア！　小こ猫ねこちゃん！　皆、裸はだかだったッ！


　ブッ！


　鼻血が噴ふき出る！　あったり前だぜ！　突とつ然ぜん野や郎ろうだらけの場所から女体ばかりの場所へ転移すれば世界が変わるのは当然！


　夢にまで見た混浴体験ッッ！　涙が止まらねぇぇぇぇっ！


　普ふ通つう、この状じよう況きよう、「キャーッ！　エッチ！」って桶おけや何やらが飛んできて、ボコボコにされるんだろうけど──。


　部長も朱乃さんもアーシアもゼノヴィアも裸ら体たいを隠かくそうとすらしなかったッ！　か、隠そうよ、皆！　女子なんだから！


「あら、イッセー。アザゼルに飛ばされてきたのね？　ちゃんと体は洗ったの？」


「うふふ、イッセーくんったら。大胆ですわ」


　それどころか、部長も朱乃さんも苦く笑しようしながら近づいてくるぅぅぅぅ！　俺の眼前で白い大きなおっぱいがぶるんぶるん揺ゆれる！　生乳バンザイ！


　迫せまり来るおっぱいに俺は為なす術すべもなく捕ほ獲かくされる。朱乃さんが部長よりも一瞬先に俺を捕つかまえてきたッッ！


「イッセーくん♪　捕まえましたわ」


　むにゅぅっ。


　真っ正面から抱きつかれ、俺の体に朱乃さんの体が密着してくる！　おっぱいどころじゃない！　全部だ！　朱乃さんのやわらかい肢し体たいがすべて俺にぃぃぃぃっ！


「あ、朱乃さん！　そ、そ、そ、そ、そんな風に密着状態だと！」


　温泉の熱気とエロエロな熱気に脳みそがやられ、俺の頭は沸ふつ騰とう寸前だった！　あああっ、ちくしょう！　朱乃さんの体はやっぱすごい！　なんでこの人の体、こんなに触しよつ感かんがよろしいのかな！　張り、弾だん力りよく共にすっごい！　スベスベ感が増しているのは温泉の効果か!?


　むにゅんっ！


　朱乃さんのお体を全身で堪たん能のうする俺を再び極ごく上じようにやわらかなものが襲うッ！


　俺の肩かたから部長のお顔が飛び出てくるっ！　ぶ、部長！　今度は部長が背中から俺に密着状態ですかぁぁぁぁぁっ!?


　背中に部長のおっぱいの感かん触しよくが当たるっっ！　ああ、先せん端たんのあれが背中を刺激する！　部長の乳首は下手なマッサージ器具よりも癒いやし効果があると思うんだ！


「朱乃！　私のイッセーから離れなさい！」


　部長が俺の首に腕を回し、朱乃さんから奪うばおうとする！　しかし、朱乃さんは俺の真っ正面からぎゅっと抱きついてきていた！


「やーですわ。イッセーくんと温泉を楽しむことに決めましたの。もうこうやって密着して全身を温めますわ。……イッセーくんのお体、こうして触ふれているだけで気持ちいいんだもの……」


　朱乃さんがいっそうぎゅっと抱きついてくる！　うわぁぁぁああ、もう朱乃さんのおっぱいが俺の体と同化しそうなぐらいむにゅむにゅっと押おしつけられてくるよっ！　すっごいなぁぁぁ！　この殺人的なやわらかさ！　俺もついつい朱乃さんのお体を抱だきしめたくなっちゃう！　でもそれやったら下げ僕ぼくの裏切りに部長がキレて俺は殺される！


「ダメよ！　イッセーの体は私のものなのだから！　この子は誰だれが育てたと思っているの!?　こうして抱き心地が最高なのは私の成果なのだから！　この子の髪かみの毛から全身に至るまですべて私のものよ！──ぁん。なんだか、敏びん感かんに感じるわ。さっき朱乃にされたからかしら……それともイッセーに触れているから……？」


　部長の抱きしめもいっそう強くなる！　うわああああっ！　お姉さまのおっぱいは背中からでも十分に伝わります！　ボリュームが特盛り食べ放題です！　しかも荒あらい息づかいまで聞こえてくるのですが！　部長の艶つやっぽい声が俺の脳のう細さい胞ぼうを破は壊かいしてくれる！


　ていうか、俺って部長に育てられていたの!?　この体の仕上がり具合も部長の抱き枕まくらとして機能するため!?　幸せです！　もっと性的な育成をよろしくお願い致いたします！


　あ、朱乃さんの生乳が俺の胸に当たり、ぶ、部長の生乳が背中に当たるッ！


　部長のおっぱいと朱乃さんのおっぱい、前後から挟まれているよ俺ぇぇぇぇぇっ！


　すげぇぇええええっ！　おっぱいに挟まれたぞ俺はぁぁぁぁ！


『これが伝説のおっぱいサンドイッチッッ！　冥めい界かいの秘境に桃源郷は存在したッッ！』


　サバイバル番組みたいな響ひびきが俺の脳内を駆かけ巡めぐったよ！


　おっぱいサンドイッチのあまりの刺激と快適夢空間に俺は鼻血をダラダラと垂れ流すしかなかった……。


　……先生は言っていた。いま俺を挟むものはつつけるのだと！　玄げん関かんのブザーのようにつつくと部長が「いやーん」って言うのかもしれない！　すごい！　女体ってすごい！


　ち、乳首に指を埋まい没ぼつさせていく！　いったいどうなるんだ！　俺の指、部長のおっぱいに食べられちゃうのか!?


「あぅぅ、私もイッセーさんと温泉楽しみたいのに……」


「さすがにあの二人からイッセーを奪だつ取しゆするのは至難の業わざだろうね。今日は遠くから見守るしかない」


　アーシアとゼノヴィアが少し離れたところで何かを言っているが……おっぱいサンドイッチの衝しよう撃げきが強すぎて……。


　ハッ！　ふと、我に返る！　この手の展開だと、小猫ちゃんがボソリと「……最低です。変質者先せん輩ぱい」とか言ってきて、特大パンチで俺をどっかに吹っ飛ばしそうだ！


　俺は恐おそる恐る小猫ちゃんのほうへ視線を送るが──。


　小猫ちゃんは憂ゆう鬱うつそうな表情で温泉に顔半分をつけて、泡あわを立ててぶくぶくさせていた。……あれ？　小猫ちゃん、まだ調子悪いのかな……。


　──っと、そのとき、俺の意識が遠のきかけた。


　ああ、わかったよ。鼻から流れ出る血と、温泉の熱気とおっぱいサンドイッチの熱気にやられて……。


「……ぬはっほっ」


　……俺は口から魂たましいが抜ぬける感覚を得ていた。幸せすぎても魂は抜けるんだね……。


「イッセーくん！」


「イッセー！」


　朱乃さんと部長が慌あわてふためく。けど、俺は幸せだった。ただ幸せだった。


　松まつ田だ、元もと浜はま、地じ獄ごくに桃源郷は確かにあったぜ。地獄に仏とはこれのことでは？


　今度、おっぱいサンドイッチの凄すごさを語ってやろう……。


　こうして俺の意識は遠のいていった。





　　　　─○●○─





　次の日。俺たちはグレモリー家の広い庭の一角に集まっていた。


　服装は皆ジャージ！　アザゼル先生もジャージ姿だ。庭に置かれているテーブルと椅い子すに皆座すわってさっそく修業開始前のミーティングとなった。


　昨夜の温泉は最高だった！　もう絶対忘れない！　のぼせて大変だったけど、朝までにやけた顔を止められなかったよ！　冥界いいとこ、一度はおいで！　本気でそう思う！


　──っと、気持ちを入れ替かえんといかん。


　資料やデータらしきものを持った先生。


「先に言っておく。いまから俺が言うものは将来的なものを見み据すえてのトレーニングメニューだ。すぐに効果が出る者もいるが、長期的に見なければならない者もいる。ただ、おまえらは成長中の若手だ。方向性を見誤らなければ良い成長をするだろう。さて、まずはリアス。おまえだ」


　先生が最初に呼んだのは部長だった。


「おまえは最初から才能、身体能力、魔ま力りよくすべてが高スペックの悪魔だ。このまま普通に暮らしていてもそれらは高まり、大人になる頃ころには最上級悪魔の候補となっているだろう。だが、将来よりもいま強くなりたい、それがおまえの望みだな？」


　先生の問いに部長は力強くうなずく。


「ええ。もう二度と負けたくないもの」


　部長の言う通りだ！　もうゲームで負けたくない！　たとえ公式ではない試合でも！


「なら、この紙に記してあるトレーニング通り、決戦日直前までこなせ」


　先生から手て渡わたされた紙を見て、部長は首を傾かしげる。


「……これって、特別すごいトレーニングとは思えないのだけれど？」


「そりゃそうだ。基本的なトレーニング方法だからな。おまえはそれでいいんだ。すべてが総合的にまとまっている。だからこそ、基本的な練習だけで力が高められる。問題は『王キング』としての資質だ。『王キング』は時によって、力よりも頭を求められる。魔力が得意じゃなくても、頭の良さ、機転の良さで上まで上のぼり詰つめた悪魔だっているのは知っているだろう？──期限までおまえはレーティングゲームを知れ。ゲームの記録映像、記録データ、それらすべてを頭にたたき込こめ。『王キング』に必要なのは、どんな状況でも打破できる思考と機転、そして判断力だ。眷けん属ぞくの下僕悪魔が最大限に力を発揮できるようにするのがおまえの仕事なんだよ。ただ、これも覚えておけ、実際のゲームでは何が起こるかわからない。戦場と同じだ」


　……おおっ、先生って、基本おちゃらけているけど、ちゃんと考えているよね。


　やっぱり、説得力があるから、俺たちも部長もまずは実じつ践せんするしかないと感じる。


「次に朱乃」


「……はい」


　先生に呼ばれるものの、朱乃さんは不ふ機き嫌げんだ。朱乃さんはどうにもアザゼル先生が苦手らしい。少し嫌きらいだとも言っていた。やっぱり、お父さん絡がらみ？


　そう思っていたら、先生はそのことを真っ正面から言う。


「おまえは自分のなかに流れる血を受け入れろ」


「──ッ！」


　朱乃さんもストレートに言われたせいか、顔をしかめた。だが先生はかまわずに続けていく。


「フェニックス家との一戦、記録映像で見せてもらったぜ。なんだありゃ。本来のおまえのスペックなら、敵の『女王クイーン』を苦もなく打だ倒とうできたはずだ。──なぜ、堕だ天てん使しの力をふるわなかった？　雷いかずちだけでは限界がある。光を雷に乗せ、『雷らい光こう』にしなければおまえの本当の力は発揮できない」


　そっか。朱乃さんは堕天使の血を引いてる。光の力も使えるわけだ。悪魔相手ならそれは効果的だ。しかも得意の雷にそれを乗せられるなら、威い力りよくも桁けた違ちがいになるってことか！


「……私は、あのような力に頼たよらなくても」


　けど、朱乃さんは複雑極まりない様子だった。


「否定するな。自分を認めないでどうする？　最後に頼れるのは己の体だけだぞ？　否定がおまえを弱くしている。辛つらくとも苦しくとも自分をすべて受け入れろ。おまえの弱さはいまのおまえ自身だ。決戦日までにそれを乗り越こえてみせろ。じゃなければ、おまえは今後の戦せん闘とうで邪じや魔まとなる。『雷の巫み女こ』から『雷光の巫女』になってみせろよ」


「…………」


　先生の言葉に朱乃さんは応こたえなかった。けど、やらなきゃいけないってことだけは朱乃さんも理解しているだろう。


　俺は信じてる。朱乃さんが壁かべを突とつ破ぱしてくれることを！


「次は木場だ」


「はい」


「まずは禁手バランス・ブレイカーを解放している状態で一日保もたせてみせろ。それに慣れたら、実戦形式のなかで一日保たせる。それを続けていき、状態維い持じを一日でも長くできるようにしていくのがおまえの目的だ。あとはリアスのように基本トレーニングをしていけば十分に強くなれるだろうさ。剣系神器セイクリツド・ギアの扱あつかい方はあとでマンツーマンで教えてやる」


　神器セイクリツド・ギアについては神器セイクリツド・ギアのエキスパートに訊きけってことか。マニアだって自分で言ってるもんな、先生は。でも神器セイクリツド・ギアって何がおもしろいんだろう？


「剣けん術じゆつのほうは……おまえの師し匠しようにもう一度習うんだったな？」


「ええ、一から指導してもらう予定です」


　へぇ、こいつに剣の師匠っていたのか。やっぱり、強いのかな？


　木場は真ま面じ目めだから、本当に一から指導してもらうんだろうな。またこいつ強くなるんじゃないか？


「次、ゼノヴィア。おまえはデュランダルを今以上に使いこなせるようにすることと──もう一本の聖剣になれてもらうことにある」


「もう一本の聖剣？」


　ゼノヴィアは先生の言葉に首を傾げる。


「ああ、ちょいと特別な剣だ」


　にやける先生だが、すぐに笑えみを止めてギャスパーに視線を向ける。


「次にギャスパー」


「は、はいぃぃぃぃぃ！」


　チョービビッてる、この引きこもりくんは……。こっち来てから引きこもりには辛い時間が多いからね。行くとこ全部人が多いし。


「そうビビるな。おまえの最大の壁はその恐きよう怖ふ心しんだ。何に対しても恐怖するその心身を一から鍛きたえなきゃいかん。もともと、血筋、神器セイクリツド・ギア共にスペックは相当なものだからな。『僧侶ビシヨツプ』の特性、魔力に関する技術向上もおまえを大きく支えてくれている。専用の『引きこもり脱出計画！』なるプログラムを組んだから、そこでまずは真っ当な心構えをできるだけ身につけてこい。全部が無理でも人前に出ても動きが鈍にぶらないようにしろ」


　と先生は言う。その通りだ。まずはこいつ自身、心身共に強くならないとどうしようもない。例の神器セイクリツド・ギアを安定させるリングは長期間装着していると体に良くないらしいので特別なとき以外は外している。いまのところ、目立った暴走もなかった。不安だけど。


「はいぃぃぃぃぃぃっ！　当たって砕くだけろの精神でやってみますぅぅぅぅ！」


　……不安になることを言わないでくれよ、ギャスパー。おまえが言うと本当に当たって砕けてしまいそうなんだよな。ああ、ほら、すぐに段ボール箱に入ろうとするし……。


「同じく『僧侶ビシヨツプ』のアーシア」


「は、はい！」


　アーシアも気合い入ってんな。常つね日ひ頃ごろから、自分が皆の役に立っていないかもしれないと感じていると、告白されたことがあった。


　そんなことはないぜ。アーシアの回復能力はずば抜けている。アーシアがいなかったら危ない場面も多かった。その力、自信を持っていいと思うんだ。


「おまえも基本的なトレーニングで、身体と魔力の向上。そして、メインは神器セイクリツド・ギアの強化にある」


「アーシアの回復神器セイクリツド・ギアは最高ですよ？　触ふれるだけで病気や体力以外なら治しますし」


　俺おれの意見だ。これ以上回復能力を高めるの？　いまでも回復のスピードはかなりのものだよ。瀕ひん死しの重傷でも治せるしさ。


「それは理解してる。回復能力の速度は大したもんだ。だが、問題はその『触れる』って点だ。味方がケガしてるのに、わざわざ至し近きん距きよ離りにまで行かないと回復作業ができない」


　あ、なんとなく、アザゼル先生の言いたいことがわかったかも。


「もしかして、アーシアの神器セイクリツド・ギアは範はん囲いを広げられるの？」


　部長の言葉はまさに俺が言いたいことだった。先生が肯こう定ていする。


「ご名答だ、リアス。こいつは裏技みたいなものだが、『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』の真骨頂は効果範囲の拡大にある」


「アーシアの神器セイクリツド・ギア、遠えん距きよ離りも可能ってことスか!?」


　俺の問いに先生はうなずいた。それって、すごいことじゃね？


「俺たちの組織が出したデータの理論上ではな。神器セイクリツド・ギアのオーラを全身から発して、自分の周囲にいる味方をまとめて回復なんてことも可能なはずだ」


　マジか！　それが本当ならアーシアの戦場での役割はトンでもないことになるぞ！　一人一人回復する手間が省ける上に、時間も短縮！　反はん撃げきのチャンスがたくさん生まれる！


　しかし、堕天使のデータベースはどうなってんだ？　神器セイクリツド・ギアに関して本当に各勢力一なんじゃないかな？


「だが、問題は敵味方の判断ができずに回復させてしまいそうなことだ。敵味方を判別し、味方だけを回復できればいいんだがな……。アーシアの生来のものが不安だ」


「アーシアの……何が不安なんですか？」


　俺の質問に先生は真しん剣けんな面おも持もちで言う。


「『やさしさ』ってやつだ。アーシアは戦場で敵のケガした奴やつを視認したとき、そいつのことも回復してやりたいと心中で思ってしまうだろうな。それが敵味方判別の神器セイクリツド・ギア能力の妨さまたげになる。おそらく、アーシアは判別する力を得られないだろうさ。いま言った回復範囲拡大はこのチームにとっては諸もろ刃はの剣つるぎとなりかねない。それでも範囲拡大は覚えるべきものだ」


　アーシアの範囲拡大は下手すれば敵のダメージも癒いやしてしまうってことか。それがアーシアのやさしさが原因だなんて……。皮肉すぎるぜ、神器セイクリツド・ギアのシステム……。


「だから、もうひとつの可能性を見み出いだす。──回復のオーラを飛ばす力だ」


「そ、それは、ちょっと離はなれたところにいる人へ、私が回復の力を送るということですか？」


　アーシアが何かを飛ばすジェスチャーをする。かわいいジェスチャーに俺が癒された。


「ああ、直接飛ばす感じだな。イッセーが十メートル先で戦闘してて、ケガをしているとき、おまえがイッセーに向けて回復の力を飛ばすのさ。さっきのが一定のフィールド限定なら、いま説明したのは飛び道具バージョンだな。直接触れなくても回復ができるようになる」


　回復能力が飛び道具！　おいおいおい、とんでもないぞ、それって！


「そ、そりゃ、すげえ！　アーシア大活かつ躍やくできるぜ！」


　俺はアーシアの手を取ってはしゃいで見せた。アーシアも思いがけない情報に驚おどろきながらも喜んでいる様子だった。


「直接触れて治すよりも多少パワーは落ちるだろうが、それでも遠距離の味方を回復できるのは戦略性が広くなる。前線に一人か二人飛び込こませて、後方で回復のアーシアとアーシアを護衛する誰だれかを配置すれば、理想的なフォーメーションが組めるだろうさ」


　先生はフォーメーションまで想像しているのか。よっぽどそういうの考えるのが好きなんだろうなぁ。


　先生の意見に部長が同意する。


「王道だけれど、だからこそシンプルに強い戦術フォーメーションだわ。通常、味方を回復する術なんてフェニックスの涙なみだか、調合された回復薬ぐらいですものね。アーシアの神器セイクリツド・ギアは汎はん用よう性せいと信しん頼らい性せいに関して、それらよりも遥はるかに上だわ」


「そうだ。アーシアの悪あく魔まをも治す神器セイクリツド・ギアの力はこのチームの特とく徴ちよう的な持ち味、武器と言える。あとはアーシアの体力勝負だ。基本トレーニング、ちゃんとこなしておけよ？」


　先生の言葉にアーシアは深く頭を下げた。


「は、はい！　がんばります！」


　がんばれ、アーシア！　いざとなったら俺はアーシアの盾たてになるからな。絶対に守る！　俺にとってかわいい妹的存在であるアーシアの玉のようなお肌はだに傷なんてつけさせるわけにはいかないぜ！


「次は小猫」


「……はい」


　小猫ちゃんは──相当気合いの入った様子だ。なんだろうか。ここ最近、調子が悪そうだったのに、今日は妙みように張り切ってる。小猫ちゃん、何を思っているんだろう？


「おまえは申し分のないほど、オフェンス、ディフェンス、『戦車ルーク』としての素養を持っている。身体能力も問題ない。──だが、リアスの眷けん属ぞくには『戦車ルーク』のおまえよりもオフェンスが上の奴が多い」


「…………わかっています」


　ハッキリ言う先生の言葉に小猫ちゃんは悔くやしそうな表情を浮うかべていた。


　……もしかして、小猫ちゃん。それを気にしていた？　いや、だって、小猫ちゃんは素すの俺よりも強いし、単純な腕わん力りよくだけなら木場や朱乃さんよりも上じゃないか。


「リアスの眷属でトップのオフェンスは現在木場とゼノヴィアだ。禁手バランス・ブレイカーの聖魔剣、聖剣デュランダル、凶きよう悪あくな兵器を有してやがるからな。ここに予定のイッセーの禁手バランス・ブレイカーが入ると──」


　オフェンス──。確かに木場とゼノヴィアのパワーはこのなかじゃ抜ぬきんでてる。


　俺なんて、禁手バランス・ブレイカーに至っても勝てるかどうかわからない。


「小猫、おまえも他の連中同様、基き礎その向上をしておけ。その上で、おまえが自ら封ふうじているものを晒さらけだせ。朱乃と同じだ。自分を受け入れなければ大きな成長なんて出来やしねぇのさ」


「…………」


　先生の言葉に小猫ちゃんは何も答えなかった。先ほどの気合いも「晒けだせ」の一声で一気に消失してしまった。


　……小猫ちゃんの力って何？　何を抱かかえているんだ？


「だいじょうぶ、小猫ちゃんならソッコーで強くなれるさ」


　なんて気軽に言い、俺は小猫ちゃんの頭をなでようとしたが──払はらいのけられた。


「……そんな、軽く言わないでください……っ」


　──っ。険しい表情。こんなに厳しい感じの小猫ちゃんは初めて見た。


　俺、地じ雷らい踏ふんだのか？　どうしよう、励はげまそうとしたのに逆なことを……。


　空気が多少重くなったなか、先生は時計を気にしてた。


「さて、最後はイッセーだ。おまえは……。ちょっと待ってろ。そろそろなんだが……」


　空を見上げる先生。はて？　俺は何を待てばいいのやら。つーか、何が来るの？


　俺や眷属も空を見上げる。何があるの？　何もないと思う──。


　怪け訝げんに感じていた俺の視界に何かどデカい影かげが空に！　こちらへ猛もうスピードで向かってくるぞ！　うわっ！　デカい！　怪かい物ぶつ!?　魔物!?　妖よう怪かい!?　まさかの敵の襲しゆう来らいですか！


　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　地じ響ひびきと共にそれは目の前に飛来してくる！　椅い子すに座すわっていても大きく地面が揺ゆらいで、俺は地面に転んでしまった！


　土つち煙けむりが舞まい、それが収まったあと、眼前に現れたのは──でっかい怪物！


　十五メートルはあるぞ！　怪かい獣じゆうだ！　怪獣だよ、これ！　大きく裂さけた口！　生えそろう凶きよう暴ぼうそうな牙きば！　ぶっとい腕うでに、ぶっとい脚あし！　横に広がる両りよう翼よく！


　……これ、知ってるぞ。何度か見たことあるし、俺にもこれが宿ってる。


「──ドラゴン！」


「そうだ、イッセー。こいつはドラゴンだ」


　先生がうなずく。やっぱドラゴンか！　でっけええええっ！　怪獣だ！　火なんて噴ふかれたら一発アウトじゃないか！　辺り一面焼け野原確定ですよ！


「アザゼル、よくもまあ悪魔の領土に堂々と入れたものだな」


　巨きよ大だいなドラゴンは口の端はしをつり上げて言った。おおっ、しゃべられるんだ！


「ハッ、ちゃんと魔王さま直じき々じきの許可をもらって堂々と入国したぜ？　文句でもあるのか、タンニーン」


　先生はこのドラゴンのことを知っているようだ。


「ふん。まあいい。サーゼクスの頼たのみだというから特別に来てやったんだ。その辺を忘れるなよ、堕だ天てん使しの総そう督とく殿どの」


「ヘイヘイ。──てなわけで、イッセー。こいつがおまえの先生だ」


　…………。先生が巨大なドラゴンに指をさして、俺に言う。


　いやいや。先生って。…………え？　ええっ!?


「えええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇえええっ！　この巨大なドラゴンが!?」


　俺は目玉が飛び出るほど驚いた！　あったり前だって！　マジかよ！　この怪獣が俺の先生!?　先生はあなたじゃないのか、アザゼル先生!?　どういうこと!?


「久しいな、ドライグ。聞こえるのだろう？」


　怪獣ドラゴンは俺のほう──というよりも俺のうちに語りかけるように話しかけてくる。


　すると、俺の左ひだり腕うでが勝手に赤く輝かがやき、ブーステッド・ギアが出現する。


『ああ、懐なつかしいな、タンニーン』


　宝玉に反応して、ドライグが俺だけでなく、周囲の者にも聞こえるように音声を出した。


「知り合いか？」


　俺が訊たずねると『ああ』と肯定した。


『こいつは元龍王の一角だ。「五ご大だい龍りゆう王おう」のことを以前話しただろう？　こいつ──タンニーンは「六ろく大だい龍りゆう王おう」だった頃ころの龍王の一いつ匹ぴきだ。聖書に記された龍をタンニーンと言うのだが、こいつをさしている』


　はぁ、龍王。確か、俺を狙ねらってる龍王もいるんだよな。怖こわい怖い。こんなデカいのが俺を狙ってるってことだろう？　やだやだ。絶対に会いたくない！　もうドラゴン相手はヴァーリだけで十分だよ！　俺、ハーレム王になる前に死ぬんじゃないか!?


「タンニーンが悪魔になって、『六大龍王』から『五大龍王』になったんだったな。いまじゃ、転生悪魔のなかでも最強クラス。最上級悪魔だ」


　と、アザゼル先生が言う。じゃあ、このドラゴンさんは悪魔なのか！　ドラゴンからの転生！　へぇ、ドラゴン──しかも龍王からの転生悪魔も業界にはいるんだな。最上級悪魔ということは、部長よりも偉えらいってことになる。


　やっぱ目の前にいると実感する。転生悪魔でも上を目指せるんだ！


「『魔ブレイズ・龍ミーテイア・聖ドラゴン』タンニーン。その火の息は隕いん石せきの衝しよう撃げきに匹ひつ敵てきするとさえ言われている。いまだ現役で活動している数少ない伝説のドラゴンだよ。悪いがタンニーン、この赤せき龍りゆう帝ていを宿すガキの修業に付き合ってくれ。ドラゴンの力の使い方を一から教えてやって欲ほしいんだよ」


　アザゼル先生はタンニーンにそう頼み込む。って、この隕石級の攻撃力を持つドラゴンさんに俺は力の使い方を教えられるのですか！　だいじょうぶか？　俺、死なない？


　アザゼル先生の頼み事にタンニーンは嘆たん息そくする。


「俺がしなくてもドライグが直接教えれば良いのではないか？」


「それでも限界がある。やはり、ドラゴンの修業といえば──」


「元来から実戦方式。なるほど、俺にこの少年をいじめぬけと言うのだな」


　先生のあとに言葉を続けるタンニーン！　おいおい！　俺、いじめられちゃうの!?　こんな怪獣にいじめられたら即そく死亡だよ！


「ドライグを宿す者を鍛きたえるのは初めてだ」


　ドラゴンさんが目を細めながら楽しげに言う！……こ、殺される！　こんな怪獣に鍛えられたら、耐たえられるわけがない！　俺、基本的に人間がベースですよ！　無理無理！


『手加減してくれよ、タンニーン。俺の宿主は想像以上に弱いんでな』


　おおっ、ドライグ！　さすが俺の相棒！


「死ななければいいのだろう？　任せろ」


　死んじゃう！　俺おれ、殺されちゃう！　わかってなさそうだよ、このドラゴンのおっさん！


　横でうんうんと何やら納得したようにうなずく先生！　納得しないで！　無理です！


「期間は人間界の時間で二十日間ほど。それまでに禁手バランス・ブレイカーに至らせたい。イッセー、死なない程度に気張れや」


　そう言い残すと、先生は手を振ふって去っていく！　ええええええええええっ!?　あんたはそれで終わりですか!?


「さて、各自各々に修業メニューをこなすこと。いいわね」


　部長は俺を置いて、話を進めていく！


『はい』


　皆みんなも応じて、この場をあとにしようとしていた！　あれ!?　あれ!?　お、俺はこのままこのドラゴンと修業ですか!?　誰も疑問に思わない!?　どう見ても俺、ドラゴンに襲おそわれるよ!?　死んじゃうよ!?


「イッセー、気張りなさい！」


　部長が親指を立てて俺にエールを送る！　そうでした。部長はトレーニングに関しては妥だ協きようを許さないお方でした。普ふ段だん、俺に甘あまくて、やさしいけど、いざこの手の修業が始まると鬼おにのしごきを与あたえてくれる！


「リアス嬢じよう。あそこに見える山を貸してもらえるか？　こいつをそこに連れていく」


　ドラゴンのおっさんが指で遥はるか先のお山を指さす。


「ええ、鍛えてあげてちょうだい」


「任せろ。死なない程度に鍛えてやるさ」


　あっれー!?　商談成立!?　マジか！　遠くに見えるあの山が俺の墓か！


　ドラゴンは俺を手につかむと、バッと羽ばたく！　うわあああっ！　こいつ、飛びやがったよ！　俺、ドラゴンに捕ほ獲かくされちゃったよ！　食べられちゃう！


「部長ォォォォォォォォッ！」


　泣いて助けを求めても、遥か眼下の部長は笑え顔がおで手を振るだけだった！


　拝はい啓けい、天国のお祖じ父いさま。


　僕ぼくはなぜかドラゴンに捕獲され、空を飛んでいます。


　高二の夏──。


　大事な青春の一ページ──。


　僕は山でドラゴンとエンジョイすることになりました。


　やはり、ここは地じ獄ごくでした。祖父ちゃんのいる天国を遥か遠くに感じます。





　　　　─○●○─





　念願の夏休み。


　今年こそ彼女を作ってエロエロな夏休みを過ごそうと松田と元浜と年始に誓ちかい合ったのだが……。なぜか俺は地獄の山で怪獣に火を噴かれていた。


　ドゴオオオオオオオオオオンッ！


　近くで木々が吹ふっ飛び、岩が崩くずれ、地面にクレーターが生まれる！


「うわぁぁぁぁああんっ！」


　俺は必死になって、怪獣──ドラゴンのおっさんの火の息を避よけていた！


　涙なみだって、涸かれてきたと思っても出るもんなんだぜ？　だって俺、こんな怖い思いを毎日してても涸れないもん！　いや、もう！　こんな生活！　ドラゴンに毎日火を噴かれる高校生がどこにいるってんだよ！


「ほーら、赤せき龍りゆう帝ていの小こ僧ぞう。もっと素す早ばやく避けんと炭になるぞ」


　やだ！　部長とエッチするまで炭になりたくないよ！　俺は部長の処女をもらうんだ！　俺の童どう貞ていは部長とエッチをして捨てる予定なのに！


　さらに朱乃さんともエッチなことをしたい！　朱乃さんの処女だって欲しい！　ゼノヴィアとも子作りしたい！　アーシアとももっと仲良くしたい！


　──なんで俺はこの山で死にかけているんだ!?


　この山に来て数日が過ぎた。俺は完全にボロボロとなっていた。


　心身的に疲ひ労ろうはピークだ。だってさ、毎日毎日昼夜問わず怪獣に追いかけ回されているんだぜ？　たまに反はん撃げきに出ても返り討うちどころの話じゃない。あんな硬かたいドラゴンの鱗うろこにパンチしてもダメージなんてあるわけないし、逆にこっちが拳こぶしを痛める！


　譲じよう渡との力を使おうにも大して意味もなく、俺は日々逃にげて隠かくれることのみに時間を費やしていた。あっちは容よう赦しやなく俺を殺そうとしてくる！


　しかもあの火の息の攻こう撃げきたるや……。ブレス一息で山の一角が吹っ飛ぶ。あんなの直ちよく撃げきしたら一撃でおだぶつですよ！


　ドラゴンの力が高まると、本来ならライザー戦で神器セイクリツド・ギアに支し払はらった左腕がドラゴンの腕になってしまうんだけど、先生からもらったリングを手首にはめているおかげか、変化することはなかった。先生って本当いろんなもの作れるな。


　でもこれは冥めい界かいにいる間の限定。人間界に帰れば部長と朱乃さんに指をちゅーちゅーしてもらえるんだい！


　しかし、逃げ足だけはだいぶ鍛えられたよ。いまのところ、あのブレスを一発も食らってないしさ……。でもジャージはボロボロだ。穴だらけだよ。


　一日のしごきが終わると、そこから基き礎そトレーニング開始だ。主に筋トレ。それをする頃には体中悲鳴をあげているので大変辛つらいけど、ドラゴンのおっさんに追いかけ回されるのよりはマシと感じて案外普ふ通つうにこなせていた。


　食事は自分で確保するしかない。って、冥界の動植物に疎うとい俺は、食べられるのか食べられないのかだけドラゴンのおっさんに確認取ってから川の魚を捕とったり、山に生える木の実を口にしていた。


　火種は下手な魔ま力りよくでなんとか火をおこしていた。ふふふ、火をおこす魔力だけは上達したぜ？


　……あれ？　なんで俺こんな生活送ってんの？　魚捕ったとき、ついつい「とったどー！」って言っちまうしさ。ヤバい。俺、どんどん野性児化してない？


　そんなこんなをここのところ毎日過ごしている。──部長に会いたい！　アーシアとお話したい！　朱乃さんのお茶が飲みたい！


　うぅ、ここには女の子がいない！　俺にとって本当の地獄だ！　部長の膝ひざ枕まくらが恋こいしいよぉ！　部長の太ももの感かん触しよくをまた味わいたいよぉ！


　ここに来て唯ゆい一いつの楽しみは妄もう想そうだった。


　おっさんのしごきが終わると俺は妄想の世界に赴おもむく。そこには部長やアーシアがいて、俺を快く迎むかえ入れてくれるんだ……。


　最近では、ドラゴンのおっさんに追いかけ回されている最中でも妄想ができるようになってきてしまっていた。自分でも病気だと思う。


　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　再び放たれる火の球！　うわあああああっ！　俺の隠れていた岩が破は壊かいされ、おっさんに発見される。


「いたいた。まったく逃げ足だけうまくなっても仕方ないだろう。ほら、反撃してこい」


「無理っスよ！　あんた強すぎだ！　もしかしてヴァーリより強いんじゃないの!?」


「まあ、パワーだけなら魔ま王おう級とはよく言われる」


　ほら！　バケモノじゃん！　魔王級って何!?　俺、なんで魔王級のドラゴンと山でサバイバル生活してんの!?


　クソ！　本当なら松田や元浜と海に行っていたはずなんだ！


　彼女欲しい！　俺の周りには美少女、美女ばかりなのにフラグのひとつも立たないじゃないか！


　あーあ、部長や朱乃さんが彼女になってくれたら最高なのになぁ。爆ばく死し覚かく悟ごで一度、告ってみようかな。でも一いつ瞬しゆんで「ゴメンなさい」されそうだ……。


　おっさんに追いかけられながらも妄想を止やめないスケベ根性に俺は自分でも驚おどろいた。でも、こうして妄想でもしていないと現状生きてけないもん！


「おー、やってんな。どうよ？」


　聞こえてきたのは聞き覚えのある声。振り返れば、そこには堕だ天てん使しの総そう督とくさまがいた。








「うみゃい！　うみゃいよぉぉぉおおおっ！」


　俺はアザゼル先生の差し入れという部長お手製のおにぎりを涙流しながら食べていた。


　うまい！　部長の味だ！　部長の愛がこもってる！　アーシアの作ってくれた弁当もあるというんだから、最高だぜ！
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「朱乃が作った弁当もある。そっちも食ってやれよ。リアスと火花散らしながら作ってたんだからな。しかし、ハハハハ、数日見ない間に多少はいいツラになったな」


　先生は俺の肩かたを叩たたいて言う。


「ふざけんな！　死ぬよ！　俺、死んじゃうよ！　このドラゴンのおっさん、メチャクチャ強いよ！　ドラゴンの戦いを教えてくれるっていっても実力が開きすぎてて話にならねぇぇぇぇっ！」


　飯めし粒つぶ飛ばしながら号泣する俺！　だってだって、辛いんだもん！　魔王級のドラゴンさんと数日何もない山に来たら現代っ子の俺じゃ耐たえられないよ！　何よりも部長のおっぱいがここにはないじゃん！


「タンニーンのおっさんってば、手加減してくれないんだもん！　俺、殺されちゃいますって！　童貞のまま死にたくないっス！」


「バカか。おまえが死なないようにしているだろう？　俺がその気になれば火の息で消し炭だ。痛い思いをしたくないのなら、さっさと禁手バランス・ブレイカーに至れ」


　おっさんは岩場で休みながら半眼で俺に言う。


「そうは言うけどさ！　怪かい獣じゆうサイズのあんたにパンチなんて食らったら、人間がベースの俺じゃ一発で粉こな微み塵じんだって！」


「ふん。そんな調子で、リアス嬢じようの最強の『兵士ポーン』を名乗ろうなどと、なんと愚おろかなことか。リアス嬢の下げ僕ぼくになりたかった悪あく魔まがどれほどいるか知っているか？」


　……そういや、部長は冥界の有名人だ。あの都市の駅でもちょっと姿を現しただけで黄色い歓かん声せいが上がってた。


　そう考えると部長の下僕になりたかった悪魔は多いんだろうな。俺は幸運ってことか。


　うん、俺は最高に幸運だ。だって、あんなに美人でやさしくておっぱいの大きいお姉さまのもとで生きていられるんだもん。


　あー、部長。俺の憧あこがれの人。いつか結けつ婚こんしたいなぁ……。まあ、遠く儚はかない夢です。


　ため息をつく俺。アザゼル先生は俺のつけているトレーニング日誌を見ながら言う。


「それでも基礎トレーニング含ふくめてこなしてんだろう？　じゃあ、だいじょうぶだ。このぐらいこなせんと、禁手バランス・ブレイカーに至ったときに体がついてこないぞ。おまえは足りないものが多すぎるんだよ。魔力じゃ逆立ちしてもヴァーリには勝てない。そうなると必然的に体力のほうを上げるしかない」


　それはわかってる。先生の言う通りだ。ヴァーリは旧魔王の血筋。魔力に関しては完全に勝てない。体力でも勝てるかどうか……。俺とヴァーリの基本スペックには大きな開きがある。


「あの、ヴァーリがあのとき何かをやろうとしていたんですが、あれは何なんですか？」


　俺が先生に訊きく。あいつが去る前、何かをしようとした。アルビオンもそれを制止しようとしていたが……。


「ああ、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』のことか」


「もしかして、禁手バランス・ブレイカーのさらに上とか？」


「いや、禁手バランス・ブレイカーの上は存在しない。神器セイクリツド・ギアの究極は禁手バランス・ブレイカーだ。だがな、魔ま物ものの類たぐいを封ふう印いんして神器セイクリツド・ギアにしたものがいくつかあってな。それらには独自の制せい御ぎよが施ほどこされている。おまえのブーステッド・ギアとヴァーリのディバイン・ディバイディングもその例だ」


　なるほど。俺とあいつの神器セイクリツド・ギアは魔物──つまりドラゴンを封ふうじて力としているタイプってわけだ。


「それらは強力に制御されていて、その状態から力を取り出して宿主が使えるようにしている。赤せき龍りゆう帝ていと白はく龍りゆう皇こうの神器セイクリツド・ギアの場合、それを強制的に一時解除し、封じられているパワーを解放するのが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』だ。一時的に神に匹ひつ敵てきする力を得られるが──リスクも大きい。寿じゆ命みようを大きく削けずること。それと理性を失うことだ」


「暴走ってことですか？」


「ああ、酷ひどいぐらいのな。周囲を全部破壊し、自らも滅ほろぼしかけてやっと停止する。その力を使いこなすことは事実上不可能なんだが……。ヴァーリは膨ぼう大だいな魔力を消費することで数分間のみ扱あつかえる──はずなんだがな。あのときのアルビオンの焦あせりようから察するにまだ危険を伴ともなうようだ。当然だ。人工神器セイクリツド・ギアをバースト状態で使った俺が言えた義理じゃないが、あんな明日を捨てるような力の使い方は本来の神器セイクリツド・ギアの使い方ではないさ。──力の亡もう者じやと化した者だけが使う呪のろわれた戦い方だ。おまえは絶対に真ま似ねするな」


　先生の瞳ひとみに憂うれいがあった。先生はヴァーリのことを心配してる？　手元にいたとき、力の使い方を教えたって言ってたもんな。


「現白龍皇は『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』が扱えるのか？　それは問題だ。赤龍帝の小僧、必死にならんと殺されるぞ。白も赤も先にあの力に目覚めたほうが確実に勝ってきている。ある意味、早い者勝ちだった」


　タンニーンのおっさんが衝しよう撃げき的なことを口にする！　マジですか！


　じゃあ、俺おれが死ぬ順番なの!?……いや、まだ死ねない。俺には叶かなえなきゃいけない夢があるんだ！　ハーレム！　上級悪魔昇しよう格かく！　こうなったら、おっさんみたいに最上級悪魔だって目指しちゃうぜ！　転生悪魔でもそれが可能だってわかったのはデカいぞ！


　……でも、おっさんのしごきに耐えられるかな。


　おっさん強すぎだよ。俺、勝てないって。怪獣じゃん。あの火の息は反則だって。俺は光線を手から出せる巨きよ大だいな特とく撮さつヒーローじゃないんだから相手は無理だよ。


「イッセー、話は変わる」


　先の見えない俺へ、突とつ然ぜん改まった口調で先生が呼びかける。


「はい？」


「おまえ、朱乃のことどう思ってる？」


　と、唐とう突とつだなぁ。何事ですか？


「良い先せん輩ぱいだと思います」


　俺は素す直なおな気持ちをすぐに口にした。ちょっとＳモードが怖こわいけど、普ふ段だんはとてもやさしくて時折見せる乙おと女めな部分がメッチャかわいいですよ。


「そうじゃない。女として、だ」


「魅み力りよく的です！　彼女になって欲ほしい人の一人です！」


　俺の答えに先生は「うんうん」と何か安あん堵どしたかのようにうなずいた。


「そうか。俺はな、ダチの代わりにあいつを見守らないといけない部分もあってな」


「朱乃さんのお父さんって、先生の配下でしたっけ？」


「バラキエルは配下ってよりはシェムハザと同じ大昔からの仲間さ。ダチだ、ダチ。よく一いつ緒しよになってバカをやったもんだ。で、気づけば俺の周りは妻子持ちばかりでさ」


　深くため息をつく先生。あー、この人、独身なの気にするタイプ？


「先を越こされたんですね？」


「……俺には女なんていくらでもいるからいいんだよ」


　あ、一瞬遠い目をしたぞ。やっぱ婚こん期きについてはタブーだったりする？


「まあ、それはともかく、俺は朱乃のことが気になるのさ。バラキエルや朱乃にとってみれば余計なお世話かもしれないがな」


「先生って、意外に熱いというか、世話焼きっスよね。俺たちの修業にも付き合ってくれるしさ」


「ただのヒマな堕天使なだけだ。──おかげで白龍皇も育てちまったがな」


　そんなことはないな。この人はお節介焼きなんだと思う。俺のことも朱乃さんのこともヴァーリのことも。全部世話を焼いてしまったんだろう。変な堕天使だ。この人が総督だってんだから、組織の全容がわからない。


「ともかく、朱乃のこと、おまえになら任せられるかもなんて思ってる」


「俺に……任せる？」


　どう任せるんだ？　ゲームや戦せん闘とう時、身をもって守れとかそういうの？　それなら問題なくお守りしますよ。『女王クイーン』の朱乃さんを体張って守るのも『兵士ポーン』の役割だと思うし。


「おまえはバカだが、悪い男じゃない。愛すべきバカというのかね。何よりも分け隔へだて無く接してくれそうだ」


「？　なんだか話が見えてきませんけど……」


「ハハハハ、だから安心なんだよ。本当のたらしだったら、すでに修しゆ羅ら場ばだからな。下手すりゃ今後に影えい響きようが出るし、血も見るだろう。おまえみたいに周囲の信しん頼らいを得てから形成していくタイプは最終的に誰だれからも恨うらまれないで済む。ある意味特権というか、才能だ」


「？？？？？？」


　脳内疑ぎ問もん符ふだらけだ。よくわからないけど──。


「わかりました。朱乃さんは俺が守りますよ！　もちろん、主あるじである部長も助けるし、アーシアだって守っちゃう！」


「よし。まあ、朱乃に関してはおまえにも任せる。それよりも──問題は小猫か」


「？　小猫ちゃん、どうかしたんですか？」


　俺の問いに先生は息を吐はく。


「どうにもな。あせっている──というよりも自分の力に疑問を感じているようだ」


　ふいにここ最近調子の悪そうな小猫ちゃんを思いだす。どうかしたのか？


「俺が与あたえたトレーニングを過か剰じように取り組んでてな。今朝、倒たおれた」


「た、倒れたぁぁああああっ!?」


　俺は後こう輩はいの悪い報しらせに驚いた。マジか！　小猫ちゃん、だいじょうぶなのか？


「ケガはアーシアに治ち療りようしてもらえるが、体力だけはそうはいかん。特にオーバーワークは確実に筋力などを痛めて逆効果だ。ゲームまでの期間が限られているのだから、それは危険だ」


「あ、あの、オーバーワークはダメって、俺は……？　ドラゴン怪獣に毎日山で追いかけられて死にかけてますけど……？」


　俺は自分に指をさして訊く。どう考えても人道的じゃないよね！


「ああ、おまえはいいんだ。足りないぐらいだぞ」


　あっさりそう言われたよ！　そうですか！　俺はどうでもいいですか！　あまりの扱いに涙なみだが止まらないっスよ！


「さて、行くか。イッセー、おまえを一度連れ返せと言われたんでな。一度グレモリーの別館に戻もどるぞ。タンニーン、少しの間返してもらう。明日の朝に戻す」


「ああ、では俺は一度自分の領土に戻ろう」


　と、先生とタンニーンのおっさんが話す。


　え？　俺、山から一いつ旦たん下りるの？


「へ？　先生、誰からの連れ戻し命令ですか？　部長？」


「──の母上殿どのだ」


　部長のお母さん！……俺に何の用だろうか？





　　　　─○●○─





「はい、そこでターン。ダメね。キレが悪いわ。ほら、一誠さん、ボケっとしていないで最初からよ」


　グレモリー本ほん邸ていからそこそこ離はなれた位置にある別館。そこの一室で俺は部長のお母さんとダンスの練習に励はげんでいた。


　……なぜにこんなことに？


　別館に着くなり、部長のお母さんにここへ連れてこられたんだ。で、そのままダンスの練習開始だ。俺、この手のものはいままでやったことないから、まるでダメだった。


　部長のお母さんは変わらずドレス姿。部長のお母さんと密着状態でダンスレッスンだ！　部長のお母さんのおっぱいが時折当たってさ。すっごいやわらかい！　なんていうか、弾だん力りよくと感かん触しよくに熟れた感じがする！　よくわからないけど、そう感じる！　見た目は部長と同じなんだけどなぁ！　やっぱこれが人妻の魅力？


　しかし、このお母さん。マジかわいいな。見た目が同い年ぐらいだから、意識しちゃうって！　しかも俺の憧れの部長と同じ顔なんだぜ？　亜あ麻ま色の髪かみバージョンの部長だよ！　さ、さらに、部長と同じくスタイルもバツグンだ！　お、おっぱいが大きいです！　部長のおっぱいは遺伝。ありがとうございます、お母さん！　おっぱいの遺伝子は無事部長に伝わりました！


「少し休きゆう憩けいかしら」


　とお許しが出たので、俺はその場に座り込んでゼーハーゼーハー息をついていた。


　あー、今日は朝からドラゴンに追いかけ回されてんだ。体力が……。まあ、あの怪かい獣じゆうおじさんに火を噴ふかれるよりは全然マシだ。


　……しかしな。俺は疑問を部長のお母さんに言う。


「あ、あの」


「何かしら？」


「どうして俺だけなんでしょうか？　木場とかギャスパーは？」


　そう、なぜ俺だけ？　例のグレモリーの教育も含ふくめてだ。紳しん士しを教え込こむなら、木場とギャスパーだって……って、俺が一番紳士じゃないのはわかるけどね。


　部長のお母さんが言う。


「木場祐ゆう斗とさんはすでにこの手の技術を身につけてます。さすがは『騎士ナイト』ですわ。ギャスパーさんは吸きゆう血けつ鬼きの名家の出。頼たよりない振ふる舞まいをされてますけれど、いちおうの作法は知ってますわ。問題は一誠さんです。人間界の平民出ですものね、仕方のないことですけれど、それでも一定以上の作法は身につけてくれないと困ります。あなたはリアスと共にいずれ社交界にも顔を出さねばならないのですから。冥めい界かい滞たい在ざい中に少しでも習わしを覚えねばなりません」


　部長のお母さんの一言に俺は度ど肝ぎもを抜ぬかした！　俺が社交界!?　下げ僕ぼくはよほどのことが無い限り顔を出せないと聞きましたけど？


「ぶ、部長……リアスさまと俺が社交界に!?」


　驚おどろく俺だが、部長のお母さんは視線を横にずらして口元に手をやった。


「……っと、口が滑すべりましたわね。そういうこともあるかもしれないという話です。それはともかく、その『部長』というのはいただけませんわ。ここは学まなび舎やではないのですから、主の名前はちゃんと呼ばないといけません。ましてやリアスは……っと、また口が滑りそうになりましたわ」


　え？　部長と呼んじゃダメなんですか？


「部長と呼び続けてきたので、急にそんなことを言われても……うーん、リアスさま？」


「そうですわね。もしくは『マスター』とお呼びなさい。──けれどね、プライベートではまた違ちがうでしょう」


「『部長』ではダメなんですか？」


「お考えなさい。それぐらい自分で答えを出さないと、あの子に嫌きらわれますわよ？」


　部長のお母さんが苦く笑しようしながら言ってくれる。


　やだやだ！　部長に嫌われるのはイヤだい！


「ま、いきなりそれではあなたも難しいでしょうし、リアスも急にそれだと困こん惑わくするでしょう。今回の帰省は『部長』でもかまわないでしょうね。ただ、いずれ、どう呼ぶのかハッキリしなさい」


　そういや、肝かん心じんの部長は今いま頃ごろ何をしているのかな？


　もしかして、例の小猫ちゃんの体調不良に四苦八苦している？　うーん、俺もチョー気になる。大事な後輩だし、一度様子を見たいけど……。俺が行ったら、それはそれで気の使いすぎと思われちゃうかもしれないし……。


「あ、あの、ひとつ質問いいでしょうか？」


「なんでしょう？」


「小猫ちゃんは……？　小猫ちゃんは無事なのでしょうか？」


「ええ。ただのオーバーワークですので、一日か二日、ゆっくりと体を休めれば回復するでしょう」


「……小猫ちゃん、ここに来る前から様子がおかしかったんで、すごく心配です」


「彼女はいま懸けん命めいに自分の存在と力に向き合っているのでしょう。難しい問題です。けれど、自分で答えを出さねば先には進めません」


「……存在と力？」


　疑問に感じる俺。小猫ちゃんに何があるんだろうか？


「……そういえば、あなたはリアスの眷けん属ぞくになって間もなかったわね。そう、知らなくても当然ですね。少しお話をしましょう」


　部長のお母さんは俺に対面するように座すわり、とある話を語りだした。


　それは二匹ひきの姉し妹まい猫ねこの話だった。


　姉妹の猫はいつも一いつ緒しよだった。寝ねるときも食べるときも遊ぶときも。親と死別し、帰る家もなく、頼る者もなく、二匹の猫はお互たがいを頼りに懸命に一日一日を生きていった。


「二匹はある日、とある悪あく魔まに拾われました。姉のほうが眷属になることで妹も一緒に住めるようになりました。やっとまともな生活を手に入れた二匹はそれはそれは幸せなときを過ごせると信じていたのです」


　ところが、異変は起こる。姉猫は、力を得てから急速なまでに成長を遂とげたそうだ。隠かくれていた才能が転生悪魔となったことで一気にあふれ出たと、部長のお母さんは言う。


「その猫はもともと妖よう術じゆつの類たぐいに秀ひいでた種族でした。その上、魔ま力りよくの才能にも開花し、あげく仙せん人にんのみが使えるという仙術まで発動したのです」


　短期間で主をも超こえてしまった姉猫は力に呑のみ込まれ、血と戦闘だけを求める邪じや悪あくな存在へと変へん貌ぼうしていったそうだ。


「力の増大が止まらない姉猫はついに主である悪魔を殺害し、『はぐれ』となり果てました。しかも『はぐれ』のなかでも最大級に危険なものと化したのです。追つい撃げき部隊をことごとく壊かい滅めつするほどの……」


　悪魔たちはその姉猫の追撃を一いつ旦たん取りやめたという。


「残った妹猫。悪魔たちはそこに責任を追つい及きゆうしました」


『この猫もいずれ暴走するかもしれない。いまのうちに始末したほうがいい』──と。


「処分される予定だったその猫を助けたのがサーゼクスでした。サーゼクスは妹猫にまで罪はないと上級悪魔の面々を説得したのです。結局、サーゼクスが監かん視しすることで事態は収拾しました」


　けど、信しん頼らいしていた姉に裏切られ、他の悪魔たちに責め立てられた小さな妹猫の精神は崩ほう壊かい寸前だったそうだ……。なんつー悲しい話だ……。


「サーゼクスは、笑え顔がおと生きる意志を失った妹猫をリアスに預けたのです。妹猫はリアスと出会い、少しずつ少しずつ感情を取り戻していきました。そして、リアスはその猫に名を与えたのです。──小猫、と」


　──っ。


　俺おれはあまりのことに言葉を失っていた。いまのお話、小猫ちゃんの……？


　って、じゃあ、小猫ちゃんの正体は──。


「彼女は元妖よう怪かい。猫ねこ又またをご存じ？　猫の妖怪。そのなかでも最も強い種族、猫ねこ[image: ]しようの生き残りです。妖術だけではなく、仙術をも使いこなす上級妖怪の一種なのです」





　　　　─○●○─





「あっ、部長」


「イッセー！」


　ダンス練習も終わり、本邸に移動した俺を部長が迎むかえ入れてくれた──って、おわっ！　いきなり抱だきついてきたよ！　部長が俺をぎゅっと抱きしめてくれる。あ、この感じ、久しぶりかも……。たった数日しか経っていないけど、部長の匂においが懐なつかしい！


「……イッセーの匂い」


「あ、えっと、こっちは汗あせかいてばかりなんで……」


「いいのよ。あなたの匂いに違いはないわ。──寂さびしかったのよ？」


　そんな瞳ひとみを潤うるませながら言われたらキュンってしちゃう！


「こちらに来てからあなたと共に寝ることもできないし、こうして毎日あなたを感じることもできないわ……。私、あなたのいない生活なんてもう想像もつかなかったものだから……。情けない主あるじね」


　あああああ、部長！　俺への依い存ぞん度が高まっていらっしゃるのですか？　下僕冥みよう利りに尽つきます！　俺も部長のいない生活なんて想像できないっス！　だから、あのお山での修業は辛つらくて辛くて！　そう言おうとしたのだが──。


「けれど、少しの我が慢まんね。まずはお互い強くならないといけないわ。イッセー、タンニーンとの山ごもり、がんばりなさい！　火の息ぐらい吹ふき飛ばしなさい！」


「──っ！　うぅぅ、は、はいぃぃ！　消し炭にならないようにがんばりますぅぅっ！」


　やっぱり、部長は修業に関しては妥だ協きようが無かった！　俺は泣く泣く返事をする！　わかりましたよぉぉぉぉ！　部長がそう言うなら俺は死ぬ気でがんばりますよぉぉぉぉっ！


　と、それはいいとして、俺は頭を振って改めて部長に訊きく。


「あ、あの、部長。小猫ちゃんは？」


　部長はとたんに難しい表情となる。


「ついてらっしゃい」








　部長について入室したのは──小猫ちゃんの部屋だった。


　部長はすでに話は済ませたし、中に朱乃さんがいるので俺だけ入れと言った。


　なので俺は一人で小猫ちゃんに会いに行く。広い部屋。寝しん室しつのほうへ足を向けると──。


　朱乃さんがベッド脇わきで待機しており、そのベッドには小猫ちゃんが横になっていた。


　──っ。


　俺は小猫ちゃんの頭部に生えていたものを見て驚いた。


　猫耳だっ！　やっぱり、猫又っていう猫の妖怪ってのは本当だったのか。しかし！　どうしよう！　猫耳生えた小猫ちゃん！　ラブリーだ……。すっげえ愛らしいっ！


　普ふ段だん隠かくしていて、体力がなくなると隠す力もなくなって出てきてしまうのかな？


　いやいや、いまはそれどころじゃない。俺は小猫ちゃんの様子を見にきたんだ。


「イッセーくん、これは──」


　俺が小猫ちゃんの猫耳に反応していたせいか、朱乃さんが事情を説明しようとする。


「いえ、だいたいは聞きました」


　俺は朱乃さんにそう答えた。そのままベッド脇わきに移動して、様子をうかがう。


　特にこれといったケガは見受けられない。まあ、ケガならアーシアがいれば問題ないだろう。やはり、体力的なところで疲ひ弊へいしたのかな。


「やあ、体はだいじょうぶ？」


　俺は笑顔で訊く。すると、小猫ちゃんは半眼でつぶやいた。


「……何をしに来たんですか？」


　不ふ機き嫌げんな声こわ音ねだ。いままでにないぐらいだ。俺が来たの怒おこってるね。


「……心配だから、って言ったらダメかな？」


「…………」


　ぶすっとしたまま、小猫ちゃんは答えない。俺は続けた。


「小猫ちゃん、聞いたよ。いろいろとね。とにかく、オーバーワークはダメだ。体を大事にしなきゃ……って、地じ獄ごくのしごきを受けてる俺が言えた義理じゃないけどさ」


「……なりたい」


　小猫ちゃんが小さくつぶやいて、俺は聞き漏もらしたと感じて訊き直す。


「え？　なに？」


　すると、小猫ちゃんは真まっ直すぐと俺を見つめ、ハッキリとした口調で言った。目に涙なみだを溜ためながら──。


「強くなりたいんです。祐斗先輩やゼノヴィア先輩、朱乃さん……そしてイッセー先輩のように心と体を強くしていきたいんです。ギャーくんも強くなってきてます。アーシア先輩のように回復の力もありません。……このままでは私は役立たずになってしまいます……。『戦車ルーク』なのに、私が一番……弱いから……。お役に立てないのはイヤです……」


「小猫ちゃん……」


　それを気にしていたのか……。確かに木場も強くなった。ゼノヴィアも強い。朱乃さんは最強の駒『女王クイーン』で、ギャスパーは時間を停められる。アーシアは戦せん闘とうがてんでダメだけど、回復能力はバツグンだ。そして俺は──。弱くてもなんだかんだで伝説のドラゴンを身に宿していた。


　小猫ちゃんはポロポロと涙をこぼしながらも続ける。


「……けれど、うちに眠ねむる力を……猫又の力は使いたくない……。使えば私は……姉さまのように……。もうイヤです……もうあんなのはイヤ……」


　初めて──。俺は初めて小猫ちゃんのこんな泣き顔を見た。いままで感情をあまり表に出さない子だったから、その姿は俺にとって衝しよう撃げきだった。


　小猫ちゃんのお姉さんはその力を暴走させ、主である悪魔を殺した。そして、そのまま自分のもとを去った。そのすべてをこの子は見せられてしまったと部長のお母さんは言っていた。


　自分にも主を殺せるだけの危険な力が眠っているのだと、知っているからこそ、怖こわくて……。けれども、これからの事情を考えると力が欲ほしい。その矛む盾じゆんした気持ちをこの子は抱かかえて冥めい界かいにまで来ていたんだ……。


　オーバーワークは自分に眠る力を使わずに強くなろうとしたから、か。


　小猫ちゃんは仲間想おもいで熱いハートを持っている。自分が役に立てないのが歯がゆかったのだろう。自分を救ってくれた部長に恩返しできないのが辛いんだと思う。


　俺も部長の役に立てない自分の力量の無さが悔くやしくて力を求めたもんな……。


　朱乃さんが首を振ふり、俺に言う。


「イッセーくん、あとは私たちに任せてください」


「でも……」


「あなたはやさしい人です。けれど、たまに少しだけ距きよ離りを置くことも大事ですわ。それよりもあなた自身が強くならないとダメよ。それに私も……小猫ちゃんと同じだから、一緒に乗り越こえなければいけません。自分のすべてを肯こう定ていできなくても、理解しなくては先に進めないこと。私も小猫ちゃんも頭ではわかっているのですから。ただ……勇気が少しまだ足りないのです。もう少しだけ待っていて。私も小猫ちゃんも必ず。必ず──」


　朱乃さんも自分の内に眠る堕だ天てん使しの血に嫌けん悪おを表していた。けど、その光の力を肯定しなければ、この先の辛いゲームで活かつ躍やくできないかもしれない。


　そっか、二人はその部分で似ているんだ。自分に眠る力の否定──。それをしてきた二人だから……。


「はい。朱乃さん、小猫ちゃん、俺は……俺にしかできないことをやってみます」


　俺は二人に頭を下げると、そのまま部屋を出て行く。


　……それぞれの戦いがあるんだ。それぞれの修業があるんだ。それぞれ、超こえなきゃいけない壁かべがある。


　よし！　気合いが入った！　朱乃さん！　小猫ちゃん！　皆みんな！　そして部長！


　俺も俺にしかできない修業を超えてみせるよ！


　俺はその日ぐっすり眠ったあと、朝一にあの山へ戻もどったのだった。










　Life.3　猫ねことドラゴン！










「おりゃああああっ！」


『Explosionエクスプロージヨン!!』


　神器セイクリツド・ギアから増大した力が俺の体に流れ込こんで、一気に身体能力が向上した！


「これを避よけられるか！」


　タンニーンのおっさんが大きく口を開けた！


　ゴォォォンッ！　ドォォォォンッ！


　俺は連続で吐はきだされる火の球を素す早ばやく避けて、前方へ手を向けた！


　イメージは巨きよ大だいな魔ま力りよくの弾たま！　それを撃うちだす！　ドラゴンショット！


　ドンッ！　俺は左ひだり手てから巨大な魔力の塊かたまりを撃ちだした！　大きさ的にもおっさんの半分はありそうな一いち撃げきだ！　以前に山を吹っ飛ばした威い力りよく以上はあるはず！　おかげで俺の魔力は底上げ＋撃ちだしでほとんど空だ！　貯蔵できる魔力の少なさが俺の弱点！　こればかりはどんなに威力やらを底上げしても限界がある！


「ふんっ！　少しはまともなものを出すようになったものだッ！」


　おっさんは避けずに真っ正面から魔力の弾を受け止める気だ！


　ドォオオオオォォォォンッ！


　おっさんはぶっとい両りよう腕うででそれを正面から受け止め、勢いよく口からブレスを吐きだした！


　ドッ！　ゴォォォオオオオオオオッ！


　俺の魔力の弾はおっさんのブレス一撃で遥はるか彼方かなたの空へ弾はじき飛ばされてしまう！


『Resetリセツト』


　増大されていた俺の力が元に戻り、一気に疲ひ労ろうが襲おそってくる。


　おっさんは自分の両手を見ていた。プスプスと小さな煙けむりを上げていた。俺の魔力の弾がおっさんの手を焼いたのかな？


「いい一撃だ。最初に出会った頃ころに比べると、確実にドラゴンの力が高まっている。体力も申し分ないだろう。俺との鬼おにごっこも一日ぶっ続けでできるほどだ」


　珍めずらしくおっさんが褒ほめてくれる。


　俺は肩かたで息をして、常に腰こしに備えている水すい筒とうをあおっていた。この水筒、水分補給はもちろん、神器セイクリツド・ギアの力を譲じよう渡として水のパワーを高めておっさんの火の息を多少相殺し弱めたりもできる。まあ、俺もいろいろと対処方法を考えていたわけですよ。


　格好もボロボロ。ジャージなんて、大事な部分を守るぐらいしか機能していなくて、上半身は完全に破れて裸はだか。うん。胸むな板いたも厚くなったか。余計な贅ぜい肉にくも取れたし。


　山の動植物を見つけ、焼いて食ってたりしてたよ。かなり、野性的な能力まで身につけてしまった。まさか、俺が夏休みに山やま猿ざるみたいな生活を送るとは思わなかった。


　サバイバルのおかげで火種の魔力を身につけて、神器セイクリツド・ギアの能力と合わせることで、おっさん直じき伝でんの火技ができるようになったりした。大火力！　いつか披ひ露ろうしてやるぜ！


　で、小こ猫ねこちゃんの部屋で誓ちかいを立てた日から、随ずい分ぶん経っている。シトリー眷けん属ぞくとの戦いは八月二十日。現在、八月十五日だ。残り五日。時間的に仕上げ時期なのだろう。


　集合時間も近い。一度ゲーム前に集まって、休息を取る日も想定されている。修業で溜まった疲つかれをその日に取るためだ。


　あと、ゲーム前に魔ま王おうさま主しゆ催さいのパーティもあるらしく、俺たち眷属や他の若手悪魔も招待されているそうだ。つまり、もう修業をしている時間はない。


「おまえも今日までよくやった。──しかし、残念だったな。もう少し日があれば可能だったかもしれない。明日で修業は終わりだが……おそらく無理だろう」


　タンニーンのおっさんは息を吐く。ああ、わかっているよ。俺は期間内にこなせなかったんだ。体力も何もかも以前よりも向上した。──けど、禁手バランス・ブレイカーには至れてないまま修業を終えることとなったんだ。


　俺おれの修業は──目標をこなせなかった。





　　　　─○●○─





「では、俺はこれで。魔王主催のパーティには俺も出席する。また会おう、兵ひよう藤どう一いつ誠せい。それとドライグ」


　グレモリー本ほん邸てい前。俺はタンニーンのおっさんの背に乗って帰ってきた。いやー、怪かい獣じゆうドラゴンの背中は快適だし、圧あつ倒とう的だね！　短い間の空中旅行だったけど、最高だった！


「うん。おっさんありがとう！　パーティでまた！」


『すまんな、タンニーン。また会おう』


「ああ、俺も楽しかった。あのドライグに協力したのだからな。長生きはするものだ。そうだ、俺の背に乗ってパーティ入りするか？」


「本当に？　いいの？」


「ああ、問題ない。俺の眷属を連れて、パーティ開催日にここへ来よう。詳くわしくはあとでグレモリーに連れん絡らくを入れる」


　いやー、おっさんは本当に話のわかるドラゴンだ！


「では、明日、またここへ来よう。さらばだ！」


　それだけ言うと、おっさんは羽ばたいて空へ消えていく。


　俺は手を振って見送った。


『甘い龍王だ』


「良いヒトだと思うぜ。会ったときは怖かったけど……。ドラゴンってカッコイイな！」


『俺もおまえもドラゴンではあるんだぞ？』


　そうだけどさ……。正しよう真しん正しよう銘めいのドラゴンって、あんなデカくて雄ゆう大だいな生物をいうと思うんだ。俺とおまえじゃ、ひょろい元人間の悪魔と神器セイクリツド・ギアの一部じゃないか。


『そりゃ、そうだがな』


　だろう？　やっぱあれこそザ・ドラゴンだって！


「やあ、イッセーくん」


　聞き覚えのある男の声に振り返ると──そこには木き場ば。ジャージ姿だったけど、ボロボロだった。俺ほどじゃないけどさ。


　イケメンフェイスもだいぶ引き締しまったように見える。


「……良い体になったね」


　木場が上半身裸はだかの俺を見て、そう言う。俺は身を隠かくすようにする！


「や、やめろ、なんだ、その目は……そういう目で俺の体を見るな！」


　なんとなく身の危険を感じてしまった！　だって、たまに怖こわいよ、こいつ！


「ひ、酷ひどいな。僕は筋肉がついたねって言いたかっただけなのに」


「おまえは……変わらないな」


「まあ、僕ぼくは肉がつきにくい体だからね。うらやましいよ」


「おー、イッセーと木場か」


　今度は女の子の声。──ゼノヴィアだった。って、包帯ぐるぐる!?　ゼノヴィアは全身包帯だらけで、格好もボロボロだった。


「しかし、お、おまえ、なんだ、その格好……？」


　俺が恐おそる恐る訊きくと、ゼノヴィアは改めて自分の格好を見て言う。


「うん。修業してケガして包帯巻いて修業してケガして包帯巻いていたら、こうなった」


「ほとんどミイラ女じゃねぇか！」


「失敬な。私は永久保存されるつもりはないぞ？」


「そういう意味じゃねぇって！」


　まったく、わけのわからなさは相変わらずか。けど、身にまとうオーラは以前よりも静かで厚みがあるように思える。そういや、木場のオーラも濃こくなったような……。


　あれ？　俺、魔力の流れを見るのが以前よりも向上してる？　これもおっさんとの修業の成果だろうか？　冥めい界かいの自然と一体化しすぎたから、感覚が鋭するどくなったのか？


「イッセーさん！　木場さん、ゼノヴィアさんも！」


　城門から出てきたのは──シスター服姿のアーシアだった。あー、やっぱり、アーシアはこれだよね！


「アーシア、久しぶりだな」


「イ、イッセーさん！　ふ、服を着てください！」


　俺の裸を見て慌あわてるアーシア。俺の裸を見て恥はずかしいというよりも俺の行こう為いが恥ずかしいから上に何か着ろという意味だろう。なんだかんだでこの子は俺の裸、見慣れていたりする。


「あら、外出組は皆帰ってきたみたいね」


　次に現れたのは──部長ッ！　お久しぶりだぁぁぁぁぁっ！　俺の部長！　俺のお姉さま！　お変わりなくお美しい限り！


「部長ォォォォォッ！　会いたかったっス！」


「イッセー……随分たくましくなったわね。胸板が厚くなったかしら」


　俺にぴったりと抱きついて言ってくれる。あー、部長の感かん触しよくだぁ……。ていうか、山ごもりで性せい欲よくをそれなりに断たっていたから、こうやって久しぶりに女の子の匂においを嗅かぐと興奮度が凄すさまじいことに……。女の子ってやっぱいいなぁ。


「さて、皆みんな。入ってちょうだい。シャワーを浴びて着き替がえたら、修業の報告会をしましょう」


　どうやら、俺は久しぶりに文化的な生活が送れそうだ。


　しかし、禁手バランス・ブレイカーに至れなかった報告をするのは──情けない限りだぜ。





　　　　─○●○─





　俺たちリアス・グレモリー眷属が全員集合したのは実に二週間以上ぶりだった。


　アザゼル先生から修業プランをもらったあと、俺はドラゴンに連れ去られたけど、皆もあのあと解散したらしい。だから、あれ以来の集合となる。


　正直、こんなに眷属が離はなればなれで生活したのは初めてかもしれない。──って、俺がメンバーに加わってからだと思うが。それ以前は俺もいないからわからんし。


　外で修業していた俺、木場、ゼノヴィアはシャワーを浴びて着替えたあと、この俺の部屋に集まっていた。なぜ俺の部屋？　疑問は尽つきないが、一番集まりやすいからという理由らしい。部長の部屋だと問題のようだ。何か俺たちに見せられないものでもあるのかな？


　で、集まって修業の内容を話していた。木場は師し匠しようとの修業顚てん末まつ。ゼノヴィアも修業の内容を。俺もタンニーンとのサバイバル生活を話した。


　皆、軽く引いてた。木場もゼノヴィアも外で修業してたけど、山小屋、またはグレモリーが所有している別べつ荘そうで生活しながら修業していたらしく、俺のように山で動植物をハントしてドラゴンの火か炎えんを避よけていた生活は想像を絶していたらしい。


　あれ？　あれれれれれ？　おかしいな。なんで？　もしかして、俺だけ辛つらい目に遭あってましたか？　野宿でしたよ？　毛布もないし、枕まくらもない。冥界に生えてる巨きよ大だいな葉っぱを敷しいてそこで眠ねむってたんだけど……。


「あの先生、なんか、俺だけ酷ひどい生活送ってませんか……？」


「俺もおまえが山で生活できていたから驚おどろいたよ。途と中ちゆうで逃にげ帰ると思っていたからな。まさか、普ふ通つうに山で暮らし始めていたとは俺も想定外だった」


「ええええええええええええええええええええええええっ!?　何それ……？　お、俺、冥界産のウサギっぽい奴やつとかイノシシっぽい奴を狩ってさばいて焼いて食べてたんですよ……？　水だって、山で拾った鉄てつ鍋なべで一度沸ふつ騰とう殺さつ菌きんしてから水筒に入れてたし……」


「だから驚いているんだよ。おまえ、たくましすぎるぞ。ある意味、悪魔を超こえてる」


「酷い！　こちとらあのお山でドラゴンに一日中追いかけ回されて生活してたのにぃぃぃっ！　何度死にかけたことか！　うええええええええんっ！」


　あまりのことに俺は泣いちまった！　だって！　だって！　だってさああああっ！


「部長と会いたくて会いたくて！　毎夜部長のぬくもりを思いだしながら葉っぱにくるまって寝てたのにぃぃぃぃ！　辛かったよぉぉぉっ！　ドラゴンのおっさん、手加減しないで寝ているときも襲おそってくるんだもん！　岩が吹ふき飛んだよぉぉぉ！　山火事が俺を襲ってくるぅぅぅぅぅっ！　逃げろぉぉぉぉっ！　逃げなきゃ死ぬぅぅぅぅっ！」


「かわいそうなイッセー……。よく耐たえたわね。ああ、イッセー。こんなにたくましくなって……。あの山は名前がなかったけれど、『イッセー山』と命名しておくわ」


　部長が俺の頭を胸むな元もとに引き寄せて抱きしめてくれる！　部長のおっぱいの感触で辛い過去も癒いやされていく！


　俺もあまりにショックだったんで部長を抱きしめて大泣きしていた！　酷い！　アザゼル先生酷い！　俺、ドラゴンに連れ去られたんだからね！　いまだに眼下で部長が手を振ふっているのを思いだすんだ！　誘ゆう拐かいだよ！　あれ、いま考えても誘拐だって！


「いや、それでもかなり体力が向上したようだな。これでいざ禁手バランス・ブレイカーに至っても鎧よろいを着ている時間がそこそこあるだろう。──しかし、禁手バランス・ブレイカーには至れなかったか」


　アザゼル先生は俺が至れなかったことにさほど残念というほどでもなさそうだった。


「ま、至れない可能性は予想していた範はん囲いでもある。ああ、おまえがショックを受けることはないぞ、イッセー。禁手バランス・ブレイカーってのはそれほど劇的変化がないと無理ということだ。サバイバル生活と龍王クラスのドラゴンとの接せつ触しよくで何かが変化すると思ったんだが、時間が足りなかったな。せめて、あと一か月……」


　無理！　あんな生活をあと一か月も送ったら、俺は部長欠けつ乏ぼう症しようで死ぬ！　こうやって、部長のぬくもりを定期的に感じられなきゃ俺は死ぬ！


　俺は部長のおっぱいに顔を埋うずめて嫌いや々いやした！　やだやだ！　もうあのお山に行くのはイヤだい！　部長も俺の頭をなでなでしてくれる！　うえーん！　部長ぉぉぉぉっ！


「ま、いい。報告会は終しゆう了りよう。明日はパーティだ。今日はもう解散するぞ」


　先生の一声に報告会は終了した。


　こうして、俺のサバイバル生活は終わりを告げた。








　その日の夜。


　就しゆう寝しん時間なわけだが、俺の部屋にはアーシアとゼノヴィアが同室している。俺とアーシア、ゼノヴィアは同じベッドを共にすることになっていた。


　アーシアもゼノヴィアも広いベッドは落ち着かないと、俺の寝ね床どこに潜もぐり込んできたんだ。


　アーシアはすでに熟じゆく睡すい中。同じベッド内でも広いせいか、ゼノヴィアは俺よりも少し離れて寝ていた。しかも何やら天てん井じようを見つめたまま、寝れない様子だった。


　そういや、同室になった初日の夜から、ゼノヴィアは遅おそくまで寝れてなかったかも。


「……なんだ、おまえ、また寝れないのか？」


「……うん。なんだかんだで考えてみれば、男と寝るのはまだ慣れないんだ。いくら性的な意味でなくても……緊きん張ちようするものだな……」


　おいおいおい、マジかよ。あんなこと言っておいて緊張しまくりか。


　まあ、わからんでもない。


「そ、そりゃな。お、俺だって部長やアーシアと一いつ緒しよに寝だした最初の頃ころは興奮して眠れなかったよ。年とし頃ごろの男女が同じ部屋で寝るって、そういうものじゃないかな？」


「そ、そうか。これは自然なことなんだね。しかし、アーシアはすごいな。安あん眠みんしていそうだ」


「アーシアは……。家でいつも俺や部長と寝ているからな。最初は恥ずかしかったけど、いまはもう慣れたよ。隣となりにアーシアが寝ていると、すごく安心するんだ」


「……イッセーさん、私を置いていかないでくださいね……むにゃ……」


　と、アーシアちゃんの寝声が……。


「ふふふ、イッセーや部長がアーシアをかわいがる理由はわかるよ」


　ゼノヴィアが苦く笑しようしながら言う。だろう？　アーシアちゃんのかわいさは最高ですよ。


　そして、いつの間にか、俺も意識が遠のき……夜はふけっていった。





　　　　─○●○─





　次の日の夕刻、俺は駒く王おう学園の夏の制服に身を包んで客間で待機していた。今日はパーティだからね。今日は半日たっぷり眠った。おかげでだいぶ疲つかれは取れた気がする。


　久しぶりの制服だ。ここんところジャージだったし。やっぱしっくりくるなぁ。


　いちおう、腕わん章しようをつけてる。グレモリーの紋もん様よう付きだ。これでパーティＯＫらしい。


　女子は準備に時間がかかるとのことで、全員メイドさんたちに連れてかれた。


　んー、木場もギャスパーも用事があるとかってどっかに行っちゃったけど……。


「兵藤か？」


　聞き覚えのある声に振り返れば──匙さじだった。って、どうしてここに匙が!?


「匙、どうしてここに？」


「ああ、会長がリアス先せん輩ぱいと一緒に会場入りするってんでついてきたんだ。で、会長は先輩に会いに行っちまったし、仕方ないんで屋や敷しきのなかをうろうろしてたら、ここに出た」


　この本ほん邸てい、本当に中も広いからな。迷い迷ってここに着いたか。


　俺おれから少し離れた席に座すわる匙。真しん剣けんな面おも持もちで言う。


「もうすぐゲームだな」


「ああ」


「俺、鍛きたえたぜ」


「俺もだ。山で毎日ドラゴンに追いかけられてた」


「そ、そうか。相変わらずハードな生き方してんな。まあ、俺も相当ハードなメニューこなしたけどさ」


　そうか。こいつもこいつで修業に励はげんだわけだな。当然だろう。主あるじの勝敗がかかっているんだ。気合いも入る。匙は頰ほおをかきながら言う。


「兵藤。先月、若手悪あく魔まが集まったときのこと覚えているか？」


「ああ。それがどうした？」


「あれ、俺たちは本気だ。……お、俺……。せ、先生になるのが夢なんだ！」


　突とつ然ぜん、匙は顔を真っ赤にしてそう言う。


「先生？　何かを教えるのか？」


　俺の問いに匙は紅潮しながらも真しん摯しに答える。


「会長は冥界にレーティングゲーム専門の学校を設立しようとしてる。ただの学校じゃないんだ。悪魔なら上級下級貴族平民関係なしに受け入れる、誰だれにも自由な学校なんだ。会長に聞いたんだ。悪魔業界は少しずつ、差別やら伝統やらなんかが緩かん和わされてきたけど、まだまだ根底の部分で受け入れがたい部分もあるって。だから、レーティングゲームの学校もいまだに上級悪魔の貴族しか受け入れていない。ゲームは誰にも平等でなければいけない──。これは現魔ま王おうさまたちがお決めになられたことだ。平等なのに下級悪魔の平民にはゲームの道が遠いんだよ。おかしいだろ？　もしかしたら、貴族以外の悪魔でもやり方しだいでは上級悪魔に昇しよう格かくできるかもしれないのによ。可能性はゼロじゃないはずなんだ！」


　匙の真剣な意見に俺は驚きと共に感かん嘆たんしていた。


　こいつはこいつなりに将来を真ま面じ目めに見ているのだ、と。


「会長はそれをなんとかしたいって言ってた。下級悪魔でもゲームができるってことを教えたいって。だから、この冥めい界かいに誰でも入れる学校をつくるんだよ！　会長はそのために人間界でも勉強されているんだ！　スポットが決して当たらなかった者たちに可能性を与あたえるんだ！　一パーセントでも！　ゼロに限りなく近くても！　ゼロじゃなきゃ上級悪魔になれるかもしれないんだ！　兵藤！　俺たちだって、その可能性を信じて上級悪魔になろうとしているだろ？」


「ああ、その通りだぜ」


　そうさ。俺は上級悪魔になることを目標にしてる。可能性がゼロでも百パーセントにしてやるって気合いも持ってるぜ。匙は拳こぶしを振り上げて宣言する。


「だ、だからこそ、俺はそこで先生をするんだ。いっぱい勉強して、いっぱいゲームで戦って、いろんなものを蓄たくわえる。それで『兵士ポーン』のことを教える先生になるんだ。会長が俺にも手伝って欲ほしいってさ。こんな俺でも学校の先生になれるかもしれない……。お、俺、むかしはバカなことばっかりやっていてさ。親にも迷めい惑わくかけたし、周りの人間にも嫌きらわれてた。でもよ、会長となら、夢が見れるんだ！　俺は生しよう涯がい会長のお側そばにいて、会長の手助けをする！　会長の夢が俺の夢なんだ！」


　匙は照れながら言う。


「へへへ。お袋ふくろにはさ、悪魔になったこと内ない緒しよだけど、それでも将来の夢を話したら泣いちまってよ。先生になるんだ！　ってガラにもないこと言ったからかもしれないな。でもよ、悪くないよな。お袋の安心した顔ってよ」


　それが匙の夢か。俺とは──違ちがう道なんだな。同じ『兵士ポーン』だから、もしかしたらと思ったけど、やはり、人それぞれだ。こいつにはこいつの夢がある。


　俺は将来主のもとから独立したいと目標を立てた。こいつは主のもとで終生仕えるとした。同じ時期に悪魔になっても目指す道はまったく違う。


　そんな単純なことに俺は少し不思議なものを感じてしまったよ。


「立派な目標だと思うぜ、匙。いい先生になれよ」


「ああ、そのためにも今度おまえたちを倒たおさなきゃいけないんだけどな」


「あー、なるほど。なら、ダメだ。俺たちが勝つさ！」


「いや、俺たちだ。上にバカにされた以上、俺たちは結果で見せなきゃいけない」


　お互たがい笑いながらも瞳ひとみは真剣そのもの。──負けるわけにはいかないさ。


　しかし、先生か。ふいにアザゼル先生を思いだすが……まあ、さすがにこいつはそれにはならないだろう。


「ところで匙」


「なんだ？」


　俺は指で宙をつつく。


「女性の乳をつつくとブザーになるらしいぜ」


「……な、なんだよ、それ？」


　おっ、興味深そうに聞き入る匙。さすが俺と同じスケベだ！


「アザゼル先生に聞いたんだ。おっぱいの可能性は無限だと。俺も揉もむだけじゃなくて、そろそろつつかないと次の世界にいけないのかもしれない。しかし、つつくか……」


「……なあ、兵藤。俺よ。俺、いつになったら主さまのおっぱい揉めるのかな？」


　真剣にそう相談されてしまった。


「さ、さあな。俺だっていつも揉めるわけじゃない。幸運に幸運が重なって揉めるんだ」


　匙が怒いかりの瞳で詰つめ寄ってくる！


「なんだよ、その幸運ってよ！　俺には一いつ切さい降りてこないぞ!?」


「いや、言い過ぎた。普ふ段だんは一緒に寝たり、お風ふ呂ろに入ったりできるぐらいで──」


　ついそう言ったのが、いけなかった。匙は心底ショックを受けたような表情となる。


　ふらふらと俺のもとから離はなれていき、椅い子すにガクンと力なく座った。その様は、酷ひどいものだった。目が大きく見開き、全身をガクガクと震ふるわせている。


「……寝た？……風呂？……なんだ、それ……。お、俺は……一度もそんなこと会長と……」


「さ、匙……？　おーい……」


　呼びかけてみるが、反応がない。ただただ小言をつぶやいているだけだ。


「イッセー、お待たせ。あら、匙くん来ていたのね」


　振ふり向くと──ドレスアップした部長！　そして部員の面々！


　すっげぇえええええっ！　皆みんな、お化け粧しようしてドレス着き込こんで！　髪かみも結ゆってる！


　皆、お姫ひめさまみたいだぜ！　朱あけ乃のさんも今日は西洋ドレス姿！　うわぁああああ！　やべぇええっ、チョーかわいい。超ちよう絶ぜつを通り越こした美人さんだよ！


　アーシアも恥はずかしげにしているけど、すごくドレスが似合っている。ゼノヴィアも着慣れていない様子だけど、十分お嬢じようさまで通じる！


　小猫ちゃんも一回り小さなドレス姿だけど、ロリコンに誘ゆう拐かいされても仕方ないかわいさだ！


　問題はギャスパーだ。


「なんでおまえまでドレス姿なんだよ！」


　ギャスパーもドレスで着き飾かざっていた！　似合っているのが何とも言えません！　用事があるからいなくなっていたと思ったら、こういうことか！


「だ、だって、ドレス着たかったんだもん」


　もうこいつは……。女装癖へきもここまでくれば大したもんだ。


「サジ。サジ、どうしました？」


　同じくドレスアップしたソーナ会長は匙の様子を怪け訝げんそうに見ていた。


　匙、そこまでショックだったか……。
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　ドレスアップも終えた頃、軽い地じ響ひびきと共に何かが庭に飛来する重い音がしてきた。


　しばらくして執しつ事じさんが来て言う。


「タンニーンさまとそのご眷けん属ぞくの方々がいらっしゃいました」


　おっさんは約束通りに迎むかえに来てくれた！








　庭に出てみると圧巻だった！


　タンニーンのおっさんと同じサイズのドラゴンがおっさん含ふくめて十体ぐらいいる！


　でっけええええっ！　すごいな！　おっさんの眷属って全部ドラゴンなのか！


「約束通り来たぞ、兵藤一誠」


「うん！　ありがとう、おっさん！」


「おまえたちが背に乗っている間、特とく殊しゆな結界を背中に発生させる。それで空中でも髪や衣装やらが乱れないだろう。女はその辺大事だからな」


　このドラゴンの気の遣つかいよう！　さすが最上級悪魔！


「ありがとう、タンニーン。会場まで頼たのむわ。シトリーの者もいるのだけれど、だいじょうぶかしら？」


「おおっ、リアス嬢。美しい限りだ。そちらの件は任せてくれ」


　かくして俺たちはドラゴンの背に乗り、冥界の大空へ飛びだした！　俺はタンニーンのおっさんの頭部に乗っていた！　特等席だ！　角をつかんで空を見み渡わたす！


　うわっは！　やっぱ、ドラゴンの背から見る風景は絶景だ！　冥界来てからファンタジー体験ばかりで飽あきないぜ！　けど、ドラゴンに追いかけ回されるのだけはカンベン！


『ドラゴンの上からこの風景を見るとは。なんとも言えん体験だ』


　珍めずらしくドライグが苦く笑しようしていた。元はドラゴンの体だもんな、ドライグも。


「ハハハハ、それは面おも白しろい体験だろう、ドライグ。しかし、力のある強大なドラゴンで現役なのは俺を含めても三匹びきか。いや、俺は悪魔に転生しているから、元の姿で残っているのはオーフィスとティアマットぐらいだ。残りはやられて封ふう印いんされたか、隠いん居きよしたか。玉龍ウーロンもミドガルズオルムも二度と表に出てこないだろう。そして、ドライグ、アルビオン、ファーブニル、ヴリトラは神器セイクリツド・ギアに封ふうじられてしまった。──いつの時代も強いドラゴンは退治される。強いドラゴンは怖こわい存在だものな」


　おっさんは少しだけ寂さみしげな口調でそう言った。


「そういや、ドラゴンのおっさんはどうして悪魔になったんだ？」


　俺の問いかけにおっさんは真面目に答えてくれた。


「大きな戦いくさもできなくなったこの時代、レーティングゲームをすれば様々な連中と戦えると思ったことがひとつ。そして、理由にはもうひとつある」


「もうひとつ？」


「……ドラゴンアップルという果くだ物ものは知っているか？　龍が食べる林りん檎ごのことだ」


「うぅん、初めて聞いたよ。てか、そのまんまの名前だ」


「とあるドラゴンの種族には、ドラゴンアップルでしか生存できないものもある。ところが、人間界に実っていたそれらは環かん境きようの激変により絶ぜつ滅めつしてしまったのだ。もう、その果実が実るのは冥界しかない。しかしな、ドラゴンは冥界では嫌われ者だ。悪あく魔まにも堕だ天てん使しにも忌いみ嫌われている。ただで果実を与えるわけもないだろう？──だから、俺が悪魔となって、実の生なっている地区を丸ごと領土にしたんだよ。上級悪魔以上になれば、魔王から冥界の一部を領土としてちょうだいできる。俺はそこに目をつけたのだ」


「じゃあ、食べ物に困っていたそのドラゴンの種族はおっさんの領土に住んでいるのか？」


「ああ、おかげさまでそいつらは絶滅を免まぬかれた。それと俺の領土内でそのドラゴンアップルを人工的に実らせる研究もおこなっている。特別な果実だ、研究には時間がかかるだろう。それでもその種族に未来があるのであれば、続けていったほうがいい」


　すごいな。いち種族を助けるためにそこまでできるのか。龍王って肩かた書がきなのは確かだと思う。


「おっさんは良いドラゴンなんだな」


　俺の言葉におっさんは大きく笑った。


「良いドラゴン？　ガハハハハハハハハッ！　そんな風に言われたのは初めてだ！　しかも赤せき龍りゆう帝ていからの賛辞とは痛み入る！　しかしな、小こ僧ぞう。種族の存続をさせたいのはどの生き物とて同じこと。人間も悪魔もドラゴンも同じなのだ。俺は同じドラゴンを救おうと思ったに過ぎない。それが力を持つドラゴンが力のないドラゴンにできることだ」


「……すげぇな。俺はただ闇やみ雲くもに上級悪魔になりたいってだけだ。そ、それと、ハーレムを作りたいってだけで突つっ走ぱしろうとしてた。こんな心構えじゃダメなのかな？」


「若いうちはそれでいい。雄おすならば女や富が欲しくなるのは必定。度が過ぎるのはよくないが、動く原動力となるのならそれでいいではないか。だがな、兵藤一誠、ハーレムだけを最終目標にするのはもったいないぞ。強くなれば雌めすが寄ってくるのは当然だ。問題は女も富も得たあとにある。……まだ若いおまえには難しい話かもしれんな」


　うん。ちょっと難しいかも。


　ただ、こっちに来てからいろんな悪魔にあったせいか、ちょっとだけ考えるようになった。


　──皆、目標を持って生きている。


　大会で優勝したい、魔ま王おうになりたい、ドラゴンを助けたい、先生になりたい。


　同じ悪魔でも目指すものは違う。俺おれはハーレム王、か。


　それはいまでも変わらないけど、ただの妄もう想そうから多少は現実的にそれに向かって動かないとダメなのかもな。


　──ハーレム王目指すにもいろんなものが必要だ。


　そんな風に足りない脳みそであれやこれやと小一時間ぐらいおっさんと談笑しながら考えていたら、眼下に光明が広がっていた。


　どうやら、会場となる場所へ着いたようだった。





　　　　─○●○─





　パーティ会場となる超ちよう高こう層そう高級ホテルは、グレモリー領の端はじっこにある広大な面積の森のなかにポッカリと存在していた。


　スケールがハンパじゃない！　タンニーンのおっさんの頭から敷しき地ちの全体が見えたけど、俺の住んでいる町が丸々入るんじゃないかってぐらいの規模だった！


　俺たちを乗せたドラゴンは、スポーツ競技をする会場らしきところに降り立った。おっさんがその競技会場の上空に来たとき、下からライトが一いつ斉せいにパパパッとこちらに集中してさ、さながら怪かい獣じゆう映画みたいだったよ。


「じゃあ、俺たちは大型の悪魔専用の待機スペースに行く」


「ありがとう、タンニーン」


「おっさん！　ありがとう！」


　俺と部長はタンニーンのおっさんに礼を告げる。おっさんたちドラゴン組は再び羽ばたき、この敷地のどこかに移動していった。


　で、俺たちはスポーツ会場にまで迎えに来ていたホテル従業員に連れられて……高そうなリムジンに乗車！……ハハハハ、こっち来てから本当に驚おどろきの連続だ。


　俺の隣となりにドレス姿の部長とアーシアが座っていた。後方のリムジンにはシトリー眷属の皆みなさま方。


　部長は俺の襟えり元もとを正しながら説明をくれる。


「ホテル周囲に各施し設せつも存在してて、軍も待機しているわ。下手な都市部よりもよっぽど厳重なのよ？」


　さらに部長は高そうなバッグからクシを取りだして、俺の髪をとかしてくれる。タンニーンのおっさんの背中じゃなくて頭に乗っていたから風で髪が乱れていたみたいだ。例の結界のおかげでそこまで強い風は感じなかったんだけどな。


「部長、アザゼル先生は？」


「あの人は他のルートでお兄さまたちと合流してから向かうそうよ。すっかり仲良しこよしなのだから……」


　ハハハ……勢力のトップ同士、意気投合して良かったじゃないですか。


　苦笑する俺だが、とたんに部長は真しん剣けんな面持ちになる。


「イッセーはタンニーンの頭部にいたから聞けなかったけれど、さっき、ソーナに宣戦布告をされたわ。──『私たちは夢のためにあなたたちを倒たおします』と」


　おっさんの背中でそんなことが起きていたのか！　俺は空中から見える風景に夢中だったぜ。


「学校──。レーティングゲームの学まなび舎や。ソーナはそれを建てるために人間界で学生をしながら、人間界の学校システムを学んでいた。──誰だれでも入れる土ど壌じようのある人間界の学校はソーナにとって重要なものだったのよ」


　匙も同じことを言っていた。会長は夢のために駒王学園にいるのだと。


「部長、匙も言ってました。『先生になる』って。すっげえ眼を輝かがやかして語ってて、でも真剣な目標で……」


「それでも勝つわ。私たちには私たちの夢と目標があるのだもの」


　部長の決意は固かった。相手が親友でも手を抜ぬかないだろう。


　それなら俺も真っ正面からぶつかる。なあ、匙。俺は真まっ直すぐいくぜ。


　そうこうしているうちにリムジンはホテルに到とう着ちやく。出て行くと、大勢の従業員に迎むかえ入れられる。そのまま中に入り、フロントで朱乃さんが確認を取って、いざエレベーターへ。


「最上階にある大フロアがパーティ会場みたいね。イッセー、各御お家いえの方に声をかけられたら、ちゃんとあいさつはするのよ？」


「は、はい。それはそうと部長。今日のパーティは……若手悪魔のために魔王さまが用意されたんですか？」


「それは建前。どうせ私たちが会場入りしても大して盛り上がりもしないわよ。これは毎度恒こう例れいなの。どちらかというと、各御家の方々がおこなう交流会みたいなものね。私たち次期当主はおまけで、本当はお父さま方のお楽しみパーティみたいなものよ。どうせ、四次会五次会まで近くの施設で予約入れているのでしょうし。私たちと別行動で会場入りしているのがいい証しよう拠こ。若手よりも先に集まって、すでにお酒でできあがっているのではないかしら」


　部長は不ふ機き嫌げんそうな顔で愚ぐ痴ちを口にしていた。隣で朱乃さんと木場も苦笑していた。


　はぁ、部長はこの手のパーティ……というよりもお父さんたちの行動にうんざりしてそうだな。魔王主しゆ催さいとはいえ、社交界とはまた違ちがった気軽なパーティのひとつらしいので、お父さんたちはハメを外せる数少ない催もよおしとして大変楽しみにしているという。


　エレベーターも到着し、一歩出ると会場入り口も開かれる──。


　きらびやかな広間が俺たちを迎え入れてくれた！　フロアいっぱいに大勢の悪魔と美う味まそうな食事の数々！　天てん井じようは──やっぱり巨きよ大だいなシャンデリア！　ここ最近、シャンデリア見過ぎだろう、俺！


『おおっ』


　部長の登場に誰もが注目し、感かん嘆たんの息を漏もらしていた。


「リアス姫ひめ。ますますお美しくなられて……」


「サーゼクスさまもご自じ慢まんでしょうな」


　と、部長に皆見とれてる。部長は盛り上がりもしないって言ってたけど、十分盛り上がってるじゃん！　なんだか、俺もうれしかった。そして何よりも自慢したかった。


　──俺はこの方のおっぱいを揉もんだことのある男だ！


　ふふふ、つい俺も顔がにやけてしまう。この妙みように勝った気分はなんだろうか？　皆さん憧あこがれの女性の秘密やらを俺だけが知っている快感といいますか。


「うぅぅ、人がいっぱい……」


　俺の背中にはドレスのギャスパーがピッタリと引っついていた。おまえな……。見せるためにドレス着たんじゃないのか？　引きこもり精神で入場してどうする……。相変わらずこいつの女装趣しゆ味みは理解しがたいぜ……。


　あ、でも、こいつ、多少改善されたか？　こんなに人がいっぱいで好こう奇きの視線にさらされているのに逃にげようとはしない。こいつも修業してたってわけか。


　えらいぞギャスパー。あとでアメちゃんをやろう。


「イッセー、あいさつ回りするわよ」


「へ？」


　間の抜けた顔の俺だが、なんでも伝説のドラゴンが悪魔になったことは有名らしく、あいさつしたいって上級悪魔の方々が大勢いらっしゃったみたいだ。


　そんなわけで俺は部長に連れられてフロアをぐるりと一周するハメになった。部長のお母さんに仕込まれた紳しん士し的振ふる舞まいが予想以上に効果が出て驚いた。


　なるほど、部長の眷けん属ぞくになった以上、必ひつ須すスキルだったわけだ。


　部長のお母さん。ありがとうございました！　おかげで恥はじをかいてません。








「あー、ちかれた」


　あいさつも終え、俺は解放されたわけだが……。


　フロアの隅すみっこに用意された椅い子すに俺とアーシア、ギャスパーが座すわっていた。部長、朱乃さんは遠くで女性悪魔さん方と談話してる。


　木場は──女性悪魔の皆さんに囲まれていた！　クソ！　イケメン死ね！


　と言いたいところだけど、さすがにこの手のパーティは初めてだったんで、俺もアーシアたちも気き疲づかれして、隅でぐったりしていた。


　たまにアーシアのかわいさに声をかけてくる男性悪魔がいたけどね。やっぱ、アーシアのかわいらしさは悪魔の世界でも十分通じるんだな。そりゃメチャクチャかわいいもんな。


「イッセー、アーシア、ギャスパー、料理をゲットしてきたぞ、食え」


　先ほど席を立ったゼノヴィアが大量の皿を器用に持ってやってきた。皿の上には豪ごう華かな料理の数々。


「ゼノヴィア、悪いな」


「いや、何。このぐらい安いものだ。ほら、アーシアも飲み物ぐらい口をつけたほうがいいぞ」


「ありがとうございます、ゼノヴィアさん……。私、こういうの初めてなんで、緊きん張ちようして喉のどがカラカラでした……」


　アーシアはゼノヴィアからグラスに入ったジュースをもらうと、口をつけ始めていた。


　俺はもらった料理に手をつける。……箸はしも完備なんだな。まあ、転生悪魔がこのなかにも俺たち以外いるだろうし、各種つまむものは用意するか。


　と、そこへ人ひと影かげが。ドレスを着た女の子だった。すっごい俺を睨にらんでる。誰だ？


　あれ？　どこかで見た気が……。


「あ、おまえは──」


「お、お久しぶりですわね、赤せき龍りゆう帝てい」


「焼き鳥野や郎ろうの妹か」


　そう、部長の元婚こん約やく相手、ライザー・フェニックスの妹だった。


　懐なつかしいね。数か月ぶりか？


「レイヴェル・フェニックスです！　まったく、これだから下級悪魔は頭が悪くて嫌いやになりますわ」


　ぷんすか怒おこってる。やっぱ、婚約解消劇のせいで怒ってるのかな。


「悪かったな。で、兄貴は元気か？」


　兄貴のことを聞いたら、レイヴェルは嘆たん息そくする。


「……あなたのおかげで塞ふさぎ込こんでしまいましたわ。よほど敗北と、リアスさまをあなたに取られたことがショックだったようです。ま、才能に頼たよって、調子に乗っていたところもありますから、良い勉強になったはずですわ」


　あらら、手厳しい。兄貴もバッサリ切りますか。毒舌だな。


「ハハハハ……容よう赦しやないね。いちおうおまえも兄貴の眷属だろう？」


「それなら、現在トレードを済ませて、いまはお母さまの眷属ということになってますわ。お母さまが、自分の持っていた未使用の駒と交こう換かんしてくださったの。お母さまは眷属になりたい方を見つけたら、トレードしてくれるとおっしゃってくださいましたから、実質フリーの『僧侶ビシヨツプ』ですわ。お母さまはゲームしませんし」


「トレード？」


　俺は耳慣れない言葉を訝いぶかしげに思った。


「あら？　ご存じないの？　トレード。レーティングゲームのルールのひとつで、『王キング』である悪魔の間で自分の駒を交換することができますの。同じ種類の駒であることが条件ですわよ」


　へぇ、そういうのもあるのか。


「と、ところで赤せき龍りゆう帝てい──」


「その赤龍帝ってのはやめてくれ。俺は兵藤一誠って名前あるしさ。おまえ、俺と同い年ぐらいだろう？　なら、普ふ通つうでいいって。皆、『イッセー』って呼んでるぞ？」


　って言っても悪魔だから見た目を自由にできるんだっけ？　俺と同じぐらいに見えて実は年上？　いや、接している分から察するに同い年の感覚だけどな。


「お、お名前で呼んでもよろしいのですか!?」


　え……？　なんだ、その反応。若干、うれしそう？　なわけないか。こいつ、俺のことあんなに見下していたしな。


「コ、コホン。で、では、遠えん慮りよなく、イッセーさまと呼んで差し上げてよ」


「さま？　いやいや、だからそういうのはいいって」


「いいえ、これは大事なことです！」


　……ハハハ、ゼノヴィア以上にわけわからん子だ。付き合いづらいなぁ。


　そこへさらに見知ったお姉さんが登場する。


「レイヴェル。旦だん那なさまのご友人がお呼びだ」


　確か、ライザーの眷属の一人だ。俺の顔をフリッカーでボコボコにしてくれたイザベラとかいうお姉さんだっけかな。洋服崩壊ドレス・ブレイクで見られた裸ら体たいは脳内に保存されている。


「わかりましたわ。イッセーさま、今度、お会いできたら、お茶でもいかがかしら？　わ、わ、わ、私でよろしければ、手製のケーキをご、ご、ご用意してあげてもよろしくてよ？」


　レイヴェルはドレスの裾すそをひょいと上げ、一礼して去っていった。


　なんだか、よくわからん娘こだなぁ。


「やあ、兵藤一誠」


　今度はイザベラさんが話しかけてくる。


「あんたはフェニックス家のイザベラさんだよね？」


「ああ。あのときはいい一発をもらった。まだ覚えているよ。また強くなったそうじゃないか。キミが強くなればなるだけ私の話も自じ慢まん話になるのかな」


「えーと、あいつ……レイヴェルの付き添そいですか？」


「まあ、そんなとこ。あの子もあの子で我わが主あるじライザーさまと同じぐらいつかめないところがあるものだから……。婚約パーティでの一戦以来、レイヴェルはキミの話ばかりをしているよ。ライザーさまとキミの戦いがとても印象的だったようだ」


「どうせ文句でしょう？　兄貴の婚約邪じや魔ましたし、あいつにも暴言吐はいたし」


「……いや、逆なわけだが。まあいい。いずれ、わかるだろう」


「？　とりあえず、お茶はＯＫだと言っておいてください」


「本当か？　それはありがたい。レイヴェルも喜ぶだろう。さて、私はこれにて失礼する。良い宴うたげを」


　そのままイザベラさんは手を振って去っていった。よくわからないなぁ……。


　まあ、いざこざをこれ以上続けるのもよくないし、お茶ぐらいいいよね。


「……イッセー先せん輩ぱいって、意外に悪魔の交友が多いんですね……」


　ギャスパーは尊敬の眼まな差ざしで言ってくれるけど……。多く見えるのかな？


　うーん、わからん。けど、こっち来てからいろんな悪魔と会っているからなぁ。


　でも、部長と仲間以外の悪魔との出会いは俺のなかですごい価値があった。差別問題やドラゴンのこととか、知ることが多かった。知って良かったと思う。


　ヴァーリに追いつくには力だけじゃなく、こういうのも大切なんじゃないかな。でも、バカな俺おれの脳内容量じゃ限界もある！……はぁ、賢かしこく生まれて来たかった。


　そんなため息混じりの俺の視界に小さな影かげが映る。


　──小猫ちゃんだ。


　何やら急いでパーティ会場を出ようとしている。その表情は何かに夢中なものだ。何があったんだろう？　ふいに不安が俺を襲おそう。何か嫌な予感がする。


「アーシア、ゼノヴィア、ここで待っていてくれ」


「イッセーさん、どうしたんですか？　もうすぐ魔ま王おうさまのあいさつが始まります」


「いや、ちょっと知り合いがいたから会ってくる。あいさつまでには帰ってくるよ！」


「わかった。私たちはここにいるぞ」


「ああ！」


　二人には噓うそをついた。大事にしたくないしな。とりあえず、俺は席から立って小猫ちゃんの向かった方向へ──。


　小猫ちゃんはエレベーターで降りていく？　下か？


　隣となりのエレベーターの扉とびらが開いたのを確認して俺はそれに乗り込んだ。すると、誰だれかがエレベーターに乗ってきた。振り返かえれば──部長！


「どうしたの？　血相かえて」


「小猫ちゃんが何かを追うように飛びだしていったのを見たんです」


「なるほど、気になったのね。わかったわ、私も行く」


「はい！　けど、よく俺がエレベーター乗り込むのわかりましたね？」


　怪け訝げんに思う俺に部長はニッコリしながら最高のことを言ってくれる。


「私は常にあなたのことを見ているんだから」





　　　　─○●○─





　エレベーターは一階まで降りた。俺と部長は出て、近くにいた悪魔に小猫ちゃんの特とく徴ちようを教えて、ここを通ったか訊たずねてみる。


　何人目かで、外に出たことがわかり、部長は急いで使い魔のコウモリを呼びだして空へ放った。コウモリが帰ってくるまで、俺と部長はホテルの外にある噴ふん水すい前で待機した。


「やはり、小猫の様子はおかしいわね」


「はい。でも、小猫ちゃんがあそこまで追う者って何でしょうか？」


　俺の問いに部長は深く考え込むが、険しい表情だけで何か深刻な事に出くわしたのではないかと勘かんぐってしまう。つーか、部長には思い当たる節があるみたいだ。


　少しして部長のコウモリが帰ってくる。


「見つけたようね。──森？　ホテル周辺の森にあの子は行ったのね？」


　森！　小猫ちゃん！　いったいどうしたってんだ！


　俺と部長はコウモリのあとを追って走りだした！








　明るい場所を抜ぬけ出て、闇やみ夜よの森を俺と部長は走り抜く。なんとか、人の手がそこそこ入っているようで、走れないほどではない。俺としてはサバイバル生活が功を奏したのか、割と楽に移動できる。先生、俺、なんだか自分の成長が違ちがう意味で怖こわいです！


　森を進むこと数分。部長が俺の腕を引き、木の陰かげに隠かくれさせる。少しだけ顔を覗のぞかせると、そこには小猫ちゃんの姿が！


　小猫ちゃんは何かを探し求めるように森の真ん中でキョロキョロと首を動かしていた。


　そして、何かに気づいて視線をそこへ。俺たちも小猫ちゃんの視線の先に目を向けた。


「久しぶりじゃない？」


　聞き覚えのない声。


　音も立てずに現れたのは──黒い着物に身を包んだ女性。どことなく、小猫ちゃんに似てる……って、頭部に猫耳!?　ま、まさか……。


　何かに勘付いた俺だが、部長は「しーっ」と様子を静観するように指示してくる。


「──っ！……あなたは」


　小猫ちゃんは酷ひどく驚おどろいた様で全身を震ふるわせていた。


「ハロー、白しろ音ね。お姉ちゃんよ」


　白音？　初めて聞く名前だけど、それが小猫ちゃんの本名？　「小猫」って名前を部長からいただいたのは部長のお母さんから聞かされて知っている。


「黒くろ歌か姉さま……！」


　絞しぼり出すような声の小猫ちゃん。


　──っ！　小猫ちゃんのお姉さん！　なんとなく、似ているからそうなのかなって思ったら案の定でした！


　この美人の猫ねこ又またお姉さんが主殺しの「はぐれ悪あく魔ま」なのか……。将来、小猫ちゃんはこのお姉さんみたいになる？　想像したらちょっと興奮した！


　そのお姉さんの足あし下もとに黒い猫がすり寄る。


「会場に紛まぎれ込ませたこの黒猫一いつ匹ぴきでここまで来てくれるなんてお姉ちゃん感動しちゃうにゃー」


　そっか、小猫ちゃんはあの黒猫を会場で見かけてここまで来たんだな。


「……姉さま。これはどういうことですか？」


　小猫ちゃんの声には怒ど気きが含ふくまれていた。しかし、相手は笑えむだけだ。


「怖い顔しないで。ちょっと野暮用なの。悪魔さんたちがここで大きな催もよおししているっていうじゃない？　だからぁ、ちょっと気になっちゃって。にゃん♪」


　手を猫みたいにしてかわいくウインクするお姉さん！　かわいい！


　ってててて……。頰ほおをつねらないでください、部長……。


「ハハハハ、こいつ、もしかしてグレモリー眷けん属ぞくかい？」


　今度はどこかで聞いたことのある声──。さらに姿を現したのは古代中国の鎧よろいみたいなのを来たイケメンの男──孫そん悟ご空くうの美び猴こうッ！　ヴァーリの仲間じゃねぇか！　なんでここに？　待てよ。あいつは『禍の団カオス・ブリゲード』の一員だ。これはパーティ会場を狙ねらったテロか!?


　ふいに美猴の視線が俺と部長のほうに向けられる！　気づかれたのか!?


「気配を消しても無む駄だ無駄。俺っちや黒歌みたいに仙せん術じゆつ知ってると、気の流れの少しの変化だけでだいたいわかるんだよねぃ」


　チッ！　バレバレかよ！　できれば戦いたくないんですけど！


　俺と部長は意を決して、木こ陰かげから姿を現した。俺たちを確認して、小猫ちゃんは驚いていた。


「……イッセー先輩、部長」


「よう、クソ猿ざるさん。ヴァーリは元気かよ？」


「ハハハハ、まあねぃ。そっちは……へぇ、多少は強くなったのかねぃ」


　ん？　俺の体を少し見ただけで強さとかわかるのか？


　怪訝に思っていると美猴は笑いながら言う。


「言ったろ？　俺っちは仙術も嗜たしなんでいるんでねぃ、気の流れとかである程度わかるのさ。おまえさんを覆おおうオーラの量が以前よりも上がっていたんでねぃ」


　……そうか。他者から言われると修業の成果があったのかなって思えてくる。


「ところで部長、仙術ってなんですか？　魔ま法ほう使つかいが使うっていう魔術や魔法とは違うんですか？」


　俺の問いに部長は嘆たん息そくしながらも説明してくれる。


「仙術は魔術、魔法とは違うわ。大きく違うのは仙術は気、つまり生命に流れる大元の力であるオーラ、チャクラと呼ばれるものを重視し、源流にしている点よ。悪魔の魔力や天使の光力とは同じようで別の力。直接的な破は壊かい力は魔力や光力に比べるとまるで無いけれど。どちらかというと自然の動植物、人間が体内に秘ひめている未知の部分を仙術は用いるの。たとえば、仙術を覚えれば気、オーラの流れを読むことに長たけ、遠くにいる対象の動きもある程度把は握あくできるとされているわ」


「気の流れを操って、肉体の内外強化やこの辺の木々の気を乱して咲さかせたり枯かれさせることもできるにゃん♪　仙術は生命の流れを操作する術。相手の気を乱したり、断たつことで生命にダメージを与あたえるの。悪魔の魔力や魔術師の魔術に比べると生気の乱れを直す術は対処方法が限られているから、やられたほうは大たい概がい死んじゃうにゃん♪」


　小猫ちゃんのお姉さんがウインクしながら説明してくれた！　このお姉さん、危ない雰ふん囲い気きをかもし出している割に明るいんで対応に困る……。


　説明のほうはよくわからんかったけど、つまりスカウター装備した花はな咲さかじいさんってことでいいのか？　さらにその花咲かじいさんは指先ひとつで相手の命を左右できる、と。


　まあ、それは置いといて、問題はこいつらがここにいる理由だ。


「なんでここにいるんだ？　テロか？」


　直球で訊きいてみるが、二人は笑むだけだ。


「いんや、そういうのは俺っちらに降りてきてないねぃ。ただ、冥めい界かいで待機命令が出ていてねぃ。俺も黒歌も非番なのさ。したら、黒歌が悪魔のパーティ会場を見学してくるって言いだしてねぃ。なかなか帰ってこないから、こうして迎むかえにきたわけ。ＯＫ？」


　無駄に話してくれたな、お猿さんめ。だが、噓うそじゃないなら、だいたいわかった。


　小猫ちゃんのお姉さんが会場を黒猫の使い魔か何かで見学してたら、小猫ちゃんがそれを偶ぐう然ぜん発見して追いかけ、ここに来てしまった、と。


「美猴、誰、この子？」


　小猫ちゃんのお姉さんが俺に指をさして美猴に訊く。


「赤せき龍りゆう帝てい」


　それを聞いて、お姉さんは目を丸くしていた。


「本当にゃん？　へぇ～。これがヴァーリを退けたおっぱい好きの現赤龍帝なのね」


　……俺って、そんな風にあちらへ報告されているのか。まあ、本当だからいいんだけどさ。おっぱい好きの赤龍帝か。それもいいさ。


　美猴はあくびをしながら言う。


「黒歌～、帰ろうや。どうせ俺っちらはあのパーティに参加できないんだし、無駄さね」


「そうね。帰ろうかしら。ただ、白音はいただくにゃん。あのとき連れてっていってあげられなかったからね♪」


「あらら、勝手に連れ帰ったらヴァーリ怒おこるかもだぜ？」


「この子にも私と同じ力が流れていると知れば、オーフィスもヴァーリも納得するでしょ？」


「そりゃそうかもしれんけどさ」


　小猫ちゃんのお姉さんが目を細める。小猫ちゃんはそれを見て小さな体をビクつかせた！　怖がってる！──なら！


　俺は両者の間に入り、真っ正面から言う。


「この子は俺たちリアス・グレモリー眷属の大事な仲間だ。連れて行かせるわけにはいかない」


　俺の行動を見て、美猴もお姉さんも笑う。


「いやいや、勇ましいと思うけどねぃ。さすがに俺っちと黒歌相手にできんでしょ？　今回はその娘こもらえればソッコーで立ち去るんで、それで良しとしようやな？」


　なんてふざけたことを美猴は言う！　このクソ猿！


　部長が憤ふん怒ぬの表情で前に出る。


「この子は私の眷属よ。指一本でも触ふれさせないわ」


「あらあらあらあら、何を言っているのかにゃ？　それは私の妹。私にはかわいがる権利があるわ。上級悪魔さまにはあげないわよ」


　ピリッ。


　この空間の空気が様変わりしたのはわかる。部長とお姉さんが睨にらみ合って、一いつ触しよく即そく発はつの様相を帯びてきたし！　先に睨みを止やめたのはお姉さんだった。ニッコリ笑うと言う。


「めんどいから殺すにゃん♪」


　──っ。


　その瞬しゆん間かん、言い知れない感覚が俺を襲おそう！　なんだ、この別の場所に飛ばされた感じは？　風景は変わらないのに、空気と雰囲気が変わったというか……。


「……黒歌、あなた、仙術、妖よう術じゆつ、魔力だけじゃなく、空間を操る術まで覚えたのね？」


　部長が苦虫を嚙かんだ表情で言う。何、空間？


「時間を操る術までは覚えられないけどねん。空間はそこそこ覚えたわ。結界術の要領があれば割かし楽だったり。この森一帯の空間を結界で覆って外界から遮しや断だんしたにゃん。だから、ここでど派手なことをしても外には漏もれないし、外から悪魔が入ってくることもない。あなたたちは私たちにここでころころ殺されてグッバイにゃ♪」


　なんと！　じゃあ、俺たち森ごと閉じ込こめられたわけかよ！　しかも戦ったとしても外には気づかれない！　おおっ！　俺と部長だけでこいつら倒たおせんのか!?　逃にげられる？　いや、逃げられそうもない！


　そのときだった──。空中高くから、声が聞こえてくる。


「リアス嬢じようと兵藤一誠がこの森に行ったと報告を受けて急いで来てみれば、結界で封ふうじられるとはな……」


　この声！　見上げるとそこには──。


「タンニーンのおっさん！」


　怪かい獣じゆうドラゴン！　タンニーンのおっさん！　なんてタイミングだよ！　うわ、俺、チョー喜んでる！　小猫ちゃんのお姉さんが結界を張る寸前に入り込んだみたいだ！


「ドス黒いオーラだ。このパーティには相応ふさわしくない来客だな」


　美猴が空のドラゴンを見て歓かん喜きする。


「おうおうおう！　ありゃ、元龍王の『魔ブレイズ・龍ミーテイア・聖ドラゴン』タンニーンじゃないかぃ！　まいったね！　こりゃ、もう大問題だぜ、黒歌！　やるしかねぇって！」


「うれしそうね、お猿さん。いいわ。龍王クラス以上の首をふたつ持っていけば、オーフィスも黙だまるでしょうね」


　首ふたつ！　俺もカウントされてますか!?　されてますよね！　嫌いやだ！　死んじゃう！


「[image: ]きん斗と雲うんッッ！」


　叫さけぶ美猴の足あし下もとに金色の雲が出現し、そのままタンニーンのおっさんのいる空へ飛びだしていく！


「如によ意い棒ぼうッ！」


　美猴の手元に長い棍こんが現れ、おっさん目がけて解き放つ！


「伸のびろォォォッ！　如意棒ッッ！」


　ギュゥゥゥゥゥンッ！


　棍が伸びておっさんを襲おうとするが──巨きよ体たいに似つかわしくない速度で回かい避ひする！


　速ぇっ！　あんなにデカいのに、動きそのものは俊しゆん敏びんだ！


「もう一丁！」


　美猴はそのまま長く伸びた棍を横なぎに振ふるい、回避したおっさんに追つい撃げきする！　しかし、おっさんは翼つばさをうまく使って宙で回転し、さらに回避した！　回転した状態のおっさんが口を大きく開くッ！


　ゴバァアアアアアアアアアアンッ！


　大質量の火か炎えんが空一面を覆い尽つくした！　すんげぇええええええっ！　俺のときとは比べ物にならない量だ！　見上げる空一面が炎ほのおだもん！


　そういや、先生が言っていた。おっさんの火の息は隕いん石せきの衝しよう撃げきと同じぐらいだって！


　それよりもあの巨体での回避力！　大きな怪獣なのに動く動く！　そうだよな、考えてみりゃ、俺との鬼おにごっこでもあんなに大きい体なのにひゅんひゅん動いてた。


　龍王って、全部の能力が高スペックなのか！


『いや、あれでもタンニーンはブレスの威い力りよくを抑おさえている』


　マジかよ、ドライグ！　あれで抑えているの？


『ここで本気のブレスを放ったらパーティ会場だけじゃなく、俺たちも消え去るからな。あいつはあいつなりに考えているんだよ。それでもタンニーンを止められる者など限られているけれどもな』


　俺ってそんなにすごい方とお山で追いかけっこしてましたか!?　そりゃ怖こわいわけだよ！　大質量の炎が消え去ったあと──空中には全身から煙けむりを立てる美猴の姿が。


「アハハ！　やるねぃ！　元龍王！」


　笑ってやがる！　鎧よろいや衣服は焦こげてるけど、肝かん心じんの本体は無事だ！　あんな威力の炎をくらっても生きてるなんて！　さすがは孫そん悟ご空くうってことかよ！


「ふん！　何者かと思えば孫悟空か！　このタンニーンの一いち撃げきを受けきるとはなんとも楽しませてくれるわ！」


「美猴ってんだ！　よろしくな、ドラゴンの大将！」


「クククク。猿ごときが言ってくれる。おまえら、いったい何を相手にしているのかわかっているのか？」


「俺っちも伝説の妖よう怪かいの血を引いてるんでねぃ。そうそうやられるわけにもいかないさ」


「何にせよ、この猿は俺が相手をしてやろう。リアス嬢と兵藤一誠はその間にその猫ねこを倒してみせろ。──赤せき龍りゆう帝ていの主あるじと赤龍帝だろう？　それぐらい乗り越こえてみるんだな」


　そんなことを言われましても！　俺と部長で目の前のお姉さん倒さなきゃダメか！


「ハハハッ！　大きく出たねぃ！　俺っちと一人でいいだなんてさ！」


「鳴くな、猿。たかが猿一匹だ。造作もない！　それで豚ぶたと妖仙はどうした？　仲なか違たがいか？」


「八はつ戒かいと悟ご浄じようの末まつ裔えいのことかぃ？　ハハハハ！　俺っちの一族の奴やつらも含ふくめて、皆保守派さね！　どいつもこいつも現状で満足なのさ！　けど、俺っちは楽しいことが大好きでねぃ！　だからこそ、『禍の団カオス・ブリゲード』の誘さそいも喜んで受けて白はく龍りゆう皇こうヴァーリと行動共にしてたりしてんだよねぃ！」


「フン！　初代に一番近しい気性は貴様かもしれんが、白龍皇と何を企たくらんでいる？　噂うわさでは貴様たちの部隊だけ別行動を許されているというではないか！　オーフィスの『蛇』も与えられていない唯ゆい一いつのチームとも聞いた！」


「聞きたきゃ俺っちに勝ってみなよ！」


「言うか、猿めッッッ！　ここは『あの世』と呼ばれし地じ獄ごくこと冥界だ！　貴様ら雑ざ魚こが後こう悔かいするには最高の場所だと知れッ！」


　ドンッ！　ドゴンッ！


　おっさんと猿が空中で激げき闘とうを繰くり広げ始めやがった！　まあ、おっさんならあの猿を倒してくれそうだから安心だけど、問題は……。


「にゃん♪」


　小猫ちゃんのお姉さんだ！　妖よう艶えんな笑えみを見せてくれるけど、俺にもわかるドス黒いオーラを全身から滲しみだしてくれている！


　先生のオーラも黒いオーラだけど、あちらはあちらで邪じや悪あくというよりは悪って感じだからな。こっちは完全に邪悪！　俺たちへの強い悪意と殺意を感じるもの！


「……姉さま。私はそちらへ行きます。だから、二人は見み逃のがしてあげてください」


　──ッ!?　突とつ然ぜん小猫ちゃんがそんなことを口走る！


「何を言っている──」


　俺が言いかけようとするが、


「何を言っているの!?　小猫！　あなたは私の下げ僕ぼくで眷けん属ぞくなのよ！　勝手は許さないわ！」


　部長が間かん髪はつ入れずに小猫ちゃんを抱きしめる！


　しかし、小猫ちゃんは首を横に振る。


「……ダメです。姉さまの力を私が一番よく知っています。姉さまの力は最上級悪魔に匹ひつ敵てきするもの。部長とイッセー先せん輩ぱいでは……。元龍王の力があっても幻げん術じゆつと仙せん術じゆつに長たけている姉さまを捉とらえきれるとは思えません……」


「いえ、それでも絶対にあなたをあちら側に渡わたすわけにはいかないわ！　あんなに泣いていた小猫を目の前の猫ねこ又または助けようともしなかった！」


　部長の激げつ昂こうにお姉さんは笑む。


「だって、妖怪が他の妖怪を助けるわけないじゃない。ただ、今回は手て駒ごまが欲ほしいから白音が欲しくなっただけ。そんな紅あかい髪のお姉さんより私のほうが白音の力を理解してあげられるわよ？」


　お姉さんの言葉に小猫ちゃんは首を横に振る。


「……イヤ……あんな力いらない……黒い力なんていらない……人を不幸にする力なんていらない……」


　ふるふると震ふるえ、涙なみだをポロポロとこぼし始めた。部長はいっそう強く小猫ちゃんを抱きしめる。


「黒歌……。力におぼれたあなたはこの子に一生消えない心の傷を残したわ。あなたが主を殺して去ったあと、この子は地獄を見た。私が出会ったとき、この子に感情なんてものはなかったわ。小猫にとって唯一の肉親であったあなたに裏切られ、頼たよる先を無くし、他の悪魔に蔑さげすまれ、罵ののしられ、処分までされかけて……。この子は辛つらいものをたくさん見てきたわ。だから、私はたくさん楽しいものを見せてあげるの！　この子はリアス・グレモリー眷属の『戦車ルーク』塔とう城じよう小猫！　私の大切な眷属悪魔よっ！　あなたに指一本だって触れさせやしないわっ！」


　それを聞いて、小猫ちゃんは──涙を溢あふれさせていた。


　部長ォォォォォォッ！　部長の愛に俺が泣いた！　うぅ、俺、小猫ちゃんじゃないのに大泣きしちまったよ！　だって、あんな愛溢れる言葉をもらったら下げ僕ぼく冥みよう利りに尽きるじゃないか！　これだから部長は最高なんだ！　俺が惚ほれた女は最強だ！


「……行きたくない……。私は塔城小猫。黒歌姉さま、あなたと一いつ緒しよに行きたくない！　私はリアス部長と一緒に生きる！　生きるの！」


　小猫ちゃんの叫び！　それは姉との絶ぜつ縁えんとも言える宣言だった。


　よっしゃ！　それを聞いたら俺もあとには引けない！　小猫ちゃんを守るぜ！


　それを聞いて、お姉さんは一度苦く笑しようしたあと、全身を凍こおらせるような冷笑を浮うかべる。


「じゃあ、死ね」


　すーっ。


　お姉さんから薄うすい霧きりらしきものが発生する。それは徐じよ々じよに広がり、俺たちのもとに届いた。さらに霧は留まらず、森全体を覆おおい尽くそうとしていた。


　濃こいってほどの霧じゃない。前方が確認できるぐらいだからな。ただ、怖ろしいほどに身み震ぶるいする不気味さがある。この霧に触ふれているだけで──。


「──あっ」


　とん。


　そのとき、隣となりにいた部長がその場で膝ひざをついた！　え？　何が起きたの？


「……これは」


　次に口元を抑おさえながら小猫ちゃんも膝を落とす！　って、部長と小猫ちゃんは何か攻こう撃げきを受けたのか？


「ふーん、赤せき龍りゆう帝ていだから効かないのかしら？　この霧はね。悪魔や妖怪にだけ効く毒霧にゃん。毒を薄くしたから、全身に回るのはもう少し苦しんでからよ。短時間では殺さないわ。じわじわっと殺してあげるにゃん♪」


　お姉さんがいつの間にか高い木の枝に座すわって、俺たちを見下ろしていた！


　つーか、毒霧!?　しかも考えていることはエグい！　なんて邪悪な考えだ！　しかし、俺にだけ効かないなんて……。俺がドライグを宿しているから？　理由はいまいちよくわからない。


　俺の横から部長が魔ま力りよくの弾たまを撃うちだす！


　ドンッ！　一撃はお姉さんにもろにヒット！　その体が霧む散さんしていく。


　やられた……わけじゃないのか。手て応ごたえみたいなのを部長は感じられていない様子だった。


「良い一撃ね。でも無む駄だ無駄。幻術の要領で自分の分身ぐらい簡単に作れるわ」


　お姉さんの声が森に木こ霊だまする。フッ、フッと霧のなかに人ひと影かげが次々と生まれ、そのすべてが着物を着た女の人！　小猫ちゃんのお姉さんだった！　分身!?　幻まぼろしか、これ！


　全部本物に見えて、俺には判断つかん！　体を覆うオーラだって、どのお姉さんもまとっているし！


「……気の流れを読めないと、高術者が使う幻術には対処できません」


　小猫ちゃんが四つん這ばいになりながら言う。苦しそうだ！　何か解毒方法は……。ここにアーシアがいればなんとかできただろうか？　いや、ケガはともかく、毒の類たぐいは効果があるかわからない！


「ブーステッド・ギア！」


　俺は左ひだり腕うでに赤い籠こ手てを出現させるが──いつもの音声が聞こえてこない!?　見れば、宝玉に光が灯ともっておらず、薄うす黒ぐろくなっていた！　なんだこれ!?


『……相棒、神器セイクリツド・ギアが動かん』


　どういうこったよ、ドライグ！　なんでこんな肝心なときに！


『神器セイクリツド・ギアが曖あい昧まいな状態になっているのだ』


　曖昧って！　何がどうしてそうなった？


『あの修業で、次の分ぶん岐き点に立ったのだ。あと一ひと押おしで神器セイクリツド・ギアが変わると思うのだが、その変化が通常のパワーアップか、禁手バランス・ブレイカーかはわからない』


　つまり、俺の神器セイクリツド・ギアは分岐点の手前で止まっていて、普ふ通つうのパワーアップか禁手バランス・ブレイカーかで迷っているってことか？


『簡単に言うならその通りだ。選せん択たく肢しが増えている状態で、どちらに進んでいいのか、ブーステッド・ギアのシステム自体が混乱しているのだ』


　普通のパワーアップと禁手バランス・ブレイカー、どっちでもいけるってことか？


『ああ、普通のパワーアップならば気合い一いつ閃せんで果たせるかもしれないが、禁手バランス・ブレイカーは劇的な変化がおまえのなかで生まれなければ至れない。ただ、これだけは覚えておけ。いま、おまえには禁手バランス・ブレイカーに至れるチャンスが到とう来らいしている。あとはおまえしだいだ』


　そんなことを言われてもですね！　どうしたものか……。いきなり、劇的変化って言われてもわからんって！　何をどうすれば禁手バランス・ブレイカーですか!?　クソ！　こんなことなら木場にどんな感じか訊きいておけばよかったぜ！


　なあ、ドライグ。今回はパワーアップで次に禁手バランス・ブレイカーってのはダメか？


『次にこの状態がいつになれるかは把は握あくできん。もしかしたら、数か月後、数年後という可能性もある』


　じゃあ、すんごいチャンスが到来中ってことかよ！　それじゃ普通のパワーアップじゃもったいない！　どうすれば至れる？　わからんぞぉぉぉぉぉっ！


「あらら、赤せき龍りゆう帝ていちゃんは神器セイクリツド・ギアも動かずじまい？　でも、私は撃っちゃうにゃん♪」


　お姉さんの幻げん影えいのひとつが手を突つきだして──魔力の弾らしきものを、毒で苦しんでいる部長と小猫ちゃん目がけて撃ちだしやがった！


　ふざけんな！　俺おれはダッシュして、二人の壁かべとなるため駆かけつける！


　ドォォォォォオオオオンッ！


「ぐはっ！」


　破は壊かい力のある一いち撃げきが俺を襲おそう！　痛い！　クソ！　チョー痛いてぇぇぇええっ！　真っ正面から一発くらっちまったよ！


　制服もいまので正面が吹ふっ飛とんじまった！　おかげで前面裸はだかだ！……胸の位置が少し弾はじけて血が流れ出る。


「イッセー……」


　部長が前へ出ようとするが、毒のせいか、うまく立ち上がることもできない！


「部長！　動かないでください！　毒が体に回ります！　なーに、こんな攻撃、屁へでもありませ──」


　ドッゴォォオオオオオンッ！


　言い切る前に俺を再び魔力の弾が襲う！　ぐっはっ……ッ！


　覚かく悟ごを決める前に受けた不意打ちの攻撃だったから、激痛が凄すさまじいことに……ッ！


　俺はたった二撃で、その場で膝をついてしまっていた。……こりゃ、やばい。これじゃ、五発も耐たえられそうにないぞ……。


「弱よわ。これがヴァーリのライバル？　本当にヴァーリを退けたの？」


　お姉さんは俺を嘲ちよう笑しようするだけだ。……へへへ、本当、俺って、いったいどのぐらい嘲あざ笑わらわれたんだろうか……。情けない。ピンチのときに俺は力を発揮できない。


　──俺はいつもそうだ。


　肝かん心じんなところで力を発揮できない。


　アーシアを助けた？　部長を救った？


　皆が褒ほめてくれるけど、実はそうじゃない。そうじゃないんだ！


　──アーシアは一度死んだ。


　──部長は一度泣いた。


　どちらも俺があのときに何もできなかったから、そうなってしまったんだ。


　誰だれかが一度傷つかないと発動しない力なんて……そんなもの、間ま違ちがっているじゃないか！　また俺は同じことを繰くり返そうとしている……。


　──小猫ちゃんをいまここで救えない。


　俺が大好きな人たちは、俺の力が及およばないばかりに一度悲しい思いをさせてしまう。


　そのあと、誰かの手助けがあって俺は二度目のチャンスで助ける。


　そればかりだ。そればかりじゃ、意味がねぇんだよ！


　──一度目で救えないで、何が伝説のドラゴンだよっ！


「……部長と小猫ちゃんはやらせねぇぇぇぇっ！」


　ドオオオオオッ！


　また一撃が俺を襲う。その威い力りよくに俺は後方に吹っ飛び、巨きよ木ぼくに背中から激げき突とつする！


　ガハッ……。背中への一撃……。あまりの痛さに意識が一いつ瞬しゆん飛んだ。……クソ、体が動かない……ッ！


　痛みよりも背中に受けた衝しよう撃げきで体が機能を止めやがった……。意識はまだあるのに……。


「くそ……」


　俺は──泣いていた。無様に、情けないほど、涙なみだを溢れさせていた。痛さからじゃない。


　──悔くやしい。


　追い込こまれなきゃ力が発揮できないなんて……。誰にも傷ついて欲ほしくないのに。誰をも救ってみたいのに。俺の力は誰かが一度傷つかないと生み出されないんだ……。


　俺は泣きながらも部長と小猫ちゃんのもとへ地面を這はって近づいていく。


　二人の前にまでやってきて、俺は全身に気合いを入れた。


「ぬぅぅぅぅんっ！」


　激痛をなんとか押さえ込んで、震ふるえる足で立ち上がる。……よし、まだ立てる。


　でも、悔し涙だけは止まらない。


「あんたが小猫ちゃんのお姉さんでも……俺は小猫ちゃんを泣かす奴やつだけは許さない……」


　堂々と言ってやるが、お姉さんは笑うだけだ。


「こんな弱い奴にそんなこと言われるだなんて……。白音も大変ねぇ。もっとカッコ良くて強い王子さまが剣けんふるって言うならともかく、あんたみたいに泥どろまみれの血まみれで言っても女の子は引くだけにゃん♪　キモいキモい」


「……イッセー先せん輩ぱい」


　小猫ちゃんが俺につぶやく。


　俺は苦笑いしながら言う。


「小猫ちゃん……。俺は伝説のドラゴンが身に宿っているのにさ、何もできないんだ……。アーシアも部長も俺があのときに強ければ、ドラゴンの力を発揮できれば、悲しい目に遭あわなかったんだ……。──俺は才能のないダメ悪あく魔まなんだよ」


　俺は……無能な悪魔。神器セイクリツド・ギアの力もうまく発揮できない……。本当、ろくでもない。


「歴代の赤せき龍りゆう帝ていは皆、短時間で禁手バランス・ブレイカーに至ったってさ……。何か月もかかっているのは、俺だけだって。わかってたんだ。もうずっと前からわかっていたんだよ。赤龍帝の力が宿っていても、俺がクズなんだ。俺がダメだから……小猫ちゃんに何もできない……。せめて壁になれればって思ったけど……」


　しかし、小猫ちゃんは首を横に振ふった。


「……イッセー先輩はクズじゃないです……。……知ってますか？　歴代の赤龍帝は皆、力に溺おぼれた者が多かったって。……絶大な力に呑のみ込まれたんだと思います……。私の姉さまも同じです……。力があっても……やさしさがなければ……必ず暴走してしまう。……イッセー先輩はやさしい赤龍帝です。……ちょっと力が足りなくても……それは素す敵てきなこと……。……きっと、歴代のなかでも初めてのやさしい赤龍帝です。だから──」


　小猫ちゃんは毒に苦しみながらも微笑ほほえんだ。まぶしいぐらいの微笑みだった。


「やさしい『赤い龍の帝王ウエルシユ・ドラゴン』になってください……」


　小猫ちゃん……。俺は……。


　小猫ちゃんの言葉を聞いて、俺のなかで何かがわかった気がした。


「──部長。俺、自分に何が足りなくて禁手バランス・ブレイカーに至れないのか、少しわかった気がします」


　そう、俺はいまの小猫ちゃんの言葉に真意を見た気がした。


「俺が禁手バランス・ブレイカーに至るにはおそらく部長の力が必要です」


　部長の力を借りることで俺は至る──。


「……わかったわ！　私でよければ力を貸すわよ！　それで何をすればいいのかしら？」


　毒に苦しみながらも部長はうなずいてくれた。俺は意を決し、生なま唾つばを飲み込んで言った。


「──おっぱいをつつかせてください」


「──ッ！」


　俺の告白に部長は──絶句してた。しかし、少し考えたのち、決意の眼まな差ざしで言う。


「……わかったわ。それであなたの想おもいが成じよう就じゆできるのなら……」


　──ッ!?……快かい諾だくに俺は困こん惑わくする！　バカな！　あり得るのか、そんなことが!?　冗じよう談だんじゃないんですよ！　部長、俺は本気で部長の乳をつつきたいんです！


「ほ、本当ですか!?　つつくんですよ!?　俺が部長の乳首を指で押しちゃうんですよ!?　いいんですか!?」


　ぶるんっ！


　部長は震える手でドレスの胸むな元もとをはだけさせ、生乳をこの場に召しよう喚かんさせる！　押さえる物が無くなったせいか、豊かなおっぱいはぶるんぶるんとしていた！


　ブバッ！　潔いさぎよい脱ぬぎっぷりに俺の鼻血も噴ふん出しゆつして応こたえる！


「……早くなさい。は、恥はずかしいのだから……」


　部長は毒で真っ青になり、恥ずかしさで真っ赤にもなっていた！　すみません、部長！　まさか、アリだなんて思わなかったもんで！


「お、おい！　戦場の最中、何をしている!?」


　空中高く、薄うすい霧きりの向こうでタンニーンのおっさんが驚きよう愕がくの声を出してきていた。


「おっさん！　俺が部長の乳をつつく間、保ってくれよ！」


　俺の告白におっさんは目玉が飛び出る勢いの驚おどろき顔となっていた。


「乳をつつく!?　乳をつつくだと!?　何を言っている!?　おまえは戦場のど真ん中で何をしようとしているのだ!?」


「つついたら禁手バランス・ブレイカーに至れる可能性が高い！」


「俺との修業は無む駄だか!?　おまえがそこまでバカだったとは！」


　今度は小猫ちゃんのお姉さんが怪け訝げんな表情をしていた。


「ねえ、美猴！　あれは何か作戦かしら？　リアス・グレモリーが乳ち房ぶさをさらけ出して、赤せき龍りゆう帝ていと何かをするつもりだわ」


「俺っちに訊くな！　赤龍帝の思考回路は俺っちたちとは別次元のところにあるんだってばよ！」


　失礼な猿さるだ！　こちとら真しん剣けんなんだよ！　俺が思うに禁手バランス・ブレイカーに至るには部長の乳をつつくしかない！


　先生に聞かされたあの話は俺のなかで劇的なほど衝撃だった。小猫ちゃんとの会話で俺が最初に思いついた劇的な変化は──おっぱいをつつくことだったんだ。


　だってさ！　先生に言われてから、そればっかりが脳みそを支配してて、ずっとつつくことだけを妄もう想そうしてたんだよ！　つつけば俺は変われるはずなんだ！


　──っ。部長の乳を眼前にし、俺は迷った。……なんてこった。これは事件だ！


「お、おっさん！　大変だ！」


「どうした！　何かあったのか！」


　ここは元龍王に訊きいたほうがいいと思った！





[image: ]





「右のおっぱいと左のおっぱい！　どっちをつついたらいい!?」


「バカ野や郎ろうォォォォッ！　右も左も同じだ！　さっさと乳をつついて至れェェェェッ！」


「ふざけんなッ！　右と左が同じわけねぇだろォォォォォッ！　大切なんだよ！　俺のファーストブザーなんだぞ！　人生かかってんだ！　真ま面じ目めに答えろォォォッ！」


　俺とタンニーンのおっさんはなぜか口論していた！　クソ！　おっさんにはわからないんだよ！　どっちの乳をつついたらいいか、この重要性が！


「部長！　オススメは!?」


　こうなったらご本人に訊いてみる！


「もう！　バカ！　それなら同時につつけばいいでしょ!?」


「──ッ!?」


　なんて革新的なご意見だ！　主あるじのお答えに俺は涙を流した！


　俺は両手の人差し指をそれぞれの部長の乳に照準を合わせる。これでいい。これで打ち損じない。


　小猫ちゃんのお姉さんにくらったダメージで結構体がヤバいけど、乳をつつけるという状じよう況きようが俺に信じられない活力を与あたえてくれていた！


　そして、生唾を飲み込んだあと、一気に乳首目がけて指を──ずむっ。


　むにゅん。


　むにゅむにゅむにゅぅぅぅ。


　弾だん力りよく性せい、やわらかさ、肌はだの質感、やっぱり、部長のおっぱいは最高だ！


　激しくさせず、あくまでやさしくおっぱいに指を埋まい没ぼつさせていく。


　ブブッ。


　俺の指を包み込む部長のおっぱいを見て、鼻血が大量に噴ふき出た。そのときだった──。


「……ぃやん」


　部長がわずかに声を漏もらす──っ。俺はそれを聞き逃のがさなかったッ！


　俺のなかで何かが革命的に弾はじける──。


　広がる。広大なものが──俺の脳のう裏りを支配していく。


　止まらない涙のなか、俺には見えた。





　──宇宙の始まりが。





『──至ったッ。本当に至りやがったぞォッ！』


　ドライグが俺のなかで笑い、産うぶ声ごえをあげた。


『Welsh ウエルシユDragon ドラゴンBalance バランスBreakerブレイカー!!!!!!!!』


　宝玉に光が戻もどり、それどころか、いままでにない質量の赤い膨ぼう大だいなオーラを解き放ち始めた！　そのオーラは俺の全身を包み込んでいく！


「……最低です。やらしい赤龍帝だなんて……」


　顔を真っ青にしながらも小猫ちゃんは俺へ突つっ込こんでくれた。ゴメンね！　俺はやらしい赤龍帝でした！


　そして──。全身を覆おおうオーラは鎧よろいと化して、俺を包み込んでいた。


「禁手バランス・ブレイカー、『赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイル』ッ！　主のおっぱいつついてここに降臨ッッ！」


　ドゥゥゥゥンッ！


　俺の放つオーラで周囲が吹ふき飛ぶ！　俺を中心に小さなクレーターができあがっていた。……よし、体中に力が溢あふれてる！　これが──禁手バランス・ブレイカー！


『相棒、おめでとう。しかし、酷ひどい。俺は本格的に泣くぞ、そろそろ』


　ドライグが賛辞を送ってくれる。そして涙なみだ声ごえだった。


「ああ、ありがとうよ。そしてエロくてゴメン！　で、首しゆ尾びはどうよ？」


『時間にして三十分の間、禁手バランス・ブレイカー状態を維い持じできる。鍛たん錬れんの成果が出たな。弱いおまえの初めての禁手バランス・ブレイカー状態にして、まずまずの制限時間だ』


　マックスの倍増出しで何回だ？


『マックスで放てば五分消費すると思ってくれ。最大で五回。他の行動も含ふくめると六回目は無いに等しい。譲じよう渡とも同様だ』


　うまくこの力を使えば、十五分は戦えるかな。


『そんなにいらんさ。──ほら、手を突きだして、いつものように魔ま力りよくの弾たまを撃うちだしてみろ』


　ドライグの言う通りに手を突きだし、照準を小猫ちゃんのお姉さんに向けた。


　ドッ！　一いつ瞬しゆんの発射！　お姉さんのすぐ横を通り過ぎ、森の遥はるか先に行ってしまった。


　刹せつ那な──。赤い閃せん光こうが走る。


　ドッドッォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！


　遥か先から爆ばく音おんが鳴り響ひびき、爆ばく風ふうがこちらにまで届いてくる！


　…………。え？…………何？　突とつ然ぜんのことに俺は反応できずにいた。


　その一いち撃げきで毒霧が爆風に吹っ飛ばされて、霧む散さんしていく。


「ハハハハ！　久しいな、この赤い一撃ッ！　兵藤一誠！　遥か先にある山が丸ごと消え去ったぞ！　ついでにこの周辺を覆っていた結界も吹き飛んだ！」


　上空のタンニーンのおっさんがそう言った！


　山!?　山が丸ごと消えた!?　俺は特に倍増した力で放ったわけでもないんだぞ!?


『全身のオーラを手元に集めて放つタイプの一撃だ。おまえは貯蔵できるものも少ないから連発はできんがな』


「フハハハハハッ！　ついに至ったか！　なるほどなるほど！　大した力の波動だ！　いいオーラの塩あん梅ばいだぞッ！」


　空中のおっさんも大笑いしていた。ありがとう、やっぱり、おっさんとの修業のおかげだぜ！


　てか、結界も消えたのか。さっきの俺の一撃で外の人たちにもここが知られたはずだ。


「アハハハハ！」


　他にも笑う者がいた。小猫ちゃんのお姉さん──黒歌！


「ハッ！　おもしろいじゃないの！　なら、妖よう術じゆつ仙せん術じゆつミックスの一発お見み舞まいしようかしら！」


　黒歌の両手がそれぞれ違ちがう力をまといはじめる。


　ドゥッ！


　そのまま両手から二種類の波動を撃ちだしてきた！　俺は真っ正面から受ける！


　ドドンッ！


　……波動の衝しよう撃げきが伝わってくるが、痛みはない。鎧から煙けむりが巻き起こるが──ダメージは無しだ。鎧は相変わらず堅けん牢ろうです！


「こんなもんか？」


　俺のノーダメージぶりに黒歌は表情を一変させ、驚いていた。


「効かない!?　噓うそでしょ。かなりの妖力を練り込んだのよ！」


　ドッ！


　俺はその場を勢いよく飛び出し、黒歌との距きよ離りを一気に詰つめた！


「調子に乗らないでよッ！」


　黒歌が先ほどの波動を幾いく重えにも撃ちだしてくるが、俺はそれらを打ち返し、あるいは弾はじき飛ばして眼前まで迫せまった！


　ブゥゥゥゥンッ！


　俺は拳けん打だを繰くり出すが、黒歌の鼻先で静止させた。止めた余波で周囲の空気が振しん動どうし、草木が大きく揺ゆれる。拳の一撃に畏い怖ふする黒歌の真っ正面から俺は言ってやった。


「俺のかわいい後こう輩はい、泣かすんじゃねぇよッ」


「──ッ」


「次に小猫ちゃんを狙ねらったら、この一撃を止めない。あんたが女だろうが、小猫ちゃんのお姉さんだろうが、俺の敵だッ！」


　俺が拳こぶしを引くと、黒歌はすぐさま後方へ飛び退のき距離を取った。


「……クソガキがっ！」


　毒づく黒歌だが、その瞳ひとみには怯おびえが見えた。俺のまとう鎧が尋じん常じようじゃないプレッシャーを放っているからだろう。全身鎧プレート・アーマーってのはこういうとき迫はく力りよくがあって効果的だ。


　それを見ていた美猴が哄こう笑しようをあげる。


「ヒャハハハハハハハ！　こりゃおもしろいや！　ドラゴンの親玉が二匹ひきも！　これを楽しまなきゃ噓ってもんだぜぃ！」


　如によ意い棒ぼうをくるくる回して、美猴は戦せん闘とう継けい続ぞくの意志を見せる。こいつもヴァーリ同様の戦闘好きか！　本当、どうして俺の敵ってのはこういうのばかりなんだ？　もっと戦い以外に楽しいことあるだろうよ。女の子にモテたいとか思わないのか？　価値基準が違うから俺にはこいつらの考えがひとつもわからねぇ！


　どう考えても戦いより部長のおっぱい揉もんだほうが楽しいって！


　まあ、いいや。こいつらをここで倒たおしておいて損はないか。さっきの毒どく霧きりが晴れたせいで、部長と小猫ちゃんも徐じよ々じよに調子を戻してきているようだし。


　四対二なら、やれないこともないッ！　もうすぐこの異変に気づいた悪あく魔またちが加勢にくるだろうし！──と、覚かく悟ごを決めたとき、目の前の空間に裂さけ目が生まれる！　な、何だ!?


　裂け目から姿を現す者がいる──男性だ。背広を着た若い男性。手に極大なまでに聖なるオーラを放つ剣けんが握にぎられている。な、なんだ、あの剣……。聖剣？


「そこまでです、美猴、黒歌。悪魔が気づきましたよ」


　メガネをした男性は美猴と黒歌にそう言う。仲間!?　『禍の団カオス・ブリゲード』のメンバーがさらに参戦とかマジでカンベン！


　シュタッ。


　空中から降りてきた美猴。


「おまえ、ヴァーリの付き添そいじゃなかったかい？」


　男性はメガネをくいっと上げて言う。


「黒歌が遅おそいのでね、見に来たのですよ。そうしたら美猴までいる。まったく、何をしているのやら」


　ため息をつく男性。


「全員、そいつに近づくな！　手に持っているものが厄やつ介かいだぞ！」


　タンニーンのおっさんが俺たちにそう叫さけぶ。


「聖王剣コールブランド。またの名をカリバーン。地上最強の聖剣と呼ばれるコールブランドが白はく龍りゆう皇こうのもとに……」


　苦く笑しようするタンニーンのおっさん。


　地上最強の聖剣！　木場やゼノヴィアとどちらが強いんだろうか……？


「しかし、二刀？　鞘さやに収めているほうも聖剣だな？」


　おっさんの問いに男性は腰こしの帯たい剣けんを指さす。


「こっちは最近発見された最後のエクスカリバーにして、七本中最強のエクスカリバー。『支配の聖剣エクスカリバー・ルーラー』ですよ」


　──っ！　エクスカリバー!?　大昔に壊こわれて、七本になったっていうあれか!?　確かに一本だけ行方ゆくえ不明とは聞いていたけど……。あれがそうなのか？


「そんなに話して平気なの？」


　黒歌の言葉に男性はうなずく。


「ええ、実は私もそちらのお仲間さんに大変興味がありましてね。赤せき龍りゆう帝てい殿、聖魔剣の使い手さんと聖剣デュランダルの使い手さんによろしく言っておいてくださいますか？　いつかお互たがいいち剣士として相まみえたい──と」


　──っ。大だい胆たん不ふ敵てきというか。木場とゼノヴィアがこの話を聞いたら、どう思うだろうか。


「さて、逃にげ帰りましょう」


　男性がコールブランドとかいう剣で空を斬きると空間の裂け目がさらに広がり、人が数人潜くぐれるだけのものになる。


「さようなら、赤龍帝」


　男性がそれだけ言い残すと、ヴァーリの仲間たちは空間の裂け目に消えていった。


　その後、騒さわぎを嗅かぎつけた悪魔の皆みなさんに俺たちは保護され、魔ま王おう主しゆ催さいのパーティは『禍の団カオス・ブリゲード』襲しゆう来らいにより急きゆう遽きよ中止となったのだった。










　Odin.










「失態ですね」


　魔王領にある会談ルームでうちの副総そう督とくシェムハザが、開口一番にそれを言った。


　俺──アザゼルは隣となりで「ほどほどにな」と心中で思いながら、茶を飲んでいた。


　魔王主しゆ催さいのパーティの日、悪魔たちは『禍の団カオス・ブリゲード』の襲来を受けた。正確に言うなら、「結果的にそうなった」というべきか。


　冥めい界かい指名手配中のＳＳ級はぐれ悪魔『黒くろ歌か』がパーティを使い魔使って見にきていたなどと、誰だれも予想だにしなかっただろう。


　その後、リアス・グレモリー眷けん属ぞくと最上級悪魔のタンニーンが接せつ触しよく。これを撃げき退たい。


　事態は最小限に収まったが──パーティ会場の隙すきを突つかれたのは、他の勢力にとって、悪魔の警けい戒かい心の有無を問うものだろうさ。


　見ての通り、堕だ天てん使し側のシェムハザくんと天使側のセラフさんたちはお怒いかり中だ。まあ、俺も人のこと言えないんだけどな。総督の俺がハメを外してカジノに夢中だったなんて口が裂けても言えない。即そく協定違い反はんとされて、大変なことになる。難しいもんだな。


　シェムハザがさらに報告する。


「相手は『禍の団カオス・ブリゲード』独立特とく殊しゆ部隊『ヴァーリチーム』の孫そん悟ご空くう『美び猴こう』と猫ねこ[image: ]しよう『黒歌』、さらに聖王剣コールブランド使いも関かん与よ。一人一人が絶大な力を有するチームの三名も来るとは……。だいたい悪魔の管理能力は──」


　あーあ、こいつの小言が始まると長ぇんだ。まいったね。


　事件的には収拾がついている。リアスと小こ猫ねこが毒にあてられたが、幸いにも軽けい症しようですぐに解毒は済んだ。むしろ、全員無事の状じよう況きようでイッセーが禁手バランス・ブレイカーに至ったってのはうれしい誤算だ。その辺、皆は心中でわかってはいるんだよな。


　魔王の妹リアス姫ひめは無事。赤せき龍りゆう帝ていは最初の一歩を踏ふみ出した。パーティは中止されたが、大局を見れば大きな収しゆう穫かくだ。


　遠くでは、チビドラゴン化して出席しているタンニーンと上役たちがもうすぐ開かれるリアスとソーナ・シトリーの戦いを予想していた。


「俺はリアス嬢じようを応おう援えんさせてもらおうか。何せ、俺が直じき々じき鍛きたえ込んだ赤龍帝がいるのでな。ククク、おもしろい小こ僧ぞうだぞ。乳をつつくんだ」


「アザゼルのもたらした知識はレーティングゲームに革命を起こしそうだよ。下手をすれば半年以内に上位陣じんに変動があるかもしれない」


「そりゃ良かった。ここ十数年もトップの十名に変化が無かったものですから。これでおもしろいゲームが拝めそうですな」


　ハハハハ、協定してから緊きん張ちよう感ねぇなぁ。だいじょうぶかね、三大勢力。


　そのとき──。部屋の扉とびらが開かれる。そこに姿を現す人物に誰もが度ど肝ぎもを抜ぬかした。


「ふん。若造どもは老体の出で迎むかえもできんのか」


　古ぼけた帽ぼう子しを被かぶった隻せき眼がんの爺じいさん。白いヒゲを生やしており、床ゆかにつきそうなぐらい長い。服装も豪ごう華か絢けん爛らんというよりは質素なローブだ。杖つえをしているが、腰を痛めているわけでもないだろうさ。


「──オーディン」


　そう、正体は北ほく欧おうの神々の主神──オーディン！　鎧よろいを着た戦いくさ乙おと女めのヴァルキリーを引き連れてのご来場だった。


「おーおー、久しぶりじゃねぇか、北の田舎いなかクソジジイ」


　俺おれが悪態をつくと、オーディンはヒゲをさすった。


「久しいの、悪ガキ堕天使。長年敵対していた者と仲なか睦むつまじいようじゃが……また小こ賢ざかしいことでも考えているのかの？」


「ハッ！　しきたりやら何やらで古ふる臭くさい縛しばりを重んじる田舎神族と違ちがって、俺ら若じやく輩はい者ものは思考が柔じゆう軟なんでね。煩わずらわしい敵対意識よりも己らの発展向上だ」


「弱者どもらしい負け犬の精神じゃて。所しよ詮せんは親となる神と魔王を失った小こ童わつぱの集まり」


　このクソジジイは……。口数だけは相変わらず減らねぇ。


「独り立ち、とは言えないものかね、クソジジイ」


「悪ガキどものお遊ゆう戯ぎ会にしか見えなくての、笑いしか出ぬわ」


　チッ。このままじゃ埒らちが明かねぇや。そこへサーゼクスが席を立って招く。


「お久しゅうございます、北の主神オーディン殿どの」


「サーゼクスか。ゲーム観戦の招待、来てやったぞい。しかし、おぬしも難なん儀ぎよな。本来の血筋であるルシファー眷属が白はく龍りゆう皇こうとは。しかもテロリストとなっている。悪魔の未来は容易ではないのぉ」


　オーディンが皮肉を言うが、サーゼクスは笑えみを浮うかべたままだ。


　ジジイの視線がサーゼクスの隣のセラフォルーに移る。


「時にセラフォルー。その格好はなんじゃな？」


　セラフォルーの格好は日本のテレビアニメの魔ま女じよっ子だ。こいつもコスプレ好きだね。


「あら、オーディンさま！　ご存じないのですか？　これは魔法少女ですわよ☆」


　ピースサインを横向きにチェキしやがったよ。相手は北の神だぞ？


「ふむぅ。最近の若い者にはこういうのが流は行やっておるのかいの。なかなか、悪くないのぅ。ふむふむ、これはこれは」


　スケベジジイめ。あごに手をやりながらセラフォルーのパンツやら脚あしやら見てやがる。


　そこへ介かい入にゆうする人ひと影かげがひとつ。例の戦乙女ヴァルキリーだ。


「オーディンさま、卑ひ猥わいなことはいけません！　ヴァルハラの名が泣きます！」


「まったく、おまえは堅かたいのぉ。そんなだから勇者エインヘリヤルの一人や二人、ものにできんのじゃ」


　オーディンの一言にヴァルキリーはたちまち泣きだす。おいおい、なんだ、こいつは。


「ど、どうせ、私は彼氏いない歴＝年ねん齢れいの戦乙女ヴアルキリーですよ！　私だって、か、彼氏欲ほしいのにぃ！　うぅぅ！」


　オーディンも嘆たん息そくしていた。爺さん、若い女泣かすのはベッドの上だけにしとけ。


「すまんの。こやつはわしの現お付きじゃ。器量は良いんじゃが、堅くての。男のひとつもできん」


　ジジイの人選はわからん。それであんたを守れるのかね？　まあ他の業界へのツッコミはいいか。オーディンがサーゼクスに訊きく。


「聞いとるぞ。サーゼクス、セラフォルー、おぬしらの身内が戦うそうじゃな？　まったく、大事な妹たちが親友同士というのにぶつけおってからに。タチが悪いのぉ。さすがは悪あく魔まじゃて」


「このぐらい突とつ破ぱしてもらわねば、悪魔の未来に希望が生まれません」


「うちのソーナちゃんが勝つに決まってるわ☆」


　各魔王さま方は自分の妹が勝つと信じているからな。


　オーディンは空いている席に座すわると、ふてぶてしく言う。


「さてと。『禍の団カオス・ブリゲード』もいいんじゃがの。わしはレーティングゲームを観に来たんじゃよ。──日取りはいつかいな？」


　パーティでの一件は後日話すこととなり、オーディンの突とつ然ぜんの登場により、話題は今度開かれるゲームの話となる。各勢力の要人をしこたまゲーム観戦に招待したからな。


　俺は休きゆう憩けいといって席を一いつ旦たん立ち、廊ろう下かの長なが椅い子すで休んでいた。お偉えら方がたでやる会談やら会議は肩かたが凝こるんでね。


　長椅子で座っていると、そこへ──サーゼクスが姿を現した。なんだ、こいつも抜け出てきたのか？　隣に座ると俺に訊く。


「アザゼル、ゲームが始まる前にひとつ訊いてもいいだろうか？」


「なんだよ？」


「おまえがリアスの対戦相手なら、グレモリー眷属のなかで確実に誰を取る？」


「イッセーだな。リアスのチームはどいつもこいつもなんとなく感じているはずだ。──眷属のテンションを維い持じしているのはイッセーだと、な」


　テンションってのは戦いで大事なものだ。それの変動ひとつでバランスが崩くずれ、一気に負けるなんてことはよくある話だ。逆もしかり。


　イッセーはリアスたちにとって精神的な柱になりつつある。理由も理解できるぜ。あいつは何をやってもどこにいても諦あきらめずに前へ突つっ走ぱしる。その姿が眷けん属ぞく悪魔たちの活力になっている部分があった。主あるじのリアスでさえ、イッセーに依い存ぞんしているだろう。


　──他者を惹ひきつけるのがドラゴンの常だ。


　イッセーも例外じゃない。あいつも自分自身で宿っているドラゴンに惹かれているところがあるだろうな。何せ、いまのところ、その力でピンチを潜くぐり抜けているのだから。


　サーゼクスは手を組み、真しん剣けんな面おも持もちで言った。


「……ソーナは狙ねらうだろうな」


　心配か、妹が。俺は正直に言う。


「ああ、問題は取られたときだ。奴やつらの気力が上がるか、それとも落ちるか──。奴らはまだ『赤龍帝』としてのイッセーを目の前でやられたことがないからな」










　Life.4　部長ＶＳ会長　前半戦！










　シトリー眷属とのゲーム決戦前夜。


　俺たちは先生の部屋に集まり、最後のミーティングをしていた。


　あの美び猴こうや小こ猫ねこちゃんのお姉さんの襲しゆう来らいもあったけど、部長眷属とタンニーンのおっさんで追い払はらったことでいちおうの決着はつき、いまはもう事件について落ち着きつつある。


　部長はあの戦いでまた評価を得たって話だ。ヴァーリ眷属を退けたこと、俺を禁手バランス・ブレイカーに至らせたこと。これらはポイントが高かったみたいだぜ。


　ま、まあ、自分のおっぱいをつつかせて下げ僕ぼくを禁手バランス・ブレイカーに至らせたってのは上に報告できなかったみたいだけどね。報告できるわけねぇよな……。


　で、ミーティングってわけだ。アザゼル先生がさっそく禁手バランス・ブレイカーに至った俺に訊く。


「イッセー、禁手バランス・ブレイカーの状態はどうだ？」


「はい。なれるようになりましたが、いくつか条件があります」


　俺はその条件を仲間たちに話す。


　なんとか、禁手バランス・ブレイカー『赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイル』になることができるようになった俺だが、いくつか条件が生まれており、自由に使うのはまだ遠かったりする。


「まず、禁手化バランス・ブレイクしようとすると、変身まで時間がかかります。籠こ手ての宝玉に変身までにかかる時間が表示されるんです。しかも、一度その状態になると、神器セイクリツド・ギアは使えません。増大も譲じよう渡とも無理です。中止もできません。さらに言うなら一日一度しか変身できなくて、一度変身すると解除しても神器セイクリツド・ギアは力をほとんど失ってます」


　それを訊いて先生はうなずく。


「ああ、データの通りだ。過去の赤せき龍りゆう帝ていもほとんど同じだ。鎧を解除しても神器セイクリツド・ギアが使える例があるけどもな。で、おまえの場合、変身までに要する時間は？」


「二分です」


「それは鍛えるか、慣れていけば短縮できる。だが、その二分は死活問題だぞ。ハッキリ言うなら、実戦ではほとんど役に立たない。何よりも変身するまでの間、ブーステッド・ギアそのものが使えないのが痛すぎる。二分あればおまえを倒たおせる奴なんて山ほどいるからな。変身までの時間をどうやり過ごすか、それを考えておけ。その二分間は、おまえの一番の弱点だ」


　……正面切って禁手バランス・ブレイカーを即そく否定された。さすが先生だ。だからこそ、目標も見えやすいんだけどね。変身までの二分間、どうしたものか。避よけて逃にげるしかないかな。


「普ふ通つうのブーステッド・ギアの増大と譲渡も使い方に幅はばがあるから大事だ。しかし、強敵と戦うならば禁手バランス・ブレイカーも必ひつ須す。通常状態と禁手バランス・ブレイカー状態は一長一短だな。それで、禁手バランス・ブレイカーの使用時間は？」


「はい、フルで三十分です。力を使う場合、もっと減ります」


「初めてのおまえにしちゃ良いほうだな。修業の成果だ。だが、公式ゲームだったら完全にアウトだ。三十分、しかも力の使用込こみとなると少なすぎて話にならん。長丁場のゲームになることもあるんだ。イッセーの制限時間は今後増やしていくしかないな」


　まだまだ修業が足りないってことか。ヴァーリに追いつけるのはいつになるのか。


　しかし、禁手バランス・ブレイカーも時と場合ってことだな。力を望んで至ったけど、戦せん闘とうの内容によって、禁手バランス・ブレイカーしないで通常の増加＋譲渡をうまく使ったほうがいいこともある。


　禁手バランス・ブレイカーでも譲渡はできるんだけど、ガス欠になる確率がすごく高い。ガス欠になる前に敵を倒せりゃいいんだけど、そういうわけにもいかないんだろう。うーん、難しいね。


　などと足りない脳みそで考えていたら、先生がいやらしい目つきで指をつつくジェスチャーをする。俺は笑え顔がおで応じて、同じように空で指をつついた。


　それを見て先生は握あく手しゆを求めてくる。俺も応じた！


　はい、先生！　俺は部長のおっぱいをつついて禁手バランス・ブレイカーに至りました！


　それが無言でも先生には伝わったんですね！　お互たがい感無量になったところで話はミーティングに戻もどる。


「リアス、ソーナ・シトリーはグレモリー眷けん属ぞくのことをある程度知っているんだろう？」


　先生の問いに部長はうなずく。


「ええ、おおまかなところは把は握あくされているわね。たとえば、イッセーや祐ゆう斗と、朱あけ乃の、アーシア、ゼノヴィアの主力武器は認識しているわ。──フェニックス家との一戦を録画した映像は一部に公開されているもの。さらに言うならギャスパーの神器セイクリツド・ギアも小猫の素す性じようも割れているわ」


「ま、ほぼ知られているわけか。で、おまえのほうはどれぐらいあちらを把握してる？」


「ソーナのこと、副会長である『女王クイーン』のこと、他数名の能力は知っているわ。一部判明していない能力の者もいるけれど」


「不利な面もあると。まあ、その辺はゲームでも実際の戦闘でもよくあることだ。戦闘中に神器セイクリツド・ギアが進化、変化する例もある。細心の注意をはらえばいい。相手の数は八名か」


「ええ、『王キング』一、『女クイーン王』一、『戦車ルーク』一、『騎士ナイト』一、『僧侶ビシヨツプ』二、『兵士ポーン』二で八名。まだ全部の駒こまはそろっていないみたいだけれど、数ではこちらと同じ」


　いやー、先生がいると話が進むね！　部長も先生の意見にキチンと耳を傾かたむけているし。


　つーか、相手は八名か。こちらは部長、朱乃さん、木き場ば、小猫ちゃん、アーシア、ゼノヴィア、ギャスパー、俺の八名。同じ人数……。


　次に先生は用意したホワイトボードに何かを書いていく。


「レーティングゲームは、プレイヤーに細かなタイプをつけて分けている。パワー、テクニック、ウィザード、サポート。このなかでなら、リアスはウィザードタイプ。いわゆる魔ま力りよく全ぜん般ぱんに秀ひいでたタイプだ。朱乃も同様。木場はテクニックタイプ。スピードや技で戦う者。ゼノヴィアはスピード方面に秀でたパワータイプ。一いち撃げき必殺を狙うプレイヤーだ。アーシアとギャスパーはサポートタイプ。さらに細かく分けるなら、アーシアはウィザードタイプのほうに近く、ギャスパーはテクニックタイプのほうに近い。小猫はパワータイプ。で、最後にイッセー。おまえもパワータイプだ。ただし、サポートタイプのほうにもいける。ギフトの力でな」


　いきなり、たくさん覚えることが出てきて俺は困こん惑わくしたが、つまりゲームをする眷属にはいくつかタイプがあるってことね。で、俺はサポートもできるパワータイプ、と。


　先生は十字線を引いて、上下左右の端はしに各タイプ名を書いて、グラフを描えがいた。


　俺たちがどの位置のタイプなのか、グラフに名前を書いていく。俺はサポート寄りのパワータイプのところだ。木場はテクニックのところ。ゼノヴィアはパワータイプと、各メンバーがどの位置にいるか、わかりやすく図にしてもらった。


　こうして見ると、俺おれたち眷属って結構バランスいいのかな？　ウィザードタイプのパワー寄りとかいないけどさ。魔法戦士が仲間にいないのか、俺たち。


　先生はパワータイプの俺やゼノヴィア、小猫ちゃんを一気に丸で囲うと言う。


「パワータイプが一番気をつけなくてはいけないのは──カウンターだ。テクニックタイプのなかでも厄やつ介かいな部類。それがカウンター系能力。神器セイクリツド・ギアでもカウンター系があるわけだが、これを身につけている相手と戦う場合、イッセーや小猫、ゼノヴィアのようなパワータイプはカウンター一発で形勢が逆転されることもある。カウンターってのはこちらの力プラス相手の力で自分に返ってくるからな。自分が強ければ強いだけダメージも尋じん常じようではなくなる」


　な、なるほど、確かに攻こう撃げきを返されたら怖こわい。特に禁手バランス・ブレイカーの俺のパワーとかがそのままカウンターされたら俺だけじゃなくて、仲間にまで被ひ害がいが出るぞ。


「カウンターならば、力で押おし切ってみせる」


　勇ましいことをゼノヴィアは言う。しかし、先生は首を横に振ふった。


「それで乗り切れることもできるが、相手がその道の天才ならば話は別だ。できるだけ攻撃を避けろ。カウンター使いは術の朱乃や技の木場、もしくはヴァンパイアの特とく殊しゆ能力を有するギャスパーで受けたほうがいい。何事も相性だ。パワータイプは単純に強い。だが、テクニックタイプと戦うにはリスクが大きいんだよ」


　ゼノヴィアも先生の説明に黙だまってしまった。戦闘経験が豊富なゼノヴィアだから、思い当たる節もあったのだろう。先生は俺に視線を向ける。


「イッセー、おまえ、禁手バランス・ブレイカーになれるようになったが、木場に勝てる気がするか？」


「……正直言うと、スピードで翻ほん弄ろうされて、攻撃が当たりそうにないです」


　本音だ。確かに俺は絶大な禁手バランス・ブレイカーに至った。けど、木場に勝てるかと聞かれたら答えはノーだ。至ったばかりの俺じゃ、禁手バランス・ブレイカーに至ってから一か月以上経っている木場に勝てるはずがない。何よりも元々戦闘経験の差が大きいよ。


　ヴァーリのときのパワーは一時的なものだ。俺がぶちギレていたから可能だった。普ふ段だんの俺ではまだまだ力が足りない。


「そういうことだ。木場もどちらかというと、カウンター攻撃もいける口だ。イッセー、おまえもカウンター使いの対策をしないと木場に一生勝てんぞ。それが戦いの相性ってもんなんだよ」


　ぬぅ、まずは木場の壁かべか。それを越こえないとヴァーリに追いつけないか？


　先生は部長に言う。


「リアス、ソーナ・シトリーの眷属にカウンター使いがいるとしたら、イッセーにぶつけてくるかもしれないぞ？　こいつの絶大なパワーじゃ、カウンター食らったら一発アウトだ。よーく、戦術を練り込んでおけ」


「でも、相手が女性なら可能性は……低いわ」


　部長、どういうことですか？　疑問に思う俺だが、すぐに答えを知る。


「……洋服崩壊ドレス・ブレイク。女性の敵ですから、絶対に戦いたくないと思われます」


　小猫ちゃんの鋭するどい一言！　あう！　必殺だよ！　そっか、俺は女性の敵ですか！　部長も無言でうなずいていた！　そういうことなのね！


　そりゃ、服を弾はじき飛ばす相手と戦いたくないよね！


　てか、小猫ちゃん、調子を戻しつつあるみたいだね。良かった。あんなことが先日あったばかりだから、心配してたんだ。もしかして、逆に吹ふっ切きれたとか？


　でも困ったな。俺、あの修業中、新技の研究もしていたのに女性を相手にできないとは……。禁手バランス・ブレイカーに至ったいまなら可能な気がするんだ。洋服崩壊ドレス・ブレイクとは別領域の新しい技──。


「ところでイッセー、禁手バランス・ブレイカーに至ったことは美猴たちの襲来で周囲に知られてしまったぞ。ソーナ・シトリーも認識しているだろう。十分に気をつけたほうがいい。おまえなら、禁手バランス・ブレイカーに変身する前に撃破テイクされる可能性が高いからな」


　先生、そんな心配ですか……。俺は苦く笑しようしてみせる。


「フッ。だいじょうぶです。俺は大人ですから」


　俺は額に手をやりながら、ニヒルな笑えみで返した。


「どうした？　なんだか、ずいぶん大人びたように見せているな？」


「先生。俺は大人ですよ。何せ、つつきましたから」


　親指を突つき立てて、俺はうんうんとうなずいた。そう、俺は部長の乳をつついた特別な存在。大人の階段上ってます。


「あー、わかったわかった」


　先生、そんな風に言わないでくださいよ。俺は達してしまっただけです。


「木場」


　俺は奴やつの肩かたに手を置く。


「なんだい？」


　怪け訝げんそうな木場へ、俺は悟さとった瞳ひとみでありがたい一言を告げた。


「男には二通りある。──乳をつついた男と、乳をつついていない男だ。俺は前者だ。無敵だ。すごい。俺は超こえてしまったんだ」


　最高の名文句だと思う。ふふふ、木場。おまえは幸せ者だ。乳をつついた男である俺と対等に付き合ってもらえるのだから。


　木場は憐れん憫びんの眼まな差ざしになり、首を横に何度も振った。


「……部長、これはダメです。ゲーム前にカウンセリングを一度受けさせたほうが……」


　ふっ。俺が高次元の存在になってしまったためか、わかり合えない部分も出てきてしまったようだ。だが、木場、それは罪ではない。部長の乳をつついた俺が罪なのさ──。


　そう、俺は罪であり、悪だ。今日から『邪悪ダークネス・なウエルシユ・赤龍帝ドラゴン』と名乗ろう。ふふふ。


「イッセー先せん輩ぱいが変な笑いを浮うかべてます……怖いです……」


「……ギャーくん、近づいたらバカが伝う染つるから近寄っちゃダメ」


　ギャスパーと小猫ちゃんが俺に熱い視線を送っているが……ふふふ、俺の魅み力りよくは男の娘こにもロリっ子にも通じてしまうんだな……。


　先生はペンをしまうと最後のまとめを言う。


「おまえたちが今回のゲームで勝利する確率は八十パーセント以上とも言われている。俺もおまえたちが勝つと思っているが──『絶対』に勝てるとは思っていない。それに駒の価値も絶対的なものではない。実際のチェス同様局面によって価値は変動する」


　先生は続ける。皆、真しん剣けんに聞き入っていた。この人の言葉は──効く。心身の根底に。


「俺は長く生きてきた。そのなか、多種多様、様々な戦闘を見てきた。だからこそ、言えるんだよ。──勝てる見込みが一割以下でも勝利してきた連中がいたことを俺は覚えている。一パーセントの可能性を甘あまくみるなよ。絶対に勝てるとは思うな。だが、絶対に勝ちたいとは思え。これが合宿で俺がおまえたちに伝える最後のアドバイスだ」


　それが今回の先生がした最後のアドバイスだった。


　その後、先生が抜ぬけたメンバーで決戦の日まで戦術を話し合ったのだった。


　──俺たちは絶対に勝つ！





　　　　─○●○─





　決戦日──。


　グレモリーの居城地下にゲーム場へ移動する専用の巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんが存在する。


　俺たち眷属はその魔方陣に集まり、もうすぐ始まるゲーム場への移動に備えていた。


　アーシアとゼノヴィア以外、駒く王おう学園の夏の制服姿だ。アーシアはシスター服、ゼノヴィアは出会った当初の頃ころに着ていたあのボンテージっぽい戦せん闘とう服だ。二人ともそちらのほうが気合いが入るらしい。で、シトリー側も駒王学園の制服のようだ。


　部長のお父さん、お母さん、ミリキャスさま、アザゼル先生が魔方陣の外から声をかけてくれる。


「リアス、一度負けているのだ。勝ちなさい」


「次期当主として恥はじぬ戦いをしなさい。眷属の皆みなさんもですよ？」


「がんばって、リアス姉さま！」


「まあ、今回教えられることは教えた。あとは気張れ」


　この場にいないのはサーゼクスさまとグレイフィアさんだけど、すでに要人専用の観戦会場へ移動されているようだ。そこには三大勢力のお偉えらいさんだけでなく、他の勢力からのＶＩＰも招待されているという。先生もこのあとその会場に移動するらしい。


　どんだけ注目されてんだ、部長と俺らの試合……。やっぱ有望な若手悪あく魔まって点と、魔ま王おうの妹二人が戦うところで注目浴びてんだろうな。


　緊きん張ちよう感漂ただようが、魔方陣は容よう赦しやなく輝かがやきだした。


　──ついにゲームが始まる！








　魔方陣でジャンプして到とう着ちやくしたのは──テーブルだらけの場所だった。


　……どこかの広いレストラン？　とか思って周囲を見み渡わたしてみれば、どうやら飲食フロアらしく、テーブル周囲にファストフードの店が連なっていた。


　これも全部専用空間に用意された本物そっくりのレプリカか。悪魔の力は相変わらず凄すさまじい限りだ。


　はて？　どこかでこの場所見たことがある気が……。店の配置とかも記き憶おくのどこかで一いつ致ちする。


　俺はフロアから少し出て奥を見渡す。そこは──広大なショッピングモールだった。


　見知った店が奥までずらりと続き、天てん井じようは吹き抜けアトリウム！　ガラスから光がこぼれてきていた。


　この横長ショッピングモールとこの吹き抜けアトリウム！　知ってるなんてもんじゃないぞ！


「駒王学園近くのデパートが舞ぶ台たいとは、予想してなかったわ」


　俺の隣となりに来ていた部長が言う。


　そう、ゲームの舞台は俺たちがよく通うデパートだった！　そのとき店内アナウンスが聞こえてくる！


『皆さま、このたびはグレモリー家、シトリー家の「レーティングゲーム」の審判アービター役を担うこととなりました、ルシファー眷属『女王クイーン』のグレイフィアでございます』


　アナウンスはライザー戦のときと同じくグレイフィアさんだ。でも、あのときと名乗りがちょっと違ちがう？　前回はグレモリーの使用人って言っていて、今回はルシファー眷属だとハッキリしていた。前回とはゲームの質が少し違うのかな……。


『我わが主あるじ、サーゼクス・ルシファーの名のもと、ご両家の戦いを見守らせていただきます。どうぞ、よろしくお願い致いたします。さっそくですが、今回のバトルフィールドはリアスさまとソーナさまの通われる学まなび舎や「駒王学園」の近きん隣りんに存在するデパートをゲームのフィールドとして異空間にご用意いたしました』


　ゲーム会場がまた見知った場所だから、やりやすいとは思うが、それはシトリーも同じだ。あっちもこのデパートには何度も来ているだろうからな。


　舞台となっているこのデパートは二階建てだ。高さ的には大したことない。


　しかし、一階二階と吹き抜けの長いショッピングモールとなっており、横面積がかなりのものになっている。屋上は駐ちゆう車しや場じよう。その他にも立体駐車場も存在している。


『両陣じん営えい、転移された先が「本ほん陣じん」でございます。リアスさまの本陣が二階の東側、ソーナさまの「本陣」は一階西側でございます。「兵士ポーン」の方は「プロモーション」をする際、相手の「本陣」まで赴おもむいてください』


　俺たちと敵の陣地はデパートの端はしだ。俺たちは二階の一番東側。相手は一階の一番西側だ。俺たちの陣地の周りには、ペットショップ、ゲーセン、飲食フロア、本屋、ドラッグストアが存在している。本陣下の一階は大手古本屋の支店とスポーツ用品店。


　相手側にあるのは食材品売り場と、電気屋、ジャンクフード店、雑貨品売り場だ。


　戦いとなったら、お互たがいデパートの端を目指せばいいわけだ。単純明快だけど、そうはいかないんだろうな。


『今回、特別なルールがございます。陣営に資料が送られていますので、ご確認ください。回復品である「フェニックスの涙なみだ」は今回両チームにひとつずつ支給されます。なお、作戦を練る時間は三十分です。この時間内での相手との接せつ触しよくは禁じられております。ゲーム開始は三十分後に予定しております。それでは、作戦時間です』


　アナウンス後、すぐに皆で集まる。時間は一分も無む駄だにできないだろう。


「バトルフィールドは駒王学園近くのデパートを模したもの。屋内戦ね」


　部長が飲食フロアの壁かべに描えがかれた大きなデパート内の案内図を見ながら言った。部長の手元にはチェスのマス目に区切られた専用の図面も存在する。


　例の飲食フロアで俺たちは陣じん取どって作戦を練っている。


　屋内戦！　レーティングゲームにはそういう戦場もあるのか！


　俺はてっきり広い戦場にお互い陣地を持って、フィールド中を駆かけ回るものだと思っていた。フェニックス戦のときもそうだったしさ。


　つーか、舞台は学校近くのデパートか！　俺おれたちがよく学校帰りに寄っていく場所だ。


　駒王学園に通う生徒なら九割以上が店内の様子を知っている。俺や部長、アーシアも休日に出かけるしな。部長が送られてきたルールの紙に目を通す。


「今回のルール、『バトルフィールドとなるデパートを破は壊かいし尽つくさないこと』──つまり、ど派手な戦闘はおこなうなって意味ね」


　部長は目を細め、このルールをどうしたものかと考えている様子だった。


「……なるほど、私や副部長、イッセーにとっては不利な戦場だな。効果範はん囲いの広い攻こう撃げきができない」


　ゼノヴィアの言う通りだ。屋内戦、しかも建物をあまり破壊するなということは、ブーステッド・ギアで高めに高めた俺のドラゴンショットは出せない！　せっかくタンニーンのおっさんとの修業で得た火種の魔ま力りよくを倍化した大火か炎えん攻撃も無理か！　火事になるし！　朱乃さんも雷雲展開しての特大雷いかずち攻撃なんて屋上でしかできないんじゃないか？　威い力りよくを抑おさえないと建物にも被ひ害がいを出しそうだし！


　ゼノヴィアもデュランダルからの聖なる斬ざん戟げき波動も発生できないだろう。ただでさえ、抜ぬき身状態でも聖なるオーラが迸ほとばしる剣けんだ、ルール上無む闇やみ矢や鱈たらに振ふり回せないぞ。


「困りましたわね。大質量による攻撃戦はほぼ封ふうじられたようなものですわ」


　朱乃さんが困り顔で頰ほおに手を当てていた。木場は息を吐はきながら意見を口にする。


「ギャスパーくんの眼も効果を望めませんね。店内では隠かくれる場所が多すぎる。商品もそのまま模されるでしょうし、視線を遮さえぎる物が溢あふれてます。闇やみ討うちされる可能性もありますし……困りましたね。これは僕ぼくらの特性上、不利な戦場です。派手な戦いができるのがリアス・グレモリー眷属の強みですから、丸々封じられる」


　なんてこった。俺ら強いと思っていたけど、ルールしだいじゃ一変するじゃないか！


　部長は朱乃さんの言葉に首を横に振った。


「いえ、ギャスパーの眼は最初から使えないわ。こちらに規制が入ったの。『ギャスパー・ヴラディの神器セイクリツド・ギア使用を禁ずる』だそうよ。理由は単純明快。まだ完全に使いこなせないからね。眼による暴走でゲームのすべてが台無しになったら困るという判断でしょう。イッセーの血を与あたえるのも禁止。アザゼル開発の神器セイクリツド・ギア封ふう印いんメガネを装着とのことよ。『ギャスパー専用に作ってあるため、体への悪あく影えい響きようは特になし』──と。本当、用意がいいわね」


　さらになんてことだよ！　ギャスパーの神器セイクリツド・ギアはダメってか！　そういや、ギャスパーの修業は神器セイクリツド・ギアだけ順調じゃなかったと聞いた。いろいろとやってはいるけど、ギャスパーの眼はまだまだ時間がかかりそうだ。お外に解放されただけでも良しなのかな。


「では、ギャスパーは魔力とヴァンパイアの能力で戦えと？」


　俺の問いに部長はうなずく。


「そういうことね。もともと時間停止はリスクが大きかったわ。例のカウンタータイプの存在だけでなく、能力を吸収する神器セイクリツド・ギアを持つ匙さじくんが相手側にいるのだもの、どんな返し技をされるかわからないのよ。幻げん術じゆつで封ふう殺さつ。他にも視界を奪うばう術はある。そんなことを言っていたらゲームや戦闘なんてできやしないのだけれど。細心の注意を払はらうのは当然ね」


　ヴァーリも部長と同じことを言っていたな。眼から発動するとわかっているのなら、対処もしやすい、と。部長は続ける。あ、ギャスパーがさっそくメガネかけてるぞ。


「……レーティングゲームは、単純にパワーが大きいほうが勝てるわけでもない。バトルフィールド、ルールによって戦局は一変するわ。力が足りない悪魔でも知ち恵えしだいで上にも上がれる土ど壌じようがあるからこそ、ここまで冥めい界かいや他の勢力の間で流は行やったのよ。今回は私たちにとって不利なルールかもしれないわ。けれど、これをこなせなければこれからのゲームに勝ち残ることなんてできない。『「兵士ポーン」でも「王キング」を取れる』──これはチェスの基本ルールでもあり、レーティングゲームの格言よ。つまり、『やり方しだいでは誰だれでも勝てる可能性がある』ということを示し唆さしているわ」


　朱乃さんも部長の意見に賛同し、うなずいた。


「そうですわね。実際の戦場でも、このような屋内戦が今後あるかもしれません。そうなった場合、今日この日のように力が完全に発揮できないこともあるでしょうし。いい機会かもしれませんわね。チームバトルの屋内戦に慣れておくのに今回の戦闘は最適ですわ」


　頭の良い皆が話し合うなか、俺は恐おそる恐る手をあげる。


「あ、あの、部長。俺、禁手バランス・ブレイカーになることやパワーを上げる修業に必死で、力を抑えて戦う練習なんてしてませんけど……」


「わかっているわ。今回、完全に裏目に出たのよ。戦場とルールはランダムで決まるとはいえ、今度のゲームはイッセーにとっては最悪に近いかもしれないわ。あなたのパワーは絶大すぎる。ルール上、建物を破壊したらアウト。でも、必ずどこかで禁手バランス・ブレイカーになること。けれど、できるだけパワーを抑えて戦ってちょうだい。ドラゴンショットもできるだけ撃うたないこと。デパートが吹ふき飛ぶかもしれないわ。格かく闘とう戦でなんとか凌しのいでちょうだいね。……難しいことばかりでゴメンなさい」


「……は、はい。って、正直、不安すぎますけど……」


　マジか。パワータイプって、こういうとき不利なんだな。まいったぜ。上を目指し、今後もゲームをやっていく以上、この手の戦闘にも慣れなきゃいけないわけだ。


　……前ぜん途と多難なことが多すぎて泣けてくる。まさか、夏の修業の大半がゲームで意味なしになるなんて想像もしてなかったぞ！　そういや、アザゼル先生が言ってた。


『禁手バランス・ブレイカーになることは確実に武器になる。だがな、ゲームにおいてそれが絶対ってわけじゃない。禁手バランス・ブレイカーなしの眷属で上に昇っている悪魔だっているんだぜ？』


　そのときはあまり理解できなかったが、いまならわかる。


　こういう戦場とルールの場合、禁手バランス・ブレイカーが必ずしも必殺技になるわけでもない！


　俺が絶望するなか、部長の作戦案は続く。


「攻せめるにしてもこの吹ふき抜ぬけのショッピングモールが問題ね。一階からでも二階からでも進行する姿が見て取られるわ。あちら側も同じでしょうけど」


　部長が店内の様子を見ながら言った。朱乃さんも意見を述べる。


「他には立体駐車場からの攻めも考えられますけれど、それはあちらも警けい戒かいするでしょうね」


「ええ、同様に屋上からの行動もね。どちらにしても、中央突とつ破ぱ、屋上から、立体駐車場から、このルートで進まないといけないわ。デパートの外には出られないのですものね」


「立体駐車場に車も存在するのでしょうか。見た感じ、商品や商品棚だなまで再現されていますし。もしかしたら、駐車されている車までコピーされているかもしれませんわ」


　部長と『女王クイーン』朱乃さんの話し合いはなんだか勉強になるというか。ああ、これが『王キング』にとっての『女王クイーン』なんだなって再確認させられた。


　木場が手をあげて進言する。


「部長、屋上と立体駐車場を見てきます。近くに階段がありますから、確認してきます」


　部長もうなずいた。


「お願い、祐斗」


　すぐに木場はその場を足早にあとにする。


「車が何か大変なんですか？」


　俺は疑問を素す直なおに訊きく。なぜにそこまで車の存在が気になるんだ？


「車で店内に突つっ込こんできたら大変でしょう？　それに車単体を爆ばく弾だんに見立てて使ってくる可能性も視野に入れておかないといけないのよ。さすがに店内を暴走運転なんて行こう為いをソーナがやるとは思えないのだけれどね」


　と、部長が言う。あー、なるほど。本当、勉強になるわ。フィールドにあるものすべても武器になるってことだもんな。そうなると車は大きな兵器になる。


「慎しん重ちようですね」


「当然よ。まだ足りないと感じるぐらいだわ。車のなかで休むことや隠れることもできるわね。そういえばスタッフルームのなかは見たことがないわ。チェックしておくべきかしら……。イッセーの『洋服崩壊ドレス・ブレイク』があっても、モール内に服のブランド店ならたくさんあるわ……。デパートだもの、考えたらキリがないわね」


　部長は細かいところまで考えているようだ。見落としがないようにしたいんだろうな。


　部長が次にギャスパーに指示を送る。


「ギャスパーはコウモリに変化して、デパートの各所に飛んでちょうだい。序盤オープニング、あなたにはデパート内の様子を逐ちく一いち知らせてもらうわよ」


「りょ、了りよう解かいです！」


　おおっ、ギャスパーも気合い入ってるな。そういや、奴やつにとってみれば初ゲームか。


　その後も作戦は続き、細かい戦術まで決めていった。


　そして、作戦が始まって半分過ぎた頃ころ、いちおうのプランは固まった。


　部長は俺たちを見み渡わたして言う。


「ゲーム開始は十五分後ね。十分後にここに集合。各自、それまでそれぞれのリラックス方法で待機していてちょうだい」


　部長の言葉により、皆、一度解散する。だが、俺だけ部長に呼び止められた。


「イッセー、禁手バランス・ブレイカーに至ったことで強制的にあなたに施ほどこしてあった八個分の『兵士ポーン』の力は解放されているわ」


　そう、部長の言う通り。禁手バランス・ブレイカーに至ったことで、封印されていた分の駒こまの力は解放されている。


「これでドライグの力を全部出し切れるかもしれないけれど、まだあなたの体がついてこられないわ。ドライグもあなたの体が壊こわれないように力をセーブするでしょうね。気をつけてね。赤せき龍りゆう帝ていの力は誤れば、宿主の体を滅ほろぼすわよ」


「はい！　十分に気をつけます、部長！」


　解放はされているんだ。いつの日か、ドライグの力を全部使いこなしたい。もともと、俺の『兵士ポーン』としての価値は、ドライグの価値でほとんど全部だ。


　俺のなかで流れる力はドライグの力。


　そのドライグの力を使いこなすことが、俺の真の価値となる！　肝きもに銘めいじないと。


　その後、部長は飲食フロアの店てん舗ぽに入って、紅茶を注ぎ始めていた。時間までお茶を楽しむのかな。ギャスパーはドーナツ店のドーナツを食べようか食べまいかしている。


　アーシアとゼノヴィアはハンバーガー屋前であれやこれや話していた。木場は飲食フロアの手前にあるドラッグストアで物色中。そっか、薬品とかもまんまコピーみたいだから、何かを持っていこうとしているのかな。


　皆、それぞれのリラックス方法で開始まで過ごそうとしていた。で、俺はというと──。


　その場をあとにして、飲食フロア近くにある本屋に入っていった。


　ぐふふふ。なんとなく、思ったんだよね！　モールを全部再現ってことはこの本屋も同様だろう！　俺はエッチな本のコーナーに行き、誰もいない店内で一人エロ本をあさる！　あったあった！　すげええええええ！　このエロ本すべてが読み放題！　素敵なバトルフィールドもあったもんだ！　あー、どれから見ようかな！　すごい量の金銀財宝を見つけたトレジャーハンターってこんな気持ちなのだろうか？　よりどりみどり！


　これ、全部持ち帰り可能？　持って帰りたい！　部長たちと住んでいるのだから、エロ本なんていらないだろうと悪友二人やクラス男子どもは言うかもしれない。


　そうじゃない！　そうじゃないんだよ！　あれはあれ、これはこれ。だってさ、どんなに部長と暮らしていても手を出したら嫌きらわれそうだし、かといって日々悶もん々もんと過ごすのは健康な男子高校生として性せい欲よくを持て余す。


　こういうのを見て、部長たちとできないことを日々発散するわけですよ。あー、ハーレムできたら、毎日エッチできるだろうし、こんな本いらないんだろうなぁ。


　その日まで俺はエロ本見まくるね！　部屋だと部長やアーシアがいるから読みにくいってのもあるし。


　とりあえず、手前の本から読み出した。うひょー！　おっぱいがすごいなぁ。でも、やっぱり、部長や朱乃さんの美しく大きなおっぱいに比べたらまだまだ。


　ふふふ、けどね、感かん触しよく思いだしながらエロ本のおっぱいを見るのも乙おつですよ。


「イッセーくん♪　何をしているのかしら？　あらあら、随ずい分ぶんエッチそうな本を読んでいるのね。決戦前に余よ裕ゆうですわ」


　むにゅぅぅぅ。


　俺の背中に極ごく上じようにやわらかいものが！　おっぱいだ！　しかもこの感触には覚えがある！　そしてこの声！　やっぱり、朱乃さんだった！


　うしろから抱きついてきて俺の読んでいるものを横からチェックしていた。


「あ、朱乃さん！　こ、これはですね！　どれぐらいコピー具合が再現されているのかのチェックであって！」


　我ながら苦しい言い訳だ。でも朱乃さんは怒おこらず、ニッコリ笑え顔がおのまま。


「うふふ。別に私は怒りませんわよ。軽けい蔑べつもしませんわ。むしろ、イッセーくんらしくて安心します」


　朱乃さんは部長以上にこういうのには寛かん容ようなんだよな。と、朱乃さんが真しん剣けんな面おも持もちで俺の読んでいる本に視線を送っていた。


「……そう、イッセーくんはこういうのが好きなのね……」


　何やら目つきが本気というか……。やはり、エッチなお姉さんはエッチな本にも興きよう味み津しん々しん？


「あ、朱乃さん？」


　反応に困る俺おれへ、朱乃さんはエロ本に写る女優さんを指さした。


「今度、こういうの着てあげましょうか？」


　朱乃さんが指さしたのは──エッチなゲームのコスプレ衣装！　だってこれ、ほとんど裸はだかじゃん！　布面積の少ないこと！　下着だって穿はけないだろうし！


「マ、マジっスか!?」


　思わず聞き返してしまう。アリなのか!?


「マジっスよ。うふふ。イッセーくんだから特別ですわ」


　ニコニコ顔で返されてしまう！　すげえ！　朱乃さんってこういうの着てくれるんだ！　マジで今度頼たのんでみよう。そっか、エロコスプレがアリなんだぁ……。


　ヤバい。妄もう想そうが止まらない！　あれもいいし、それもいいし……。


　そんな風に脳内妄想の止まらない俺を朱乃さんはうしろからいっそう「ぎゅっ」と抱きしめてくる。


「あ、朱乃さん、どうしたんですか？」


「……イッセーくんから勇気をもらっているんです」


　朱乃さんの切ない声。突とつ然ぜんの変化に俺も驚おどろいた。


　しかし、勇気ですか。そういえば、三大勢力の会談時、部長も俺の手を握にぎって勇気をもらうって言ってたかも。


「……戦う勇気はありますわ。……私に流れるもうひとつの力を今回使うかもしれないから、それが怖こわいの。嫌いやなのよ。だから、イッセーくんから勇気をもらうの」


　朱乃さん……。嫌がってた堕だ天てん使しの力を使う決心ついたのかな。


　自分のなかに流れる望んでいない力。しかし、自分のいる環かん境きようがそれの否定を許してくれない。──受け入れなければ前には進めない。


　俺にはわからないものだけど、とても辛つらいものだろうと思う。


「俺なんかで良かったらバンバン勇気を持ってってください！」


　俺は抱きしめてくれている朱乃さんの手も握って、笑顔で言った。こんな俺で朱乃さんが勇気を出してくれたら最高だよ。


「私が光の力を出すところ、イッセーくん見てくれますか？　イッセーくんが見てくれているなら、私は使えるかもしれません」


「は、はい！　俺が見ているだけで朱乃さんが力を発揮できるなら安いもんです！」


「……うれしい。私、イッセーと一いつ緒しよならきっと……。……あなたはリアスのものだけど、それでも私はずっと傍そばに……」


　俺には聞こえないほどの小さな声で朱乃さんは何かを言っているようだ。


　俺の背中から離はなれる朱乃さん。けど、その瞳ひとみは潤うるんでて──。ふいに朱乃さんが今度は真っ正面から顔を俺に近づけて──。あ、朱乃さんの唇くちびるが──。


「……イッセー先せん輩ぱい、そろそろ集合です」


　俺と朱乃さんの唇が重なる寸前、小猫ちゃんがひょっこり現れた！


　うああああああああああああああああっ！　み、み、見られたぁぁぁぁぁっ！


　ヤバい！　ヤバいよ！　もう少しで朱乃さんとマジでキスするところだった！


　だって！　だってさ、朱乃さんの唇！　すっごい魅み力りよく的だから！　でも、それを部長に知らされたら、俺、殺されるぅぅぅぅぅっ！


　下げ僕ぼくでペットな俺が他の者と仲良しこよししてたのバレたら──滅めつせられる！


「こ、小猫ちゃん！　これはその！」


　俺はあたふたしながら言い訳しようとするが、小猫ちゃんは半眼で息を吐はくだけだ。


「あらあら、小猫ちゃん。見られちゃいましたわ。うふふ。イッセーくん、ありがとう。もうだいじょうぶですわ」


　朱乃さんはいつものニコニコフェイスに戻もどっており、その場から去ろうとした。


　けど──。


「……次は必ず……あなたと……」


　何かのつぶやきを残していく。去り行くときの表情は名残なごり惜おしそうだった。


　いや、俺の見み間ま違ちがいだろう。朱乃さんは俺にＳモードで迫せまろうとしたに違いない。


　うんうんうなずく俺の手を──小猫ちゃんは握ってきた。


「こ、小猫ちゃん？」


　突然の小猫ちゃんの行動に俺も驚くが、小猫ちゃんは頰ほおを赤く染めながら言う。


「……私にも勇気をください」


　──っ。


　そうだった。この子もこれから封ふうじていた力を使おうとしているんだ。手が震ふるえている。


　よほど、怖いんだ。猫ねこ又またの力が自分を呑のみ込むかもしれない恐きよう怖ふが──。


「うん。俺ので良かったら」


　俺は笑顔で握り返してあげた。


　朱乃さんと小猫ちゃんが俺なんかの勇気で抱かかえているものを乗り越こえられるのなら、安いもんだよ。


「……イッセー先輩は私が、猫又が怖くないのですか？」


　不安げな表情で小猫ちゃんが訊たずねてくる。


「いや、全然」


　俺は平然と答えた。え？　なんで小猫ちゃんが怖いのさ。逆に猫耳姿がラブリーで困ったぐらいだぜ？　事情は知ったけど、それで小猫ちゃんを怖がる理由が見つからん。


　それを聞いて、小猫ちゃんは心底驚いた様子だった。でも、顔がうつむいてしまう。


「……修業が始まる前、イッセー先輩に酷ひどいことを言いました」


　あー、俺が気軽に言って、小猫ちゃんが怒ったときのことか。


「気にしなくていいよ。俺も悪かった。事情を知らなかったとはいえ、俺は──気の利きかない先輩だったよ」


「そんなことありません」


　小猫ちゃんはいっそう強く手を握ってくると──。


「……猫又の力を使ってみようと思います」


「──っ！」


　小猫ちゃんの一言に俺は驚いた。


「……姉さまのようになるのは嫌です。けど、このままでは皆みなさんのお役に立てないかもしれません。だから使おうと思います」


　決意の眼まな差ざしだった。あのお姉さんとの再会と絶ぜつ縁えん宣言で吹ふっ切きれたのかな。


「小猫ちゃん、将来的に猫又の力を乗り越え、いつか必ずヘルキャットになるんだ」


「……ヘルキャット？」


「そう、冥めい界かい猫ねこと書いてヘルキャットと読む！　これさ！」


　我ながらなんとも言えない励はげまし方だが、さらに宣言しよう！


「俺も小猫ちゃんに宣言する。もし、猫又の力で暴走しそうになっても俺が止めるよ。この赤せき龍りゆう帝ていの力は俺だけじゃなくて、仲間のために振るいたい。それにあの怖いお姉さんが来ても俺が小猫ちゃんを必ず助ける。あんな姉ちゃん、俺がパンチでふっ飛ばしてやるから、怖がる必要なんてないぞ」


　俺の精せい一いつ杯ぱいの励まし。残念なことに俺はアホだから、これ以上気の利いた台詞せりふは吐けない。だから、いざとなったら体を張ってこの子を助けようと思う。


「……やさしい赤龍帝です、やっぱり」


　何やらつぶやいていたが、俺には聞こえなかった。やらしいとは聞こえたが……。


　ところで耳が真っ赤だよ、小猫ちゃん。何で？　俺のいまの顔、またエロかった？





　　　　─○●○─





　──定刻だ。


　俺たちはフロアに集まり、開始の時間を待っていた。


　そして、店内アナウンスが流れる。


『開始のお時間となりました。なお、このゲームの制限時間は三時間の短ブ期リ決ツ戦ツ形式を採用しております。それでは、ゲームスタートです』


　ゲームスタート！


　って、ブリッツ!?　短時間で決めろってか！　こういうこともある！　だから今回先に作戦時間を設けたわけね。ルールってその都度に変わるってことでいいのかな。レーティングゲームは奥が深いぜ。部長が椅い子すから立ち上がり、気合いの入った表情で言う。


「指示はさっきの作戦通りよ。イッセーと小猫、祐斗とゼノヴィアで二手に分かれるわ。イッセーたちが店内からの進行。祐斗たちは立体駐ちゆう車しや場じようを経由しての進行。ギャスパーは複数のコウモリに変化しての店内の監かん視しと報告。進行具合によって、私と朱乃とアーシアがイッセー側のルートを通って進むわ」


　部長の指示を聞き、全員耳に通信用のイヤホンマイクを取り付ける。


「さて、かわいい私の下僕悪あく魔またち！　もう負けは見せられないわ！　今度こそ、私たちが勝つッ！」


『はいッ！』


　全員、気合いが入っていた。当然だ！　もう、あんな敗北はいらない！　俺たちは勝つんだ！　絶対に！


「では、ゼノヴィア、行くよ」


「ああ、木場」


　先に動いたのは木場とゼノヴィア。フロアを飛びだし、立体駐車場に繫つながる道へ向かった。木場の話では駐車場に車は存在していたという。しかし、ただの作り物だったみたいだ。車を使っての突とつ貫かんは無くなったということか。


　さて、木場たちが行ったあとは俺たちだ。


「小猫ちゃん、行こうか」


「はい」


　俺と小猫ちゃんもその場をあとにして進みだす。小猫ちゃんが力を使うことは皆に伝達済みだ。


　部長の読みはこうだ。相手はこちらの動きをこう読んでいると推測していた。


　俺はできるだけ戦いを避さけながら本ほん陣じんへ突とつ入にゆう。目的は俺が『女王クイーン』に昇しよう格かくするため。


　動きが俊しゆん敏びんな木場とゼノヴィアが組み、立体駐車場から裏手に回り、敵本陣へ。そこで相手の陣じん形けいを乱し、敵を引きつける。俺を『女王クイーン』にするため、敵を素す早ばやく本陣から陽動させる。俺が『女王クイーン』になったら、一いつ旦たん全員引き、改めて攻せめ込む。部長もこのとき動きだす。


　何はともあれ赤せき龍りゆう帝ていである俺を『女王クイーン』とすることを最重要視している──と。


　部長は会長がこう読んでいるだろうと踏ふみ、逆のことをするとした。


　俺は会長の読み通りに進む。攻こう撃げきも受けるだろう。しかし、俺たちの本当のオフェンスは木場とゼノヴィアだ。陽動ではなく、本格的に攻め込む。逆に俺が陽動となる。


　相手は俺を狙ねらって、いくつか刺し客かくを送ってくるだろうから、『王キング』の周りが手て薄うすになると読んだんだ。もちろん、立体駐車場側にも刺客を送ってくるだろうが、そこまで手て堅がたくしないだろうと予想し、木場とゼノヴィアで攻める。


　そのまま『王キング』を狙って、チェックメイト！


　赤龍帝の力を違う意味で利用した戦術だ。今回、俺はパワー的に活かつ躍やくしない。あくまで俺は部長眷けん属ぞくのいちメンバーだからな。全員の力を合わせないといけないんだ。


「イッセー、よろしくね」


「イッセーさん！　がんばってください！　負けないで！」


「うふふ、カッコイイところ期待してますわ」


　部長もアーシアも朱乃さんも俺にチョー期待してくれてる！　うおおおおっ！　良いところ見せないとな！　って、俺が戦ってもその光景は記録映像でしか見れないだろうけどさ……。


　俺と小猫ちゃんは走るわけでもなく、歩くわけでもない、微び妙みような歩ほ幅はばで進んでいた。


　店内は響ひびくからさ、走ると相手に距きよ離りを測られそうなんだ。しかも店内は横に長い一直線のショッピングモール。物もの陰かげに隠かくれながら進むしかない。


　まあ、大きなデパートといっても端はしから端まで歩いても十分もかからないだろう。それを注意しながら動いていく。


　あるところまで進んで、自じ動どう販はん売ばい機きの陰に隠れて俺たちは前方の様子をうかがっていた。


　……うーん。見える範はん囲いでは敵なし。すでに開始してから五分ぐらい経つが警けい戒かいしながら動いているせいか、四分の一程度しか進んでなかった。


　俺たちは戦いを回かい避ひしているように見えて、実は陽動なんだ。緊きん張ちようするぜ。


　と、隣となりで小猫ちゃんが──猫耳を頭に生やしていた！


　その猫耳がぴこぴこと動く！　さらに尻尾しつぽまで生やして！　殺人的なかわいさだッ！　おかしい。俺がこんなに興奮するなんて!?　ロリ属性はなくても獣けものロリ属性はあるっていうのか!?　小猫ちゃんの猫又モードは必殺のかわいらしさだッ！


　小猫ちゃんは遥はるか先に指をさして言う。


「……動いてます。真まっ直すぐ向かってきている者が二人」


「わかるのかい？」


「……はい。現在、仙せん術じゆつの一部を解放していますから、気の流れでそこそこ把は握あくできます。さすがに詳しよう細さいまではわかりませんが……」


　なるほど。しかし、この猫耳がセンサーになっているのかな？　すごい便利じゃないか。


　これが周囲全体の気を読むという仙術！　思えばニオイで何が起きたかある程度わかっていたのも猫又だったからか。猫だから人間ベースの悪魔よりも鼻が利いていたんだな。


「……あとどのぐらいでこちら方面に進む奴やつらと出会う？」


「……このままのペースなら、おそらく十分以内です」


　──十分か。


　覚かく悟ごを決めておいたほうがいいな。神器セイクリツド・ギアは通常で使うか？　それとも禁手バランス・ブレイカーか？　迷うところだが、まだ相手がどんな能力者かわかったわけじゃない。


　俺は──素すじゃ体力自じ慢まんがいいところだ。魔力はてんでない。神器セイクリツド・ギアで引き上げたところですぐにガス欠。……強力なパワーがあっても使いどころを間ま違ちがえれば即そく負ける！


　……俺は常に危あやうい状態なんだ。それだけは肝きもに銘めいじておかないと。


　小猫ちゃんが俺のことを真しん剣けんに見つめていた。頰ほおが赤いのは気のせいか？


「な、なに？」


「……いえ。イッセー先せん輩ぱいって、いざというときになると戦士の顔になりますね。普ふ段だんはいやらしい顔つきなのに……」


　……マジで？　俺ってそんなに普段から、やらしい顔つきでしたか？　ま、まあ、普段からエロ妄もう想そうしているからなぁ……。


　俺が自分の顔を手でまさぐっているときだった──。


「──ッ！」


　小猫ちゃんが突とつ然ぜん、前方の天てん井じようを見上げた。


「……上っ！」


　なんだなんだ？　驚きよう愕がくする小猫ちゃんの視線を追うと──。


　天井へ一直線に伸のびるロープ──否いな、ライン！　ターザンみたいなロープ使いで天井から降ってきたのは──。


「──兵ひよう藤どうか！　まずは一いち撃げきッ！」


　匙だった！　膝ひざ蹴げりの体勢のまま俺目がけて攻撃を仕し掛かけてくる！　しかも匙の背中に誰だれか乗ってやがるぞ！


　俺は素早く籠こ手てを盾たてにしてガードした！


　ドゴンッ！


　落下の勢い＋蹴り＋二人分の体重で俺の籠手を通して衝しよう撃げきが体に伝わってくる！


　一撃くらった勢いで体勢がぐらつくが、なんとか持ち直し、俺は前方の──敵に向かってかまえた。


「よー、兵藤」


　現れたのは匙。その隣には匙の背中に乗っていた──少女。生徒会のメンバーか。確か一年生だったな。よく匙のうしろについて共に行動してた。


　匙の右腕は──黒い蛇へびが何匹もとぐろを巻いている状態だった。以前と形がまったく違ちがう！　前はデフォルメなトカゲの頭部がくっついているだけだった。神器セイクリツド・ギアが変化したのか!?　……つーか、俺の籠手に黒い蛇が巻かれており、匙の神器セイクリツド・ギアと繫がっていた。さっき一発もらったときに繫がれたのか！


　右腕にもラインが繫がっているが……こちらは匙の神器セイクリツド・ギアと繫がっていない。遥はるか先のどこかと繫がっているようだ。相手本陣までこちらのラインは繫がっているのか？


　不気味だけど、力を吸われている感じはない。


　俺が匙の神器セイクリツド・ギアに視線を送っているとあちらも気づいたのか、苦く笑しようしながら言う。


「まあ、俺も修業したってことさ。おかげでこれだ。で、天井から店内の様子を見ようとラインを天井に引っ付けて上がってみたら、遠くの物陰に隠れてる二人が見えたんだ。気づいてないし、チャンスとばかりにターザンごっこで奇き襲しゆうさ」


　なるほどね。そう来たか。ああ、なんとなくわかっていたよ。


　もし、最初に出会うとしたら、おまえだって。なんとなくわかっていた。


　おまえもそう思っていたんじゃないか？　なあ、匙。


　俺たちは似てる。何から何まで似てた。スケベなこと、主あるじに一いち途ずなこと、バカなこと、真っ直ぐにしか突つっ込こめないこと。


　似すぎだった。だから、すぐにわかっちまったよ。俺とおまえは今日戦うって。


「こっちも修業したんだぜ。夏休みの大半ドラゴンとの追いかけっこに費やしたけどな！」


　悪いな、匙。俺はおまえを倒たおして前へ進むぜ。今日勝つことが一番大事なんだ。


　俺はヴァーリに近づかないといけない。あいつはいつか俺を狙ってくる。そのとき、部長やアーシアたちに危害を加えるかもしれないんだ。


　それを防ぐためにも俺は強くなる！　こんなところで立ち止まるわけにはいかないんだよッ！


　そう、気合いを入れたときだった。俺と小猫ちゃんの耳に信じられないアナウンスが届く。


『リアス・グレモリーさまの「僧侶ビシヨツプ」一名、リタイヤ』


　──ッ！　なんだと!?　どっちだ!?　まだ開始して間もないんだぞ!?　アーシアは部長と──。匙がにやける。


「やられたのはおそらくギャスパーくんだよ」


　……やられたのはギャスパー？　何があった？　早すぎるだろう？　監視のためにコウモリに化けて店内を動き回っていたんじゃないのか？


「ギャスパーくんは引っかかったんだ」


　怪け訝げんに思う俺へ匙は続ける。


「ルール上、ギャスパーくんの神器セイクリツド・ギアを封ふうじられていることはこちらにも連れん絡らくがあった。そうなると、必然的に使ってくる能力はヴァンパイアの力。コウモリに変化して店内の様子をうかがうだろうってさ。で、会長が思いついたのさ。俺らの本陣を活用しようってな」


　本陣？　食材品売り場だよな、あちらは。匙はさらに続ける。


「まずはシトリー本陣で一部の眷属が不ふ審しんな行動をする。すると、監かん視しにきたギャスパーくんは気になって追うだろう？　さらに不審な行動を見せれば、他に飛ばしていたコウモリも呼び寄せて複数で監視を始める。多くのコウモリが集まればこちらのもんだ。コウモリが多く集まれば何かあったとき、それが本体へと化ける。近くにまでコウモリを集合させたところで──吸きゆう血けつ鬼きの苦手なニンニクだ。俺たちの本陣は一階西側の食材品売り場。ニンニクなら大量に置いてある。ギャスパーくんを捕とらえるなんて容易たやすいってことだよ」


　ニンニクの臭においでやられたところを捕ほ獲かくして撃げき破はされたってことか！　そんな！　こんなやられ方があるかよ！


「シンプルだろう？　んでもって、これ以上ないほどの倒し方だ。いくら修業をしたっていってもニンニク克こく服ふくまでは視野に入れてないだろうって会長が言っていたんだよ。本陣の位置からできた偶ぐう然ぜんの発想だったけど、それでも撃破は撃破だ」


　……盲もう点てんだったとでも言うのか？　いや、いくら効果的だとしてもニンニクぐらい我が慢まんしろよ、ギャスパァァァァァァァアアッ！　初っぱなからギャグ張ってどうするよ！


　ギャー助！　あとでニンニク克服の練習だ！　主食をガーリックライスかガーリックトーストに替えてもらうからな！　監視もろくにせずに戦線離り脱だつとかあり得ん！


　頭にきた俺は神器セイクリツド・ギアを発動しようとするが──。


『相棒、倍化は危険だ。奴の神器セイクリツド・ギアと繫つながっている以上、倍化すればその分の力をあちらに取られる』


　──ッ！　そうか、匙の神器セイクリツド・ギアは繫がった先のエネルギーを吸う能力。いま、俺の神器セイクリツド・ギアとあちらの神器セイクリツド・ギアが繫がっている以上、倍化は危険ってことか！


『このラインを切り離はなすには禁手バランス・ブレイカーに至ったときの衝撃の余波で吹ふき飛ばすしかない』


　クソ！　出鼻からくじかれた！──禁手バランス・ブレイカーに至って、このラインを吹っ飛ばす！


「スタート！」


『Count カウントDownダウン!』


　宝玉に禁手バランス・ブレイカーに至るまでの時間が表示され、カウントが開始される。こうなった以上、通常の神器セイクリツド・ギア能力は使用できない！　倍増も譲じよう渡とも禁手バランス・ブレイカーに至るまで使えやしない！


　二分間、匙の攻こう撃げきをやり過ごすしかない！


　短ブ期リ決ツ戦ツのゲームだ。ここで至ってそのままの勢いで『王キング』まで詰つめる！　それに本命は木場とゼノヴィアだ。俺は陽動らしく、ここで敵を引きつけてやるぜ！


　俺は距きよ離りを取るため、その場から一いつ旦たん引こうとするが──グンッとラインに引っ張られて体勢を崩くずす！　やっぱ匙の神器セイクリツド・ギアは厄やつ介かいだ！


「逃にがすかよ、兵藤！」


　そのまま一気に間を詰められ──ドンッ！　腹部に蹴りを食らう！


　ガハッ！　俺は匙の蹴りに上体を崩す。だが、すんでで腹筋に力を入れて最悪のダメージは回避した。へへへ、基本トレーニングもちゃんとこなしたからな。腹筋には自信があるぜ！


「へぇ、結構マジで蹴ったんだけどな。おまえもハンパじゃないトレーニング積んだようだな」


　匙も思ったほどのダメージを与あたえられずに苦笑していた。


　逃げるのは無理か！　なら、正面からぶつかる！


　俺は匙から距離を取ることを諦あきらめ、一気に向かう！　生身での殴なぐり合いはそこまで得意じゃないが、基本的なトレーニングは積んでいる！　格かく闘とうするだけの体は作ってあるんだ！　あとは己の身体からだを信じる！


　拳こぶしを握にぎり、匙へ殴りかかろうとするが──。匙は右腕からラインを俺へ放つ！　俺の力を吸うつもりか!?　警けい戒かいする俺だが、ラインは俺を通り過ぎて、とある店てん舗ぽのライトへ張りついた。


「仁に村むら！　さっき店で取ってきたグラサンだ！」


　匙と匙の後こう輩はいが懐ふところからサングラスを取りだして、装着した！　何を──っ。疑問に思う俺だが、すぐに意味を理解する。


　カッ！


　照明がまばゆい光を発し、俺と小猫ちゃんの視界を焼く！　クソ！　目つぶし！


『やられたな。ライトにラインを繫いで魔力を送ることで一いつ瞬しゆんだけ光を弾はじけさせた』


　冷静に解説するな、ドライグ！　ダメだ！　目が開かな──。


　ドゴンッ！


「ぐはっ！」


　再び腹部に衝撃が襲おそう！　今度は腹筋をしめなかったせいか、もろに食らった！　さらにくの字に体を曲げた俺の背中に匙の一撃が加わる！


　いってぇぇぇぇっ！　痛みがこみ上げてくるなか、俺のあごを──。


　バガンッ！


　匙のアッパーらしきものが鋭するどく射い貫ぬいていった！


　あまりの衝撃に、俺は床ゆかに突つっ伏ぷした。


　……くっ……。やられた。完全に初手を取られた……。しかも、かなりのダメージだ。


　あごをやられた衝撃で歯がガタガタいっている。口のなかもそのとき切った。血の味が口内に広がる。目が回復してきた──。突っ伏したまま、顔を上げると……。


　こちらへ手を向け、魔ま力りよくの弾たまを放とうとしている匙の姿がっ！　一気にトドメをさす気かよ！　俺は急いで立ち上がり、横に転がった！


　ドンッ！


　放たれた魔力の一撃で床に大きな穴が空あく！　なんて威い力りよく！　完全にトドメ用じゃねぇかよ！　危ない！　禁手バランス・ブレイカーに至る前に退場するところだった。俺もギャスパーのこと言えないぜ！


「……やるじゃねぇかよ、匙」


「兵藤。俺は本気だよ。俺は本気で赤せき龍りゆう帝ていと呼ばれるおまえを倒す」


　──っ。匙の瞳ひとみは決意に満ちていた。凄すさまじいまでの本気度がうかがえる。


　さらに匙は手を向け、魔力の一撃を放とうとしていた。


　ドンッ！


　再び放たれる高出量の魔力の塊かたまり！　大きさは大したことない。おそらく、建物をできるだけ壊こわすなというルールに従っているのだろう。


　だが、俺ぐらいの相手を倒すには十分な威力の一いち撃げきだ！


　俺が避よけた先にあった店舗が魔力の一発で破は壊かいされる。


　しかし、これだけの一撃、匙はどうやって生み出している？　あいつも俺ほどじゃないが、魔力が低いと聞いた。なのにこの威力を生み出す要因はなんだ？


　俺はそのとき我わが目を見開いた。匙の神器セイクリツド・ギアは自身の胸部──心臓に向かってラインが伸のびていたからだ。


　──この一撃の源流は、匙の命かッ!?


「匙！　おまえ！　おまえは自分の命を……魔力に変へん換かんしてやがるのかッ!?」


「そうだ。魔力の低い俺が高威力の一撃を撃うちだすにはこれしかなかった。神器セイクリツド・ギアの力で命を魔力に変換する。見ての通りだよ。『命がけ』ってやつだ」


「本当に死ぬ気か……ッ！」


　匙は──真しん剣けんな眼まな差ざしで笑えんでいた。


「ああ、死ぬ気だよ。死ぬ気でおまえたちを倒すつもりだ。──おまえに夢をバカにされた俺たちの悔くやしさがわかるか？　夢を信じる俺たちの必死さがわかるか？　この戦いは冥めい界かい全土に放送されてる。俺たちをバカにしてた奴やつらの前でシトリー眷けん属ぞくの本気を見せなきゃいけない！」


　ふと、俺はその光景に見覚えがあった。


　──そう、これは俺が部長の婚こん約やくパーティに乗り込んだときとそっくりだ。


　自分の命なんて顧みず、ただただ部長を救うことだけに拳を注いだ。たとえ、自分の命が散ろうとも部長だけは救おうと思ったんだ。あの情景に、この戦いが重なった──。


　匙、おまえはあのときの俺と同じってわけか。


　そのあとも俺と匙は避けたり、詰め寄よったりの激げき闘とうを繰くり広げていたが、その横では小猫ちゃんと匙の後輩が攻こう防ぼうを始めていた。


　小猫ちゃんは格闘に秀ひいでている。それでも相手の女子もうまく食い下がっており、戦いは激化していた。


　だが、小猫ちゃんの拳が相手の頰ほおをかすめたあと、変化は起きた。匙の後輩の体が少しだけ揺ゆらいだ。少しだが目も泳いでいたと感じる。小猫ちゃんの拳の余波にやられた？


　小猫ちゃんはその隙すきを見み逃のがさなかった！　拳に薄うすい白色のオーラをまとわせ、相手の胸に打ち込こむ！
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　パンッ！


　小気味の良い音が周囲に響ひびき渡わたった。その瞬しゆん間かん、匙の後輩はひざを落とした！


「……気をまとった拳であなたに打ち込みました。同時にあなたの体内に流れる気脈にもダメージを与あたえたため、もう魔力を練ることはできません。さらに言うなら内部にもダメージは通ってます。……もう、あなたは動けません」


　小猫ちゃんがそう言う！


　先生が言っていた。


『小猫の仙術と格闘を混ぜた本来の戦い方は確実に武器となる。相手の肉体だけでなく、体内を巡めぐる気脈にまで打だ撃げきを与える一撃は敵のオーラを根本から折る。だが、力に呑のみ込まれそうになったら、すぐに使うのをやめなければならない。仙術は気を読めるようになり、扱あつかえるようにもなるが、世界に漂ただよう邪じや気きや悪意まで取り込んでしまうからな。小猫の姉がそうなったのも邪気を吸いすぎたせいだ』


　これが小猫ちゃんの拳けん打だ！　気がこもった一撃を相手に打ちだす。外的ダメージはもちろんだが、メインの破壊力は──体の内側へのダメージ！　拳に込められた気が相手の内側に通り、内臓やらにダメージを与える！


　拳のダメージが通らなくても打ちだされた気が内部を破壊すれば──効果は絶大！


　そういや、何かの本で見たな。内臓までは鍛きたえられないって！


　内部を破壊する拳！　これが小猫ちゃんが封じていた攻撃か。下手すりゃ俺たちのなかで一番効果的な攻撃をする眷属かもしれない。


「……匙先輩、ゴメンなさい」


　それだけ後輩は一言漏もらすと、体が光り輝かがやき、この場から消えてなくなる。深刻なダメージを負ったため、リタイヤとして転送されたのだろう。


『ソーナ・シトリーさまの「兵士ポーン」一名、リタイヤ』


　アナウンスも聞こえてくる。これでお互たがいのチーム、一名を欠いたことになる。


「……私は冥界猫ヘルキヤツトになるんです。負けません！」


　さて、小猫ちゃんが格好よく決めてくれたんだ、俺も先せん輩ぱいとして気張らないとな！


　しかし、匙の魔力の弾を避けるだけでも俺は苦戦していた。体をかすめるだけでもかなりのダメージを受ける。あの魔力にこめられたものは相当な代しろ物ものだ。文字通り、魂たましいがこもってやがる！


「ハァハァ…………ハァハァ……」


　だが、魔力を撃ち続ける匙の疲ひ弊へいぶりもかなり酷ひどい。あれじゃ、保もたないぞ！


「……イッセー先輩、加勢します」


　小猫ちゃんが間に入ろうとする。


「ダメだ、小猫ちゃん。匙とサシでやらせてくれ」


　俺がそれを拒きよ否ひすると、小猫ちゃんは首を横に振ふる。


「ダメです。これはチーム戦。協力しましょう」


「ああ、小猫ちゃんの言うことはもっともだ。けどな、小猫ちゃん。匙は、あいつは俺と戦っている間、小猫ちゃんに直接的な攻こう撃げきは加えてこなかった。その気になれば、ラインを小猫ちゃんに飛ばして力を吸うこともできたはずだ。それでもそうしてこなかったのは、なぜだと思う？」


　俺の問いに小猫ちゃんは答えられなかったが、匙がにんまり笑いながら答える。


「……悪いな、塔とう城じよう小猫ちゃん。俺はタイマンで兵藤に、赤せき龍りゆう帝ていに勝ちたいんだ。言ったろ？　俺たちの夢は本気だ。学校を建てる。差別のない学校を冥界につくる。そして俺は先生になるんだ……。俺の夢……。この戦いは冥界全土に放送だ。だからこそ意義がある。『兵士ポーン』の俺が！　同じ『兵士ポーン』である赤龍帝・兵藤一いつ誠せいに勝つことがよッッ！　俺は赤龍帝に勝つ！　勝って堂々と言ってやる！　俺は先生になるんだッ！」


　匙は本気だった。その眼差しは強く、一いつ切さいの曇くもりも陰かげりもない。


　俺も小猫ちゃんに言う。


「てなわけだ。こいつの挑ちよう戦せんから逃げたらさ、俺、格好悪いじゃん？　やらないと──。だから、やらないといけないんだ。ダチだからさ、こいつを本気で倒たおしてやらないとしょうがないんだよ。やってやらねぇとよっ！　俺が部長に顔向けできねぇんだよッ！」


　そう、俺たちは似てる。どこからどこまでも似てた。──不器用でバカなんだよな。


　小猫ちゃんはそれを聞き、拳こぶしを収め、距きよ離りを取る。


「「ありがとう」」


　俺と匙は同時に小猫ちゃんへ礼を言った。


　でも、どうして匙は神器セイクリツド・ギアだけじゃなく俺のほうにもラインを投げて力を吸わないんだ？


『おまえの力を吸っている間に神器セイクリツド・ギアの倍化能力を復活させられて、同時に流れてくるのを防ぎたいのだろう。おまえの力とブーステッド・ギアの力を同時に吸ったら、体が耐たえられずに自じ爆ばくすると認識しているのだろうな。禁手バランス・ブレイカーのカウントを止めて、通常形態に戻もどれると予想しているのだろう』


　複雑な神器セイクリツド・ギアですこと！


「──埒らちがあかねぇや」


　嘆たん息そくする匙の手元にいままでにない質量の魔力が集まりだす！　なんて大きさだ！　この辺一帯に影えい響きよう出るぞ！


　と感じていたら、その魔力が圧縮されていくかのように萎しぼんでいく。そして、匙の手元に生まれたのはソフトボール大ほどの魔力の弾だった。


「これで周囲に影響出さず、おまえの体だけを完全に破壊できる」


　それを作りだした匙は──もう肩かたで息をしていた。渾こん身しんの一撃。それを生みだしたんだ。


　あれで俺を仕留める気だ。匙は小さく笑う。


「俺はおまえがうらやましかったんだ。主あるじである先輩の自じ慢まん。赤龍帝。誰だれもがおまえを知ってる。けど、俺はおまえと同時期に『兵士ポーン』になったのに何もねえ。何もねえんだよッ！　だから、自慢を、自信を手に入れるんだ。赤龍帝のおまえをぶっ倒してよッッ！」


　匙の咆ほう哮こう。知らなかった。こいつがそんな風に俺を見ていただなんて……。


　でも俺は──おまえの夢を乗り越こえる！　俺には俺の、部長には部長の夢があるんだ！　それを叶かなえるために必死こいてんだよな、お互い！


　ドゥンッ！


　匙がついに渾身の一撃を撃ちだした！　俺は避けようとするが──。


　匙はブーステッド・ギアに繫つないでいた自分側のラインを放し、俺の足あし下もとに飛ばした！


　ブーステッド・ギアと足下の床がラインで繫がっちまった！　俺が引っ張ろうとするが、ラインは強固なまでに硬かたく、ブーステッド・ギアを床から放してくれない！


　マズい！　これじゃ、迫せまってくる魔力の弾を避けられないッ！　禁手バランス・ブレイカーに至る時間は──もう少しだけど、とてもじゃないが間に合わないッ！


　俺も覚かく悟ごを決めるしかないか！　魔力の弾が俺を襲おそう！


　ドォオオオオオオオオオオオオンッ！


　受けた瞬間、魔力の一撃が弾はじけ、周囲にオーラが広がっていく！


　その瞬間だった。


『Divideデイバイド!』


　俺の右腕に白い籠こ手てが出現し、匙の一撃を受け止めていた。


　……半分、ダメージをくらった。だけど、白はく龍りゆう皇こうの力で半分は消しよう滅めつさせたぜ。こちらの体ももう保たないけどな……。だが、もうダメージは受けないさ！


「──ッ！　俺の魔ま力りよく弾だんを半減したのか!?」


　驚きよう愕がくする匙。


「いちおうな、山ごもりで発動はできるようになっていたんだよ。ただし、いくつか条件があってよ。ひとつ、発動する確率は一割以下。これは博ばく打ちに近い。ふたつ。これがまた覚悟がいるんだよな。──俺の生命力だ。発動の成功、失敗にかかわらず使おうとすると俺の生命力を削けずる。こんなに怖こわい賭かけもないだろう？」


　賭けは成功した。だが、俺の生命力は削られただろう。役目を終えたのか、白い籠手はすぐさま右腕から消え去る。まだまだ使いこなせないどころか、具現化もままならない。


　だが、おかげで完かん了りようだ。ブーステッド・ギアのカウントは──終わっていた！


「俺も命をかけさせてもらうぜ。こんなところで立ち止まるわけにはいかないんだ。匙！　行くぜぇぇぇぇぇっ！　輝きやがれっ！　ブーステッド・ギアァァァァァアアッ！」


　俺の叫さけびに呼応して、神器セイクリツド・ギアが音声を鳴なり響かせる！


『Welsh ウエルシユDragon ドラゴンBalance バランスbreakerブレイカー!!!!!!!!』


　赤く輝く特大のオーラが俺を包み込み、それは鎧よろいと化していく。


　同時に溢あふれるほどの力が俺にわき上がる。


　──ゲームが開始してから、十分ほどが経過した。


　俺は『赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイル』に身を包んでいた。










　Waltz.










　ゲームが開始してから数分。僕ぼく──木き場ば祐ゆう斗ととゼノヴィアは立体駐ちゆう車しや場じように入っていた。


　薄うす暗ぐらい駐車場を警けい戒かいしながら進んでいく。お互い、任務で密みつ偵ていが多いせいか、この手の進行は得意だ。


　僕が先に進み、物もの陰かげから先を見定めてから、後方のゼノヴィアを呼んで進む。これを何度も繰くり返して、徐じよ々じよに駐車場のなかを進んでいった。


　二階の駐車場から、車用の通路を下りて、一階に行く作戦だ。エレベーターも機能しているが、乗っている間に襲しゆう撃げきされるのは怖い。


　一番確実な方法で進むしかないだろう。


　二階から通路を進んで、一階の駐車場へ足を踏ふみ入れたときだった。


　──前方に人ひと影かげ。


　見れば、メガネをかけた黒くろ髪かみ長ちよう髪はつの女性が一人──。


　知っている。会長の『女王クイーン』、「生徒会副会長」真しん羅ら椿姫つばき先輩。手に持つのは長なぎ刀なただ。


　そう、彼女は長刀の使い手と聞く。かなりの有段者とも。


「ごきげんよう、木場祐斗くん、ゼノヴィアさん。ここへ来ることはわかっていました」


　淡たん々たんと話す真羅先輩。その横から二名──。長身の女性と日本刀を携たずさえた細身の女性。


　長身の女性が由ゆ良らさん。『戦車ルーク』だ。日本刀を持つ女性が巡めぐりさん。『騎士ナイト』だ。


　由良さんは体術に秀ひいでており、巡さんは悪あく霊りよう退治を生なり業わいにしていた一族の出。


　なるほど、立体駐車場に三名を配置したか、ソーナ会長。いい読みです。こちらを手て堅がたくしましたか……。僕たちが攻撃の本命だと読まれていたのだろう。


　ゼノヴィアは腰こしに携えた剣けんを抜ぬき放ち、僕も手元に聖魔剣を創つくりだした。


　ゼノヴィアはデュランダルを使わない。デュランダルでは、ルールの特性上、うまく立ち回れないだろう。威い力りよくを制せい御ぎよできていないため、建物を無む闇やみに破は壊かいしてしまう。


『リアス・グレモリーさまの「僧侶ビシヨツプ」一名、リタイヤ』


　──っ！　アナウンスから聞こえてきたのは仲間の敗北だった。アーシアさんとは考えにくい。方法はわからないが、ギャスパーくんがやられたか。


「冷静ですね」


　真羅先輩がそう口にする。


「ええ、こういうのに慣れておかないと身が保もちませんから」


　僕はいたって冷静に返した。心中でははらわたが煮にえくり返っている。仲間をやられた悔くやしさは僕だって持っているからね。


　ギャスパーくん。おそらく、力を発揮できずにやられただろう。僕がキミの分まで剣を振ふるおう。


「まったく、あいつは体の鍛きたえが足りないから」


　横でゼノヴィアも嘆息していた。彼女も冷静──だと思っていたんだが、その目は座すわっていた。


「だが、かわいい後こう輩はいをやられたのでね。仇かたきは討うたせてもらうよ」


　彼女から凄すさまじいまでのプレッシャーが放たれる。味方の僕にもピリピリ伝わってくるよ。意外に彼女も身内に甘あまい。ああ見えてもギャスパーくんをかわいがっていた。彼の敗北の報しらせは彼女にとって、許し難がたいものだろう。


　お互たがいに得え物ものをかまえ、じりじりと間合いを詰つめながら──飛びだした！


　ギィィイイイィィンッ！


　僕と真羅先輩、ゼノヴィアと巡さんが剣を交える。その勢いに剣から火花が散り、激しい金属音を奏でた。


　その瞬しゆん間かん、巡さんがゼノヴィアの手にしている物に気づき、一歩下がった。


「……聖剣!?」


　彼女は驚愕の声こわ音ねをあげていた。


　そう、ゼノヴィアが持っているのは聖剣。しかも伝説上のものだ。


「ああ、これはアスカロン。イッセーから借りた」


『ッ!?』


　ゼノヴィアの告白に相手全員が驚おどろいていた。


　アザゼル先生はブーステッド・ギアと同化したアスカロンに注目していた。


「イッセー、それ外せないか？」


　この一言により、アスカロンは神器セイクリツド・ギアから取り外せることが発覚。急きゆう遽きよ、先生はゼノヴィアにアスカロンに慣れてもらう修業プランを渡わたしたんだ。


　外での修業でアスカロンの扱あつかいに慣れてきているようだ。アスカロンには龍殺しドラゴン・スレイヤーの力と赤せき龍りゆう帝ていの力が両方宿っており、絶大な威力をほこる得物へと変化している。


　破壊力はデュランダルに及およばないかもしれないが、使い勝手を考こう慮りよするなら、デュランダルよりも使える幅はばは広い。


　ただ、現在イッセーくんのもとにアスカロンはない。それが今回徒いたずらとならなければいいんだけど……。


　その後、僕とゼノヴィアは相手と激しい斬ざん戟げき戦となった。


　お互い避よけあいにもなるが、僕が気になるのは相手側のもう一人『戦車ルーク』の由良さんだ。


　彼女の動きしだいで僕とゼノヴィア、どちらを危険視して狙ねらってくるかがわかる。


　彼女に警戒しながらも僕は聖魔剣を副会長に放ち続ける！　僕とゼノヴィアの剣は聖なる波動を持っている。相手に一いち撃げき当てれば大ダメージは確定だ。そうすれば回復する術を限定されている彼女たちはリタイヤするだろう。


　一ひと太た刀ちだ。一太刀浴びせれば僕たちの勝ちとなる！


　攻こう防ぼうを繰り広げるゼノヴィアは、ふいに空間に穴を開けた。通常ならここでデュランダルを出現させると誰しも思うだろう。──だが違ちがう。


　空間の裂さけ目から聖なるオーラが漂ただよい、ゼノヴィアの持つアスカロンを包んだ。


「──っ！　デュランダルを空間に閉じ込こめたまま!?　聖なるオーラだけを！」


　意味を理解した真羅先輩は驚愕していた。ゼノヴィアは笑えむ。


「ああ、デュランダルのおもしろい使い道を提示されてね。修業でなんとか得られた。いまの私には十分すぎる使い方だよ」


　部長とアザゼル先生は、ゼノヴィアのデュランダルも重要視していた。それと同時に彼女が剣を使いこなせないところも勿もつ体たいないと感じていたという。


　デュランダルは凄まじいまでの切れ味をほこる聖剣だ。それゆえ、持ち主が使いこなせなければ凶きよう刃じんとなる。事実、ゼノヴィアはデュランダルを使うものの、破壊力に翻ほん弄ろうされている部分も多分にあった。


　いつかは使いこなせるかもしれない。けれど、それまでただ闇やみ雲くもに凶刃を振るうには危険も伴ともなう。そこで先生は思いついた。


「そのデュランダルのオーラだけ、異空間から放出できないか？　それをアスカロンか、木場が創りだした聖剣にまとわせるんだよ」


　アスカロンの件といい、それといい、おそろしいまでの着眼点だと僕も驚きよう嘆たんしたよ。


　その場にあるだけで強大な聖なるオーラを放ち続けるデュランダル。そのオーラだけを異空間から取り出して、他の剣に力を流す。


　デュランダルほどではないが、限りなくそのパワーに等しい能力が違う剣に注がれることとなる。それが──ゼノヴィアが手にしている聖剣アスカロンの新しい力だ。


　堕だ天てん使しの総そう督とくアザゼル。僕たちにあらゆる可能性を提示してくれた。このような堕天使を敵に回していたんだ。こちらの陣じん営えいに加わってくれたことを歓かん喜きするよ。


　アスカロン＋デュランダルのオーラでゼノヴィアは相手に攻せめ込んだ！


　ギィン！　ギィィィンッ！


　暗がりの駐車場に銀光と火花がきらめく。『騎士ナイト』巡さんの持つ技量と刀はかなり特別なものだろうが、ゼノヴィアの速度とパワーに巡さんは徐々に追おい詰められていた！


「くらえ！」


　一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがさず、ゼノヴィアが一気に詰める！　取ったか！


　だが、その間に入り込む者がいた──『戦車ルーク』の由良さん！


　両手を前に出すと──。


「反転リバース！」


　ゼノヴィアが一撃を繰りだすが、聖なるオーラは消失し、魔のオーラと変化した！


　ゼノヴィアの斬戟は勢いのある一撃となり、そのまま由良さんに白刃取りをされ、弾はじき飛ばされる。そのまま由良さんは追つい撃げきしようとするが、ゼノヴィアは体勢を立て直して、蹴けりを避けた。


　ガッシャァァァアアアアアンッ！


　蹴りは勢いあるまま車両数台を一気に吹ふき飛ばす。直ちよく撃げきは危険な威力だ。


　僕は先ほどの現象に絶句していた。聖なるオーラが魔のオーラに!?


　由良さんは「反転リバース」と叫んでいた。つまり、聖なるオーラを魔のオーラに変質させたというのか!?　由良さんの能力？　神器セイクリツド・ギア？　それはわからないが、これは厄やつ介かいだ。


　いわゆるカウンターの一種。特とく殊しゆな例だが、由良さんと巡さんが組んだ状態でカウンターをされたらマズい。


　アスカロンの聖なる力は反転リバースされて魔の力となる。魔の力では、悪あく魔まに普ふ通つうのダメージしか与あたえられない。悪魔の源は魔ま力りよくなのだから。ただの斬戟となってしまう。


　ゼノヴィアも凄まじいまでの技量の持ち主だが、聖剣ありきの修業と戦せん闘とうをおこなってきているため、この戦いは困こん惑わくするだろう。カウンターをくらえば、ゼノヴィアでも倒たおれる。


　……やってくれる、シトリー眷けん属ぞく。こうなれば──。


「ゼノヴィア！　チェンジだ！」


　僕の一声に僕とゼノヴィアは位置を交こう換かんし、お互いの相手を替かえた。


　これでいい。僕の聖魔剣ならば「反転リバース」の効果も意味がないだろう。聖と魔、入り交じった力に反転するものなどないのだから。


　由良さんも「反転リバース」するかまえも見せず、巡さんと共に僕の相手を始めた。


　隣となりではゼノヴィアと真羅先輩の斬戟が始まっている。ゼノヴィアの猛もう撃げきは激しく、ついには真羅先輩を壁かべに追い詰めるまでに至った！


　──取れる！


　ゼノヴィア、そのまま一気に決めるんだ！


　僕の心中が伝わったのか、ゼノヴィアがアスカロンを振り上げ、トドメのかまえとなる！　いけるぞ！　『女王クイーン』を取れば、だいぶ形勢も楽になる！


「これで──勝負を決める！」


　ゼノヴィアが剣を真羅先輩に振り下ろし、直撃する──その瞬間だった。


「──神器セイクリツド・ギア、『追憶の鏡ミラー・アリス』」


　真羅先輩の前に装そう飾しよくされた巨きよ大だいな鏡が出現する！


　ゼノヴィアの斬戟は勢いを止めずにその鏡を粉ふん砕さいする。


　ズォオオオオオオオオンッ！


「──ッ!?」


　割れた鏡から波動が生まれ、ゼノヴィアを襲おそった！


　困惑した表情を浮うかべたまま、ゼノヴィアは鮮せん血けつを辺り一面に噴ふん出しゆつさせていた。


「この鏡は破壊されたとき、衝しよう撃げきを倍にして相手に返します。──私はカウンター使いです。木場祐斗くん、パワータイプのゼノヴィアさんを私にぶつけたのは失策です」


　冷れい笑しようを浮かべる真羅先輩。


「がはっ！」


　路面に転がるゼノヴィアは苦しそうに口から血を吐はきだしていた。


　──やられた！　聞いていた能力とは違う。変化と成長を遂げ新たな能力を得たか！


「残るは木場祐斗。あなただけです」


　詰め寄る三人。僕はゼノヴィアを担ぐと、神速で奥の物もの陰かげに身を隠かくした。


　ゼノヴィアを車の陰に置き、先ほどのドラッグストアで取ってきた治ち療りようグッズを展開する。


　完全にやられた。カウンター使いを二人も投入してくるとは……。ソーナ会長は、まず僕たちを完全に潰つぶすつもりのようだ。僕たちを本命と読んでいれば当然か。


　確かに足が速く聖剣の使える僕らは存在するだけで脅きよう威いだろう。部長は僕たちを組ませることでお互いの弱点を補い、パワーに拍はく車しやをかけた。


　──ここまで読まれていたというのか？


　ゼノヴィアは……深刻だ。デュランダル、アスカロンの威い力りよくをそのまま倍で返された。


　真羅先輩の神器セイクリツド・ギア、あれが聖なる攻こう撃げきをそのままカウンターするタイプのものだったら、即そくリタイヤ。下手をすれば死んでいた。


　このケガでは、彼女の戦線離り脱だつも遅おそくはない。次の一手で彼女は完全にリタイヤだろう。


『フェニックスの涙なみだ』を持っているのは部長だ。回復する術がこの場では無い。


　ゼノヴィアは治療する僕の手をつかみ、言う。


「……捨てていけ、木場。私はどのみちこのケガではもうすぐリタイヤでこの場から消え去るだろう」


　でも僕はその手を離はなし、治療を続けた。


「ああ、わかっているよ。けどね、僕は味方をそう簡単に見捨てないと誓ちかったんでね」


「……甘あまいな。まるでイッセーのようだ」


　その一言に僕は笑みを浮かべた。


「うれしいな。彼のようになりたいと思っている部分もあるからさ」


　そう、僕はイッセーくんのように何があっても諦あきらめない精神が欲ほしい。彼はすごい。


　自分が弱いことを知っているのに、それでも敵に立ち向かう。彼は自分を卑ひ下げしているが、その実、誰だれよりも自分を理解して努力している。


　たぶん、単純な体力面ではもう僕は彼に敵かなわないだろう。彼の努力と根性は驚嘆に値あたいする領域に入っている。努力で一歩一歩進んできた彼の歩みは誰よりも気高い。


「イッセーのようになる？　スケベになるのか？」


「それはイッセーくんのものだよ。──僕は根性ってのを手に入れたいんだ」


　その一言にゼノヴィアは苦笑した。


「……キミに一番似合わないものだね」


　僕もそう思うよ。


「だろうね。けど、指が一本でも動けるうちは倒れるわけにはいかないんだよ！」


「……なるほど。こんな私でも指一本ぐらい動かせるのだから働けと言うんだな？　酷ひどい奴やつだ」


「倒れるなら、やれることを一ミリでも一インチでも進めてからにしよう。後こう悔かいは──死ぬほど辛つらいからね！」


『ソーナ・シトリーさまの「兵士ポーン」一名、リタイヤ』


　アナウンスだ。どうやら、誰かが相手を一人倒したようだ。僕たちも踏ふん張らないと。


　相手の足音が近づいてくる。


　──ゼノヴィア。


　キミはもうすぐここからリタイヤするだろう。だが、その前にキミにも見ておいてもらおうと思う。僕は相手三人の前に現れる。


「覚かく悟ごを決めましたか？」


　長なぎ刀なたをかまえ、真羅先輩が近づいてくる。


　僕の背に小さな空間の裂け目が生まれているだろう。ゼノヴィアが発現させている。これなら相手から死角で見えない。そして、デュランダルのオーラが僕に流れ込んでくる。


　さあ、ゼノヴィア。見せよう。


　僕とキミ、リアス・グレモリーの『騎士ナイト』二名が創りあげたこの技をッ！


　ザザザザンッ！


　この立体駐車場一帯に聖魔の剣けんが生えていった。一本一本がまとう聖魔のオーラは少ないかもしれない。だが、デュランダルのオーラもプラスされるのなら話は別だ。


「──デュランダル・バースッ！」


　その攻撃は由良さんと巡さんを貫つらぬいた。とたんに輝かがやき始め、この場から消えていく。


　二人撃げき破は。真羅先輩は──どうやら、逃のがれて駐車場から退いたようだ。


　抱かかえるゼノヴィアの体が輝きだした。


「木場。いい攻撃だったな」


　この場を去っていく彼女の表情は笑えみに包まれていた。だから、僕も微笑ほほえんで見送る。


「ああ、僕とキミが組めばまた聖なる剣を咲さかせられる」


　彼女の重みが消え、そして彼女自身も消えていった。


　パリィィィンッ。


　儚はかない音を立てて、一帯に咲き誇ほこる聖なる刃やいばは崩くずれて空を舞まった。










　Life.5　部長ＶＳ会長　後半戦！










　匙さじとの殴なぐり合いになってから数分。


　俺おれと奴はいまだに拳こぶしを放ち合っていた。どう見ても俺のほうが有利だ。匙は──すでにボロボロ。ラインを束ねて盾たてのようにして防ぼう御ぎよしているが、打だ撃げきを全部相そう殺さいできていない。


　うしろの店てん舗ぽに激げき突とつするまで殴り飛ばしたぐらいだ。体術はほぼ互ご角かく。だが、こちらは攻撃力と防御力が比べものにならないほど上じよう昇しようしている。まだ本来の力じゃないが……。


　何度も殴り倒した。それでも奴は立ち上がる。足だってガクガクいっているのによ！


　この鎧よろいに拳を放ってくるんだ。匙の拳はとっくにイカレてる。パックリと傷口が開いて、血に染まっていた。


　匙がラインを飛ばしてきても赤せき龍りゆう帝ていのオーラがそれをふっ飛ばして接続を許さなかった。


　ただ、出会った当初に繫つながられた右みぎ腕うでのラインだけが鎧化しても消えないし、何度オーラでふき飛ばそうにも離れやがらない！　いったい、どこに繫がっているんだ？


　ゼノヴィアに貸したアスカロンがあればなんとかなったかもしれないけど、いまそれを言っても仕方がない。あとで合流したときに切断してもらうしかないな。


　他にもおかしなことがある。俺の鎧は強固なはずなのに、匙が殴りかかってくるたびに心身に響ひびくんだ。それはしだいにハッキリしてきて、確実に鎧の下が腫はれ上がっていることを痛みが伝えてきていた。──俺も確実にダメージを受けている！


「……勝つんだっ。……今日、俺はおまえを倒して……夢の第一歩を踏む……ッ！」


　眼前のあれはなんだ？　血ち反へ吐どをダラダラ吐き散らしてる、あれはなんだ？


　そのとき俺の脳のう裏りにタンニーンのおっさんに修業中言われた言葉が再生される。


『小こ僧ぞう。よく聞け。一番怖こわい攻撃とは、「こもった一撃」だ』


『こもった一撃？』


『ああ、おまえがいまから参加するレーティングゲームは、様々な者たちが様々な思いで戦っている。欲よくのため、道楽のため、家のため、女のため、富のため、そして夢のため。いろんな思いが交こう錯さくしている。なかにはゲームに一生をつぎ込んだ者もいるぐらいだ。そんな地じ獄ごくの釜かまのように入り乱れた参加者のなかで、一番おそれなければいけない一発がある。それが「こもった一撃」だ』


『それ、必殺技？　神器セイクリツド・ギアとか？　魔ま法ほう？』


『──違ちがう。小僧、拳を握にぎってみろ。おまえのそこには何が握られている？』


『…………わからない』


『そこに「こめる」のさ。夢を、あるいは魂たましいを。そいつの一生をその拳に「こめる」。こいつが何よりも危険でな。他の攻撃など覚悟する時間があればある程度どうとでもなる。でも、それだけはダメだ。「こもった一撃」は体の芯しんに届く。これが効く。おそろしいまでに効く。魔ま力りよくと科学があるこの冥めい界かいでもその一撃のダメージを明確に表すことができなくてな。でも、食らった者はそれがわかる。──ああ、これはヤバい、とな。その一撃を放てる相手は紛まぎれもなく本物であり、強敵だ。絶対に手を抜ぬくな。相手が格下でもそれが放てるなら話は別だ。一撃でも食らえば戦せん況きようが一変するぞ。あれは通る。あれはどんな防御をしても体の芯に届くのだ』


　いまならわかるよ、おっさん。匙の一発は俺に通った。鎧を通過して生身に届いた！


『この気き迫はく。神器セイクリツド・ギアに眠ねむる「黒邪の龍王プリズン・ドラゴン」ヴリトラの力が匙の想おもいに応こたえているのか』


　ドラゴン系神器セイクリツド・ギアってのは怖いな、ドライグ。何が起こるかわかったもんじゃない！


「兵ひよう藤どうォォォォォッ！」


　過か酷こくな事実に心身が苛さいなまれても匙は攻撃の手を休めない。


　俺も応じて、打撃合戦を始める。


「ひとつ聞かせろォッ！　どうなんだよ！　主あるじさまのおっぱいはやわらかいのか!?　マシュマロみたいって噂うわさは本当か!?　女の人の体は崩れないプリンのごとくというのはマジなのか!?」


　匙は嫉しつ妬とに燃えた瞳ひとみで殴りかかってくる！


　こちらの隙すきを見てラインを飛ばし、後方のベンチに接続して力の限り振ふり回してくるが、俺は腕うでをクロスして防いだ。ベンチが粉こな微み塵じんに壊こわれて床ゆかに散らばった。


　これぐらいならダメージは無いに等しい！


「おっぱいをもんだとき、どう思ったんだよ！　ちくしょぉぉおおおおおおっ！」


　なんだか、夢を語った一撃よりもこっちのほうが激しくないか!?


　さらに家具屋にラインの複数を伸のばすと、そこから大型家具をしこたま引っ張って宙で弧こを描えがくように俺の真上に持ってきた！　あのまま家具全部振り下ろす気か！


　グンッ！


　すべての大型家具が降ってくるなか、俺は最小限に抑おさえに抑えたドラゴンショットを空に向かって放った！　威力の調整が難しすぎる！　何度も放てねぇぞ、こりゃ！


　ドゥンッ！


　赤い魔力の波動は大型家具を一気に消し去るが──。


　ドゴッ！


　俺の背中を衝しよう撃げきが襲おそう！　見れば匙が一本だけラインの軌き道どうをずらしてタンスをぶつけてきやがった！　ダメージそのものは特にないが、衝撃が体全体に伝わる。


　この衝撃はダメージが無くとも体に悪い！　くらい続ければ悪あく影えい響きようが出そうだ！


「俺だってもみたい！　もみたいんだよぉぉぉぉぉぉっ！」


　ぶわっ！　ついに匙は悔くやし涙なみだを垂れ流した！


「乳ち房ぶさすら見たことないんだぞ！　乳首なんて一生拝めるかわからないんだ！　それをおまえは自由気ままに見やがってぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　ゴンッ！


　そんな匙を殴り飛ばすが、奴はすぐに立ち上がる！　クソ！　なんて気合いだ！


「でもな兵藤！　一番はおっぱいじゃない！　先生だ！　先生なんだよ！　俺は先生になるんだ！　先生になっちゃいけないのか!?　なんで俺たちは笑われなきゃいけない!?」


　そして──匙は俺に吠ほえた。否いな、これを見ている多くの者たちに向かって──。


「俺たちの夢は笑われるために掲かかげたわけじゃないんだ……ッ！」


「俺は笑わねぇよッ！　命かけてるおまえを笑えるわけねぇだろうがよッ！」


　向かってくる匙を俺は──殴った！　これでもかってぐらい殴った！


　匙の顔はみるみるうちに腫れ上がり、歯は折れ、口からポタポタと血を垂れ流していた。


　それでも匙は立ち上がり、何度でも何度でも向かってくる。愚ぐ直ちよくなまでに──。


「今日！　俺は！　おまえを超こえていくッッ！」


　匙のその叫さけびは、鎧のなか、俺の心にまでズドンと重く響いた。


　その後、何十発、奴に打ち込こんだだろうか。


「ひゅー……ひゅー……」


　いつの間にか、匙の口元から聞こえるのは消え入りそうな息の音になっていた。


　もう限界のはずだ。口の中を幾いく重えにも切り、血がとめどなく溢あふれているのだから。もう言葉すら吐はき出せないほどとなっていた。


　顔は腫れ上がり、左目は完全に塞ふさがれてしまっていた。


　体はぐらぐらと揺ゆらぎ、足取りもおぼつかない。指も何本かあらぬ方向に折れ曲がっている。それでも──。それでも匙は強い眼光だけを俺に向けていた。


「来いよ、匙。来いよ！　匙ィィィィィッ！　終わりじゃないんだろう!?　こんなので終わりなんかにするつもりはないんだろう!?　俺たちバカにできることなんざ、突つっ走ぱしることぐらいなもんだもんな！」


　奴はゆっくりと、一歩ずつ、前へ進んでくる。


　匙は逃にげなかった。匙は向かってきた。俺から一インチも視線をずらすことなく、真まっ直すぐに進んできた。


　その姿は俺がフェニックスとの一戦で見せたものと似ていた。俺も自分の姿を記録映像で見たよ。ボロボロになりながらも前進した。ただただ、相手へ近づくために。


「おまえも必死に修業したんだろう？　俺も必死こいて修業したよ」


　凄すさまじいほどのプレッシャーを匙から感じる。明らかに俺のほうが勝っているはずなのに、おそろしいまでの畏い怖ふが俺を襲っていた。


　殴っても殴っても倒たおれない──。


　そんな相手がこれほどまでに怖く、偉い大だいに感じるなんて……。


　なあ、ライザー・フェニックス。おまえも俺を前にして、そんな風に感じたんじゃないのか？　いまならわかるよ。おまえが無言で俺を殴り倒し続けたわけを──。


「匙、俺はおまえを倒す」


　匙は折れ曲がった手で、俺へ攻こう撃げきを加える。スローにも思える速度で伸びてくるが、俺は最小の動きで避よけた。そこにカウンターの一撃を交えた。


　ダガンッ！


「──っ」


　俺の一撃は匙の顔面を完全に捉とらえていた。手応えもある。完かん璧ぺきに意識を絶つ一撃だった。


　それでも──。それでも、匙は俺の右腕を両手でつかんでいた。力強く、放すまいと。


　匙は意識を失っていた。だけど、俺の右腕から手が離れることはない。


　そして、右腕から手を離さないまま、奴やつの体は光に包まれた。


　俺は──消えていくそのときまで、匙から一いつ瞬しゆんも目を離せなかったんだ。


　目を離したら、復活するんじゃないかって、そう思えたから。


『ソーナ・シトリーさまの「兵士ポーン」一名、リタイヤ』


「小こ猫ねこちゃん」


　俺は鎧のマスクを兜かぶとに収納させ、顔を出していた。


「手を、握ってくれないかな？」


「……先せん輩ぱい？」


　俺は無理矢理浮うかべた笑え顔がおで言った。


「ダチをぶっ倒したのは初めてなんだ。わかっちゃいたけどさ。わかっていたけど……」


　震ふるえる拳を小猫ちゃんは微笑ほほえみながらやさしく握ってくれた。籠こ手て越ごしでもそれが伝わったんだ。


「かっこ良かったです。自じ慢まんの先輩です」


　その言葉は俺に十分なぐらい届いた。





　　　　─○●○─





　匙との勝負も終わり、俺は近くの自じ販はん機きの扉とびらを打ち破って、なかのペットボトルをあおった。小猫ちゃんも水分補給している。


　クソ。体のふらつきが取れない。鎧よろいを着ている影えい響きようか？　匙との一戦でだいぶダメージを受けたのは確かだが、まだ戦えないほどじゃない。


　先ほどのアナウンスで、俺たちの『騎士ナイト』一名が撃げき破はされたようだ。木き場ばか？　ゼノヴィアか？　それはどっちかはわからない。本命が一名やられたのは痛手どころじゃない。


　相手側も『騎士ナイト』『戦車ルーク』が一名ずつ撃破されている。


　こちらは残り六。あちらは四。まだ油断のできない数字だ。俺がこの状態でいられるのもあと二十分弱。早めに決着をつけないとな。


「……イッセー先輩」


　小猫ちゃんが俺の右腕を指さす。そう、匙が消えても右腕についたラインだけは消失しない。鎧に包まれても、このラインだけは消えることがなかった。このラインがシトリー本ほん陣じんに伸びているのは確かだ。


　何を意味する？　あまり良いことじゃなさそうだが、匙が消えても消失しない点を見ると、よほどの念をこれに込めてやがるな。……匙、これにいったい何を込めた？


　そのとき、通信機器に連れん絡らくが入る。


『オフェンスの皆みんな、聞こえる？　私たちも相手本陣に向けて進軍するわ』


　部長からの通信。そうか、部長もついに動くか。序盤オープニングも中盤ミドルゲームも終わり、一気にラストスパートだ！　俺は大きく深呼吸したあと、小猫ちゃんに言う。


「行こう」


　小猫ちゃんもうなずき、俺たちは最後の決戦に赴おもむいた。








　ショッピングモールの中心に中央広場みたいなところがある。


　円形のベンチに囲われて、その中央には時計の柱が存在していた。よく、買い物に疲つかれた客が座すわっているところだ。そこまで歩を進めたところで俺は足を止めた。


　当然だろう。──ソーナ会長が眼前にいるのだから！


「ごきげんよう、兵藤一いつ誠せいくん、塔とう城じよう小猫さん。なるほど、それが赤せき龍りゆう帝ていの姿。凄まじいまでの波動を感じますね。誰だれもが危険視するのは当然です」


　冷静な口調で言ってくる。


　会長は結界に囲われていた。結界を発生させているのは、生徒会メンバーの『僧侶ビシヨツプ』二人だ。俺おれの右腕から伸びるラインが『僧侶ビシヨツプ』の一人のほうに伸びている？


　まさか、俺の力はラインを通して『僧侶ビシヨツプ』の張る結界に流れる予定なのか？　赤龍帝の力が流れるのはマズい！


　木場かゼノヴィアが合流したら、これを聖せい剣けんで切ってもらうしかない。


　少しして、メガネの副会長さん、真羅先輩が姿を現す。この人も美少女さんなんだよな！　しかも意外にグラマーな体つきだし！


　それを追うように木場も俺と小猫ちゃんが来た方向とは逆から現れた。──やられたのはゼノヴィアのほうか。


「……ソーナ、大だい胆たんね。中央に来るなんて」


　部長のお声！　振り返れば部長もここに到とう着ちやくしていた。


「そういうあなたも『王キング』自ら移動しているではありませんか、リアス」


「ええ、どちらにしてももう終盤エンデイングでしょうから。それにしてもこちらの予想とは随ずい分ぶん違ちがう形になったようね……」


　部長は厳しい表情だった。確かに予定では木場とゼノヴィアで会長を倒す目的だった。俺はそのための囮おとりだったわけだけど……。どうにもその辺を全部読まれていたらしい！


　会長さんのほうが一枚上手？　いや、俺は部長を信じる！


　──っ。


　一瞬、俺の意識が遠くなった。……あれ。…………あれれ？


　ととと、俺はその場でよろめく。……あれれ？　意識の混こん濁だくが少しずつ強くなってきたぞ……？


　ついにはその場で俺はひざをついた。


「……イッセー？」


　俺の変化に部長が気づき、アーシアが回復の神器セイクリツド・ギアをかけてくれる。淡あわい緑の色を放ちながら、俺の体をやさしい光が包むが──痛みは取れたが、意識が遠くなるのだけは無くならない！


　部長が『フェニックスの涙』を取り出そうとするが、踏ふみとどまった。アーシアの神器セイクリツド・ギアで完治しないということは、涙も効果が薄うすいと判断したのだろう。


　眷けん属ぞく全員が俺の変化に気づき、困こん惑わくしだした。そのなかで会長だけが小さな笑いを漏もらしていた。


「アーシアさんの神器セイクリツド・ギアでも『フェニックスの涙』でも効果はありませんよ。リアス、私はライザーとの一戦を収めた記録映像を見ました。その結果わかったこと、兵藤くんはおそろしいまでに戦いを諦あきらめない子だということです。仲間のため、自分のため、そして何よりもリアスのために──」


　会長はさらに続ける。


「ダメージなどでは倒しきれないかもしれない。何度打だ倒とうしてもあなたは立ち上がる。私たちにとって、あなたのその『根性』と呼ぶものが赤龍帝の力と相まって驚きよう異い的存在だった。そう、諦めず立ち上がり続ければ、あなたはいつか敵を倒せると信じ切っている。その心構えが赤龍帝の力に直結し、パワーを幾重にも増大させてきた。それが兵藤くんにとって何よりも武器となっていたのです」


　そ、そりゃ、根性だけが取り柄えですから……。


「だからこそ、違う形であなたを倒すしかなかったのです」


『僧侶ビシヨツプ』の一人は抱かかえていたバッグから──パックを取りだした。


　そのパックの中身は赤い。血のように。ラインがそのパックに繫つながれていて──まさか、そのパックに入っているのって……。会長がその中身を告白する。
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「──あなたの血です。人間がベースとなっている転生悪あく魔ま。人間は体に通う血液の半分を失えば致ち死し量です。知っているでしょう？　レーティングゲームのルール。ゲーム中、眷けん属ぞく悪魔が戦せん闘とう不能状態になると、強制的に医い療りようルームへ転送されます」


　──匙！　おまえ！　最初からこれを狙ねらってッ！


　ガクン！　一気に俺の体から力が抜ぬける！


　ヒュッ！


　木場が聖魔剣の短剣を投げて、俺に繫がっているラインを切り離すが──。切断されたラインから赤い血が床ゆかに飛び出す。ああやってラインを通して俺の血を抜いていたのか。


「手て遅おくれです。もう、あなたは医療ルームに転送されるだけの血を失いました」


　会長の冷れい淡たんな一言！


「──ソーナ。あなたは──ッ！」


　俺に駆かけ寄る部長。その表情は焦あせりに包まれていた。


　部長と俺たちは完全に裏をかかれたんだ……。


「そう、サジは神器セイクリツド・ギアを用いて、兵藤くんの血を少しずつ少しずつ吸い取っていたのです。──危険な状態となる寸前まで。対象のエネルギーを吸い取るのが本来の能力である神器セイクリツド・ギアで血液を吸い続けるには、相当な修業と緻ち密みつなコントロールがいりました。しかし、サジはそれを完かん遂すいさせたのです」


　あんな状態でも殴なぐり続けてきたのは根性だけじゃなくて、時じ間かん稼かせぎのためかッ！　血を少しずつしか吸い取れないから、その間、自分の体を犠ぎ牲せいにしてまで時間を稼いだッ！


　でも、俺から逃げればそれだけ時間を稼げたはずだ。それをせずにあいつは真っ正面から立ち向かってきた。──匙ッ！　おまえって奴はッ！


　──全部、俺を正面から倒たおすためかッ！


「兵藤くん。あなたはリタイヤに近いでしょう。これから攻こう撃げきも一度か二度しかできないはずです。理由は失血。あなたの鎧は堅けん牢ろう。あなたの攻撃力は強大。けれど、倒し方は探せばいくらでもあります。あなたを物理的に倒せなくてもゲームのルールがあなたを戦闘不能と見なします」


　俺は──もう立ち上がる力すら残っていなかった。完全にやられた……。


　そんな、そんな方法があったのかよ……。会長の戦術は俺たちの上の上をいってたってのか!?　会長が部長に訊きく。


「リアス、あなたはこの戦いに何を賭かけるつもりでしたか？　私は──命を賭けるつもりでした。私の夢はとても難しいものです。ひとつひとつ壁かべを崩くずしていかなければ、解決の道が切り開けません」


　会長は真っ正面から部長へ言う！


「リアス、あなたのプライドと評価は崩させてもらいます」


　会長の言葉に部長は苦虫を嚙かみつぶしたようだった。心底悔くやしいに決まってる！　この戦い、確かに部長が有利だ。有利すぎて勝つのが当たり前とさえ思われている。


　その状態でのこれだ。部長は敵に手を打たれれば打たれるだけ、評価を下げることとなる！　会長はそれも狙っていた！


　ソーナ・シトリー！　どこまで計算してやがったんだよっ！


　会長の視線が俺に移る。


「サジは──。彼は、ずっとあなたを超こえると言っていました。サジにとってあなたは同期の『兵士ポーン』であり、友人であり、超えたい目標だったのです」


　──っ。


　会長の言葉に俺は得心した。匙が俺に向ける気合いと覇は気き。それは明らかに高密度だった。


　あいつは──最初から俺を狙っていたのか。


「でも、あなたには伝説のドラゴンが宿っている。ただそれだけで、彼はあなたに劣れつ等とう感を持っていました。私は──そんなものがなくとも戦えると、あの子に伝えたかったのです。そして、それはサジに伝わりました。ラインは匙が破れても消えませんでした。それほどの強きよう烈れつな念がこもっていたということです。もうすぐこの戦場から消え行くあなたに言いましょう。上ばかりを目指していたあなたのように、匙はあなたを倒すことを目標に走っていたのです。──夢を持ち、懸けん命めいに生きる『兵士ポーン』はあなただけじゃない！　あなたを倒したのは匙元げん士し郎ろうです！」


　──今日！　俺は！　おまえを超えていくッッ！


　匙のあの言葉が俺の脳のう裏りで蘇よみがえった。


　匙──。おまえは……俺を倒すために修業してたってのかよ！


　……クソ。匙。匙よ。おまえ、すげえよ。殴られても殴られても、俺を倒すことだけを考えていた。自分が直接倒せなくても爪つめ痕あとだけ残せば仲間が倒してくれると信じて──。


　でもよ、その心配はなさそうだぜ。俺はおまえの攻撃だけで沈しずみそうだ。


　だが、新必殺技を披ひ露ろうせずに消えるのは嫌いやだ！


　俺は最後の力を振ふり絞しぼって立ち上がる！　少しだけ距きよ離りを取った。グレモリー、シトリー、いまここにいる全員を捉とらえる位置に立つ！


　倒れるなら、わんぱくをしてから突つっ伏ぷしたい！　俺は両手を前に出して、部長のおっぱいに照準を合わせる！


「リタイヤ前に……俺は俺の煩ぼん悩のうを果たしてから消えようと思う……」


　そう、どうせ消える身の俺だ。ならば最後の最後で全部を出し尽つくして去ろうではないか！　俺はうちに残るパワーをすべて脳内に注ぎ込む。閃ひらめけ、俺の妄もう想そうッッ！


　最後のオーラが俺の全身を包み込む！　パワーに注ぐんじゃない！　頭に注ぐんだ！


「高まれ、俺の欲よく望ぼうッ！　煩悩解放ッ！」


　赤龍帝の力を使って、俺はさらに高みを目指すッ！　もう少し保もってくれ、俺の体よッ！　俺はさっきまでの俺を超えるんだ！　これはやり方しだいでは無敵の技となる！


「広がれ、俺の夢の世界ッ！」


　刹せつ那な、俺を中心に謎なぞの空間が展開する。それを肌はだに感じて──グレモリー、シトリー、両眷属の女性陣じんは身を守る格好になっていた。


　けど、安心して欲ほしい。俺の新必殺技は直接的な被ひ害がいを出すものではない。派手さは洋服崩壊ドレス・ブレイクに比べたら無いに等しいんだ。


　そして俺は部長に──部長のおっぱいに声を投げかける。


「あなたの声を聞かせてちょうだいなッ！」


『イッセー、だいじょうぶかしら……。あまり変なことをすると体に障さわっちゃう……』


　おっぱいから、かわいらしい声が聞こえてくる。


　なるほどなるほど。ふふふふ。聞こえる。聞こえるぞ！　良好なりッ！


「部長、いま俺を心配してくれましたね？　変なことばかりしていると体に障ると……」


　俺の言葉に部長は驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。


「イッセー！　ど、どうしてそれを……？」


　俺はさらに会長の──会長のおっぱいに質問する。


「あなたはいま何を考えている？」


『もしかして、心の声が聞こえる技を開発したのかしら☆　ソーナ、困っちゃう☆』


　なるほど、ソーナ会長のはそうくるのか。


　持ち主の性格と必ずしも一いつ緒しよというわけでもないんだな。部長のおっぱいは幼女のような声だった。会長のおっぱいはお姉さんのセラフォルー・レヴィアタンさまに似ていた。


「ソーナ会長、いま俺の新必殺技が心の声を聞けるものだと思いましたね？」


　俺の告白に会長は酷ひどく驚おどろいていた。


「ふふふ、違う。当っているけど違うんですよ。俺は聞きたかったんです。胸のうちを！　否いな！　おっぱいの声を！」


　俺は格好つけたポーズで堂々と新必殺技の名を叫さけんだ！


「新技、『乳語翻訳パイリンガル』ッッ！　俺の新技は女性限定でおっぱいの声が聞こえるんですッ！……ハァハァ。質問すればおっぱいは偽いつわりなく俺にだけ答えを教えてくれる！……ハァハァ。相手の心がわかる最強の技なんですッ！　うっ、血が足りねぇ……」


　決まった！　あまりにも決まってしまった！　血が思いっきり足りないからフラフラで死にそうだけど、俺は満足だった！　俺にだけしか聞こえない声！　聞きたかった！


　俺は山にこもっているとき、性欲も断たっていた。そこで俺が感じたのは圧あつ倒とう的なまでのおっぱいへの渇かつ望ぼう。


　──見たいッ。


　けど、エロ本すら山にはない。むろん、女性などいるわけもなく、いるのはでっかいドラゴンだけだ。


　毎日毎日、山でサバイバル生活を送りながらドラゴンと追いかけっこ。そんな環かん境きように現代っ子で多感な時期の俺が行くとどうなるのか？


　女の子と話したい、会いたいというところから始まり、結果──エロの心理に近いところを模も索さくするようになる。


　高名なお坊ぼうさんなどが修行で山にこもり、悟さとりを開いたり、心理を追求するのは知っていた。彼らは煩悩を捨てた状態で臨のぞんだが、では逆に煩悩だけのままで修行に入るとどうなるのか？


　──エロいこと、その源を探さぐることに心は行き着く。


　山の夜。大きな葉っぱにくるまりながら、俺は空を見つめ、延々とおっぱいを想おもった。


　時には座ざ禅ぜんも組んだ。頭を煩悩以外、ナチュラルな状態にして滝たきにも打たれた。


　もみたい。触さわりたい。吸いたい。つつきたい。挟はさみたい。


　そんなこんなを幾いく日にちも考えていると、ふと気づく。


　──おっぱいとお話ししたい。


　おっぱいへの深い感謝とありがたみに気づいたとき、俺はおっぱいと話してみたくなったんだ。おっぱいは何を想い、何を語るのか？　俺は知りたくなった。


　そのときはパワー不足で、その想いを達せなかったが、赤せき龍りゆう帝ていの力ならば可能性は広がる！　そして、ついに俺は完成させた！


「ヘイ！　そこの『僧侶ビシヨツプ』のお姉さんのおっぱい、どうなのさ！」


「いや、聞かないで！」


『僧侶ビシヨツプ』のお姉さんは身の危険を感じ、胸むな元もとを隠かくすが──遅おそい！


『木場きゅん！　木場きゅんと同じ戦場に立てるなんて幸せ！』


「なんだよ！　木場ばかりモテやがって！　もう一人の『僧侶ビシヨツプ』のお姉さんのおっぱいはどうなんだい！」


　視線を向けるだけで相手はしゃがみこんでしまった！


「やめてください！　キモい！」


『兵藤怖こわい……。なんであんな強そうな鎧よろい着てるのに、ただの変態にしか見えないのかしら……』


　…………。二連続のその結果に俺はその場でくずおれた。うぅ、体も限界か……。


　クソ！　聞いちゃダメなこともあるよね！　そうなんだよね！


　ふと周囲を見み渡わたしたとき──全員、目元をひくつかせていた。


　……あれ？　そんな、こんなにも最強の技、どうして驚かない？


　会長は目元をひくつかせ、部長は額に手を当てて嘆たん息そくしていた。


「リアス……。これはちょっと……」


「ゴメンなさい……」


「怖い技だと思うけれど、プライバシー侵しん害がいで、このままでは女性悪あく魔まと戦えませんよ？」


「ええ、厳重注意しておくわ……」


　あれれれ!?　何、この反応!?　絶対に役立つ能力だと思うんですが！　ていうか、これじゃ、まるで俺が──。


「……本当のど変態じゃないか！」


『ど変態ですッ!!』


　グレモリー、シトリーからの総ツッコミを俺はくらった！


「──っ」


　俺は……絶句した！　バカな……。俺の耳には皆みんなのおっぱいの声が聞こえてくるんだぞ。


　ほら！　技は完全に決まってる！


「アーシアのおっぱい、いま何を考えているのかな!?」


『イッセーさんったら、ケガばっかりでどうしようもないです！　で、でも、治してあげないこともないんだからね！』


　ああ、なんてことだ。アーシアのおっぱいはツンデレだったのか！


　こんな風におっぱいが相手の考えていることを話してくれるんですよ!?


「……さっきは格好良かったのに。……やらしい赤せき龍りゆう帝てい。最低です」


　あう！　痛つう烈れつな小猫ちゃんの一言！


　うっ！……ダメだ。意識の混こん濁だくが限界だ。血が足りん……。


　……よし、最後に会長の作戦を読めるところまで読もう。


「会長のおっぱいさん！　いまの作戦はどういう感じか教えておくれ！」


『この特とく殊しゆな結界は「僧侶ビシヨツプ」の二人が作ってくれた囮おとりなの☆　精神だけ結界に置いて、姿は立体映像なのよん☆　精神がこちらに来ていれば、体の気配とかを消せるし、結界内にオーラがあるように見せることも可能だもん☆　本当の私は屋上でーす☆　結界内の私を狙ねらうよう攻こう撃げきさせて、少しでも疲ひ弊へいさせるのが作戦だったりするのよ☆』


　なるほどなるほど。あれは映像なのか。しかし、精神だけはこちらに来ていると。


　とりあえず、俺は会長のおっぱいの声を皆に話す。


「皆、会長のあの結界は……囮だ。結界のなかに立体映像を出す『僧侶ビシヨツプ』二人の術なんだ……ここで無む駄だに結界を攻撃させて少しでもこちらを疲弊させる作戦なんだ……。本物の会長は屋上だ！　映像に精神だけ移しているみたいだぜ……。小猫ちゃんの索さく敵てきが屋上の会長を捉とらえないのもそのせい。でも、精神がこちらにきているから、パイリンガルも効いて映像のおっぱいが話してくれたのかな……？」


　俺はそれだけ伝えると、その場で倒たおれ込む。


「イッセーさん！」


　アーシアが俺へ駆かけ寄ってこようとするが──会長の『女王クイーン』が俺のもとに行かせまいとする。


　アーシアはその場で祈いのりのポーズを取ると、その体が淡あわく輝かがやきだし、周囲一帯に広がろうとする。これは、アーシアの回復能力が範はん囲い拡大したものか？　修業の成果だな！


　回復は意味がないってわかっているはずだ。それでも俺を心配するのは生来のやさしさからだろう。アーシア、本当に良い子だ。おっぱいはツンデレだし、無敵だな！


「それを待っていました！」


『僧侶ビシヨツプ』の一人が会長の立体映像を解く。結界と会長の映像が消えるが、相手『僧侶ビシヨツプ』はかまわずにアーシアの回復領域に足を踏ふみ入れた。


　回復するつもりか？　いや、彼女はダメージなんて受けてない。


『僧侶ビシヨツプ』は両手を広げると、叫ぶ。


「反転リバース！」


　ドンッ！　淡い緑色の光が一いつ瞬しゆんで変質し、赤い危険なものを発する。


「──あっ」


　その瞬間、アーシアが光り輝いて消えていく……!?


「……回復の反転リバースはダメージ……。アルジェントさんの回復能力は絶大……それを反転リバースすれば……」


　アーシアの回復領域に入っていた相手の『僧侶ビシヨツプ』は血を吐はきながらも満足げな表情を浮かべていた。なんだ！　何が起きた!?


「……グレモリーの回復要員を倒しました……会長……」


　会長の『僧侶ビシヨツプ』とアーシアが同時に消えていく。


　……クソ。アーシアを持っていかれた……。お、俺も……。


　俺の体が光に包まれていく。俺ももうダメだ……。敵の本ほん陣じんに乗り込こんで『女王クイーン』にプロモーションしたかった……。それもできずに敗れるとは……情けない！


　でも、『乳語翻訳パイリンガル』ができて俺は満足だ……。


　……匙。俺は──。





『ソーナ・シトリーさまの「僧侶ビシヨツプ」一名、リタイヤ』


『リアス・グレモリーさまの「僧侶ビシヨツプ」一名、「兵士ポーン」一名、リタイヤ』










　VIP.










　俺──アザゼルはＶＩＰルームで苦笑いしていた。


「……これが現赤せき龍りゆう帝ていか」


　観戦している重じゆう鎮ちんの誰だれかがつぶやく。ＶＩＰルームは啞あ然ぜんとなっていた。


　当然だ。食い入るように観戦していたのにモニターに映ったのはバカの新技だったからだ。


　──パイリンガル。


　あまりに頭が悪すぎる。エロに寛かん容ような俺でさえ、一瞬何が起きたかまったく理解できなかった。この俺がこうなのだから、他の連中の心中は酷ひどいことになっているだろうさ。


　モニターに映るリアスは──顔を真っ赤にしていた。同情はするが、いやはや、これはおもしろい。


　しかし、このパイリンガル。派手さは皆かい無むだが、実際のところ、恐おそろしい技だ。


　相手が女なら、高確率で戦いの様子が逆転する。何せ、心の内を露あらわにされるんだからな。これほど相手にとって怖い技もない。


　しかも立体映像でも精神を投とう影えいするタイプの場合、心の内を知られる。


　女限定の勝負なら、やりようによっては無む双そうとなるな。どんどん女に嫌きらわれる技を開発するな、あいつは。本当にモテる気あるのか？


　性せい欲よくの末に閃ひらめいた技だろうから、本人がどれほどすごいものか、いまいち理解できていそうにないのが残念だが……。


　というか、ゲームで使うのは禁止にするようリアスに言っておこう。このままでは他の悪魔とゲームしてもらえんぞ。悪魔の多くが女性悪魔の眷けん属ぞくを有しているからな。


　ヴァーリ。イッセーよりも格段に格上のおまえが、歴代最弱と呼び声の高い赤龍帝「兵ひよう藤どう一いつ誠せい」に興味を持ったのもわかる。


　──おもしろい。


　この一言に尽つきる。見ていて、戦っていて飽あきない奴やつは、バトルマニアにとって最高の相手だ。


　なあ、ヴァーリ。イッセーは、おまえとは違ちがう方向に進化して強くなるぞ。そのときおまえはどうする？　どう戦う？　こいつは俺たちの予想をはるか斜ななめ上に行く存在だ。


　楽しみだよ。俺は実に楽しみだ。


　おそらく、歴代最高の赤白対決になるに決まっている。


　それもあるが、シトリー眷属が使っていた「反転リバース」だ。あれは俺たちが研究していたものだ。悪魔に技術提供が始まってはいるが、あの「反転リバース」はまだ研究段階だぞ。アルマロスかサハリエル辺りがゲームでデータを取るのを条件に提供したのか？　まったく……。


　研究段階だ、何が起きてもおかしくない。それを承知でソーナ・シトリーと眷属たちは使用しているわけだ。覚かく悟ご──絶対に勝ちたいと思う気き概がいが突つき動かしているのか。


　神器セイクリツド・ギアを抜ぬきだして自分に埋うめ込む堕だ天てん使しもいたが、この「反転リバース」も同じように本来自分にない能力を無理矢理付ふ与よする。寿じゆ命みようを縮めるか、自分の能力を潰つぶす行こう為いで危険だ。


　イッセーも白はく龍りゆう皇こうの力を得て生命を削けずった。木き場ばみたいに後付けで能力が増えても無事な例もあるが、やはりオススメはできないな。


　ちなみに俺の人工神器セイクリツド・ギアは一から俺専用の仕様で作っているから問題ない。


　悪いが、今後のゲームでは「反転リバース」を使用禁止にするべきだと進言させてもらうぜ。若い芽をこんなところで潰したくないと、俺も感じるんでね。


　しかし、「反転リバース」をこう使ってくるとはな。元々、あれは聖を魔まへ、闇やみを光へと、相反するものを逆にするために作ったものだ。相手の能力に合わせて巧たくみに「反転リバース」させるとは。


　今回はシトリーの覚悟を見届けてやる。どこまでやれるか見せてみろ。


　ともかく、イッセーを失った眷属たちはどう動く？　ここで気落ちしているようでは先が知れるぞ、リアス、朱あけ乃の。


「ほっほっほっ、おもしろい一戦じゃな」


　クソジジイのオーディンが満足そうにモニターを見ている。あのわがままジジイが褒ほめるなんてな。オーディンはサーゼクスに話しかける。


「サーゼクス」


「はい」


「あのドラゴンの神器セイクリツド・ギアを持つ小こ僧ぞうじゃが」


「兵藤一誠くんですか？　赤龍帝の」


　しかし、オーディンの声は意外なものだった。


「いや、シトリー家の『兵士ポーン』のほうじゃよ」


　……なるほど、そっちを注目するか。オーディンは話を続ける。


「いい悪あく魔まじゃな。大切にするがいいぞ。ああいうのが強くなる。赤龍帝の小僧を倒した功績は大きいぞい。これだから悪魔どものレーティングゲーム観戦は楽しいわい。弱者が一戦の間に化ける。これぞ、真の試合というものじゃよ」


　あのオーディンが数時間前まで存在すら知らなかった者に最大級の賛辞を贈おくる。


「そうでしょうそうでしょう！　オーディンおじいちゃんったら話がわかるんだから☆」


　セラフォルーも妹の眷属を褒められて、ご機き嫌げんのようだ。いまのいままで泣きそうな顔でハラハラ見ていたのにな。


　ソーナ・シトリーのあの『兵士ポーン』。匙さじ元げん士し郎ろうと言ったか。イッセー以上にこの試合で評価を一変させたと言っていいだろう。


　全冥めい界かいに放送されたこの試合。案外、赤龍帝よりも名も無きドラゴン神器セイクリツド・ギア使いのほうが有名になるかもしれない。


　イッセー、リアス。前ぜん途と多難だな、おまえたちが飛びこもうとしている世界は。










　End Game.










　イッセーくんとアーシアさんがバトルフィールドから消えたあと、この場に残ったのは僕ぼく──木き場ば祐ゆう斗とと主あるじであるリアス部長、朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃんの四人だった。


　相手は残り三名。会長、真しん羅ら先せん輩ぱい、『僧侶ビシヨツプ』の生徒会メンバー。


　──半分取られたか。


　優勢と言われていたゲームが、いざ始まってみれば大おお番ばん狂くるわせ。優勢と見られていた側が半分もやられる。上で見ている上級悪魔の方々の苦言が聞こえてきそうだ。


　確実に部長の評価は下がる。けれど、これ以上下げさせるわけにもいかない。


　僕たちチームのムードメーカーだったイッセーくんが消えた。これは……大きい。僕はなんとか耐たえているが、部長の心中は如い何かに。アーシアさんが残っていれば、彼女はショックを受けていたかもしれない。


　現メンバーは──いまのところ変化はない。衝しよう撃げきはあったとしても、戦いに影響出なければ問題はないのだが……。


　アーシアさんも予想外の倒たおされ方をした。回復能力、しかも範はん囲い拡大版のときを見計らって例の「反転リバース」。回復の反対はダメージか……。アーシアさんの回復能力は絶大。「反転リバース」によるダメージも想像を絶するものとなっていたのだろう。


　それにより、アーシアさんは一いつ瞬しゆんで退場。相手の『僧侶ビシヨツプ』──花はな戒かいさんも一発で消えた。おそらく、回復範囲が拡大すること、それを使用すること、これらを事前に読まれて戦術を組まれていたと思われる。アーシアさんの範囲拡大の回復が敵味方区別することなく回復してしまう点も考こう慮りよされていた。もし、複数の仲間を回復しているところで「反転リバース」をくらったら……全ぜん滅めつもあり得たかもしれない。恐ろしい戦術だ。


　そこまで考えていたか、ソーナ会長。しかし、それにしたって、犠ぎ牲せいの精神とは……。僕たち以上の結束力を感じる。メンバーを信じているからこそできる力ちから業わざだ。


　一方イッセーくんの技は……。もはや、何も語るまいとしよう。しかし、女性限定ならば脅きよう威いとなるかもしれない……って、こういうのは僕の考えることじゃないんだけどね。


　ソーナ会長は絶大なパワーで勝つのではなく、絶大なパワーを持つ僕らを利用してのカウンター狙ねらいだった。これが本来のレーティングゲーム。力だけでは安易に勝てない！


　部長は立ち上がり、上を見上げる。屋上にいるという会長を見み据すえているのだろう。


　部長はイッセーくんを失っても冷静だ。さすが『王キング』。『王キング』が機能しなくてはゲームに影えい響きようが出るからね。


「小猫、気は感じる？」


　部長が小猫ちゃんに訊たずねる。


「……はい。先ほどは感じ取れませんでしたが、いまは屋上に会長の気を感じます。さっきの結界は会長の姿をそこにあるように見せるための虚きよ偽ぎと幻げん影えい、そして本人の気と位置を感じ取られないようにする特とく殊しゆなデコイだと思います」


　猫耳をぴくぴくと動かして、会長の気を探さぐっているようだ。


　猫耳がとてもかわいいよ、小猫ちゃん。小猫ちゃんもイッセーくんがいなくなっても戦える様子だ。ありがたい。これなら十分に戦える。


　僕は真羅先輩たち二人のシトリー眷属に剣けんを向けた。


「さて、どうします？　刃はがねを持つ者同士、刃で決めますか？」


　僕の問いに真羅先輩が答える。


「それもいいですね。チェスだと『兵士ポーン』がプロモーションをするとき、ほとんどの場合『女王クイーン』。けれど、場面によって『騎士ナイト』になることで戦せん況きようを変えます。実際のチェスとレーティングゲームでは差異も多いけれど──これは良い勝負でしょう」


　僕と真羅先輩の戦いは決まった。あとは相手の『僧侶ビシヨツプ』──草くさ下かさんだけど──。


　そのとき、僕の視界に黄金のオーラをバチバチと全身から放つ朱乃さんが映り込む。


　朱乃さんは──涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみに冷たいものを乗せて異様なオーラを漂ただよわせていた。


「……イッセーくんに私の決意を見てもらおうとしたのに……」


　ふらふらとしたおぼつかない歩き方で一歩前へ出る。その歩みには言葉にはできない重圧が感じられた。


「……この嫌いやな力を彼の前で使うことで……乗り越こえようとしたのに……」


　朱乃さんが手をゆっくりと前へ突きだし──。


「許さない」


　Ｓ側の素す顔がおを見せていた！　一番触ふれてはいけない状態の朱乃さんだ！　まさか、普ふ段だん冷静な朱乃さんがイッセーくんを失ったことに反応するなんて！


「──消しますわ」


　怒ど気きの含ふくんだ迫はく力りよくある一言のあと、朱乃さんの手から大出量の雷いかずちが生みだされて、シトリー『僧侶ビシヨツプ』草下さんに襲おそいかかる！


　ドオオオオオオオオオオオオオオンッ！


「反転リバース！」


　直ちよく撃げきする瞬しゆん間かん、両手を広げて雷を反転リバースさせようとするが──。


　ビガガガガガアガアガガガガガガガガッッ！　激しい雷が草下さんを包み込む！


　草下さんは、雷を反転リバースできず、まともに朱乃さんの一撃を受けた！


　と、同時に彼女は光に包まれて消えていった！


「無む駄だみたいね。雷を反転リバースさせようとしたのでしょうけど、いまのは雷らい光こう。雷と光。反転させるには光の部分の反転リバースが足りなかったわね」


『ソーナ・シトリーさまの「僧侶ビシヨツプ」一名、リタイヤ』


「──反転リバースするものを違たがえれば力を覆くつがえせないわ」


　朱乃さんの言うように彼女たちは「反転リバース」の力を使いこなすには修業が足りなかったようだ。朱乃さんの手はそのまま『女王クイーン』真羅先輩のほうにも向けられる！


　朱乃さんはすでに僕と先輩の戦いを無視しようとしている！　イッセーくんを失ったショックとイッセーくんに雷光の力を見せられなかった怒いかりで我を忘れている！


　結果として朱乃さんは力を克こく服ふくできたかもしれないが、予想外の展開だった。朱乃さんにとって、イッセーくんがこれほどまでの存在になっていたとは！


「くっ！」


　真羅先輩は身の危険を感じて、その場を駆かけだした！


　カッ！　ドオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　雷光が先輩に一直線に伸のびる！　直撃すれば悪魔ならばひとたまりもないだろう！　雷の力と、悪魔の弱点である光力がミックスしているのだから、その威い力りよくたるや想像するだけで怖ろしい。


　しかし、雷光をうまく避よけて、真羅先輩はデパートの奥へ逃にげようとした。


　僕はそれを神速で追う！　速さならば引けは取らない！


　ダッシュしたまま、聖魔剣を創つくりだし、追いついた瞬間に斬きりかかる！　一刀めは、長なぎ刀なたで受けられたが、いつあのカウンター神器セイクリツド・ギアを出されるかわからない！


　真羅先輩が懐ふところから小こ瓶びんを取り出す。──『フェニックスの涙』！　シトリーは『女王クイーン』が有していたのか！


　小瓶を僕に向けて投げ、長刀で破は壊かいした。なかの液体が僕に降りかかってくる！


「反転リバース！」


　先輩がそう叫さけぶ！　僕にかかった瞬間、涙の絶大な回復力を先ほどのアーシアさんと同様にダメージに変へん換かんするつもりだろう！　僕は聖魔剣を素早く水の剣に変える！


　ビシャッ！


　水の波動が涙と混ざり合った。涙は他のものと混ざると、その効果を失う。そして、これで「反転リバース」も意味を無くす！


「少しでも隙すきが生じれば！」


　先輩は長刀を鋭するどく僕へ向けてきた！


　なるほど、いまのは最初から防がれると踏ふんでの攻こう撃げき。しかし──。


　ザンッ！


　真羅先輩の周囲に聖魔剣が咲さき乱れる！　床ゆかから幾いく重えにも生えた聖魔の刃が先輩の長刀を破壊した。


「隙なんか、いまの僕にはありませんよ」


　僕が二刀めを放とうとしたとき、彼女は前方に例の鏡を出現させる。剣の力をできるだけ弱らせて鏡を破壊できるほどの威力で斬りかかった。


　パリンッ！　ドオオオオオッ！


　儚はかなく鏡は割れ、僕に倍のダメージで衝撃が返ってくるが──これぐらいなら耐えられる！　僕は激痛に歯を食いしばり、左ひだり腕うでを宙に向けた。


　そして、力ある言葉を口にしていく！


「ペトロ、バシレイオス、ディオニュシウス、聖母マリア。我わが声に耳を傾かたむけてくれ！」


　空間が歪ゆがみ、裂さけ目が生まれた！　僕はそこに手を突つっ込こんだ！


「噓うそでしょう!?　そんなことが！」


　真意を知った真羅先輩が驚きよう愕がくしている。


「聖なる刃に宿りしセイントの御み名なにおいて、僕は解放する。──デュランダル！」


　僕が空間から取りだしたのは伝説の聖剣デュランダル！


　ゼノヴィア！　晴らそうか、キミの無念をいまここでッ！


　取りだした勢いで真羅先輩を斬りつける！　聖剣の一撃はヒットして、真羅先輩に深刻なダメージを与あたえていた。


　あの状じよう況きようでもカウンター神器セイクリツド・ギアを発動しなかった。連続で発動できないのか。


「ゼノヴィアの提案です。もし、自分が機能停止した場合、この剣がもったいないから、僕に使用の権利を譲ゆずる、と」


　そう、ゼノヴィアはデュランダルの使用方法を僕に教えてきた。


　聖魔剣を手に入れた僕なら、デュランダルを使えるのでは？──と。


「しかし、あなたは聖剣の適性が──」


　リタイヤ転送の光に包まれた真羅先輩がそう口にする。


「昔はありませんでした。それで地じ獄ごくを見たけれど……いまは違う。禁手バランス・ブレイカーのおかげでこうしてデュランダルも扱あつかえるようです」


　ブゥゥゥゥゥン……。


　デュランダルは静かな波動を放っていた。ゼノヴィアのときのような荒あら々あらしく暴走めいた波動は出ていない。


「くっ！　これは……ッ！　ゼノヴィアさん以上に扱えている!?」


　真羅先輩はそう言うが、僕はそうは思えなかった。


「……ゼノヴィアは威力を求めるオーラの気質だから、デュランダルもそれに反応してしまったのかもしれない。けど、僕は威力よりも確実性を選ぶ。威力よりも能力です」


　威力を抑おさえたつもりだったけど、それでも真羅先輩を斬りつけた余波で遥はるか前方まで床を真っ二つにしていた。これはマイナス評価を受けそうだ。


「持ち主の言うことを聞かないじゃじゃ馬とは聞いていたけれど、本当みたいだ。僕が思う以上に切れてしまう……扱いはまだ難しいか」


「……ッ！　計算外だわ、ソーナ！　兵ひよう藤どうくんよりも……ッ！　真のエースは……ッ！　注意すべき眷けん属ぞくは……木場祐斗ッ！」


　真羅先輩はそれだけを言い残し、この場から消えていった。


『ソーナ・シトリーさまの「女王クイーン」、リタイヤ』


「僕は──イッセーくん、いや、赤せき龍りゆう帝ていを超こえることを目標にしていましたから」


　悔くやしかった。僕は悔しかったんだ。フェニックス家での敗戦。イッセーくん、キミだけが悔しい思いをしたわけじゃないんだよ。


　──リアス・グレモリーの本当の『騎士ナイト』が主あるじを守れずにやられたのだから。


　せっかく禁手バランス・ブレイカーに至っても僕と同志の力はコカビエルに通じなくて、そして白はく龍りゆう皇こうとの戦いにも参戦できなかった。あのときもそのときも僕は役に立てなかった。


　悔しかった。


　悔しかったんだよ、イッセーくんッッ！


　だから、師し匠しようのもとで一から修業をした。本当に一からだ。剣の基本から再び始めた。


　キミなら似合わないと言うかもしれない、地道なトレーニングも愚ぐ直ちよくなまでおこない続けたんだよ。禁手バランス・ブレイカーに至ったからといって慢まん心しんすれば、そこが弱味と成り果てる！


「──何よりも赤せき龍りゆう帝ていだけの眷属と思われるのはイヤだよ」


　キミはヴァーリを目指していたかもしれない。でも、僕は主の剣となり、仲間のキミの隣となりで相棒として立つのが目標のひとつだった。


　リアス・グレモリーは赤龍帝だけじゃなく、「聖魔剣の木場祐斗」も有している、と。そう言われたいから、僕は──。


「──キミが誓ちかったように僕も誓おう。我が主リアス・グレモリーを二度と泣かせない」


　相手の残りは──『王キング』、ソーナ・シトリー会長のみとなっていた。








　デパートの屋上。外の空は白く、何もなかった。ゲームの空間だからだろう。


　僕たち残ったメンバー四人はそこに赴おもむいていた。前方にはソーナ会長。


　会長はこちらに視線を送ると、苦く笑しようされていた。部長が訊きく。


「ソーナ、どうして屋上に？」


「最後まで『王キング』が生きる。それが『王キング』の役割。『王キング』が取られたら、ゲームは終わってしまうでしょう？」


「……そう、深くは聞かないわ」


「リアス、サジは赤龍帝に勝ちました。イッセーくんにもあなたにも落ち度なんてない。──あの子をなめないで。必死なのはあなたたちだけじゃありません」


「ええ、身をもって体感できたわ。──さあ、決着をつけましょう、ソーナ」


　部長が一歩前へ出る。一対一をするつもりですか？


　止めたところで聞かない人だ。ならば──。


「危険を感じたら、即そく時じに助けに入ります。わがままは聞きません」


「…………」


　僕の一言に部長は返事をしなかったが、理解はしているはずだ。僕自身も部長がやられそうになったら、かまわず助けに入る。


『王キング』を取られれば終わりだ。あなたをやらせるわけにはいかないのです、リアス部長。


　そして、親友同士の戦いは始まった──。


　会長の周囲に水のオーラが集まり、しだいに何かを形成させていく。この水の量、尋じん常じようじゃない。見ればこのデパートのあらゆるところから水が集まっているようだった。


　さすがは水の魔ま力りよくを得意とするシトリー家。姉は氷、妹は水が得意と聞いている。


　魔力に滅ほろびの力を帯びる部長。その攻撃は相手を滅めつするもの。部長は魔力の弾たまを躊躇ためらいもなく、友であるソーナ会長へ放つ！　その数は機き関かん銃じゆうのごとく無数だ！


　弾はソフトボールぐらいの大きさしかないが、一発一発から高純度の魔力を感じる。部長もまた修業の成果が出ているようだ。派手に攻撃しないのはルールを踏まえてだろう。


　ザブンッ。ザバアアアァァァァァアンッ。


　ソーナ会長は水を操り壁かべにして、部長の攻撃を防いだ。部長の魔力が当たった瞬しゆん間かん、水もその分消しよう滅めつするが、建物中から集まっているため限りがない。


「さて、リアス。私の水芸、とくと披ひ露ろうしましょうか」


　会長は大量の水を魔力で変化させ、宙を飛ぶ鷹たか、地を這はう大だい蛇じや、勇ましい獅し子し、群れをなす狼おおかみ、そして巨きよ大だいなドラゴンを幾重にも作りだしていた。


　ここまで同時に違うものを形成できるのか！　魔力の技術は部長を超えている！


「臨のぞむところよ、ソーナ！」


　部長は不敵に笑い、滅びの力を圧縮に圧縮を重ねて、無数の魔力の弾を宙に展開させた。あれ一発で力の足りない者は霧む散さんしてしまうだろう。あれだけの数を何度も圧縮させてしまうとは、部長の魔力は修業でかなり練られたようだ。


　どちらも魔力の質に秀ひいでているが、こうして見ると部長はパワー、会長は技術が目立つ。


　身構える両者。そして二人は──同時に攻撃を向けたのだった。








『投了リザインを確認。リアス・グレモリーさまの勝利です』










　WINNER.










　ゲーム終しゆう了りよう後ご、俺おれが目を覚ましたのは医い療りよう施し設せつの一室だった。ベッドの上にいた。


　そういや、俺がここで厄やつ介かいになるのは初めてか。


　俺の場合はケガよりも失血だ。あのあと、すぐに血を入れられて、こうして動けるようになっている。廊ろう下かに出て、自じ販はん機きでジュースなんて飲んでいた。


　俺たちは勝った。


　けど、俺、ゼノヴィア、アーシア、ギャスパー、半分も取られ、ゲーム前に圧あつ倒とう的と言われていたグレモリー眷属はその評価を下げてしまった。


　特に開始早々ギャスパーを失ったことと、赤せき龍りゆう帝ていである俺がやられたことは特に評価を下げたらしい。当然のことができなかったと、上の評価は厳しい。


　部長は──心底悔しそうだった。結果的にエース級の奮ふん闘とうぶりを見せた木き場ばの活かつ躍やくもあって勝ちを収めたが──。最後は『王キング』同士の直接対決で勝ったらしい。


　初の勝利がこれではな……。なんだか、俺たち、完勝に恵めぐまれないな。必ず辛つらい勝敗をしている。膨ぼう大だいな力が眷属にあるのに、俺たちは完全な勝利に程ほど遠とおかった。


　うーん！　こんな調子じゃマズい！


　俺は頭を振ふり、気分を入れ替かえ、匙さじの病室に行くことに決めた。あいつのケガもすでに完治してる。ゲーム中は敵同士だったけど、一度終われば、いつもの友達さ。


　さてさて、あいつにまた部長のおっぱいを自じ慢まんして──。


「これを受け取りなさい」


　匙の病室からサーゼクスさまの声が聞こえてくる。少しだけ開いている扉とびらから、なかの様子をうかがう。なかにはサーゼクスさま、会長、ベッドの上の匙。


　匙はサーゼクスさまから何かを受け取った様子だった。高価そうな小箱を手に持っている。


「あ、あの……これは……？」


　緊きん張ちようして震ふるえている匙。


「これはレーティングゲームで優れた戦い、印象的な戦いを演じた者に贈おくられるものだ」


　サーゼクスさまは微笑ほほえみながら言う。しかし──。


「お、俺は……兵藤に負けました……。こ、これを受け取っていい立場ではありません」


　匙は悔しそうにベッドのシーツをつかんでいた。


「そうだ。けど、結果的にイッセーくんを──あの赤せき龍りゆう帝ていを倒たおした。私たちはキミの戦いを観戦室で興奮しながら見ていた。あの北ほく欧おうのオーディンもキミに賛辞を贈ったほどなんだよ」


　サーゼクスさまは小箱の勲くん章しようを取りだし、匙の胸につけた。


「自分を卑ひ下げしてはいけない。キミだって、上を目指せる悪あく魔まなんだ。私は将来有望な若手悪魔を見られてうれしい。もっと精しよう進じんしなさい。私は期待しているよ」


　そして、サーゼクスさまは匙の頭をなでる。


「何年、何十年先になってもいい。──レーティングゲームの先生を目指しなさい」


　サーゼクスさまの一言に匙は──無言で泣いていた。とめどなく涙なみだは流れ、顔はくしゃくしゃになっていた。


「……サジ、あなたはたくさんの人々に勇姿を見せたのですよ。あなたは立派な戦いをしたのですから」


　ソーナ会長は我が慢まんしていたものを目から溢あふれさせていた。


　きっと、会長もうれしかったんだろう。自分の自慢の眷属が大きく評価されたことが。


　匙は胸の勲章を触さわり、涙を手でぬぐい、力強くうなずいた。


「……はい……ありがとうございます！」


　…………。


　俺はそれ以上聞くのは失礼だと感じ、その場をあとにする。


　……匙、おめでとう。


　俺はヴァーリだけがライバルだと思っていた。ヴァーリだけが倒すべきライバルだと信じて疑わなかった。──それは違ちがったんだ。間違っていた。


　だからこそ、今度改めて面と向かって言うよ。


　すまなかった、と。


　なあ、匙。俺とおまえ、どっちが先に上級悪魔になって夢を叶かなえるのかな？


　俺は──負けない！　絶対にだ。そして、次戦うときは必ず勝つ！


　だから、またやろうぜ。


　俺のライバル、匙元げん士し郎ろう。





　　　　─○●○─





　俺の病室に入る直前の部長を見つける。


「部長」


　部長もこちらに気づき、微笑む。そのまま病室に入り、談笑し始めた。


「イッセー、ゲームお疲つかれさま。よくやってくれたわ。でも、あまり私に恥はじをかかせないでね？　あなたは本当に性せい欲よくが過剰なのだから」


　部長が苦笑する。あああああ、恥をかかせてしまいました。


「す、すみません……。どうにも新技やらパワーアップが煩ぼん悩のうに繫つながりやすくて……」


「あの技はゲーム時には封ふう印いんよ」


「ええええええええええええええええっ!?　マジですか!?」


　ウソ！　マジで!?　どうして!?　あ、変態的だからか！


「だって、女性悪魔と戦えなくなってしまうもの。だから、禁止」


「うぅ、部長がそう言うなら従いますぅぅぅ」


　俺は涙目でうなずいた！　残念だ！　無念極まりない！　まさか、たった一度の命とは！　あ、でも実戦では使っていいのかな？


　部長が苦笑する。


「けど、やっと一勝したわ。前回に比べたらマシだけれど、それでもこちらもイッセー、アーシア、ゼノヴィア、ギャスパーを取られた。才能に恵まれ、力に溢れた眷けん属ぞくと呼ばれようとも、本番で力を発揮できなければ意味がないわ。勝つ確率が高くても負けるときは負けてしまう」


　部長の言う通りだ。


　俺たちも一歩間違えれば負けていたかもしれない。相手は俺たちよりも勝つ確率が低くても必死で向かってくる。あちらもまた勝つことを信じて前進してくるんだから。


　妥だ協きよう、油断なんてものをしていたら、勝てる試合も勝てやしない。


　当たり前のことを俺も部長も改めて思い知った。


　……難しいな、ゲーム。戦せん闘とうも同じか。


　そして、上級悪魔への道も見えてきた分、遠く感じた。


　だけど、届かない距きよ離りじゃないんだ。いつか俺も部長のように──。


「でもね、イッセー。朱あけ乃のと小こ猫ねこ、二人がこの試合で自身の壁かべを越こえてくれたのですもの。こんなにも喜ばしいことはないわ」


　部長は微笑みながら言う。その微び笑しようはやさしさに包まれたものだった。


「はい、俺もそう思います！　試合に勝って、勝負に負けた感じですけど、それでも朱乃さんと小猫ちゃんが先に進めてうれしいっス！」


「イッセーのおかげね。あなたのおかげで、私の眷属は皆みんな、抱かかえたものを突とつ破ぱしていくわ。私が思い悩なやんだものをイッセーは全部打ち破ってくれる。とても感謝しているのよ」


「そ、そんな、俺は別に何もしてませんよ。ただ、皆で楽しくやっていくことを考えているだけですから」


　そう、俺は皆と一いつ緒しよに先へ進みたい。今回みたいにキツいことが起きても、共に突破していきたい。俺たちは仲間なんだから──。


「イッセー、あなたが私の眷属で良かった……。ずっと、私と一緒にいてね」


「はい、部長！　ずっとお傍そばにいます！」


　部長の最大級の笑顔を見られて、俺もうれしかった。


　コンコン。


　ふいに病室のドアがノックされる。「はーい、どうぞ」と返事をしてみると──現れたのは見たこともないじいさんだった。帽ぼう子し被かぶって、隻眼だ。しかも長い白ヒゲだし。


「じいさん、誰だれっスか？」


　俺が怪け訝げんに訊きくと、じいさんは笑う。


「わしは北の田舎いなかジジイじゃよ。赤せき龍りゆう帝てい、もう少し修業が必要なようじゃな。まあ、精進せい」


　急になんだ、この馴なれ馴れしいジジイは。でも、俺のことを赤龍帝って知ってる？


「オーディンさまですね？　初めてお目にかかります。私、リアス・グレモリーですわ」


　部長は知っているようだ。オーディン？　はて、どこかで聞いたことあるようなないような……。


「うむうむ。サーゼクスの妹じゃな。試合見ておったぞ。まあ、ああいうこともある。お主も精進じゃな。しかし、ううむ。デカいのぉ。観戦中、こればかり見とったぞい」


　じいさんは部長のおっぱいをやらしい目つきで見ている！　おおおおーい！　このクソジジイ！　そのおっぱいは俺んだ！　俺以外がやらしい目つきで見ちゃいけないんだよ！　猛もう抗こう議ぎしようとしたら、いつの間にか入室してきていた鎧よろい着たキレイな女の子がじいさんの頭をハリセンで叩たたく。


「もう！　ですから卑ひ猥わいな目は禁止だと、あれほど申したではありませんか！　これから大切な会談なのですから、北欧の主神としてしっかりしてください！」


「……まったく隙すきのないヴァルキリーじゃて。わーっとるよ。これから天使、悪魔、堕だ天てん使し、ギリシャのゼウス、須しゆ弥み山せんの帝たい釈しやく天てんとテロリスト対策の話し合いじゃったな」


　じいさんは頭をさすりながら、半眼でつぶやいた。


「まあよいわ。サーゼクスの妹と赤龍帝。世は試練だらけじゃがな、楽しいこともたくさんあるぞい。存分に楽しんで、存分に苦しんで前へ進むんじゃな。がむしゃらが若造を育てる唯ゆい一いつの方法じゃよ。ほっほっほっ」


　それだけ言い残すと、じいさんと鎧着た女の子は俺の病室をあとにする。


　何者だったんだ？　あのじいさん……。俺の部長のおっぱいに注目しやがって！　部長のおっぱいに手を出したら俺の敵、確定だ！　そんなことは絶対に許さん！


　そのあと部長に聞いたことだけど、あのじいさんは北の神さまらしい！　ただのスケベジジイにしか見えん！


　……本当、世の中、俺のわからんことばかりだぜ。










　Reunion.










　八月後半──。


　俺たちグレモリー眷属は、本ほん邸てい前の駅で冥めい界かいとのお別れのときを迎むかえようとしていた。


「それでは、一いつ誠せいくん。また会える日を楽しみにしているよ。いつでも気き兼がねなく帰ってきてくれてかまわんよ。グレモリー家をキミの家と思ってくれたまえ」


　大勢の使用人をうしろに待機させて、部長のお父さんがそう言ってくれる。


「ありがとうございます！　で、でも、ちょっと恐おそれ多くて……」


　苦笑いする俺だが、部長のお母さんも肯こう定ていしていた。


「そんなことありませんわよ。一誠さん。人間界ではリアスをよろしくお願いしますわね。娘むすめはちょっとわがままなところがあるものだから、心配で」


「お、お母さま！　な、何をおっしゃるのですか！」


　部長は顔を真っ赤にしていた。かわいい部長！


「はい！　もちろんです！」


　俺おれは胸をたたいてうなずいた。部長のこと、お守りします！　こんなこと言うと失礼かもしれませんが、惚ほれた女性なので終生守りますよ！


「……うぅ、私も涙なみだもろくなったものだ。我わが家の将来は明るい……」


　部長のお父さんが号泣していた。ええええええっ！　なんでなんで？


　横で部長のお母さんが嘆たん息そくしていた。


「ちょっと、あなた。そこは父親らしく、『娘はまだやらん！』ぐらい言って返すものですわよ？」


「そんなことを言ってもだな、一誠くんはすでに私の力を超こえそうなのだから、もう十分だろう？　そろそろ落ち着いてもいいのではないかと思ってな」


「隠いん居きよめいたことをおっしゃるのは、せめてリアスが高校を卒業してからにしてください」


　？？？？　なんだか、盛り上がっているけど、何なんだかな……。


「リアス、残りの夏休み、手紙ぐらいは送りなさい」


　サーゼクスさまがご子息のミリキャスさまを抱えながら言う。そのすぐ後方にはグレイフィアさんが待機していた。


「はい、お兄さま。ミリキャスも元気にね」


「うん、リアス姉さま！」


　列車に乗り込こみ、窓からサーゼクスさまたちに最後の別れを告げる。


　あ──。


　そのとき、俺は気づいた。サーゼクスさまとミリキャスさま、そして──。


　そのスリーショットは親子に見えたんだ。やっぱり、そうだったんですね。俺の家でのあれは冗じよう談だんじゃなくて──。





　　　　─○●○─





　帰りの列車。


　俺は手つかずだった学校の宿題に追われていた。


　そうだよ！　冥界に来て忙いそがしかったけど、これをすっかり忘れてました！


　しかも思い返してみれば、俺、大切な高校二年生の夏休みの大半をドラゴンと山で過ごしたんだぜ？　泣けるなんてもんじゃねぇぇぇぇぇっ！


　あんな山でのサバイバルで貴重な青春を使っちまった！　部長とのデートも、朱あけ乃のさんがお部屋でエロエロなことをしてくれるってのも、まったくなかった！


　俺は号泣しながら、現国の宿題に手をつけていたのだった。


　しかし、冥界での生活はすごい体験ばかりだった。そして、いろいろな勉強にもなった。


　俺たちは強い──パワーに関しては。けど、俺たちよりも統制の取れたチームが相手の場合、どんなにこちらのパワーが強大でも戦術しだいでやられる。


　……俺も将来『王キング』としてゲームをやるなら、いまのうちからそういう戦術とかを考えておかないとダメだろうな……。


　だってさ、俺のパワーが伝説のドラゴンでどんなにすごくても無む闇やみに突つっ込んで相手の術中にハマってやられたら、そこで即終しゆう了りようだ！　俺が『王キング』だからやられたら投了リザインだよ！　今回も力では全体的に勝っていたはずなのに匙さじに技で負けたし……。


　うわぁ……先行き不安すぎる。


　前の席に座すわる部長に俺は話しかける。


「部長」


「なに？」


「俺、ハーレム王になるためにいままでがむしゃらにやってきました。それが目標でしたし、いまでもそれになりたいって気持ちも変わりません。──ただ、タンニーンのおっさんが俺に言ったんです。最終目標にそれを持ってくるのは勿もつ体たいないって。で、ちょっと考えたんですが、ただのハーレムじゃダメかなーって。誰にも負けない魅み力りよく的でゲームにも強いハーレムを作れたら最高ですよね」


　部長は俺の言葉を聞き、かなり驚おどろいた表情を見せたが、すぐに微笑ほほえんでくれる。


「夏の合宿は成功みたいね。冥界で他の悪あく魔まに出会えたことはあなたにとって大きなプラスになったようだし。私もあなたも大きく学んで先に進めそうだわ」


　はい！　俺、がんばります！


　と、そこへ小こ猫ねこちゃんが現れて……俺のひざにお座りぃぃぃっ!?


　俺は何が起きたのかわからなかったが──小猫ちゃんが俺のひざの上にお座りして、猫耳をぴこぴこ動かしていた。


「こ、小猫ちゃん……？」


　恐る恐る顔を覗のぞいてみると、


「にゃん♪」


　満面の笑みで微笑まれた。うん。なんか、もうそれだけで俺は脳みそが弾はじけ飛んでいた。
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　アーシアが涙目だったり、部長が半眼で睨にらんでいたり、朱乃さんが無言のニコニコフェイスプレッシャー放ったりしてたけど……。


　うん！　かわいいは正義です！


　こうして、列車は俺たちの住む人間界へと──。


　冥界での生活、楽しかった。一生忘れない夏休みになったと思う。








　人間界側の地下ホームに列車はたどり着き、俺は背せ伸のびした。


「うーん、着いた着いた。さてさて、我が家に帰ろうぜ、アーシア──」


　アーシアに振ふり返ったときだった。謎なぞの優やさ男おとこにアーシアが詰つめ寄られている。


「アーシア・アルジェント……。やっと会えた」


「あ、あの……」


　困こん惑わくしているアーシア。こりゃマズい！　変質者さんですか？　うちのアーシアちゃんには指一本触ふれさせませんよ！


「おいおいおい！　アーシアに何の用だ！」


　間に入る俺！　しかし、謎の優男は真しん摯しな表情でアーシアに訊きいていた。


「……僕ぼくを忘れてしまったのかな。僕たちはあのとき出会ったはずだよ」


　優男は──って、こいつ、どこかで見たような。優男は突とつ然ぜん胸むな元もとを開き、大きな傷きず痕あとを見せてきた。深い傷痕だ。アーシアはそれを見て、目を見開いていた。


「──っ。その傷は、もしかして……」


　アーシア？　覚えがあるのか？


「そう、あのときは顔を見せられなかったけれど、僕はあのときの悪魔だ」


「──っ」


　その一言にアーシアは言葉を失っていた。


「僕の名前はディオドラ・アスタロト。傷痕が残らないところまで治ち療りようをしてもらえる時間はあのときなかったけれど、僕はキミの神器セイクリツド・ギアによって命を救われた」


　アーシアの過去は聞いている。偶ぐう然ぜん、一人の悪魔を助けたことで魔ま女じよの烙らく印いんを押おされた。


　──そう、そいつはアーシアが教会を追い出される切きっ掛かけとなった悪魔だった。


「ディオドラ？　ディオドラね？」


　部長が彼に覚えがあるようだった。……あ、思いだした。こいつ、例の若手悪魔の会合でいたぞ！　あのときの美少年の上級悪魔！　確か、現ベルゼブブが出た御お家いえの！


　ディオドラはアーシアのもとに跪ひざまずくと、その手にキスをする！　て、てめえ、アーシアになんてことをっ！


　飛びだそうとする俺だが、そんなものかまわずにそいつはアーシアに言った。


「アーシア、僕はキミを迎えにきた。会合のとき、あいさつできなくてゴメン。でも、僕とキミの出会いは運命だったんだと思う。──僕の妻になって欲ほしい。僕はキミを愛しているんだ」


　──そいつは俺の目の前でアーシアに求きゆう婚こんしたのだった。


　暑かった夏が終わりを告げ、長くなるであろう秋がもうすぐ始まろうとしていた。





あとがき

あとがき







　メディア展開したら、各ヒロインのおっぱいが歌うキャラクターソングなんてものをやりたいです。





　読者待望のツンデレキャラを出しました（アーシアのおっぱい）。


　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。また、やんちゃをしました。


　おっぱいネタだけでここまで話が広がるものですね。自分でも驚おどろきました。


　乳をつついて超スーパーサ○ヤ人、卍解ば〇かいみたくパワーアップする主人公なんてイッセーぐらいなものでしょうか。そういや、前回は部長の乳を半分にされそうになってキレてましたね。


　パイリンガルに関しては……。これを思いついたとき、私は病気だったのでしょう。


　五巻はいままでで一番厚い本となりましたが、あとがきも長いのでそれなりに語らせてもらいます。以下、ネタバレも含みますので、先に本編をお読みくださいませ。







・新キャラと冥めい界かい




　さて、新キャラが怪獣ドラゴンだったり、若手悪魔ナンバーワンだったりしますが、タンニーンとサイラオーグは今後活躍予定のキャラなのでよろしくお願い致します。


　ヴァーリの仲間たちも次々と判明してきましたね。小猫のお姉さん『黒くろ歌か』、謎の聖せい王おう剣けん使い。他には誰がいるのか？　それは今後の秘密。


　前巻で世界観が広がりましたが、メインである悪魔業界もちゃんと描写しなくちゃいけないので、今回はそれを描かせてもらいました。三大勢力の協定は、グレモリー眷けん属ぞくＶＳヴァーリチームと若手悪魔同士のレーティングゲームをするための土台作りでした。


　今後もそれを中心に動かし、その合間に世界観やら設定やらを語っていきたいです。


　あくまでメインはイッセーとリアスたちの学園生活と成長のラブコメ物語なので。


　しかし、冥界の世界観作りは苦戦しました。この作品は現代ファンタジーです。世界も現代日本が舞台です。そこへまったく違う異世界をひとつ作らないといけなかったので結構大変でした。







・小こ猫ねこと部員たち




　小猫が猫ねこ又またという設定はシリーズ開始頃から私と担当さんの間で話し合われてました。なかなか、機会が巡めぐってこなくて丸一年以上正体不明でしたが、このたびついに解禁、と。


　これでオカルト研究部の面々は全員正体が明かされましたね。あとはその後の成長を見せていく感じです。皆、抱えているものがありますが、それをイッセーと共に乗り越えさせてやりたいですね。


　オカルト研究部を書くとき、私のなかでコンビなるものがあります。たとえば、リアス部長と朱乃さんで「お姉さまコンビ」。この二人は四巻から絡み合うことが多くなりましたが、これはイッセーを取り合う「お姉さまコンビ」として描いているからです。


　アーシアとコンビなのはゼノヴィアでしょうか。二人は出会いが最悪でしたが、いまではすっかりお友達です。アーシアにとっての、ゼノヴィアにとっての親友を設定してあげたかったのでこの教会関連の二人をコンビにしてみようと思いました。


　小猫の相方はギャーくん、ギャー助ことギャスパー。一年生コンビです。毒どく舌ぜつロリと引きこもりの女装少年という斜め上のコンビですが、かわいらしい後輩二人なので読者の皆さまにもかわいがって欲しいかなーと。


　最後は男子コンビ。イッセーと木場。作中、木場がイッセーを食う活躍をしております。


　エースはどう見ても木場ですね。五巻までの敵の撃げき破は率りつが部員のなかでもトップクラスに高いですし。イッセーは主人公なので、どうしても強くなっていきます。彼の背中を守れる相棒の木場も同様に強くしたかったのです。私のなかではイッセー、リアスに続く、裏主人公として活躍させていきたいと思っております。戦闘中、とにかく書きやすい。


　最後にアザゼル先生。いきなり、誰も思いつかなかった戦い方を部員たちに提てい示じしたり、恐るべき先生っぷりを披露してくれています。今回は直接戦いませんでしたが、それでも先生のことを気にいってくれる読者さんが増えてくれたら幸いですね。


　こうなると残る『戦車ルーク』はどうなるのか気になる方も多いかもしれませんが、それは今後のお楽しみということで。来年中には出てくると思います。


　ここで五巻表紙のワンポイント。帯を取ってから、表紙を見ると小猫の○○が……。







・レーティングゲーム




　五巻は小猫の話でもあり、匙さじの話でもありました。特に匙は、生み出したそのときからこの一戦を想そう定ていしていて、今回そのお話を書けてうれしかったです。覚かく醒せいしたイッセーを一度戦術的に負かしてみたくて、その役目は匙しかいないと思っていたものですから。


　禁手に至ったその巻でイッセーに試し練れんを与えたかったのです。厳しい作者ですね。


　この作品は、天才キャラが多いですが、それと同じぐらい努力型のキャラを出していきたいと考えておりました。イッセーと匙は努力型です。才能がなければ大成しないというふうには書きたくありませんでした。努力も報われなくてはいけないと常々感じていたものですから。それが今回の裏テーマです。


　もともとレーティングゲーム戦のように戦場と戦術を考えるのが好きなのですが、作品がラブコメのため、いきなりゲームをやり始めてもダメだと思ったので、キャラと世界観を固めてからにしました。ゲーム戦はまだまだやっていきますよ。


　そういや、気づきました？　今回、リタイヤしたメンバーと残ったメンバーはフェニックス戦のときと逆だったりします。







・宣伝




　今更ですが、宣伝。今年のドラゴンマガジン十一月号より短編の連載が始まりました！


　その前に九月号にて、女子部員全員がエッチな水着（部長は紐ひもの水着）のポスター＋ショートショートも掲けい載さいされましたが、告知が遅くなりました。大変申し訳ございません。


　長編のみ購入されている読者さんにとって、短編は馴な染じみが薄いものかもしれませんが、こちらでは主にギャグとエロのみで突っ走らせてもらっております。


　短編集の発売はまだ未定ですので、気になる方はどうぞお読みくださいませ。










・読者の皆さまへ




　応援ありがとうございます！　おかげさまでシリーズは順調です。もうしばらくは続くようですので、よろしくお願い致します。ぜひとも十巻に達したいものです。


　ファンレターも届いております！　四巻以降、朱乃さんに関する意見が多くなりましたね。皆さん、四巻で朱乃さんにやられたのでしょうか。私も四巻以降、朱乃さんを書いていて楽しいですぜ。エロエロお姉さまコンビにこれからもご注目。もちろん、アーシアや小猫ちゃんたちも活躍します。







・私について




　おかげさまで仕事に追われる毎日です。春先に疲ひ労ろう骨こつ折せつした腰もいまだリハビリ中ではありますが、だいぶ良くなりました。健康第一。青汁も始めました。







・謝辞と次巻について




　謝辞を。みやま零ゼロさま、担当のＨさま、ついに五巻を超えようとしています。


　担当さんとは毎回「おっぱいが」「おっぱいで」と電話口でおっぱいおっぱい言っております。焼き肉屋に連れて行ってもらったときもおっぱいおっぱい言い合ってました。


　三巻の朱乃さんの指ちゅぱシーンで修正が入り、実は四巻でも朱乃さんのシーンで修正入りました。五巻は朱乃さんの使い方を覚えたのでさすがに修正はありませんでしたが。


　今回も「部長の乳首を吸うことでイッセーがパワーアップ！」としたかったのですが、それをやるとファンタジア文庫から出せなくなってしまうため、つつくことになりました。


　でも、先に無茶を言ってきたのは担当さんで、二巻のときに「戦闘シーンにエロを入れてください」なんて依頼してきたわけです。どうにでもなれと思った私は、女の子の服が弾け飛ぶというおバカな展開を書いて送りました。絶対に拒否されるだろうなーと思っていたら「最高だよ！　これだよこれ！」と一発ＯＫ。ドレス・ブレイク誕生秘話です。ドレス・ブレイクは誕生して良かったです。読者さんからの支持も高いですし。結果的に作者も担当さんもエロエロでした。


　しかし、ついにおっぱいまでしゃべり出したわけですが……どうなるんだ、この作品。


　そして、みやま零さま。毎度、無茶な設定やキャラクターを出していまして、大変申し訳ございません。しかし、毎巻素晴らしいイラストで、もう感無量です。カラーモノクロ一枚一枚完成度が高いので毎回「すげーすげー！」と打ち震えてます。読者の方々、本当、短編のほうも読んでみてください。みやまさんの短編イラストを見るだけでも十分に楽しめますので。幼女姿の部長がいたり、魅み惑わくの雪女がいたりで飽きませんから。


　四巻のイッセーの鎧よろいとヴァーリの鎧の口絵イラスト、あれは本当に興こう奮ふんしました。変身設定を作って良かったと思わずガッツポーズを取ったものです。


　当たり前のことですが、ハイスクールＤ×Ｄは私の力だけじゃなく、みやまさんと担当さんのお力添ぞえもあって初めてここまで動くことができるんだなって、常々強く思います。


　思えば遠くへきたものですが、まだまだ続きそうなのでこれからもよろしくお願い致します！





　次巻はアーシア編です。五巻ではすごい引きで終わりましたが、六巻は大変なことになります。二学期編は一学期編よりも長くなるかもしれませんが、応援のほど、よろしくお願い致します！





著者


石踏一榮


●いしぶみいちえい








ハイスクールＤ×Ｄ５


冥界合宿のヘルキャット





石いし踏ぶみ一いち榮えい






[image: ]


平成21年12月25日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2009 Ichiei Ishibumi, Miyama-Zero/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/P101.jpg





OEBPS/images/P037.jpg





OEBPS/images/SYO.png





OEBPS/images/COVER.jpg
(

aft

y/ |
2
— T7I9I 7Y E
y W





OEBPS/images/KIN.png





OEBPS/images/K003.jpg
f: -
,,’3;7 ..3%:)%“.“

b

.....

St

N B & B
Mw&b 54






OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/K002_1_zzz.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P179.jpg





OEBPS/images/P321.jpg





OEBPS/images/P223.jpg





OEBPS/images/P367.jpg





OEBPS/images/P137.jpg





OEBPS/images/P287.jpg





